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は し 力S き

地下に眠る文化、先人達の自然を舞台とした様々なドラマや其の営なみは、現

在に生活する我々と今尚大きな関連をもって生きているのです。然し其れを実証

する貴重な財産であるべき埋蔵文化財も急ピッチな開発の煽りを受け、辛うじて

各地域で緊急的な発据調査をなされているのが現状です。

はからずも国際都市大阪のベッドタウンとして、発展の一途を辿りつつあった

本市におきましても、昭和39年に日本初の本格的自動車道路である名神高速道路

が整備され、同44年には隣接する吹田市で開催され花日本万国博覧会会場の一つ

の玄関的役目を担った事等が契機となって、都市化に伴なう各種の開発事業が急

激に進み其の一方で貴重な埋蔵文化財が、不本意乍ら破壊の危機に立たされまし

た。そこで其の保存保護が急務とされた次第です。

今回東奈良遺跡の発見も、小川水路の改修、下水道工事等によるものであり、

其の遺物の多大さ貴重さ等から緊急に遺跡の性格と、規模を詳しく調査する必要

性が生じたのであります。更に此の附近にも住宅開発の波が押し寄せ、阪急南茨

木駅が設けられた事等 も発掘調査の大きな発端となった事は申す迄 もありませ

ん。

幸いにして阪急電鉄株式会社においては、此の趣旨をご理解載き、大阪府教育

委員会と本市の二者に依る協議の結果、「東奈良遺跡調査会」が結成され、名実

共に本格的調査の第一歩を踏み出したのであります。

百聞は一見に如かずとか、人間誕生以来培かわれて来た歴史の証 を、現実に

見、或は手に触れ実感として受け止め乍ら、当初の予想を上廻る成果を上げて調

査は今も続けられております。

此々に、昭和47年～同48年迄の調査報告と致しまして若子の資料を提供するも

のであります。

最後に発掘調査に従事された方々及び調査関係者各位に感謝の意を表しますと

共に、生きとし生ける者として、今後共文化財の保存保護について認識昂揚を、

敢えて念願するものであります。

茨木市教育委員会教育長

桑 田 括 身
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I 本概報 Iは、阪急電鉄南茨木駅周辺の住宅開発事業等に伴って、昭和46年 7月 より、同48

年 8月 までに実施した発掘調査の概要をとりまとめたものである。

I 調査にあたっては、大阪府教育委員会文化財保護課主査 。田代克己 (現帝塚山短期大学助

教授)を調査部長、茨本市教育委員会社会教育課長・奥田勉 (現総務次長兼課長)を事務部
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三愛石油株式会社の各位に御協力を得たことに感謝いたします。
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他、山内ちづ子が行った。遺構・ 遺物の写真撮影は寿福滋氏が行った。
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Ⅷ 本書の編集は、田代克己 。奥井哲秀が担当した。
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7 第 1遺構面
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(上)第 1大形土嫉
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(上)第 1大形土拡

(下)第 1大形土嫉 木製品

A-6-F・ G・ IoJ・ K地区
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78 H-3-C地 区 竪穴住居跡 Ia実測図

79 H-3-C地 区 竪穴住居跡 Ib・ C実測図

80 H-3-G地 区 井戸 4号実測図

81 1-3-B・ F・ G・ H地区 遺構実測図 (附区)

82 F-4-N、 G-4-B地 区 遺構実測図 (附図)
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98      ″                ″
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126 F-7-EeF地 区出土の本器

127            ″

123 F-7-E・ F地区、F-4-N、 G-4-B地 区 出上の本器
129 F-4-N、 G-4-B地 区出上の本器
130 Hi13-G地区出土の本器

131 G-4-B地 1区出上の板状原材



挿 図 次

第 1図 小川水路採集の銅鏃と銅鏡………………………………………………………………… 3

第 2図 小川水路近景 (北 より昭和54年 3月 撮影)………………………………………………・3

第 3区 東奈良遺跡の位置…………………………………………………………………………… 4

第 4図 地区割細分図………………………………………………………………………………… 5

第 5図 発掘調査風景………………………………………………………………………………… 5

第 6区 木槌の出土状況………………………………………………………………………………12

第 7図 竪杵の出土状況………………………………………………Ⅲ…・…………………………・13

第 8図 掘立柱建物跡…………………………………………………………………………………15

第 9図 壺棺墓…………………………………………………………………………………………16

第10図 土器群C出土土器……………………………………………………………………………32

第■図 第 7号土嫉墓出土土器………………………………………………………………………40

第12図 第 8号土嫉墓出土土器………………………………………………………………………40

第13区 南溝供献土器…………………………………………………………………………………44

第14図 北溝供献土器…………………………………………………………………………………・・45

第15図 井戸第 1号出土土器…………………………………………………………………………45

第16図 第 1大形土拡出土土器………………………………………………………………………46

第17図 第 1大形土嫉出土土器…………………………………………………………・…………・・47

第18図 第 1号方形周溝墓供献土器…………………………………………………………………・50

第19区 東壁面土層図…………………………………………………………………………………55

第20図  溝 I-3(大 溝)出土土器 147

第21図  溝 I-3(大 溝)出土土器……………………………………………………………… 148

第22区 須恵器杯蓋 1……………………………………………………………………………… 221

第25図 木器材質鑑定顕微鏡写真………………………………………………Ⅲ…………・・244・ 245

第23図

第24図

第26図

第27図

第28図

第29図

第32図

第33図

5 ・̈…・・中い0●……・・・…・・・…・・中̈ ●̈“"・・̈ ―・・中●●●●い…………………………・・……・・…・・… 221

〃    8・ ……………・・̈ ・̈・̈ ―̈̈・・・・……・・……・・・・・・・・……・・……・・……………・………・……・・……・ 222

″          … …・ ・・
¨ ¨
・ ・
“
・ ・ ・ … … …

,中 中 ●中 中 ● |● ¨ ●中 ●
…
Ⅲ
…
0中 ― 中 中 ¨ ●●中 中 ●●

… 244・ 245

〃        ……………………・・…………………………………………・・……………………・244・ 245

″          
中 中 ¨ 0中 中 ● ● ● ● 中 ● ●

… … … … …
・ ・ ・ ・

中 ● ● ¨ 中 ● ●

… …

●
・
中 ¨ ● ● ― ¨

・ ・ …
…
… … 244・ 245

″         ●●̈"0中 0̈● 中̈ ●●……・………・̈ ―・・い̈・・……・・……・・……・・…・・中●,2440245

″         中…………………………………………………………………………………………… 255

″          中̈ ●●●●・中●●"¨ ●̈……………Ⅲ……・・̈・・・・̈ ・̈・……・………Ⅲ……・中中●0 255

第30図  東第 1溝出土土器………………………………………………………………………… 246

第31区  杯部と脚部のとりつけ方法……………………………………………………………… 254



憂霊昌蟹麗騒童霰≒尋をよ争囁慾去と号七晟オ被
｀
〆上Υ再「.∵IP,咀 :釘

第37図 杯部と脚部の接合実験………………………………………………………………256・ 257

第 1表 調査経過表…………………………………………………………………………………… 2

第 2表 掘立柱建物跡の規模…………………………………………………………………………18

第 3表 井戸状遺構の規模……………………………………………………………………………20

第 4表 第 1号方形周溝墓各溝の規模………………………………………………………………36

第 5表 木棺墓・ 土嫉墓の形態と規模………………………………………………………………42

第 6表 各地点標高……………………………………………………………………………………43

第 7表 各方形周溝墓の規模…………………………………………………………………………53

第 8表  F-4-N、 G-4-B地 区弥生式土器の形態と呼称 (折込)……………… …・62・ 63

第 9表 H-3-G地 区満Ⅱ-3(大 溝)土師器の形態と呼称 (折込)………………Ⅲ140・ 141

第10表 板状原材木取り模式図及考察…………………………………………………………… 242

第■表 各溝の供献土器群集計表 (百分率)・・…………………………………………………。245

第12表 焼成土器の観察表………………………工……………………………………………… 249

第13表 黒斑の位置関係分類表…………………………………………………………………… 249

第14表 黒斑の位置観察表………………………………………………………………・・・………・250

東奈良遺跡出土土師器編年図表…………………………………………………………附図

別 表

秀生式土器観察表

土師器観察表

須恵器観察表

石器 。土製品観察表

次目表



第I

調 過経の迄る至こ
垂早
査

大阪、京都を結ぶ交通の要路にあたる茨本市は、其の立地と交通

網に恵まれた事から、工場用地、住宅地として大阪を核とする衛星

都市化が急速に進み、農村から都市への転換を余儀なくされた。比

の様な生活基盤の変化は、何百年もかかって培かわれた古い茨木の

町並を次第に奪い去り、長閑な田園地帯は、工場用地や宅地へとそ

の歴史的風土は開発の波に溶み込まれ大きな変貌をとげつつある。

摂津市に隣接する茨木市の南西部は、此れ迄交通機関に恵まれな

かったことから、国鉄東海道線沿いに工場が建設された他は、近年

迄特に目立った大規模な開発はなく広々とした田園風景を保ってい

た。

然し、日本万国博覧会の開催を契機に交通網の整備がなされ、阪

急南茨木駅の誕生を見、大阪中央県状線がひかれると言う好条件か

ら、新たな住宅地として浸蝕される様になって来た。

比の様な状況下に於いて、昭和も年から同47年にかけて、水拐1け

の悪かった茨木の市衡地を流れる小川水路を浄化する為の改修工事

が、茨本市土木課によって随時行なわれ、同46年春、東奈良 2丁 目

にさしかかった際、パワーショベル等で掘り上げられた土砂の中に

多量の遺物 (土器・石器・木器)が混入しているのが発見された。

比の第一発見者は、近くに住む市立玉櫛小学校と、市立南中学校

の児童、生徒諸君であり、彼等は毎日のように、残土の中から根気

よく遺物の表面採取を行ない、其れを各々の学校に届けた。その中

で、美沢町の日高史雄、水尾町の西岡伸哲両君による多量な採集品

の中には、銅鏃、木製品等も含まれており、その重要性等から事態

を重視した学校側より本市教育委員会に第一報が入った。

比れ迄茨本市の南部における遺跡の存在は確認されておらず、こ

の連絡を受けた市教委は、状況を把握する為現地に赴むいた結果、

現地表面下約 1.7mの 黒色粘土層中より弥生時代及び、古墳時代の

遺物等が出土していることを確認した。

その後、この地域で阪急電鉄株式会社によるマンション建設が計

画された為、市教委によって試掘が行われ、其の結果、奈良、東奈

良、沢良宜西、天王、若車の各町にまたがるかなりの範囲に遺跡が

広がることが確認された。遺跡の発見は、各新聞で報道され、広く

一般にも周知される様になったが、一方遺跡の保存、保護について

大阪府教育委員会、茨本市教育委員会、阪急電鉄株式会社との三者

で幾度となく協議が重ねられ、同年 7月 、本格的な発掘調査の必要
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調査が実施 されることとなった。

第 1表 調査経過表

発 掘 地 域 ＼ 1 調査目的 1調査主体 1 遺   構  1 遺   物

和46年 7月 20日

9月 30日
奈良 2丁目745-2 許第基も

な
詳曇 燃残欽悟g璽

11)]21日

11)]30日
奈良 3丁目316、 小,II水路の改

員会1溝
(時期不明) 、 須 恵 器

(古墳時代後期)

12月 18日
良宜酉35-1、 36-1

ガソリンスタ:
ド建設にともI

hll1/JK路の
鋼 薮香墓員J畠基条畠

ため

招雪陽容墓員会IE鎌、

7年 1月 27日
奈良 2丁目402番地

1月 31日 、 2月 23日

日

日

日

日

小
も
お

小川水路採集遺物につ

い

ウ

て

弥生式土器

(図版92 1～ 16)

石器

(図版92 1～ 7)

銅鏃・銅鏡

(第 1図  1～ 4)

性から、府教委、市教委の合同のもとに「東奈良遺跡調査会」が結

ここに報告する弥生式土器、石器、銅鏃、銅鏡は、上記の小川水

路改修工事に際して掘り上げられた排土中より、日高史雄 。西岡伸

哲両君が採集した遺物の一部である。報告を行うに際して、日高史

雄 。西岡伸哲両君の資料提供に対して,き より感謝するものである。

弥生式土器は、前期 (1・ 2・ 3)と 中期 (5。 7・ 8・ 9。

10・ ■・ 12・ 13・ 14)と 後期 (15。 16)の各時期を通じて採集され

ており東奈良遺跡における弥生時代の存統期間の長さを如実に物語

っている。個々の詳細については土器観察表を参照されたい。

採集された石器は、磨製石鏃 (1)と 打製石鏃 (2～ 6)と打製

石庖丁 (7)等である。打製石鏃は、平基式 (2・ 3・ 4)と凸基

無茎式 〔円基式〕 (5)と 凸基無茎式 〔尖基式〕 (6)の 3形式が

見られる。これらの内、畿内地方で異例な遺物は打製石庖丁 (7)

である。打製石庖丁は、畿内地方において出土例が少なく瀬戸内地

方 (香川県の西半部・岡山県の順戸内側等)イこ多 く出土している。東大

阪市西石切町植附遺跡出上の打製石庖丁について指摘されている様

に、東奈良採集の打製石庖丁においても瀬戸内地方より運ばれて来

た石器であり、畿内と瀬戸内の交易を推定する事が出来るだろう。

採集された銅鏃 (1・ 2・ 3)・ 銅鏡 (4)は、それぞれの形式

的な特徴から休生時代後期の時期であろう。銅鏃 (2・ 3)は、表

面に鋳造時の承が残存しており、東奈良において銅鏃等を製造して

いることを暗示する遺物である。銅鏡は、弥生時代後半から古墳時
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鮎_∪
I  1  4

代初頭にかけての小型傍製鏡である。文様は、磨滅がひどく不明確

であるが一応実測図を挙げておく。

これら代表的な遺物の他にも、多量の弥生式土器片
e土師器片・

石鏃 (弥生時代)。 よ1片 (サ ヌカイト製)と数点の本器が含まれている

が、小川水路改修工事における新発見の遺跡であったため、そこに

存在したであろう遺構は不明である。しかし、出土した遺物等によ

り弥生時代から古墳時代の遺構群が存在していた事は確実である。

今日の東奈良遺跡における、多くの新しい発見は、この小川水路

において見い出された多量の遺物が原点であり、そこに小川水路発

見遺物の意義がある。

第 2図 小川水路近景 (北より昭和64年 3月 撮影)

小川水路改修工事中に出上した遺物は、今回報告 した遺物以外に

も多くの人々によって採集されてお り、今後機会あるごとに少しで

も多 く紹介 していきたいと考えてお り、採集された方々の御協力を

お願いいたします。

注 1 大阪府史第 1巻 古代編 I 昭和53年  P469～ P470 打製石包
丁と植附遺跡

0              5 cn

第 1図 ′」ヽ)H水路採集の銅鏃と銅鏡

-3-



お1/ ∴1.
Ⅲ Ⅲ

肝謹

“ (た 町 八

市

良
宝
東

ｈ

椰
＝
耐
引

(昭和35年当時)

(こ の地図は、国土地理院が日召和35年 1月 30日
発行の 2万 5000分の 1の地形図を使用したも
のである。)第 3図 東奈良遺琳の位置
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第I章
遺跡の位置と環境

東奈良遺跡は、大阪府茨木市東奈良、奈良、沢良宜西、天王、若

革町の一帯に所在し、弥生時代前期に始まり中世に及ぶ大集落跡で

ある。

遺跡は、すぐ西方に千里丘陵をひかえ、北は老坂山地、東及び南

は西南流する淀川にはさまれた沖積平野上に位置する。

明治初年、遺跡の西方吹田市山田別所から銅鐸一口が出土してい

ることから、遺跡の存在は予想されてはいたが、1960年代にはまだ

その実体は明らかでなかった。

1971年から開始された小川水路の改修工事によって、大量の遺物

が発見されて以後、数次の調査が行なわれ、一方銅鐸の第絶等が発

見されたこともあって、三島平野における大規模な低地の遺跡とし

て知られるようになった。

三島地域において現在までに知られる弥生時代初期の集落跡とし

ては、東奈良遺跡、目垣遺跡、耳原遺跡、柱本遺跡、安満遺跡があ

り、いずれも弥生時代前期に始まるものである。これらの遺跡は、

すべて標高 5～10m程度の低地に存在しており、他地域の弥生時代

前期の集落立地と変りがない。周辺の低湿地が水田として利用され

た結果と言えるであろう。

弥生時代中期には、郡遺跡、宿久庄遺跡、郡家川西遺跡、天神山

遺跡などが増加し、特に安満遺跡を中′ととして、天神山遺跡、慈願

寺山遺跡、芝谷遺跡、古曽部遺跡、紅茸山遺跡、萩ノ庄遺跡等の存

在が知られており、安満遺跡を母村とするまとまりがあるのではな

いかとも言われている。

弥生時代後期には、東奈良遺跡の周辺に新芦屋遺跡、中条小学校

遺跡、上中条遺跡などがみられ、郡遺跡の周辺には、郡児童公園遺

跡、地蔵池南遺跡、上穂積遺跡、倍賀遺跡などがみられるようにな

る。耳原遺跡の周辺には、太田遺跡、総持寺遺跡、安威遺跡などが

現われ、郡家川西遺跡周辺には津之江遺跡、その他天神山遺跡の周

辺では真上遺跡の存在が知られる。

弥生時代前期から後期まで続いて集落の営まれた遺跡と比べて、

後期に出現するものは小規模なものがほとんどである。大規模な集

落と周辺の小集落がどの様な関係にあったかについては、単に母村

と分村と言うだけでは解決し得ない多くの問題を含んでいるわけで

あり、目下のところ不明としか言いようのないのが現状であろう。

東奈良遺跡では、銅鐸をはじめ、銅支、勾玉などの鋳造に関係す
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る遺物が多く発見され、注目されることとなったが、このことは、

単に三島地域のみにかかわらない大きな問題を含んでいると言わね

ばならない。銅鐸の製作とその配布に限っただけでも問題は大き

い。このことをふまえた上で、三島地域で東奈良遺跡が占めた役割

等について今後追求されねばならないであろう。

古墳時代には、三島平野の背後の丘陵地にいち早く前期古墳が築

造されはじめる。紫金山古墳、将軍山古墳、弁天山古墳群などよく

知られたものも多く、これらの古墳を通して各々の地域のまとまり

をうかがうことができる。

東奈良遺跡では、巾10m、 深さ3mで 2段に掘り下げた、少なく

とも 500m以上一直線に続く大溝が発見されている。溝の時期を弥

生時代にするか古墳時代とするかについては、今後さらに検討すべ

きものと考えられるが、比較的大規模な古墳と比べても、その土木

量は圧倒的である。この溝からは、すでに弥生時代にはみられな

い、人員を大量動員し得る背景が浮び上ってくるわけであり、古墳

時代の初期にこの三島地域で東奈良の人々がはたした役割にも大き

なものがあったと予想されるのである。

大溝は短時間の間に砂で埋没してしまい、5世紀以降東奈良では

人々の生活した痕跡はほとんど無くなる。奈良～平安時代にかけて

わずかに掲立柱建物が検出され集落が営なまれたことがわかるが、

かっての大規模な集落のおもかげはない。この時期には律令制下鳴

下の郡衛の置かれた郡遺跡周辺が、この地域の中′ムとなったのであ

る。
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第Ⅲ章

調査の概要

東奈良遺跡は、昭和46年 4月 、小川水路改修工事及び、下水道管

埋設工事中に発見されて以来、多くの箇所において緊急発掘調査を

行って来た。今回の概報は、昭和46年 7月 から昭和48年 7月 にかけ

て行った調査地区のものである。以下調査年度を追って記述を進め

て行く。

昭和46年 7月 、さきの小川水路の東側、茨木市東奈良 2丁目745

番地の2(東奈良遺跡llL区割り、F-7-E・ F地区)に、阪急電鉄株式

会社の社員寮が建設されることとなり、試掘調査を行った結果、遺

物包含層が確認され、昭和46年 7月 20日 より調査面積約 500だの発

掘調査を行った。まず包合層迄一気に造成上、耕土床土を、ユンポ

により現地表面下約 2.5m迄掘り下げると、全面に黒色粘土層があ

らわれた。当初黒色粘土層は 2層にわけられると思われたが判別困

難であることから、ベースの青灰色粘土層迄下げることとした。然

し遺物の出土量が多い上に、連日の雨天に悩まされベースの面が完

全に検出されたのは 8月 中旬であった。その結果弥生時代後期から

古墳時代にかけての溝状遺構、円形大形土拡、袋状土嫉が検 出さ

れ、 9月 30日 に全調査を終了した。

F-7-E・ F地区調査中の昭和46年 8月 、阪急電鉄京都線南茨

本駅南東約200mの中央環状線沿い、茨本市沢良宜西35-1、 36-1

(束奈良遺跡地区割り、H-5-I,MIIL区 )に、山文商事がガソリンス

タンドの建設工事を行った時、大型タンクを地中に埋めるために掘

り出された土砂中より、弥生時代から古墳時代にかけての上器が出

土していることを中学生から通報を受けた茨本市教育委員会では、

工事主体者である山文商事株式会社に現状保存を依頼し、大阪府教

育委員会文化財保護課の指導を受けた。協議の結果、用地内で地下

の遺跡に影響を受けるガソリンスタンド事務所のみの発掘調査を実

施することになった。昭和46年 12月 13日 より18日 にかけて、ほば南

北に 2× 22mの トレンチを設定し、発掘調査を行った。その結果、

平安時代頃の柱穴跡、古墳時代前期の壷棺墓・弥生時代後期の溝状

遺構を検出した。

昭和47年の春から同年11月 、天王小学校 (I-1、 」-1地区)の

建設に先立って、大小 3ケ所の試掘調査及び発掘調査を実施し、現

在の東奈良遺跡の範囲が確認された。

昭和47年 10月 、阪急電鉄京都線南次本駅週辺に大規模なマンショ

ン建設が計画されていることから長期的な発掘調査を考えて、新に

阪急電鉄社員寮

(F-7-E・ F地区)

山文商事ガソリンスタ

ンド

(H-5-ICM地 区)

天三小学校

(I-1、 J-1地 区)

阪急電鉄マンション
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B棟

(H-3-」・ K
NeO地 区)

C棟

(H-3-B。
GoH地 区)

A棟

(I-3-B・
G・ H地区)

東奈良遺跡調査会が結成された。同時に東奈良遺跡地区割りをも設

定し、本格的な発掘調査に備えた。

昭和47年 11月 1日 より、阪急電鉄株式会社、駅前ハイタウン第一

期分譲マンションA、 B、 C3棟の発掘調査を開始した。まずH―

3-J・ K・ MoN・ 0・ P地区に位置するB棟 から調査を行 っ

た。当マンション建設計画地区は、全面に 1.5～ 2mの造成上が旧

耕土面に盛られていることから、この撤去作業を行い、更に耕土床

土をユンポのパケットに鉄板を取り付けて、平肖Jり を行いながら取

り除いた後、本格的な発掘調査を行った。

同地区は、昭和47年 11月 1日 より12月 30日 にかけての 2ケ 月間に

°M°  わたって、約 1,270ドの調査を実施した。当調査地区は、現地表面

下約 2.5mに位置しており、雨天、湧き水による冠水等、困難を極

めたが、遺構が少なく比較的短期間で終了できた。

調査開始後すぐに、調査地区東半 (H-3-O・ P地区)よ り平安

時代のものと考えられる約 150ケ所の柱穴跡、更に同下層より古墳

時代前期の堅穴住居跡一基、調査地区西半 (H-3-M・ N・ O地区)

より、古墳時代前期の井戸状遺構が多数検出された。この井戸状遺

構が検出された面を当調査地区最終遺構面と考え、ユンポにより、

調査地区中央部を東西に、深さ 1.6mの「すじ掘り」による土層調

査を行い全調査を終了した。

C棟はさきのB棟の北約35mに位置する。昭和48年 1月 より3月

。F・  25日 にかけて、約 940ドについて発掘調査を行った。同地区は遺構

面が二面存在し、第 1遺構面より掘立柱建物跡、方形周溝状遺構、

溝状遺構、井戸等が検出された。更に下層約 0.2mよ り、古墳時代

前期の堅穴住居跡、井戸、大小の溝状遺構、土器群等が検出され

た。遺構調査終了後の3月 20日 に実施した「すじ掘りJ土層調査の

さいに検出された古墳時代前期の巨大な溝は、わずか4日 で掘り上

げるという緊急調査を余儀なくされた面もあったが、これは束奈良

遺跡の重要性を知らしめた。

A棟は、B棟の南約40mに位置し、さきのC棟 と並行して、昭和

・ F。  48年 1月 中旬より2月 10日 にかけて、約 1,050ド について発掘調査

を行った。調査は他の調査地区同様、造成土、耕土、床土をユンボ

により取り除き、薄く堆積する茶褐色粘土層を手掘りによって除去

した後、ベースと考えられる赤褐色粘質土層を検出した。遺構は他

の地区に比較すると非常に少なく、少数の柱穴跡、大形土拡、近世
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阪急電鉄南茨本駅舎

(F-4-N、 G-4
-B地 区)

秀和 レジデンスマンシ

ョン

(A-6-F・ G・ I
J・ K地区)

三愛石油ガソリンスタ

ンド

(A-6-F地 区)

の池 (沼)の跡のみであった。 2月 9日 に最終調査の「すじ掘り」

土層調査を調査地区中央部、東西方向に行い金調査を終了した。

昭和48年 3月 、南茨木駅周辺の高層マンション建設に伴い、南茨

本駅の駅舎増築並びにショッピングセンターの建設が、阪急エンジ

ニアリングによって計画され、昭和48年 3月 24日 より、茨本市奈良

305の 1の発掘調査を行った。

当地区は、すでに存在する駅舎の東側にあたる上に、周囲には中

央環状線、近畿自動車道が走り、大形下水道が埋設されている状態

であった。更に遺構面が現地表面下約 2.5mに位置することから、

調査中たび重なる雨による造成土の崩壊により遺構の一部を埋め、

土砂の取り除きに手間取っている内に又崩壊するという状態が繰 り

返され、調査の長期化を生み、遺構の一部がたび重なる冠水の為大

きく変化するという困難な調査が続いた。調査面積は、当初約 150

ドであったが、方形周溝墓の検出により調査地区を敷地いっばいま

で拡張し、約255ドになった。

当地区では、弥生時代中期の方形周溝墓、木棺墓、土拡墓、多量

の本製品を含む大形土拡、井戸、柱穴等が多数検出された。遺構検

出終了後、北東～南西の壁面沿いに、深さlmの「すじ掘り」土層

調査を行い、7月 14日 に全調査を終了した。

昭和48年 3月 、H-3-Bec.F・ G・ H地区調査中、茨木市

奈良町19番地に、秀和 レジデンス株式会社が中高層マンションの建

設を予定している事を知った。建設予定地が東奈良遺跡内に位置す

ることから、工事主体者と協議を行い、昭和48年 3月 16日 に試掘調

査を実施し、その結果、弥生時代から古墳時代の土器を包含する土

層を検出し、緊急発掘調査が、東奈良遺跡調査会に要請された。同

年 4月 下旬より、調査面積約 1,600∬ の当地区の調査を開始した。

調査は先ずユンポによって耕土床土を取り除き、厚さ 0.4mの灰褐

色粘土層を手掘りによって掘り下げ、遺構面を検出した。その結

果、弥生時代中期の方形周溝墓 5基、土拡等を検出し、遺構調査終

了後、他地区同様調査地区中央部に、深さ 1.2mの「すじ掘り」を

束西方向に設け、土層調査を行い昭和48年 6月 下旬に全調査を終了

した。

又同地区において、三愛石油株式会社によるガソリンスタンド建

設計画の申請があり、A-6-F・ G・ I・ J・ K地区終了後継続

調査を行う事になった。ガソリンスタンド建設予定地はA-6-F
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調査地区の設定

地区に位置し、昭和48年 7月 上旬より地下埋設タンクと事務所の建

設される所のみの約200∬の調査を行った。

当地区では、土器を包含する薄い土層以外全く遺構は検出されず

7月 下旬に全調査を終了した。

以上が今回の概報に記載した調査地区の調査経過である。

昭和46年 4月 、東奈良遺跡発見以後、阪急電鉄の家族寮(F-7)、

山文商事ガソリンスタンド(H-5)、 天玉小学校 (I-1・ J-1)

など大小 8カ 所の発掘調査ならびに試掘調査により、東奈良遺跡の

範囲は、北は奈良町、東は元茨木川を越え玉櫛、西は大正川、南は

沢良宜浜付近に至る東西約1,100m、 南北約1,400mの 極めて大規模

なものであると考えられるに至った。この遺跡の範囲の中には、本

来他の名称がつくべき所もあるが、将来この地域に大規模な開発が

予想され、細い概念にとらわれずに埋蔵文化財の破壊を未然に防

ぎ、遺跡を大規模につかみ、総合的に調査・保存することを含んで

範囲を設定したものである。 (図版 2)

このように東奈良遺跡の範囲が拡大され、大規模な開発計画があ

ることにより、長期の広範囲な発掘調査が予想されることから、遺

跡の将来を見越して範囲を明確に区分しておく必要が生じた。

東奈良遺跡も調査が進むにつれて、奈良・平安時代の遺構が存在

することが半1明 し、また将来も同時期の遺構検出が予想されること

から、条里制にのっとった地区割りが必要とされた。そこで問題と

なるのは、基準線の設置であるが、東奈良遺跡の範囲内には、比較

的水田面が多く残っており、条里をつかみやすく、地図上よりほぼ

南北 。東西に通った道路 (畦)を基準とし、磁北よりN-6° 28′ ―E

にふった基準線を設け、これを東西南北に拡大して地区割りを行っ

た。すなわち、大地区を 108m四方に取り、最/1ヽ地区を3m四方と

した。これにより、大地区を南北にA～M、 東西に 1～ 10にわけ中

地区を設け、北西よりA～ P地区とした。次に中地区を9mにわけ

小地区を設け北西より1～ 9地区と称し、さらに小地区を3mにわ

け最小地区を設け同様に 1～ 9地区と称することにした。また東奈

良遺跡の略号をHNと し、調査地区の名称は、たとえばHN・ H一

3-E-2-1地 区と表わす。なお各地区の基準点は東南隅とし

た。 (第 4図 )

この地区割り設定により、検出遺構・遺物にもこの表記がされ、
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相互関係を正確に把握することができ、将来東奈良遺跡の古代史地

区をも作製することが可能になった。

次に、基準標高は、茨木市沢良宜西の蓮照寺境内の三角点 (O・

P-8.129物)を基準として使用している。

(注)今 回の概報に記載している阪急家族寮 (F-7-E・ F地区)、

山文商事ガソリンスタンド (H-5-I・ M地区)は、この地区割り

設定以前の調査のため、地図上よりひろった地区割りを使用してい

る。

最 小 地 区

月ヽ 地  区

第 5図 発掘調査風景
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第 4図 地区割細分図
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第Ⅳ章

遺 構

F-7-E ・ F地区

当調査地点で検出された遺構は、北西から東へ流れる浅くて幅の

広い溝 (溝 I)と、東西に蛇行しながら流れるV字溝 (溝 H)、 直径

約 2m、 深さlm前後のものを含む九個の円形大形土拡、溝 とによ

って切られた 8個の袋状土拡などの他、柱穴かと考えられる若千の

ピットを検出した。また調査地点の中央部から西寄 りにかけて腐蝕

した植物遺体や自然流木を多量にまじえた、非常に粘りの強い黒色

粘土層が堆積した南北に広がりを見せる沼状のよどみと思わせる大

きな落ち込みのあるのを確認している。

造成土を取り去ると、かっての水田面が姿を現わす。其の耕土と

床土 (第 1層 )を約 1.2m掘 り下げると淡黒色粘土層 (第 2層)が現わ

れる。第 2層には、瓦器、磁器の小破片、本製品、自然流本等が包

含されているが、遺構は検出されなかった。約 0.3mの第 2層 を除

去すると、粘りの強い黒色粘土層 (第 3層)が現われる。唐古第 I様

式から、第平様式にわたる弥生式土器、土師器、須恵器が自然流木

とともに含まれており、数回にもわたって押し流されて、繰り返し

堆積したと考えられるが、包含層が全く黒色であるため明確に堆積

の実態をつかむことはできなかった。約 0.5mの第 3層を取り除く

と淡青白色の非常に粘り強い粘土層 (第 4層)と なる。遺構はこの第

4層に掘り込んだ状態で検出されている。

今回の調査地点内では、北西から南東方向に約1lm検出した。溝

の幅は約 5～ 6mであるが、南北 2本の流れにわけることができ、

北側の流れを溝 I一 N、 南側の流れを溝 I― Sと 呼ぶ。

溝 Iと直角に設定した土層断面から判断すれば、層位は大きく2

層にわけることができる。溝 I― Sには、 2層の堆積のうう下層の

土が流入して溝を埋めているのに対して、溝 I一Nは上層の土の流

人によって浅くなっており、その上に第 2層の淡黒色上が堆積して

埋没している。この結果溝 I一Nは、溝 I― Sが埋没した際に、部

分的に其の横に新に掘り込まれた様である。

両水路より出土した土器から判断して、溝 I― Sは唐古第平様式

の時期に形成され古墳時代前期まで使用されており、溝 I一 Nは古

墳時代前期より形成されている。両水路からは、多量の上器の他、

多量の流本と満 I一 Sよ り木槌 (隠版 128-8)さ らに石鏃 (図版

123-4)や 索1片が少量出土している。

溝 I一 Nの流れが地上から姿を消したのは、中世の始め頃と考え

られる。其の最終的な流れの中に、流本や植物の堆積層が認められ

層位

溝 I

第 6図 木槌の出土状況
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薄 I

ることから、多少とも流れの存在した根拠としてあげることができ

よう。

調査地点内を東西に蛇行しながら走る幅1.5～ 2m、 深さ0.6m前

後のV字溝で、約30m検出した溝の南側の肩には、数本ではあるが、

直径 5～ 6 clnの木杭 (図版127-6.7)と その抜け跡が認められた。

溝が形成されたのは唐古第V様式の時期で、古墳時代後期頃まで

かなり長期間にわたって使用されている。また溝の土層面を観察す

ると、溝の使用期間中に拡張をおこなった事が判る。

中央部より西側の溝の調査は、湧き水と壁面の崩壊のため溝の底

まで十分に調査を実施することができなかった。この部分の北側の

肩には、竪杵 2点 (図版127-4.5)と 用途不明の加工木 2点が乗っ

た状態で検出されている。他に溝より、有頭棒 (図版 126-3)、

異形木器 (図版126-2)、 自然本が出土した。

溝 1に は幅 lm、 深さ 0.2mの小支流溝Ⅲを有している。溝Ⅲか

らは、壼型土器 (図版94-36)が出土している。

調査地点の中央部より西側に、深さ 0,7m前後の不整形な落ち込

みが南北に連らなり検出された。落ち込み内の南北の土層断面から

判断すれば、土砂の堆積は、黒色粘土や暗灰色粘土が下部に沈澱

し、上部には流木や、植物遺体を多量に含む腐蝕土層や、砂層が認

められる。沼地状の落ち込み底部より、唐古第平様式の壼 (区版95

-43)、 器台 (図版95-51・ 52)等と共に、本製の腰掛け (区版126

-1)1点 が出上している。

円形大形土嫉は、大きく3群にわけることができる。溝 Iと溝 Ⅱ

にはさまれた東側の地点で 4基 (2基ずつ切り合った状態で検出)、 沼

地状落ち込みの西側で 4基と東側に 1基を検出した。

土嫉は、最大のもので上国径 2.5m(第 7号土拡)、 最小のものは

上国径1.3m(第 1号土拡)で、平均して上回径1.5m前後のものが多

い。深さは土嫉の肩から計って、最も深いもので lm(第 3号土拡)、

浅いもので0.25m(第 6号土宏)で、平均して深さは0.45m前後であ

る。

土嫉は、淡青灰色の粘りの強い粘土層 (第 4層)を掘り込んで作ら

れており、土嫉の底に粘性の強い灰色粘土層が認められるほかはほ

とんど腐蝕土が土嫉内に充満している。東側の 1群、第 3号土嫉の

底近くに唐古第 V様式の甕形土器 (区版93-15)が横転した状態で

出土した。これと同様の円形大形土嫉が下中条遺跡からも検出され

溝Ⅲ

沼池状の落ち込み

円形大形土拡

第 7図 竪杵の出土状況
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袋状土拡

其の他の遺構

小結

H-5-IoM地 区

地区割りの設定

ており、土嫉中の遺物も同時期のものである。

円形大形土嫉の時期は、土嫉内遺物を全く含まない ものである

が、 2群とも唐古第平様式の時期と考えてよいだろう。

調査地点の北東のすみに、溝 Iに よって切断された 8基の袋状土

嫉が検出された。満 1に よって切断されているため詳細な点は不明

確であるが、ほば上回径0.8m、 深さ0.3m程の下ぶくれの土嫁であ

る。第13号土拡からは唐古第 V様式の壺形土器を出土したほか、各

々土嫉内からも多少の上器片が出土した。 (第13号土嫉の遺物は、調査

中盗難を受けた。)今回の調査では検出することができなかったが、

袋状土嫉群と接する東allの壁面にも袋状土嫉の一部が認められ、唐

古第平様式の甕型土器の破片を包含していた。

尚、袋状土嫉群の付近には、北から南の溝に向って者千の傾斜が

認められ、土嫉の最上面に多数の弥生式上器の破片が散乱 してい

た。

土器は唐古第 V様式のものがほとんどであった。

以上 1～ 5迄で述べて来た遺構の他に、ビットが者千検出されて

いるが、どのような遺構があったか把握する事は出来なかった。

今回の調査で検出された遺構は、其のほとんどが弥生時代後期

(唐古第V様式)の時期に形成され、 2本の溝状遺構 (溝 IoE)の み

が、それ以降長く使用されていたと考えられる。又、各々の遺構か

らの出土遺物や切 り合い関係から推定するなら、 溝 I一→袋状土

嫉 。円形大形土嫉、溝 1-S一→溝 I一Nと いう形成順序と、袋状

土嫉 。円形大形土嫉―→溝 I― S一→溝Ⅱ一→溝 I一Nと いう廃絶

順序を追うことが出来る。

当地区より検出された遺構は、奈良～平安時代頃の柱穴遺構とA

10地区より検出された古墳時代前期の壷棺 1基、Al、 2地区に検出

された溝状遺構である。以下層位と時期の新しい遺構から記述を進

める。

山文商事ガフリンスタンド調査地区の地区割りは、現調査会結成

以前であったため、地区割りはなく任意に北より2m割 りに、Al、

2～ All地区と設定している。 (現東奈良遺跡調査会の地区割りを地図上

よりあてはめると、H-5-IoM地 区に位置する。)

また、基準標高も同様に未設定ではあるが当調査地区は、地図上

より現耕土面に7m等高線が突出している位置にあたる。
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層位

柱穴遺構

第 8図 掘立柱建物琳

溝状遺構

当調査地区の層位は、Al地区において地山と思われる青灰色粘

土層まで掘り下げる試掘を行ない、また トレンチ東壁面を利用して

土層調査を行なった結果、第 1層・耕土、第 2層・灰色粘土層、第

3層は 2層にわけられ、上層がやや砂質の強い淡灰色土層、下層が

やや粘質の強い淡灰色土層にわけられる。以下第 4層・茶褐色砂質

粘土層、第 5層・黄土色粘土層、第 6層 。青灰色粘土層にわけられ

る。第 1～ 6層までは、ほぼ全面に見られたが、第 5層・黄上色粘

土層はAl、 2地区に検出された溝内に堆積していた層位である。他

の地区においては、第 5層が灰色砂質土層に変化しており、さらに

A9地区附近からは、黒灰色砂質土層に変化し多量の弥生時代から

古墳時代の土器を包含する層になる。 (図版73)

第 3層中間層の淡灰色粘質土層より、柱穴遺構が 2カ所検出され

たが他に続くものがなく、掘り方も不明確であった。

第 4層・茶褐色砂質粘土層上面より第 5層 。灰色砂質土層に掘り

込まれた柱穴は、上層のものより残りはよく、土層断面より柱穴上

部の掘り方が削平されていることも考えられる。検 出された柱穴

は、不秩序な配置で検出された。柱穴の掘り方は、円形あるいは方

形に近いものもあり、柱自体は円形である。掘り方の径、あるいは

一辺が0,16～ 0.2m、 柱自体の径は約0.06mを計る。各々の柱穴は

不秩序に並んでいるが、掘立柱建物跡復元の可能性のあるものとし

ては、東壁面に接し検出された 3本の柱穴がある。柱間隔

約 7m、 各々の柱穴間約3.5m、 検出時の柱穴の深さ約0.16

～ 0.2mを計る。しかし、建物自体が調査地区より東に位

置するため、詳細は不明である。他の柱穴遺構からは、建

物跡を復元することができなかったが、この面において附

近に集落が存在していることが考えられる。

掘り方内の堆積層は、掘り方内に橙色砂質土、柱穴内に

は灰色砂質上が堆積しており、柱自体の存在は見られなか

った。また、遺物も少なく、須恵器片が出土したが、時期

は断言できない。層位的には、奈良～平安時代のものと推

測される。 (図版73、 第 8図 )

Al、 2地区において、第 4層 。茶禍色砂質粘土層下層より砂層と

粘土層の互層状態が検出され、古墳時代前期と思われる壷型土器片

(図版 105-1～ 3)拘ミ出土した。この堆積層を追うと、第 5層青

灰色粘土層をベースとした溝状遺構になった。しかし、調査地区と
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壺棺墓

調査期間の関係から、溝底部および溝方向は確認できなかった。調

査地区内において lm以上掘り下げたが、依然として砂層の堆積層

が続き相当規模の大きなものになると考えられる。

A10、 11地区の第 4層 。茶褐色砂質粘土層取り除き中に、下層よ

り黒灰色砂質土層があらわれ、多量の上器片 (弥生時代中期～吉墳時

代前期)が 出土した。

なおこの包含層取り除き中に、壷棺を検出したが掘り方の一部を

破壊したために掘り方の上口に不明確な部分がある。第 5層・黒灰

色砂質粘土層と第 6層 。青灰色粘土層とを掘り込み東西に長軸をも

つ楕円形のものであり、長軸約1.2m、 短軸約 lm、 深さ約0.4m程

のものと考えられる。

壺棺は、日縁部を北東に取り、横位に安置してある。さらに壷棺

取り除き後、堀り方底部の東よりに不整形な落ろ込みが見られ、そ

の部分に弥生時代中期の壷あるいは甕型土器の底部があたかも壺棺

の安定をはかるために敷いたような状態で出土した。掘り方内の堆

積層は周囲の上層と非常に似ており、第 1層
。黒灰色砂質粘土層、

第 I層・黒色砂質粘土層、第Ⅲ層 。灰色粘土層にわけられた。各層

に、周囲の上層で検出された同時期の土器片が含まれていることか

ら、壷棺を安置した後に掘り出した上を再び埋めもどしたことが推

涸|される。 (図版74、 第 9図 )

壼棺は、復元口径0.2m、 高さ0.436

mを計る古墳時代前期のものである。

(図版105-4)

壼棺の口縁部西上約 0.2m附近に、

河原石 (図版125-50)が 出土した。こ

の石は、壺棺墓との位置関係から標石

とも考えられる。また、壺棺墓の周囲

の第 5層・黒灰色砂質粘土層には、弥

生式土器唐古第Ⅳ様式～古墳時代前期

にかけての土器片が多数出土したが、

その多くは残りが悪いものである。

(注)こ の編は、昭和46年12月 24日 に茨木市教育委員会より発行された

「茨木市文化財調査略報 I」 を追加・変更したものである。

第 9図 壺棺墓
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H-3-― J・ K・ M・
NoO・ P地区

層位

歴史時代の遺構

掘立柱建物跡

H-3-0。 P地区

当調査地区における遺構は、調査地区東半において、平安時代頃

と考えられる掘立柱建物跡と多数の柱穴跡を第 1層・茶褐色砂質粘

土層面より、平均遺構 レベル・標高 (0,P)6.080mに おいて検出

した。さらに、H-3-P地 区の第 2層・淡灰色砂質粘土層より古

墳時代前期の竪穴住居跡を平均遺構 レベル。標高 (0,P)5,724m

において検出した。しかし、西半・H-3-J・ KeM.N地 区に

は、第 1層 に遺構らしきものが認められず、第 3層・ 黄褐色粘土層

面において弥生時代後期から古墳時代前期にかけての井戸状遺構・

溝状遺構・ 土器群が、平均遺構 レベル。標高(O,P)5.4櫛mにおい

て検出された。以下層位及び、時代の新しいものから記述を進める。

当調査地区の層位については、床土下層より調査地区南壁面の一

部において調査を実施し、さらにユンポにより、標高OoP4mま

での層位調査を行った。 (①耕土・床土までは、すでにバックホウにより

除去している。)

第 1層は、調査地区全面に観られた弥生式土器、土師器、須恵器

を包含し、歴史時代の遺構面を有する茶褐色砂質粘土層。第 2層

は、古墳時代前期の遺構面を有する淡灰色砂質粘土層。第 3層は、

調査会地区割り「螺-60ラ イン」付近より西に観られ、弥生時代後

期から古墳時代前期の遺構面のベースである黄褐色粘土層。第 4層

は、同じく「N-60ラ イン」より東に観られた黄褐色砂質層。第 5

層以下は、「すじ掘り」より調査したものである。第 5層以下は、

一部の弥生時代後期から古墳時代前期の遺構のベースとなる灰色粘

土層。第 6層、黒色粘土層、第 7層は、「W-60ラ イン」より西側

に淡灰色砂層。第 8層は、「N-60ラ イン」より東側の暗灰色砂質

粘土層。第 9層、黒色粘土層と以上のようにわ l‐jら れる。しかし、

「N-18ラ イン」より東側においては、第 5・ 6・ 8・ 9層 が消

え、砂層の堆積層に変化し、標高 4m以下まで続くと考えられる。

(注)後 日行った調査によって判明したことであるが、この砂層

の堆積は、H-3-G地 区において検出された溝 I-3と 堆積状態

が以通っており、また溝方向も一致することから、同一の大溝がH

-3-P地 区にも存在していたものと考えられる。

調査地区東部において、第 1層・茶褐色砂質粘土層上面より掘り

込まれた柱穴遺構が多数検出された。その中より5棟の掘立柱建物

跡が復元された。

今回検出された柱穴遺構の掘り方は、円形あるいは方形を成し検
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出時の深さ約0.2～0.6mを有する。その多くは、掘り方自体だけで

あったが、一部には柱穴跡あるいは柱根を残すもの、柱穴底部から

河原石を出土したものもある。

復元された掘立柱建物跡 5棟は、第 4号棟を別にして、主軸を南

北あるいは東西に取り、集落跡的形態をもつが、今回検出された建

物跡は、その西端に位置し、他のものは調査地区の東に伸びること

が推測される。

当地区より、検出された掘立柱建物跡ならびに柱穴の時期は、掘

り方内より出土した土師器片、黒色土器片、瓦器片と層位的相対年

代を参考として、平安時代中期 (11世紀頃)の ものと考えられる。

復元された掘立建物跡は、北より掘立建物跡 1号 。2号………と

称して、第 2表に記述する。

2号 3号

3   犀尋 3   早尋

6.4

3間 2   犀尋 2   犀尋

3.7

N-6°一E

不 明
2,75

N-26° 一 Vヽ

円形 。方形 円形・方形 円 形 円 形

。2～ 0.3、 0.1～0. 0.2～ 0,3、 0.2～ 0。 0,2、 0.2 0。 2、 0.2ヘッ0.4

。梁は調査地区の

東に1申びる。

。掘立柱建物跡 2

号と重複、東側に

1間 の廂を持つ

が、同様のものが

南側にあり定かで

ない。 2本の柱穴

底部に河原石。

。他の4棟と主軸

を異にし、時期差

も考えられる。

。東側梁の部分

に、柱間 0.8物 の

廂を有す。廂柱径

0,06～ 0。 1、 深さ

0.1を計る。

|

|_____

第 2表 堀立柱建物跡の規模 (単位は物、掘り方・柱穴の深さは検出時のもの)

古墳時代の遺構

竪穴住居跡

H-3-P-1・ 2

地区

調査地区東北隅において検出された竪穴住居跡は、第 2層 。淡灰

色砂質粘土層を掘り込んで存在する。住居跡の平面形態は、隅丸方

形を成す。住居跡の規模を知るため、調査地区北側の一部を拡張し

た結果、南北の長さ 6.4mであることが明らかになった。しかし、

東西の長さは、調査を行えなかった関係上不明である。また住居豚

の軸は、N-14°―Wに取る。 住居跡の検出時の床面の深さは、肩

より約 6 clnと浅く、砂質粘土層を掘り込んでいるため、住居跡側壁

掘り方の形態

径 ・ 深 さ
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弥生時代後期から古墳

時代にかけての遺構

H-3-MoN・ 0
地区

井戸状遺構

と床面はもろい。住居跡の掘り方の深さが浅いことから、新しい時

期に掘り方の一部が、削平を受けていることも考えられる。住居跡

内の床面より柱穴跡が、 4カ 所検出されており、その内、住居跡南

側に東 。西に並ぶ 2カ 所の柱穴跡が、住居跡の主柱と考えられる。

各々の柱穴の掘り方は、東側径0.34mの 円形で、検出時の深さ 0.2

m、 西側径0.24mの 円形、検出時の深さ約0.21mを 計 る。柱間隔

は、約 2.3mと住居跡の規模に比較して狭くなっている。北側の主

柱は、調査地区の関係から検出することができなかった。住居跡内

には、他に、南・北に各々の1カ 所のビット状遺構が検出されてい

る。北側のビット状遺構は、切 り合いが観られ、隅丸方形を成し、

一辺約 0.5m、 検出時の深さ約0。 17mを計る。南側のビット状遺構

は、住居跡南壁面沿いに、不整形な形態を成す。このビット状遺構

は一部調査地区外にあるため、規模は不明確であるが、東西長軸

1.4m以上、南北 1.lm、 検出時の深さ約 0.lmを計る。掘り方は、

上国よりゆるやかな傾斜をもって底部に落ちこみ、底部は自色砂層

となり、ビット内には黒色砂質粘上の堆積が観られた。当ビットよ

り、古墳時代前期の高杯型土器 (図版 107-7)が 、押 しつぶされ

た形で出土した。この2カ 所のビット状遺構は、貯蔵穴あるいは炉

跡と考えられる。さらに、住居跡西壁面沿いに幅0,06m、 検出時の

床面よりの深さ約0,03mと 浅く細い溝が検出されている。検出され

た溝は、ごく一部であったが、本来は住居跡内を全周していたもの

と推測される。

当竪穴住居IIの時期は、住居跡内より出土した土器より古墳時代

前期のものと考えられる。

前述の柱穴遺構、竪穴住居跡の西側全域において、第 3層・黄禍

色粘土層をベースとする井戸状遺構・溝状遺構が検出された。

井戸状遺構 。溝状遺構は、柱穴遺構がなくなるE-3-O-6地

区より西にあらわれ、特にH-3-N地 区では集中的に検 出され

た。これらの遺構は、各々が関連しあいながら、不秩序な配置、不

整形な形態を成して検出されたが、その状態から、無造作に掘られ

た遺構と考えられる。

今回検出された井戸状遺構・溝状遺構は24基あるが、その内、形

態、掘り方の深さから丼戸と考えられる可能性のあるものは、 8基

あり、その内 1基は、近代の井戸枠をもつものであった。以上井戸

状遺構の詳細は、ビット番号に合わし、第 3表に記述する。
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H-3地区の弥生時代後期から古墳時代前期の遺構であるため、

非常に浅い土嫉においても、井戸としての能力 (湧き水程度のもの)

をもつことも考えられるが、地下水を汲みあげる深い竪穴を掘った

井戸は当地区において検出されていない。

第3表 井戸状遺構の規模 (単位は物、深さは検出時のもの、底部標高はO'P)

薄状遺構         多くの溝状遺構の中で、P-5が もっとも溝の形態をもつもので

ある。調査地区H-3-N-2地 区の南壁面より表われ、北々西よ

り南々東に連なり、検出長約6.4m付近で途切れる。幅1.4～ 1.8m、

深さ約0.35mを計り、溝内の堆積層は、第 1層 。黒禍色砂質粘土

層、第 2層 。赤褐色砂質粘土層、第 3層・灰色砂質粘土層、第 4

層・黒色腐植土層にわけられる。第 1・ 2層より少量の土器片が出

土した。

また P-23も 同様に溝遺構の形態をもつものであるが、 この溝

は、近代に掘り方上国部分に大きく削平を受けている様子が観 ら

れ、明確な肩は検出されなかった。溝は、H-3-O-8地 区の南

壁面よりあらわれ、南東から北東に連らなり、検出長約 8m付近で

やや西向きに方向を変え途切れる。溝幅 1～ 1.4m、 深さ0.lm前後

と浅い。溝内には灰色砂層の堆積が観られ、溝内より、須恵器の大

形甕型土器 (図版122-34)が出上している。

他の溝状遺構については、明確に溝と判断できるものは少なく、

長楕円形土嫉の形態を成すものであった。

ビット状遺構であるH-3-N-7地 区のP-19は 、南壁面以南

にその中′きが位置するため明確な形態は不明であるが、南壁面の上

P-3aは 、P-3bを 切り
込んで存在する。

南側に満 (1届1.24物 、深さ

0.239η )を伴う。

完形の甕形土器 (図版 107-
1)出土。

H-3-N・ O FJL区  最大規
模のもの。

0.47 1  5.057

0,44 1  5.141

1,091 4.512径 1.64

径 2.6

悧
1螂

長方変形

円形 2段素掘り

変形 2段素掘り

円形に近い

2段素掘り

鍵穴形一部

2段素掘り

H-3-N-1

H-3-N-1

H-3-N-1、

H-3-N-1、 4

H-3-N-6

H-3-N-6、 9

H-3-O-2
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土器群 a、 b

層から、第 4層・黄色砂層より掘り込まれており、深さ約 0.5mを

計る。ビット内には、茶褐色砂質粘土層の堆積が観られ、多量の上

器片が出土した。その多くは破片であり、残存状態も悪かった。そ

の中に、壷形土器の口縁部から胴部にわたるものが一点含まれてい

る。 (図版 107-5)こ の土器より、当遺構の時期は、古墳時代前

期のものと考えられる。

H-3-N地 区の井戸状遺構の間に、 2カ 所の土器群が検出され

た。その北側を上器群 a、 南側を土器群 bと称する。土器群 aは、

南北約1.5m、 東西1.2mの 楕円形を成す部分に、遺構面より約 0.2

～ 0.4m浮いた状態で、土器が集中して出土した。同じく、土器群

aの南西約 8mに検出されたのが土器群 bであり、南北約 1。 9m、

東西約 lmの部分に土器が多量に出土した。両土器群とも同じ性格

をもつものと思われ、それは第 1層・茶褐色砂質粘土層中に含 ま

れ、古墳時代前期の遺構面より浮いた状態が観られる点である。ま

た、土器の残存状態は非常に悪く、細片化していた。

当調査地区において検出された遺構は、一応 2層の遺構面にわけ

ることが出来る。第 1遺構面には、古墳時代中期の方形周溝状遺構

と時期不明のピット群、溝、井戸、竪穴住居跡が検出された。

第 I遺構面においては、弥生時代後期から古墳時代前期にかけて

竪穴住居跡、井戸、大小の溝、土器群等の遺構が検出された。

同遺構面に於いて、弥生時代中期の土器群が出上したが、遺構と

しての性格が薄い、然し溝 1-2は、遺構の切り合い関係、下層よ

り出土した土器より弥生時代中期頃のものであることから、弥生時

代中期からの生活面の存在も考えられる。

以下層位、第 1遺構面より記述を進める。

当調査地区では、調査地区南壁面の一部と、西壁面の土層調査を

実施した。更に調査地区のほぼ中央、N-75ラ インに沿って最終遺

構面よリバックホウにより標高 4m付近迄約1,3～1.6m掘 り下げ、

遺構面下層の層位状態を調査した。其の結果、耕土・床土をバック

ホウにより取り除いた後の南壁面の上層は、調査地区東半 (W-37

ラインより東側)に於いて、床土下層に第 1層・須恵器、埴輪片を包

含する茶褐色砂質粘土層、第 2層 。淡灰色粘土層、第 3層 。淡灰色

砂質土層、第 4層・橙色粘土層、第 5層 。灰色粘土層に分けられる

整った層位が観られた。然し西半 (W-37ラ インより西側)において

H-3-E
G・ H地区

層位

。C・ F
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第 1遺構面

古墳時代から

歴史時代の遺構

薄 1-1
(方形周溝状遺構)

(H-3-F、 G
地区)

は、第 1層、茶褐色砂質粘土層の下層より、複雑な砂層と粘土層の

互層状態を呈し、この層は、東半の第 3層淡灰色砂質土層 と第 4

層 。橙色粘土層の間にもぐる。この互層は大別しても20層以上を呈

し、調査地区のW-39ラ イン以西全域に、北北西から南南東に連な

った状態が紐られた。この層位は、調査地区西壁面にも観られ、第

5層、灰色粘土層まで厚さ約0.5～0.6mあ り、今回は全体を同一層

として扱い第 4層 と称する。

また、「すじ掘り調査」より第 6層、黒色粘土層、第 7層、灰色

粘土層、第 8層、黒色粘土層が、ほぼ水平に堆積する比較的整った

層位が観られた。然しこの層位も、第 5層、灰色粘土層と、第 6層

黒色粘土層の間に、W-32ラ イン付近から東側には第 6・ 7・ 8層

をも切り込んだ砂層の堆積に変化する。この砂層の堆積は、標高

(o・ P)3.9m以 下迄続き、更に下層に続いていると考えられるが、

湧き水による壁面の崩壊の為追跡調査を断念した。又同じ様な砂層

の堆積が、W38～恥た46ラ インの間にも観られ、同じく第 5。 6・ 7

層をも切り込んで存在する大形の溝状遺構が検出され、砂層の下層

より弥生時代後期から古墳時代前期と考えられる土器が出上した。

大形溝状遺構の詳細については後述する。

調査地区西半において、黄白色砂層と茶褐色砂層をベースとした

溝状遺構がみられた。当溝は、南北に連らなり、N75ラ イン付近か

ら西へほぼ直角に曲り、方形周溝状を呈する。仮に南北に連なる溝

を東溝、東西の溝を北溝と称する。

今回検出の東溝は、検出長約 11.5m、 幅約 2～ 2.75m、 深さ約

0.3mの 規模をもち、北溝に関しては、東溝と北溝の接点付近にお

いて、不明際な部分があるが、検出長約 5m、 幅約 2m、 深さ約0.3

mを計る。東溝は直線的ではなく、やや弓状になっている。両溝と

も溝肩より底部にかけて、非常にゆるやかな傾斜で落ち込み、溝底

部には起伏があり、溝幅に対して深さが浅いのが特徴である。

溝内には、 3層の堆積がみられ、第 1層・黒灰色砂層、第 2層・

茶褐色砂層、第 3層 。灰色粗砂層にわけられる。溝内より出上した

遺物は少なく、東溝東肩 (H-3-F-4地 区)において、第 2層茶

褐色砂層より古墳時代中期後半の逸 (区版 121-23)と 少量の須恵

器片が出土したのみである。

溝 I-1の 性格は、溝が方形周溝状に廻っていることから、方形

周溝墓の可能性もあるが、周溝内の台状部には主体部と思われるも
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濤 I-2

薄 1-3

柱穴遺構

(H-3-H-4地
区)

竪穴住居跡 I

(H-3-G-4地
区)

のがなく、不秩序に並ぶ時期不明のビットが検出されたのみであ

る。又、盛土と思われるものも検出されていない。調査範囲の関係

上、不明確であるが、方形周溝墓と考えた場合は古墳時代中期頃の

規模の大きなものになる。そこで今回は方形周溝状遺構として扱う

ことにする。

溝 I-2は、溝 I-1の 東溝の途中よりあらわれ、南東から北西

に連らなっており、北端はビット状遺構によって終っている。当溝

は、土層断面よりみると、溝 1-1よ り古く又溝 1-1に よリー部

溝肩が削平されている。溝 I-2は、調査地区内においての検出長

約10m、 幅0.7m、 深さ約0.3mを計り、溝内には灰褐色砂層の堆積

がみられたが、遺物は全く包含していない。

さきの溝北端に検出されたビット状遺構は、上国径 0.5m、 深さ

0.52mを 計り、溝 I-2と 同時期に存在するものと考えられる事か

ら、簡単な丼戸状遺構、或は水溜めの様な遺構の可能性もある。

溝 I-3は、溝 I-1の 南端東肩付近より現われ、北北東に延び

調査地区中央部付近で途切れる。調査地区内においての検出長約

8.5m、 幅0.5～ lm、 深さ約0.66mを 計る。溝内には茶協色粗砂層

の堆積がみられたが、遺物は全く包含されていない。

満 I-3は、層位の項において述べた様に、溝検出地区が複雑な

砂層と粘土層の互層状態がみられる所である事から、比の堆積層の

一部を掘り抜いた可能性がある。又溝肩も砂層の堆積層の為、はっ

きりせず、溝遺構としては疑わしいものである。

調査地区内の南東部と西部に、少数の柱穴が検出された。これら

の柱穴は、不秩序な配置で検出され、建物遺構を考え出す様なもの

は、極くわずかの柱穴のみであった。

建物遺構の可能性があるものとしては、調査地区南東部に於いて

検出された5本の柱穴の内、東西に連らなる4本の柱穴が、2～2.3

mの間隔をもう、秩序よく並んでおり、東西方向 3間の堀立柱建物

跡が考えられるが、南北に関しては調査地区の関係上不明である。

各々の上回径約 0.2m、 深さ約0.25mを 計り、柱穴内には、嗜灰色

砂の堆積がみられたが、時期を決定する遺物は出土していない。

調査地区南西に、溝 I-3の 東肩を一部切り込んだ落ち込みを検

出した。非常に狭い範囲での検出の為、規模形態等は不明確である

が、検出された部分から想定すると、方形或は隅丸方形の竪穴住居

跡と考えられる。
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其の他の遺構

(H-3-D・ H地

区)

第 I遺構面

弥生時代後期から

古墳時代前期の遺構

竪穴住居跡 Ⅱ

(H-3-C-8・
9地区)

竪穴住居跡 Ia

当竪穴住居跡 Iの軸方向は、検出部分より西北西から東南東にも

ち、検出時の掘り方の深さは、約0。 06mと浅いものである。竪穴住

居跡内には灰褐色砂質層の堆積が見られたが、時期を決定する遺物

は出土していない。住居跡の肩、床面は黄白色砂層と非常に軟弱な

ベースである。床面より、柱穴が 1ケ所検出されている。柱穴上回

径0.2m、 深さ012mを計る。又住居跡の壁面付近に、炭化物が棒状

になった状態で集中して出土した。この炭化物は、床面より約0.06

m程洋いた状態で出土したが、住居跡の建築用材の焼け跡の可能性

もある。

調査地区東部 (H-3-D・ H地区)に、大小の落ち込みが 4ケ所

検出されている。落ち込み内には、何れも灰色砂質層が堆積してお

り、時期を決定する遺物は出土していない。各々の落ち込みは形態

も不整形で規模もまちまうである事から、自然の落ち込みと考えら

れる。

層位の項で述べた第 2層・第 3層・第 4層を掘り込んだ弥生時代

から古墳時代前期の遺構としては、 3回以上の建て直しをおこなっ

た竪穴住居跡を中心とし、井戸 。大小の満遺構が多数検出された。

比等の遺構の内、竪穴住居跡 Iと井戸 4号、大溝 (溝Ⅱ-3)と の関

係は、非常に興味ある資料となった。 (図版77)

調査地区北部に於いて、淡灰色砂質粘土層を切り込んだ隅丸方形

の竪穴住居跡が検出された。当住居跡は、 3回以上の建て直しが行

なわれている事が判明した。新しいものから竪穴住居跡 Ia― Ib

― Icと称する。

最も新しい竪穴住居跡 Ia(図版78)は 、軸をはば磁北に取る隅

丸方形の竪穴住居跡であ/D。 当住居跡は、南北 6m、 東西 6m、 検

出時の深さ約0.15mを計る。住居跡内には、 7個の柱穴と炉跡・貯

蔵穴を各々 1個、コの字形のベット状遺構をもつ。

柱穴は、住居跡内のみにみられ、住居lIの周囲等には検出されて

いない。住居跡内の7個の柱穴跡から、配置関係より、 4個の主柱

を組み合わせると、南北 2.8m、 東西 3mと なる。各々の柱穴は円

形で上回径0.16m、 検出時の深さ0.3m～0.4mを計る。 (尚、北東に

位置する柱穴のみが上国径0,3物を計る)。 各々柱穴内には暗灰色砂質粘

土、或は黒色砂質粘上が堆積していたが、柱自体は検出されていな

�ゝ 。

炉跡は、住居跡中央部に位置し、円形を呈し上国径0.76m、 検出
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竪穴住居跡 Ib

時の深さ0.14mを計る。掘り方は、上回より底部にかけて急傾斜で

落ち込み、底部は平坦になっている。炉内には、炭化物と灰の堆積

層が見られ、掘り方壁面に炭化物の付着がみられた。貯蔵穴は住居

跡内南東部に位置し、平面形が三角形に近く、南北約 lm、 東西約

0.9m、 検出時の深さ約 0.29mを計る。掘り方は上回より底部にゆ

るやかな傾斜で落ち込み、底部は非常に小さく橋鉢状 を呈 してい

る。内部は、灰色砂質層の堆積が見られた。

更に、当住居跡の特徴としては、東、北、西側にかけてコの字形

のベット状遺構をもつ点である。このベット状遺構は、住居跡の側

壁に沿って、約 1～ 1.2mの幅をもって床面より0,04m程度高くな

ってヤゝる。 (尚、ベット状遺構が住居跡の南側の部分にないことから、南側

力澄居跡の入口と考えられる)。 北側のベット部分西寄 りに、幅0.26

m、 深さ0,lmの 溝が掘ってあるが、用途は不明である。

住居跡の側壁に沿う様に北側から西側にかけて細い溝が、不明瞭

ながら廻っている。この溝は、全体的に痕跡程度しか残っていない

が幅約 0.lm、 深さ約0.03mを計る。今回検出された住居跡におい

ては、住居跡を全周していないが、本来はlRl壁に沿って廻っていた

ものと考えられる。

住居跡内には、 2層の堆積層が見られ、ベット状遺構上面迄第 1

層 。暗茶褐色砂質粘土層、第 2層はベット状遺構より床面にかけて

厚さ約0.04～0,05mの炭化物と灰の堆積層になっている。この堆積

は、中央炉跡内にもみられた。第 1・ 2層にも、又床面等にも時期

を決定する遺物は検出されていない。第 2層炭化物と、灰の堆積層

から、住居が火災にあった可能性をも示している。

竪穴住居跡 Iaの床面とベットを深さ0.1～0.2m程淡灰色砂質粘

土層を取り除くと下層より、更に 1基の竪穴住居跡 Ib(区版79)

が検出された。さきの竪穴住居跡 Iaをひとまわり縮小した形で存

在すると考えられる。然し、住居跡 Ibは、住居跡 Iaに よる攪乱

と更に下層の住居跡 Icの関係も相侯って、より複雑化を呈してお

り、規模形態を想定するのが困難な住居跡である。

竪穴住居跡 Ibは、軸を磁北とほぼ同じ方向に取り、東西 5,6m

南北 5.6mを計る隅丸方形の竪穴住居跡と考えられる。主柱穴 4個

の間隔は、東西 3m、 南北2.84mを 計り、南側の 2本の主柱穴が、

住居跡 Iaと重複することになる。南東主柱穴の北西に接するよう

に柱穴が存在し、住居跡 laの南東主柱穴に切り込まれているこの
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竪穴住居跡 IC

柱穴が住居跡 Ibの南東主柱穴の可能性もあるが、他の主柱穴の配

置関係から一致しなかった。各々の柱穴は円形で上国径 0.2～ 0。 24

m、 検出時の深さ0.2～0.4mを計る。柱穴内には、暗灰色粘質土が

堆積していたが、柱等は検出されていない。

住居跡 Iaに見られたベット状遺構は、住居跡Ⅱbには検出され

ていないが、床面がかなりの攪乱を受けて起伏があり、当時の床面

を想定するのが困難であることから、ベット状遺構が存在していた

可能性もある。又同様に、炉跡 。貯蔵穴等も明確なものは検出され

ていないが、住居跡南lRllに、複雑なビット状遺構が重複して検出さ

れており、これが炉跡、或は貯蔵穴であった可能性もある。

住居跡Iも の東、西、南、北側の側壁沿いの一部に細い溝が廻

り、溝幅0.2～0,4m、 深さ約 0。 lmと細く浅いため途中途切れる部

分もあるが、ほぼ全周している。又溝内に小さなビットが数ケ所検

出されたが、ビットと溝の関係は不明である。

竪穴住居跡 IC(区版75)は、住居跡 Ia、 Ⅱbと軸方向を異に

した更に規模の大きな住居跡である。住居跡 Icも 、住居跡 Ia、

Ibと重複する部分は、複雑化を呈し、柱穴、炉、ベット遺構等の

付属物も不明際な部分が多少あるが、さきの住居跡外の部分は、明

確に残っており、規模、性格を想定する事が可能であった。

住居跡 Icは、住居跡 Ia、 Iも の西側のベースとなった黄褐色

粘土層を取り除くと、下層の黄色粘土層をベースとし、住居跡西側

に検出されていた溝状遺構を西側壁とし、北側壁の一部が調査地区

よりはみ出し、東側壁は北側の一部が残り、南側は住居跡 Ia、 1

bに より削平を受けている。又住居跡の南側も住居跡 Ia、 lbと

新しい時期の攪乱を受けているため、明確なものは残っていない。

住居跡 ICは、軸をN-24°一Wに取り、東西 7.2m、 南北 7.2m

を計る隅丸方形の竪穴住居跡と考えられる。主柱穴は、10個の柱穴

の中より、配置関係から4個の柱穴を組み合わせると、東西 4m、

南北 3.6mの 間隔を有する。各々の柱穴は円形を成し、北西、南西

の柱穴の上国径0.3m、 検出時の深さ0.4m北東、南束の柱穴の上回

径0.24m、 検出時の深さ0.25mを計る。柱穴内に暗灰色粘質土或は

黒色粘質土が堆積しており、柱自体は残っていない。

住居跡 Icは、住居跡 Iaと 同様に、西、北、東側壁に沿って、

ベット状遺構をもつ。ベットの幅は 1～1.4mを有し、床面より0.1

m程高くなっている。住居跡 ICも 住居跡 Iaと 同様に、南側にベ
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井戸状遺構

井戸 1号

(H-3-H-4地
区)

井戸 2号

(H-3-H-9、
H-3-H-3地
区)

ットを検出できなかった。これは、住居跡Ⅱa、 Ibと新しい時期

の攪乱によるものとも考えられるが、やはり南allは住居の入日の為

ベットがなかったと考えられる。炉跡 。貯蔵穴は、住居跡 Ia、 1

bの中央付近に、複雑なビット状遺構が重複しており、位置関係か

ら炉跡 。貯蔵穴の可能性もあるが、定かでない。

又、住居跡 Icと 同じ位置において、南西と北西の主柱穴付近

に、各々1個の明確な柱穴が検出された。この 2個の柱穴から更に

1回 の建て直しの可能性もある。東側の主柱穴が残 っていないた

め、住居跡の複元はできないが、竪穴住居跡 Iは、 3回以上の重複

が明らかであり、時期を決定する遺物は検出されていないが、住居

跡の形成順序は、住居跡 IC→住居跡 Ib→住居跡 Iaと考えられ

る。又住居跡の形態から、秀生時代後期から古墳時代前期のものと

考えられ更に後述する竪穴住居跡 Iの南側より検 出された井戸 4

号、西lllの 大溝 (濤Ⅱ-3)が、弥生時代後期から古墳時代前期にあ

たるものと判明しており、これらを参考として、ほぼ同時期のもの

と考えられる。

東奈良遺跡には、多数の井戸状遺構が検出されており、当調査地

区も例外でなく、 7基の井戸状遺構が検出されている。然し、全部

が井戸とは考え難く、一概に断定できない。 7基の内、井戸として

の能力を有するものと考えられる3基を抽出して記述する。

井戸 1号は、調査地区南東部の溝状遺構の中に位置する。溝 I―

2を切り込んで存在する井戸 1号は、素掘りの円形二段掘りのもの

で、上国径約2.2m、 上国より二段目上国までの深さ0.5m、 二段目

上国径 1.lm、 2段 目上口より底部迄の深さ0.67m、 一段目上国よ

りの深さ1.17m、 底部標高 (O・ P)4,870mを 計る。

井戸内には、 2層にわけられる堆積層が見られ、第 1層・茶褐色

砂質粘土層、第 2層・暗青灰褐色粘土層にわけられたが、井戸の時

期を決定する様な遺物は出土しなかった。

調査地区東北部に第 1遺構面において検出されていた自然の落ち

込みの下層より、井戸状遺構が検出された。この井戸 2号は、精円

形素掘りの井戸で、上回長軸1.8m、 短軸1.3m、 深さ1.15m、 井戸

底部標高 (OoP)4.944mを 計る。井戸の東肩は、さきの自然の落

ち込みにより削平されている。

井戸内には、 2層にわけられる堆積層が見られ、第 1層 。暗茶褐

色砂質粘土層、第 2層 。暗灰褐色粘土層にわけられる。第 1層は、
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井戸 4号

(H-3-G-3地
区)

溝 I-1(小 溝群 )
(H-3-D・ H地区)

溝

東に伸びる自然の落ち込みの堆積層と同一のものである。堆積層中

よりは、時期を決定する遺物は出土していない。

井戸 4号は、第 1遺構面において、調査地区中央部より検出され

た。第 1遺構面においては、井戸自体も大きく変化し、当調査地区

最大規模のものになった。

井戸 4号は、当初ほば円形に近い 2段素掘りのもので、上回長軸

2.4m、 短軸 2.2m、 下段上国径 1.5m、 深さは上段上回より下段上

国まで約0.6m、 下段上国より底部まで約0.6m、 上段上国より底部

まで約 1.2m、 底部標高 (O・ P)5.024mを 計る。井戸内には第 1

層 。茶褐色砂質粘土層、第 2層・青灰色粘土層の堆積が観られ、第

2層下層、井戸底部より、古墳時代前期の上器が出土した。この土

器の出上のため、この面を井戸 4号の一時期の底部として扱った。

出土した土器は、井戸底部よりわずかに洋いて、底部中央に位置す

る。 (図版80)出土した土器には、完形の甕型土器 (区版107-9・

10)、 口縁から頸部を欠く壺型土器 (図版 107-12)、 完形の上錘

(図版125-41)が各々1点あり、その他甕型・壼型土器片がある。

これらの土器の出土状態から、単に埋没す /p時に入ったものではな

く、意識的に丼戸に投入されたものと考えられる。

井戸 4号は第 I遺構面において、井戸上回付近が大きく変化し、

すりばち状に落ち込み、細い溝状遺構が派生する。このすりばち状

の落ち込みは、不整形なもので自然に形成されたような形を成して

いる。井戸の深さも第 3層・暗灰色粘土層の取り除きにより、さら

に深いものになり、すりばち状の落ち込み上回よりの深 さは1.81

m、 底部標高 (ooP)4.377mを 計るものになる。第 3層中より、

甕型土器 (図版107-11)・ 椀型高杯 (図版同13)カミ出上した。

井戸 4号は、前述の竪穴住居跡 Iの南々西 2.51nに位置し、同時

期と考えられることから、住居跡の重複関係と相倹って、相当長期

間使用されたことが考えられる。

溝状遺構は、井戸と同様に、東奈良遺跡においては非常に多数検

出されている。H-3地 区においては、非常に規模の大きな溝を含

み、大 。小20本程の溝状遺構が検出されている。今回は、その内お

もだったものを記述する。溝の番号は、調査地区東IRlよ り記してお

り、それに従って記述を進める。

調査地区東北部に、 8本以上の小溝が列なってい る。各 々の溝

は、溝間隔は一定でないが、同一方向にはば平行に列なっており、
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薄 I-2
(H-3-D・ H地
区)

溝 I-3(大 薦)
(H-3-C・ G地
区)

また溝幅 e深さ。堆積層も似ていることから、同じ性格の溝 と考

え、小溝群として扱う。

溝 I-1(小 溝詢 は、北々西から南々東に列なり、N-14°二W

の方向を取る。各々の溝の間隔は、1.65～ 2mを有し、溝幅 0.2～

0,5m、 深さ0.15～0.2mを訃る。溝内には、灰色砂層の堆積が観ら

れ、時期を決定するような遺物は出上していない。

各々の溝は、調査地区中央付近 (N-75ラ インの南北1物前後)で消

えている。また、小溝群が消える付近に、小溝の下層より、小溝群

に直交する形で、溝幅0,3m、 深さ0.2m程の溝が検出された。この

溝も小溝群と同様のものと考えられる。このような性格をもつ溝

は、床土中あるいは歴史時代の遺構面で検出することはあるが、古

墳時代前期の遺構面での検出例は当遺跡にはなく、初めての検出で

ある。このように小規模の溝が同一方向に列なるのは、不明確であ

るが、当時の水田の残存遺構とも考えられると

調査地区を南北に連なる溝 I-2は、前述の溝 I-lc/dヽ溝め 。

井戸 1号より古くから存在するものである。溝幅 1～ 1.5m、 深さ

0.2～0,3mと 溝幅に比較し、深さが浅く溝底部の広い溝である。溝

の方向は、 N-4①―Wに取る。溝内には 2層の堆積層がみられ、

第 1層・茶褐色粘土層と第 2層 。黒色粘土層にわけられる。

溝北部は、溝 1-lc/」 溝ヽ群)と の関係から複雑化を呈しているた

め、一部溝Ⅱ-2の肩を消失している。溝 I-2の 底部の レベル

は、北から南に向かって低くなっており、比高差は約0.lm程ある。

溝肉より、第 1層から古墳時代前期の上器、第 2層より弥生時代

中期の土器片が少量出土している。

溝 1-3は 、前述のごとく、第 1遺構面より複雑な砂層と粘土層

の互層がみられ、この状態が第 1遺構面に至っても続いていること

から、洪水などによる自然堆積と考えた。しかし、調査地区内の全

遺構調査終了後実施したユンポによる「すじ堀り」の時に、董地区

において深さ 1.6m程の下層の砂層中より大量の土器片が出土する

に至り、調査の結果、非常に規模の大きな溝であることが判明した。

(溝Ⅱi3は、調査期間の関係上緊急調査に終ったため、平面図・写真等は

なく土層断面図のみを記す。)

溝 1-3は 、 5層以上の沖積層 (第 5～第 8層、さらに第 9層・灰色

粘土層)を 掘り抜いており、満の肩は 2段にわけて掘られている。

溝上段上国幅 7m以上、上段上回より二段目上回までの深さ 1.4～
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1.5m、 二段目上国幅 2～ 3m、 二段目上回より底部までの深さ0.6

～0.8m、 溝上段上国より底部までの深さは約 2～2.4mに達し、溝

底部の平均標高 (O・ P)3,700mを計る。

溝内の堆積層は、場所 (地区)により大きく相違するが、比較的

整った層位がみられるH-3-G-3地 区において、大別すると10

層にわけられる。 (この層位も細別すると20層以上になり、また地区によ

って薄上国より、砂層と粘土層の複雑な互層が溝内へ流入する堆積がみられ

た。)

第 1層・黄色砂層、第 2層 。白色砂層、第 3層・淡灰色粗砂層、

第 4層 。灰色徴砂層、第 5層・黒色腐植土層、第 6層
。暗灰色徴砂

層、第 7層・黒色腐植土層、第 8層 。暗灰色砂層、第 9層・黒色腐

植土層、第10層・暗灰色粗砂層にわけられる。堆積層中の遺物の包

含状態は、第 1～第 4層まで全く遺物を含まないが、第 5～第 9層

までに、少量の上器片と植物遺体を含む黒色腐植土層より2点の本

製品が出土した。この本製品は、鋤 (図版 130-17・ 18)と 用途不

明の本製品 1点である。溝二段目上口より底部に堆積する厚さ 0.4

m前後の第10層・暗灰色粗砂層より、古墳時代前期の土器が、完形

品をも多量に含みコンテナパットに 150箱 以上出土した。しかも緊

急調査であったために全容を把握することができなか ったことか

ら、それ以上包含されていたことが考えられる。

出土した土器は、甕型土器がほば半数を占め、壷型土器
。高杯型

土器・器台型土器・鉢型土器・甑型土器 (区版108～120)等、当時

使用されていたはぼ全器種の土器に及んだ。

溝Ⅱ-3の性格は、緊急調査であったために不明確な点が多いが

溝肩が整った 2段の掘り方を持つことから、自然に作られた溝とは

考え難く、人工によって 5層以上の沖積層を幅 7m以上、深さ2m

以上掘り下げたか、あるいは自然水路を改修したことが考えられ

る。何故にこれほどの規模の溝をつくり、また溝の下層に時期の限

られた土器が多量に入っているのか、問題の多い溝 I-3で ある。

さらに溝内の堆積状態から、長期間使われていたとは考え難く一時

期に何らかの関係で埋没したと考えられる。

後日当調査地区 (H-3-G地区)の北々西 110m付近の調査地区

(G-3-A地区)の調査により、同じ溝を検出していることから、

東奈良遺跡西部を北々西から南々東に縦走していることが考えられ

る。 (この大濤に関しての詳しい報告は、G-3-A地 区の調査報告に記述
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土器群

(H-3-H-1・
2・ 4・ 5地区)

土器群 a

(H-3-H-2・
5地区)

土器群 b

(H-3-H-4・
5地区)

上器群 C

(H-3-H-1
4地区)

する。)

調査地区東南部において、第 1層 。茶褐色砂質粘土層を取り除き

中に、多量の土器が集中する形で出土した。第 1層 よりの掘り方は

なく、第 2層・黄白色砂質粘土層を掘り込んだ痕跡もないため当土

器群の性格が非常につかみにくいものになった。出土時この土器群

は、コの字形に連なっているような状態がみられたが、大きく3カ

所にわけられた。便宜上東より西へ、土器群 aobocと わけて記

述を進める。

土器群の東端に位置する土器群 aは、南北約1.15m、 東西約0.65

mの不整形な形の部分に集中して出土した。当土器群の最高 レベル

は、第 1遺構面より約 0.2m高 くなっており、最低 レベルは第 1遺

構面より約0.05mを 計るが、どちらも第 1層 。茶褐色砂質粘土層中

に含まれてしまう。土器群 aは、古墳時代前期のみで、出土した器

種は壺型土器・甕型土器 。高杯型土器等の破片と共に完形品に近い

ものもあったが、土器表面の象も離が激しく残存状態が悪かった。

土器群 aoc間 に、東西に連なる少量の上器の集中がみられた。

当土器群 bに は、長楕円形の落ち込みが検出された。落ち込みは、

長軸をほぼ東西に取り、長軸約3.2m、 短軸約0.8m、 深さ0.25mを

計り、上回より底部にゆるやかな傾斜で落ち込み、底部には起伏が

ある。内部には、茶褐色砂質粘土層の堆積がみられた。当土器群 b

の土器の量は他の土器群に比べ少なく、さきの長精円形の落ち込み

にもごく少量の土器片が出土したのみである。土器群bも 土器群 a

と同様に、古墳時代前期のもので甕型
。壺型土器片によって形成さ

れている。

土器群 cは、土器群の西端に位置し南北に連なる多量の土器が集

中する土器群である。南北約3.4m、 東西約0.6～ lmの 間に集中し

ており、土器群 cも 土器群 aと 同様に第 1層 。茶禍色砂質粘土層中

に入り、遺構的性格を持つ掘り方は検出されていない。

土器群 Cの特徴は、土器群 a・ bでは古墳時代前期の土器が出土

したのに対して、弥生時代中期 (唐古第Ⅲ様式新～第Ⅳ様式)の土器に

よって形成されている点である。土器群 cでの検出器種は、壺型土

器 。甕型土器・器台型土器 。高杯型土器等の上器片があり、その多

くは破片で、土器表面の崇1離が激しく残存状態は非常に悪かった。

完形品に近いものとしては、壼型土器 (第 10図-1・ 2)、 器台型

土器 (第 10図-3・ 4)がある。
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第10図 土器群C出土土器 土器番号 1・ 2・ 3・ 4 1/4

1-3-B・ C・ F・

G・ H地区

層位

池 (沼 )

(I-3-F-4・ 5・

7・ 8地区)

I-3-BoC・ F・ G・ H地区では、遺構が非常に少なく、柱

穴跡、大形土嫉等のみであった。以下層位より記述する。

当調査地区では、他調査地区とは異なり、単純な層位がみられ

た。第 1層 。耕上、第 2層・床土、第 3層・淡茶褐色粘土層、第 4

層・赤褐色粘土層に分けられ、第 4層が遺構面になった。以下「す

じ掘り」土層調査より第 5層 。灰色砂質層、第 6層 。黒色粘土層、

第 7層・灰色砂質層と分けられた。第 3層には弥生式土器、土師

器、須恵器、瓦器片が少量包含されている。

調査地区西南隅において、床土の下層より方形の落ち込みが検出

された。堆積層はヘドロ状の黒色粘土層が観られ、層中より近世の

瓦片、土瓶、茶碗片等の陶器類を出土した。又 2段になる肩の中段

には、杭が打ろ込まれていた。

近傍の人の話によると、明治時代迄この付近は、池或は沼であっ

たという談話を聞いており、近世のものと考えられる。
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大形土拡

(I-3-G-8・ 9、

H-7地 区)

柱穴跡

F-4-N、 G-4-
B地区

層位

調査地区東南部に一部検出された大形土拡は、ベースの赤褐色粘

土層を掘り込み作られており、深さ0。 3～ 0.4mを計る非常に浅いも

のである。掘り方は、なだらかに落ち込み、土嫉底部はほぼフラッ

トになっている。

形態はやや歪みがある隅丸長方形をなし、東西10m、 南北 1.5～

2m以上を計り、更に南へ広がる非常に大形のものである。

土拡内には、茶褐色粘質土層の堆積が観られたが、時代を決定す

るような遺物は出土しなかった。又、土嫉肩、底部より、直径 0.2

m、 深さ 0。 3m前後の柱穴l■が 4ケ所検出されたが、土嫉との関係

は不明確である。

大形土拡の北に、不秩序な配置で 4ケ所の柱穴跡が検出された。

いづれも直径0.2m、 深さ0.3m程のものであり、その内の一ケ所の

柱穴跡に、柱根がわずかに残っていた。

当調査地区において検出された遺構は、比較的時期の新しいと考

えられる大ノ1ヽの溝状遺構と弥生時代中期の方形周溝墓・土嫉墓 。大

形土拡・井戸・ ピット遺構などがある。

歴史時代の遺構と考えられるものは、 5本の小さな溝状遺構と弥

生時代中期の遺構の一部を破壊した形で検出された大形の溝状遺構

である。

弥生時代中期の遺構としては、方形周溝墓 1基を中心とし、土嫉

墓 5基、大形土拡 2基、井戸 1基、ビット群などが所狭しと検出さ

れた。方形周溝墓には、木棺墓 2基、土嫉墓 8基が検出され、多量

の供献土器を有していた。 2基の大形土拡は、多量の本製品を包含

する特異な土嫉である。

以下、層位と時期の新しい遺構から記述を進める。

当調査地区で層位 (造成上を除く)は、調査地区・北北東から南南

東の壁面を利用して土層調査を行った。 (図版83)

第 1層・耕土、第 2層・床土、第 3層・黄褐色砂質粘土層、第 4

層・茶協色粘土層、第 5層は 2層にわけられ、上層の第 5層 aは黒

灰色砂質粘土層、下層の第 5層 ちは灰褐色砂質層である。第 5層以

下は、複雑な砂質層の堆積が観られ、南に向って流れ込むような堆

積状態になっている。以下各層の詳細を記述する。

第 1・ 2層の現耕土・床土面は、F-4-N地 区においてフラッ

トであるが、G-4-B地 区において急激に層位が約 0.8mも 上昇
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吉墳時代以降の遺構

薄 I(小溝群)

している。この部分においては、第 3・ 4・ 5a層がなく、全て砂

層の堆積層に変化する。

第 3層 。黄褐色砂質粘土層は、厚さ約 0.2mを 計り、G-4-B

地区を除いて全面に観られ、瓦器、須恵器、弥生式上器片が少量出

上している。

第 4層・茶褐色粘土層は、厚さ約 0.2mを 計り、北より南にわず

かづつ下がりながら全面に観られ、上面に歴史時代の細い溝状遺構

とG-4-B地 区には大形溝状遺構の肩を不鮮明ながら検出してい

る。第 4層には、唐古第Ⅲ様式 (新)～第Ⅳ様式の上器片を包含し

ている。

第 5層 a・ 黒灰色砂質粘土層は、F-4-N-5・ 7・ 8・ 9地

区の調査地区内・南西部から南東・北東部にかけて堆積しており、

厚さ約 0.4m以上におよぶ所もある。第 5層 aには、唐古第Ⅲ様式

(新)～第Ⅳ様式の上器を多量に包含している。しかし、土器の残

存状態が悪く、破片の状態で出土したため、土器による第4層との

年代差は把握することができなかった。

第 5層 b・ 灰褐色砂質層は厚さ 0。 2m前後を計り、第 5層 aが観

られた以外の調査地区の北東部から南西部 。F-4-N-4・ 5地

区に観られ、少量の唐古第Ⅲ様式 (新)～�様式の土器片を包含し

ている。第 5層 a・ bの面においては、複雑な砂層と粘質土層の堆

積層である。当調査地区においては、調査終了後西壁面沿いに深さ

約 lmの「すじ掘り」を実施し、弥生時代中期の遺構面下層の土層

調査を行い、細別すると約 120層 にわけられる堆積層が観られた。

「すじ掘り」が浅かったため、この複雑な砂層の堆積状態を理解す

ることは難しいが、非常に大規模な溝あるいは川、または大きな洪

水による流入などが考えられる。今回検出された弥生時代中期の遺

構は、この第 5層以下の砂層あるいは砂質粘土層上に位置 してい

る。

第 4層・茶視色砂質粘土層上面において、不明瞭ながら、東西に

走る細い溝状遺構・溝 Ic/」 溝ヽ酌 が検出された。溝 Iは、溝幅・深

さも小さく、明確な溝肩が検出できないもの、あるいは途中でとぎ

れるものが多く級られた。このうち、比較的明確に検出されたF―

4-N-4・ 5地区の 5本の溝を記述する。

これらの小溝群は、ほば東西に走り、溝幅0.2～0.6m、 深さ 0。 1

m前後と小規模なものであり、溝間隔も 0.5～ 3mと一様でない。
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溝 I

(G-4-B-1・
2地区)

弥生時代の遺構

第 1号方形周薄墓

(F-4-N-5
8・ 9地区)

溝内には、白色砂層・黄白色砂層が堆積しており、時期を決定する

ような遺物は出土されていない。

溝 I(4ヽ溝群)は、調査地区全域に存在したと考えられるが、規模

が小さいため調査中の削平、あるいは近世における整地によって削

滅したものと考えられる。このような溝は、他の調査地区において

もしばしば検出されており、旧耕土跡とも考えられる。

調査地区南部に非常に規模の大きな溝 Iが検出された。溝 Iは、

床土より下層の第 3層 。黄褐色粘土層に不明確ながら掘り込まれて

おり、第 4・ 5層 aを も掘り込み、さらに下層の複雑な砂層を掘り

込んで存在したことが考えられる。

堆積している砂層は、第 1層・耕土、第 2層 。床土を約 0.8mも

押し上げたような様子が観られ、このため砂層の堆積層は 3m以上

に達する。溝 Iの規模 。形態は、調査地区の関係から把握できない

が、溝の方向は、ほば東西に走り、調査地区東側においてやや北側

に蛇行している。また調査初期において、溝北肩付近に 3本の杭ら

しきものが検出されたが、造成土の崩壊のため破壊され、溝との関

係は得られなかった。溝の堆積砂層よりは、時期を決定するような

遺物は出上していない。溝の時期は、層位の関係から、比較的新し

い近世以降のもので、相当長期間使用されていたと考えられる。

この溝 Iは、この溝に並行して埋設されている大形下水道が、こ

の付近の関発以前に存在した小川を改修して作られた記録があるこ

とから、溝 Iが この小川に関連したも'の とも考えられる。

第 1号方形周溝墓は、調査地区中央部において検出された。方形

周溝墓の方向は方位とは一致しないが、ここでは便宜上、北東―南

西に連なるものを北溝として、これに平行するものを南溝、直交す

る2つの溝を東・ 西溝とし、北溝から東溝の外側を走る溝を北第 1

溝、東第 1溝 と称する。

各々の満の形態 。規模は、直線的でなく、溝幅 。深さも一定でな

い。各々の溝の規模は、北溝長約8.5m、 幅は最大約2.4mに も及ぶ

が、これは、溝を切 り込んで作られた第 6号土拡墓によるものと推

測される。深さ平均0.36m。 東溝長約6.6m、 幅約0.5～ 0.6m、 深さ

平均 0.4m。 南溝長約 7.4m、 幅約 lm、 深さ平均0.4m。 西溝長約

5m、 幅約0.5～0.6m、 深さ平均0.35m。 北第 I溝長約 4.8m、 幅

約1.2m、 深さ平均0.3m。 東第 I溝長約4.8m、 幅約1.2m、 深さ平

均0.3mを計る。
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考

各々の溝は、上部の大きく開いたU字形を呈し、溝の底部は平坦

でなく起伏がある。また、北第 1溝 。東第 1溝は他の溝よりも、溝

幅の割りに浅い点が特徴である。

溝内の堆積層は、各々の溝によって多少の差異があり、また土器

の包含の有無によっても異なる。全溝を通して大別す ると、第 1

層・灰褐色砂質土層、第 2層・黒灰色砂質粘土層にわけられる。

第 1号方形周溝墓の特異な点としては、北第 I溝 。東第 I溝の存

在である。北溝の中央北側付近より、北溝の幅を極端に狭めて北第

Ⅱ溝が掘られている。北溝と北第 I溝の関係は、土層断面 (図版85

-1)よ り北第 I溝が北溝を掘り直して作られていることがわか

る。包含する土器の量も北第 I溝が多い。さらに北第 1溝は、東溝

と幅約 lmの台状部により完全にわけられ、平行して走る東第 I溝

になる。東第 1溝は、後述する第 I大形土嫉の北側で消える。東第

I溝 と第 I大形土拡の前後関係は、土器の時期差では把握できなか

ったが、層位的には、東第 I溝は、第 1大形土拡埋没後掘られ、南

溝付近まで伸びていたと考えられる。また、東第 I溝と東溝の関係

は、土層断面 (図版82)よ り、東溝埋没後東第 1溝 が掘 られてお

り、土器は東第 I溝のみに出土した。

さらに特異点としては、西溝と南溝間が約 1.3mと ぎれ、陸橋部

を形成している点である。

方形周溝によって区画された台状部は、東西約 7.6m、 南北約 6

mと東西にやや長い長方形を呈している。北第 1溝 。東第 I溝によ

って区画された台状部の東西長は、約8.75mと なる。主軸 (木棺墓

の長軸と平行する軸を主軸とする。)方 向をN-2が一Wに取り、台状

部の中央には、 2基の木棺墓が平行して並び、その周囲には、同じ

く長軸を主軸に平行あるいは直交して 5基の上嫉墓がある。特異な

土拡墓として、周溝内にも土拡墓と推定されるものが、北溝と西溝

に各々1基あり、陸橋部にも1基の土嫉墓を有する。

(各々の溝の規模は、第4表にまとめて記述しておく。)

第 1号方形周溝墓より検出された明確な木棺墓は 2基である。他

にもプラン的には、本棺墓の可能性をもつものがあるが、一応確実

に木棺を有するものを本憎墓として、他のものは土嫉墓の部類に入

れて記述する。 2基並行する木棺墓の西側を第 1号本棺墓、東側を

第 2号木権墓と称する。

第 1号木棺墓 (図版84)は、残存本棺の一部である底板から、組

鋼騎

第4表 第 1号方形眉溝墓各溝の規模
(単位は物)

主体部

(本格墓)

第 1号木棺墓
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第 2号木棺墓

み合わせ式木棺と推定される。しかし、本棺の蓋板 。長側板・短側

板は残っていなかった。残存底板自体も腐植がひどく、南北両側端

がなくなっており、また底板中央部も厚さが l clll程 度になってい

る。残存底板の大きさは、幅0.6m、 長さ1.6m、 厚さは比較的残 り

のよい東・西側端において約 5 clnを計る。木棺は材質鑑定によリコ

ウヤマキと判明した。なお、遺体・ 副葬品などは出土しなかった。

注  (①鑑定は、暁学園短期大学教授、理辛博士・嶋倉已二郎)

本棺埋置のための掘り方は、幅約 0.8m、 長さ約2.23mを 計る長

方形を呈し、残存底板より幅においてやや広い程度であるが、長さ

においては、底板自体が腐植しているためか、ゆとりがある。本棺

検出前の掘り方の平面形は、側板の張り出しが四方に明昧に残り整

った形を成していた。しかし、all板の張り出しの部分の掘り方は浅

く痕跡だけというものであった。囚みに、比較的残りのよい木棺墓

東北の張り出しの掘り方の深さは、0.02mを 計る。同様に本棺埋置

のための掘り方の検出時の深さは、約0.08mである。

主軸に直交する掘り方のたち割りの結果、掘り方東・西壁面沿い

底部に、不明瞭ながら黒灰色砂質粘土層のU字形の落ち込みが土層

断面にみられたが、木棺のall板の掘り方あるいは排水用の細い溝と

も考えられる。底板の底部には、黒色砂質粘土層が検出された。

この層は土層断面より観ると、底板は平坦であるが、下層は起伏

があり不整形なものであり、弥生式上器の破片も出上している。こ

の点から、この黒色砂質粘土層は、本棺安定のために埋められたも

のと考えられる。さらに下層は灰色砂質層、掘り方の肩は淡灰褐色

砂質層になっていることから、木棺墓自体が不安定な砂質層上に立

地することが観察された。

第 2号木棺墓は、第 1号木棺墓と約 0.3mの 間隔をおき、東に平

行して並んでいる。第 2号本棺墓の本棺は、第 1号木棺墓に比べて

残存状態が悪 く、残存木棺の 1部から第 1号木棺墓と同じく組み合

わせ式木棺と推定される。

組み合わせ式木棺の底板の残存幅0.3m、 長さ0.8mを計るが、底

板中央部は腐植し、東西側端が残っている状態である。短側板・ 長

all板・蓋板・遺体といったものは、痕跡すら認めることはできなか

った。

木棺埋置のための掘り方は、幅0,8m、 長さ1.6m、 検出時の深さ

0.12mを 計る長方形というより、ゆがんだ隅丸方形を成している。
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土拡墓

第 1号土拡墓

第 2号土拡墓

第 3号土拡墓

主軸と直交するたち割りの結果、底板の下には黒色砂質粘土層が検

出されたことから、第 1号本棺墓と同じ目的で充填されたものと推

測される。また、掘り方の肩、底部は灰色砂質層になっているが、

第 1号木棺墓のように、掘り方東 。西壁面沿い底部にU字形の落ち

込みは観られない。

第 1号方形周溝墓の台状部には、土嫉墓と考えられるものが 5基

ある。この中には、平面的には本棺墓の可能性をもつ もの もある

が、本棺が検出されていないものは、土拡墓と称している。なお土

嫉墓の名称は、北より1号・ 2号 。3号………と記述する。

第 1号土嫉墓は、台状部の一番北側に位置し、北溝に接する土嫉

墓である。最大長1,7m、 最大幅 lm、 検出時の深さ0.25mを計る。

長軸を主軸よりやや東にふり、隅丸方形のl同張りの掘り方をもう、

土嫉底部にゆるやかな傾斜で落う込み、土拡底部は平坦でない。土

拡内には、嗜灰褐色砂質粘土層が堆積しており、遺物は出土してい

ない。

第 2号土拡墓は、台状部の一番東に位置し、東溝に土荻墓の一部

がかかり、東溝を掘り込んで作られている。長方形の掘 り方を も

ち、幅 0.7m、 長さ1.25m、 検出時の深さ0。 17mを計り、長軸を主

軸に直交する。土拡底部へは、東西よりゆるやかな傾斜をもって落

ち込むが、南北からはやや急傾斜に落ち込んでいる。土嫉底部は、

平坦になっており幅0.36m、 長さ 0,6mの 規模を計り、土拡上国の

規模に比べると非常に小さくなっている。

土嫉内の堆積層は、第 1層 。灰褐色砂質層、第 2層
。暗灰糧色砂

質粘土層にわけられる。各々の層からは、少量の弥生式土器片が出

土している。

第 2号土嫉墓と東溝との関係は、土層断面から、第 2号土拡墓が

東溝が埋った後に掘り込まれたことが判明した。 (区版85-2)

第 2号土拡墓の平面形は、本棺を埋置するのは困難であるとも考

えられる。

第 3号土拡墓は、台状部の北西に位置し、第 1号木棺墓と掘り方

の南東部を接している。長方形の掘り方をもう、幅0.7m、 長さ1.2

m、 検出時の深さ0.09mを計り、長軸を主軸に直交している。掘り

方の形態の特徴は、平面形が長軸に比べ短軸の長い正方形に近い形

を成し、土拡底部は平坦であるが検出時の深さは非常に浅い点であ

る。土拡内には、暗灰褐色砂層が堆積しており、遺物は含まれてい
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第 4号上拡墓

第 5号土拡墓

周溝内土拡墓

第 6号土拡墓

ない。 (図版86-1)

第 1号木棺墓との相互関係は、第 3号土嫉墓が掘り方の南東隅を

第 1号木棺墓に切られており、第 1号木棺墓埋置以前に、第 3号土

嫉墓が存在していることが推測される。

第 4号土拡墓は、台状部の南東に位置する。隅丸長方形の掘り方

をもち、幅0.7m、 長さ1.5m、 検出時の深さ0.15mを計り、長軸を

主軸に平行して位置している。掘り方上回より上拡底部には、やや

急傾斜で落ち、底部は平坦であるが、ゆがんだ隅丸の長方形を成し

ている。土嫉内には、暗灰褐色砂質粘土層が堆積しており、少量の

弥生式土器片が含まれている。

第 4号土嫉墓は、形態的に本棺墓の可能性も強いが、検出時に上

層の土層断面より、土層から木棺あるいは掘り方の存在の調査を試

みたが、それらしき跡は検出できなかった。

第 5号土嫉墓は、台状部の一番南に位置し、南溝に接するように

掘り込まれている。精円形の掘り方をもち、短軸0.8m、 長軸 lm、

検出時の深さ0.25mを 計り、長軸を主軸に直交している。掘り方上

回より上嫉底部にはゆるやかな傾斜で落ち込み、底部は平坦でなく

すりばち形を成している。上拡内には、第 1層・黒色粘土層、第 2

層・黒色砂質粘土層の 2層の堆積が観られ、両層から少量の弥生式

上器片が出土している。 (図版86-2)

第 1号方形周溝墓の周溝には、土拡墓と推定されるものとして、

北溝の第 6号土拡墓と西溝の第 7号土拡墓の 2基がある。しかし、

両土拡墓ともに、土嫉墓と決定する要因は少なく、単に土嫉墓と推

定される箇所において、溝の幅が広がり、溝底部が深くなることの

みである。

第 6号土叛墓は、北溝中央付近の溝幅が大きく広がり、多量の供

献土器下層の溝底部にすりばち状の落ち込みを検出した部分に位置

する。

第 6号土嫉墓検出当時は、第 1号方形周溝墓確認以前であった上

に、北溝と北第 1溝が重なり、さらに土嫉内と北溝の堆積層が似通

っているために、結果的には土拡墓の掘り方の一部を破壊した。幸

い土嫉中央・北溝に直交する土層断面を残していたため、この上層

から、土嫉を確認し、土嫉が北溝を掘り込み作られたことがわかっ

た。土拡墓と判断する決定要因には、明確なものはなく、北溝の平

均溝底部 レベルより約0.2m、 北第 I溝より約0.26m深 くなる点と、
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第 7号土拡墓

第 8号土拡墓

溝幅が約1.2m広がる点である。

第 6号土宏墓の推定規模は、短軸1.2～1.5m、 長軸 1.7～ 2m、

検出時の深さは北溝外肩より約0.55mを 計り、長軸を北溝とほぼ平

行に取る。上嫉内には 2層の堆積層が観られ、第 1層 。多量の供献

土器を包含する黒色砂質粘土層、第 2層 。少量ながら土器片を包含

する黒色粘土層にわけられる。この堆積層は、北溝の堆積層よりや

や粘質が強く黒色であることが相違している。 (区版86-3)

第 7号土拡墓は、西溝中央付近の幅が約0.36m広 がり、溝底部も

深くなる所に位置する。第 7号土拡墓の推定規模は、短軸約 lm、

長軸約 2m、 検出時の深さは溝外肩より0.55mに なり、深さにおい

て周囲の溝底部より約 0.2m深 くなっている。土嫉底部は、平坦で

なく非常にゆるやかな傾斜をもって南北の溝底部より落ち込み、す

りばち形になっている。

土拡内には 4層 の堆積層が観られ、第 1層 `灰褐色微砂質層、第

2層 。暗灰褐色微砂質層、第 3層・炭化物を含む暗黒灰色微砂質

層、第 4層・黒灰色粘質砂層にわけられる。この層位は、西溝全体

に観られ、特別な相辻はない。 (区版85-5)

また、第 7号土嫉墓の中央、第 I層上から、完形に近い唐古第Ⅲ

様式 (新)の壼型土器 (第■図-142)が 1点出上した。この上器

は、溝に直交するように、口縁を東に向1/1て横位になっており、西

溝で出上した唯―の土器でもある。

前述のように、第 1号方形周溝墓には、南西隅において約 1.3m

の間周溝がとぎれ、陸橋部を形成している。その中央に、第 8号土

嫉墓が検出された。円形に近い形態を呈し、上回径約 0.8m、 検出

時の深さ0.55mを 計る。第 8号土嫉墓には、土以上日より深さ約

0。 25m付近に甕 (め 型土器の底部が、底を上に向けて、あたかも

土嫉墓の遺体に蓋をするように入っている。

土拡内には 3層の堆積層が観られ、第 1層・

灰褐色砂質層、第 2層・炭化物を含む黒色砂質

粘土層、第 3層・灰色砂質粘土層にわけ られ

る。前述の土器底部は、第 1層中より第 I層上

面に位置している。 (図版86-4)な お、この

143 土器は、底部のみであるため明確な時期は不明

であるが、唐古第Ⅲ様式 (新)～第Ⅳ様式のも

のであると考えられる。 (第 12区-143)

第11図 土坂墓出土土器 g/4

×

ナ

ー

第12図 第 8号土拡墓出土土器 4/4
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方形周溝墓周囲の

上拡墓

第 9号土拡墓

第側号土拡墓

第 8号土拡墓は、主体部以外において最も土嫉墓としての可能性

が強い。また、第 8号土嫉墓は、第 1号方形周溝墓との前後関係あ

るいは陸橋部の意味を考え直す土嫉墓として興味深い。

第 1号方形周溝墓の東 。西 。南・北には、土嫉墓と推測される土

嫉が 5基検出された。この中には、第10号土拡墓のように周溝を切

り込んで存在するものもあり、方形周溝墓との前後関係 も興味深

�ゝ。

第 9号土拡墓は、北溝の北に位置し、短軸0.8m、 長軸1.6m、 検

出時の深さ0.42mの楕円形を呈し、土嫉上口より底部にゆるやかな

傾斜で落ち込み、底部は平坦でなくすりばち形である。長軸を北に

取り、第 1号方形周溝墓の主軸よりやや東に振っている。土嫉内に

は、灰梶色砂質粘土層の堆積が観られたが、土器などの遺物は含ま

れていない。

第 9号土嫉墓は、北溝内より検出された第 6号土拡墓と接するよ

うに位置しているが、明確な関係は不明である。

第10号土嫉墓は、第 1号方形周溝墓北西の北溝と西溝の接する箇

所に、切り込むように検出された。平面形は隅丸の長方形を呈し、

幅0.6m、 長さ1.25m、 検出時の深さ0.45mを計り、長軸はN-21°

―Wに取っている。土嫉の掘り方は、 2段掘りになっており、上回

より深さ約 0.2m付近までゆるやかな傾斜で落ち込むが、それ以下

は急傾斜で落ち込んでいる。 2段 目の肩の規模は、幅 0。 4m、 長さ

0.7mの 隅丸の長方形を呈し、 掘り方上国の規模より小さく、 土嫉

底部は平坦になっている。

土叛内には 4層 の堆積層が観られ、第 1層・灰褐色砂質層、第 2

層・灰褐色粘質砂層、第 3層・黒灰褐色砂質粘土層、第 4層 。炭化

物を含む黒色砂質粘土層にわけられる。 (図版86-5)4層 とも

に、唐古第Ⅲ様式 (新)～第Ⅳ様式の上器片が出土している。

第10号土拡墓と周溝との関係は、平面的には、堆積層が似ている

ため判別が困難であったが、土層断面より不明除ながら、土嫉墓が

周溝を切り込んで造られたことがわかった。

第11号土嫉墓は、第 1号方形周満墓の東溝と東第 I溝 との間の台

状部に検出された土嫉をいう。土拡墓と判断する根拠は少なく、単

なる土拡の可能性もあるが、堆積する土層と周囲の関係から土嫉墓

の可能性も考えられるため、今回は土拡墓として取り扱っている。

土拡内には、遺物を全く含まない黒色粘土層が堆積している。ま

第11号土猿墓
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第12号上拡墓

た、東溝 。第■号土拡墓 。東第 1溝を直交させた土層断面より、東

溝と東第 1溝によって第11号土拡墓が切り込まれていることが観ら

れる。さらに、土拡墓の南西側の一部も第 I大型土拡によって切り

込まれている。

これらの関係から、第■号土嫉墓の規模・形態は、把握が困難で

あるが、円形に近いもので直径約1.6m、 深さ約0.6m程度のものと

推測される。土拡の掘り方は、肩から底部にかけてゆるやかな傾斜

で落ち込み、底部は平坦でなくすりばち状を呈している。また、第

■号土拡墓は、層位関係から、方形周溝墓築造以前に存在していた

ことが考えられる。

第12号土嫉墓は、第 1号方形周溝墓南溝の南約 lmに位置し、円

形に近い掘り方をもち、短軸0.75m、 長軸085m、 検出時の深さは

0.35mを計り、長軸は方形周溝墓の主軸と一致する。掘り方は、肩

から底部には急傾斜で落ち込み、底部には起伏があり南から北にゆ

るやかに傾斜している。また、土嫉内の南・西壁に小ビットが検出

されたが、土拡墓に伴うものか、後世のものかは不明である。

上拡内には、 3層 の推積層が観られ第 1層・黒灰色砂質層、第 2

層 。炭化物を含む黒色粘土層、第 3層・灰色砂質粘土層にわけら

れ、第 1・ 2層 より唐古第Ⅲ様式 (新)～第Ⅳ様式の上器片を少量

出土している。 (図版86-6)

第13号土嫉墓は、第 1号方形周溝墓の南西に検出された第Ⅳ号土第13号上坂墓

軸 1深 さ 1 備 拡に掘り込まれていることが、第 W

2.231 0,8 1 0.081木棺検出1第 1号本棺墓 長 方 形 1 2.231 0,81 0.081木 棺検出   1 号土嫉内の土層断面より検 出され
第 2号木棺墓 1.6 1 0.8 1 0,121木棺検出

と考えられる。同様に土層断面より

観た土嫉墓の形態は、平面形は楕円

形を呈し、肩から底部にかけてやや

第 5号土拡墓

第6号土拡墓

第 7号土広墓 楕 円 形

第 8号土嫉墓 直径 0。 8 LO.551陸橋部の上拡墓
1 
急傾斜で落ち込を、底部はすりばち
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状になっていたものと考えられる。

隅丸方形

隅丸方形

長 方 形

第12号土拡墓

第5表 木糟墓・土城墓の形態と規模 (単位は初)
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盛土

盛土第 I層上面

盛土第Ⅱ層上面

第1号木棺墓底板

南清外肩

北満外肩

東第H溝外肩

西満外肩

6.500物

G.240協

5,800η

5,700″

5.850物

5.511物

5,940物

む黒灰色砂質粘土層である。

(各 の々上拡墓・木棺墓の規模は、第 5表にまとめて記述しておく。)

第 1号方形周溝墓は、当初方形周溝墓の確認が遅れたため、盛土

の存在は明確でなかった。しかし、幸いに方形周溝墓の北溝・北第

I溝と東溝 。東第 I溝 とのコーナーから、南溝の西端にかけての調

査地区全域の土層断面を残しており、この上層断面からレンズ状の

ゆるやかな傾斜をもつ盛土らしきものが観られた。 (図版82)

第 1号方形周溝墓確認後、調査地区を拡張し方形周溝墓の残り%

の検出を試みた結果、茶褐色粘土層がゆるやかな傾斜で不明昧なが

ら方形に落ち込み、裾は黒色砂質粘土層に変化した。特に、方形周

溝墓の東南側において、著しい落差が観られた。

これらの点から盛土の存在を確認することができたが、層位的に

茶褐色粘土層と方形周溝墓の裾に広がる黒色砂質粘土層を取り除か

なければ、実際の方形周溝墓の規模を知るための周溝が検出できな

いために除去すると、南 。東側の裾より多量の唐古第Ⅲ様式 (新 )

～第Ⅳ様式の土器が出土した。これらの上器は、後に方形周溝墓の

南溝 。東第 I溝の供献土器と判明し、明確な第 1号方形周溝墓の規

模・形態が検出された。

第 1号方形周溝墓の盛土は、さきの土層断面より、方形周溝墓中

央付近から非常にゆるやかな傾斜で下がってゆき、周溝付近から急

傾斜で落ち込み、周溝上では溝内の堆積と周囲からの堆積が入り複

雑な堆積が観られる。盛土は、整った 3層の層位を呈しており、第

1層 。唐古第Ⅲ様式 (新)～第Ⅳ様式にかけての土器を包含する茶

褐色粘土層、第 2層 。ごく少量の弥生式土器片を包含し、多量の鉄

分の落ち込みが観られた灰褐色砂質粘土層、第 3層・全く遺物を含

まない灰色砂質層にわ1/jら れる。各々の層の厚さは、方形周溝墓中

央部において、第 1層 。約0.25m、 第 2層 。約0.18m、 第 3層・

0.25m以上を計る。第 1層は、周溝上に大きく流出しており、多量

のまとまった土器が出土しているが、それに比較すると第 2層以下

には、全く土器を包含していないと言っても過言ではない。

第 1層・茶掘色粘土層を盛上の最上層とした場合の盛上の高さ

(比高差)は、当調査地区において弥生時代中期の遺構面が北より南

に向って低くなっていることも関係し多少相違があるが、南溝外肩

より約 0.8m、 北溝外肩より約0.65mを計る。同様に、第 2層・灰

褐色砂質粘土層とすると、南溝外肩より約0.54mに なる。

第 6表 各地点標高
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供献土器

第13図 南溝供献上器 斃

盛土の第 1層・茶褐色粘土層は、調査地区全域に観 られた第 4

層 。茶褐色粘土層と同名であり、包含土器も唐古第Ⅱ様式 (新)～

第Ⅳ様式と同時期のものであるが、盛上の第 1層は方形周溝墓上に

レンズ状に堆積しており、調査地区全域に観られた第 4層 と異なる

ものと思われる。

第 1号方形周溝墓の問題点である北第 I溝 。東第 1溝 は、東・

西 。南 。北の溝によって区画された方形周溝墓の拡張とも考えられ

るが、しかし、この拡張を示すような層位が盛土の土層断面には観

られなかった。整った盛上の層位は、東溝を埋めて、東第 I溝まで

伸びている状態で検出された。

盛上の参考資料として、盛土中央部における各層の標高と木棺底

板、各々の溝外肩の平均標高を第 6表に記述する。

第 1号方形周溝墓には供献されたと思われる土器が、北溝 。北第

1溝 。南溝 。東第 1溝内および盛土の上面と、さきの溝の外側にも

多量に出上した。東溝 。西溝内には、ごく少量の上器片が出土した

が、供献土器と思われるものは一切出土していない。

西溝において検出された第 7号土嫉墓上の壺形土器は、他の

溝に観られ供献土器とは性格が異なり、土拡墓自体の供献土器

とみられる。供献土器の多くは完形品あるいは完形品に近いも

のが少なく、周溝内および周溝上、周溝外において出土してい

る。

周溝より検出された供献土器は、 2、 3層 に重なり合い不規

則に並んでおり、その状態から溝内に落ち込んだようになって

おり、溝外へ大きくはみ出している土器もある。また、供献土

器出上の溝においては、供献土器が全て溝底部 より浮いてお

り、特に、南溝では溝底部より約0.lm以上、最高0.4mも 洋い

ている土器もある。しかし、北溝より検出されたはぼ完形の唐

古第Ⅱ様式 (新)の壺形土器 (図版99-65)カミ、溝底部に接し

横転した状態で出土し、その状態から北溝底部に立てられてい

たものが倒れたものと思われる。この 1点の土器を別として全ての

供献土器は浮いた状態で出土した。 (図版87)

供献土器の内で東第 I溝の土器は、溝内・溝上に堆積した第 5層

aC黒灰色砂質粘土層と関係し、外部からの二次的堆積とも考えら

れる上に、後述する第 I大形土拡の堆積層と関係し、複雑さを増し

た。一応溝内より出土した土器を供献土器として扱う。
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その他の遺構

第 1号井戸

(G-4-B-2地
区)

第15図 第 1号井戸出土土器 斃

第 1大形土拡

(F-4-N-7地 区)

第 1号方形周溝墓の供献土器は、その大多数に亀裂が入 ってお

り、完形個体といえるものは北溝の壷型土器、南溝の水差型土器

(図版98-51)、 台付鉢型土器 (図版98-50)の 3個 体のみであ

る。また完形に近い個体も少なく、大多数が壊れており、残存状態

も非常に悪いものばかりである。北溝 。北第 1溝 。東第 I溝 。南溝

の供献土器の時期は、各々の個体を観れば時期差はあるが、堆積状

態の上、下ならびに各々の溝別といった大きな面を観れば、時期差

を明確に把握できない。しかし、東第 1溝の供献土器は、土器量が

最 も少なく、また時期もやや下がるものがある。

南溝から出土した完形の水差型土器 。台付鉢型土器には、底部に

焼成後内側から打ち欠いた不整形な孔があり、また、これらの土器

には外面に朱が塗られている。なお、北溝の黒灰色砂質粘土層中よ

り蛤刃石斧 (図版124-34)、 柱状石斧 (図版124-26)、 石鏃 (区

版123-■)が、西溝より用途不明の磨製石器 (図版124-18)な ど

の石器も出土した。

第 1号方形周溝墓の南西約 3mにおいて、時期不明の溝 I(大溝)

による、掘り方の一部を削平された第 1号井戸を検出した。第 1号

井戸は、円形二段素掘りのもので、上段上国径約 3m、 検出時の深

さ2m、 底部標高 (o・ P)3.740mを 計り、上段上回から深さ約0.6

m付近までゆるやかな傾斜で落ち込み、それ以下はほぼ垂直に落ち

込んでいる。

井戸内には 2層の地積層が観られ、第

1層・黒灰色砂質粘土層、第 2層・腐植

性の強い黒色砂質粘土層にわけられる。

第 1層 は、二段掘り井戸の二段目上口ま

で堆積しており、この土層は調査地区の

南側に観られた第 5層 a・ 黒灰色砂質粘

土層と同一のものと考えられ、多量の唐

古第Ⅲ様式 (新)～第 1平様式の上器を包

含している。第 2層は、二段目上回より

底部まで堆積しており、 井戸底部付近

に、杯の一部を欠いた生焼けの唐古第Ⅱ

様式 (新)～第Ⅳ様式の高杯型土器 (第 15図―144)カミ出土した。

第 1号方形周溝墓の西約 3m。 調査地区南西隅において、第 1大

形土嫉を検出した。時期不明の溝 I(大溝)に よって南西側の一部

第14図 北溝供献土器
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第 I大形土拡 a

を削平されている上に、土嫉の一部が調査地区外に存在するため、

明確な形態 。
lL格を把握することはできなかったが、楕円形の掘り

方をもち、長軸を北々東―南々西に取るものと考えられ、推定長軸

約 6m、 短軸約 5m、 深さ最大約0,75mを 有する大形土拡と推測さ

れる。土嫉内には18層にわけられる堆積層が観られる (図版88)が、

大別すると3層 にわけられる。第 1層 。黒灰色砂質粘土層は、調査

地区の南西から東側に観られた第 5層 aと 同一の自然堆積と考えら

れ、多量の唐古第Ⅲ様式 (新)～第Ⅳ様式の土器が出土した。第 2

層 。黒灰色砂質粘土層あるいは黒色粘土層は、第 1大形土嫉内のみ

に観られたもので、多量の唐古第Ⅲ様式 (新)～第Ⅳ様式の土器と

共に、多量の植物遺体が出上した。第 3層・黒色砂質粘土層 (一部、

黒色砂質粘上層と砂層の互層が観られる部分がある。)は、多量の唐古第

Ⅲ様式 (新)～第 lV様式の土器と共に、加工本と植物遺体を包含す

る層になる。

第 1大形土嫉は、 2カ 所の上拡にわけられ、土層断面の観察から

掘り直しが 1度実施されていることが明らかである。北側に位置す

る土拡は推定 3mを計り、南側の上嫉は一部のみの検出のため、規

模は不明確であるが、推定径約 2m程度のものと考えられる。北側

の土嫉を第 1大形土嫉 a、 南側を第 1大形土嫉 bと称する。土層断

面の層位より第 1大形土嫉 bが第 I大形土嫉 aよ り新しく掘り込ま

れたのがわかるが、土器による時期差は、把握で きなか った。 ま

た、第 1大形土嫉全体の掘り方は、調査地区全体に観られた第 6層

以下の砂層の堆積層上に掘られているため、底部・肩は全て砂層上

に位置している。

第 2層 。黒灰色砂質粘土層を取り途くと、下層より砂層と粘土層

の複雑な互層状態が観られ、多数の加工木と植物遺体が不自然な配

置関係で出土した。土拡 aの掘り方は、肩より底部にかけてゆるや

かな傾斜をもって落う、一部北側の肩には段をもつ所もある。底部

はすりばち状を呈しており、深さは約 0.7mを計る。加工木は、土

嫉肩から底部にかけて沿うように、わずかに浮いた状態で出上 し

た。これらの加工木の多くは未完成品であるが、中には又鋤 (図版

128-10)1点 、朱塗板 (区版129-14・ 15)2点、用途不明木製品

(図版 129-16)1点 の完成品もある。未完成品には、丸敢 (図版

129-12・ 13)2点、 鋤あるいは鍬になるであろうと考えられる板

状原材 (図版 131-19。 20・ 21)3点があり、その他にも小板が検

第16図 第 I大形土拡出土土器 弦

―- 46 -―



第 1大形土拡 b

第 1大形土拡

(F-4-N-9地
区)

出された。これらの加工木と共に、唐古第Ⅲ様式 (新)～第Ⅳ様式

の甕型土器 (図版101-93)、 壷型土器 (区版100-71)と 土製品の

紡錘車 (図版125-44)が土拡底部より出土した。

上層断面より第 1大形土拡 aが埋没後、新たに南lRllに 掘られてお

り、 2層の堆積層が観られる。第 1層・黒色粘土層には多量の植物

遺体と共に、唐古第Ⅲ様式 (新)～第Ⅳ様式の上器を包含する。第

2層 。黒色砂質粘土層には加工木と植物遺体を包含する。土嫉 b

は、調査地区の関係から詳細は不明であるが、調査地区西北に広ろ

がっていると推測され、原本を切り出した角材 1点 も、大部分は壁

面より奥に入っていた。

第 1大形土拡の目的が、加工木、土器などを放棄するためのもの

か、意区があって置いたものかは今回の調査のみでは判断できな

い。さらに方形周溝墓 。土拡墓が埋置された付近に、同時期のもの

と考えられる多量の木製品と土器を包含した大形土嫉が存在する点

に関しては、第 1号方形周溝墓の北溝より蛤刃石斧 。肩平片刃石斧

が出土していることから、第 1大形土嫉が方形周溝墓と何らかの関

係があることも考えられる。

調査地区東端 。第 1号方形周溝墓東南約 1.5m付近において、大

形土嫁の一部を検出した (図版89)。 この第 I大形土嫉も第 1大形

土嫉と同様に調査地区の関係から一部のみの検出を余儀無くされた

ため、規模は調査した範囲内のものを記す。長軸約 3.5m、 短軸約

2m、 検出時の深さ約0.5mを計る。

第 1大形土嫉の堆積層は、 3層にわけられるが、上層の

2層は前述の第 1号方形周溝墓東第 I溝の堆積層と同一で

あり、多量の土器が出土した。第 3層以下は、 5層の砂層

の堆積層が観られたが、細別せずに灰褐色砂層 として扱

う。この灰掘色砂層の下層には、加工本と植物遺体、少量

の唐古第Ⅲ様式 (新)～第Ⅳ様式の土器を包合している。

第 1大形土嫉の掘り方は、淡灰色砂質層を掘り込み、南

側よりゆるやかな傾斜で落ち込み、北 。西側よりやや急傾

斜で切り込まれている。土拡底部は、すりばち形をなし、

底部が土嫉の北よりに位置している。

第 1大形土拡より出土した遣物には、加工木として、柱

141 状石斧の柄の未完成品 (図版 128-■)1点、一部加工が

観られる原材 2点と、弥生時代中期と思われる東海型の壷第17図 第Ⅱ大形土拡出土土器 3//4
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第Ⅲ土拡

(F-4-N-5地
区)

第Ⅳ土拡

(G-4-B-2地
区)

ピット群

(F-4-N-4地 区)

型上器 (第 17図-141)1点と少数の上器片がある。

第 1大形土嫉は、出土した原材が調査地区の東壁面の相当奥まで

入っていることから、調査地区の東北にさらに広ろがっていること

が考えられる。当土嫉は、第 1号方形周溝墓の東第 I溝が掘られる

以前に存在していたことは判明しているが、第 1号方形周溝墓改修

以前との前後関係は不明である。いづれにしても、時期差があまり

みられない方形周溝墓と共存することは今後の研究を待ちたい。

調査地区北端において検出された第Ⅲ土嫉は、一部のみの検出の

ため規模 。形態は不明である。掘り方は、上国よりゆるやかな傾斜

で落ち込み、検出時の深さ約0.Ъmを計る。土拡内には暗灰色粘土

層と黒色粘土層の堆積が観られ、唐古第Ⅲ様式 (新)の時期の上器

が出上した。また、土1/Aのたち割りの結果、自然本の林が立ったま

ま検出された。

調査地区南端において検出された第Ⅳ土嫉は、時期不明の溝 I

(大溝)に掘り方の一部を削平され、前述の第13号土嫉墓によって中

央部を破壊されている。

第Ⅳ土嫉は、隅丸方形の土広に溝状遺構が派生した形を呈す。隅

丸方形の上嫉は、東西約2.8m、 南北2.2m以上、 検出時の深さ0.3

mを計り、掘り方の上回よりゆるやかな傾斜をもって落ち込む、土

嫉内には、黒灰色砂質粘土層が堆積しており、唐古第Ⅲ様式 (新 )

～第 11様式の土器を包含している。また、土拡底部より砥石 (図版

125-48)が出土した。 土嫉東肩に2カ 所のビットをもう、 各々の

上国径約 0.3m、 深さ0.25mを計り、暗灰色砂質粘土が堆積してい

る。また土拡底部南よりに、長軸約 0.5m、 短軸0.44m、 深 さ約

0.15mの 精円形のピットがあり、同じ黒灰色砂質粘土が堆積してい

た。

第Ⅳ土拡の北と東に伸びる短い溝は、北側の溝が、幅約 0.8m、

深さ約0.12m、 検出長 lmを計り、溝内の堆積層は黒灰色砂質粘土

層である。また溝北端に上回径 0,3m、 深さ0。 18mの ビットを有す

る。東lRllの 溝は、幅0.54m、 深さ0.lm、 検出長約1.5mを計り、溝

内には黒灰色砂質層の堆積が観られる。溝東端と西端に各々1カ 所

のビットがあり、東端のビットは上国径0.5m、 深さ0.3m、 西端の

ビットは上国径 0。 16m、 深さ0.12mを計る。

第 1号方形周溝墓の西側において、十数個のビットが検出され、

また他の地区においても小数のビットが検出されている。これらの
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A-6-F。
」・ K地区

層位

方形周溝墓

I。

ピット群の中には、柱穴といえるものと単純な土嫉と思われるもの

もあり、各々のビットの規模もまうまうである。また無秩序に並ん

でいるため、建物跡なども復元できない。これらのビットは、第平

層より掘り込まれていることから、弥生時代中期頃のものと考えら

れる。

A-6-F・ G・ ICJ・ K地区では、弥生時代中期の方形周溝

墓が調査地区の東半全域に5基検出された。以下層位及び各方形周

溝墓について記述する。

当調査地区の層位については、調査地区 2方向、北 。東壁面を残

して調査を行い、遺構調査終了後当地区内中央部を東西方向に深さ

1.2mの「すじ掘り」によって遺構面下層の調査を行った。

その結果、第 1層 。耕土、第 2層・淡茶褐色粘土層、第 3層・ 弥

生時代中期～奈良 。平安時代頃の土器片を包含する灰協色粘土層、

第 4層・生活面である淡灰褐色粘土層となる。以下「すじ掘り」に

よる遺構面下層の層位は、E-261ラ イン (A-6-」 一G地区)付近

を界に東・西に相違がある。東においては、第 5層・茶褐色土層、

第 6層 。青灰色粘土層、第 7層・灰色粘土層、第 8層・ 黒色砂質粘

土層となり、西においては第 5層～第 8層はなく、第 9層・黄褐色

礫層、第10層 。青灰色礫層になる。

第 3層・灰褐色粘土層は、調査地区西半 (A-6-F。 」地区)に

おいて浅く、後世に相当攪乱を受けており、攪乱層の一部は第 4層

におよぶ所も観られた。第 4層 。淡灰褐色粘土層は、調査地区全域

に観られたが、調査地区東半 (A-6-G・ K地区)においては溝状

遺構、下層の層位も関連し、入り乱れた状態が観られた。遺構面下

層に関しては、調査地区東半と西半とは大きく相違し、第 5層～ 8

層は沖積層、第 9層～10層は洪積層と思われる。

今回検出された 5基の方形周溝墓は、互いに周溝の一部を共有し

ており、東・西 。南 。北に連なっている。各方形周溝墓の周溝は磁

北より約 20°東に振っている。調査地区内において方形周溝墓が連

なった状態で検出された点から観て、調査地区外の東 。南 。北にも

伸びると考えられ、事実その可能
′
性が考えられる遺構が観 られた

が、今回は明確な 5基の方形周溝墓を記述する。 5基の方形周溝墓

は、前述の第 4層 。淡灰褐色砂質土層を切り込んで造られており、

周溝底部は、第 7層 。灰色粘土層まで至る部分 もある。全体に、今
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第 1号方形周溝墓

(A-6-K-4・
5・ 7・ 8地区)

回検出された方形周溝墓の残存状態は悪く、主体部は一切残ってお

らず、供献土器も一部の方形周溝墓に出上したのみである。

5基の方形周溝墓は、便宜上東より第 1号、第 2号………第 5号

方形周溝墓と称して、記述する。

調査地区東南隅より検出された第 1号方形周溝墓は、周溝が磁北

よりN-20°一 Eにふっている。周溝は直線的であるが、溝幅、深

さに相違がある。南 。西溝は、溝幅が比較的狭く、北 。東溝は後世

の攪乱の為か、大きく広がる部分がある。満の深さは、溝底部に起

伏があり、また調査地区全体に遺構面が南に向って低 くなってお

り、溝の深さも相対的に南に向って深くなっている。各溝は、上口

の大きく開くU字形を成し、多少の相違はあるが、茶褐色砂質層と

暗灰褐色粘質土層の堆積が観られた。西溝は、第 2号方形周溝墓の

東溝との共有関係から、南北に張り出している。しかし、北側の張

り出しに関しては、後世の攪乱によるものと考えられる。また、東

溝・ 南溝の一部も、溝の外肩が調査地区外に伸びている点から、第

1号方形周溝墓の東 。南に他の方形周溝墓が存在している可能性が

考えられる。

第 1号方形周溝墓の規模は、北溝長 9m、 幅 2m、 深さ0.35m、

東溝長1lm、 幅 1.4m、 深さ0。 35m、 西溝長10m、 幅 1.4m、 深さ

0.4mを計る。

方形周溝によって区画された台状部には、主体部と考えられる遺

構はなく後世に削平されたものと思われる。また同様にマウンドと

考えられる堆積は、方形周溝墓たち割りのすじ掘りによっても観ら

れなかった。なお台状部と溝外肩の比高差は 0.3m前後ある。ただ

台状部中央部より南溝にかけて、長軸 5m、 短軸2.lm、 深さ0.2m

の弓なりの精円形の上嫉 2号が検出され、土拡内には、茶褐色砂質

層の堆積が観られた。しかし、この土嫉 2号が、方形周溝墓の主体

部とは考え難く、後世に掘り込まれたものと考えられる。

供献されたと思われる土器は、東溝 9点以上、北 。南溝に各 1点

が出土したが、完形品に近いものは少なかった。供献土器は、台状

部から溝への肩と溝底部、溝外肩に出土した。その大部分は溝肩 。

底部に接している。供献土器の内完形に近いものとしては、東溝の

壺型土器 (図版104-11・ 12)、 高杯型土器 (図版105-20)、 北溝

の甕形土器 (区版105-17)、 南溝の壼型土器 (図版1髄-13)があ

る。この内■と12には、焼成後内lRlか ら打ち欠いた不整形な孔があ

第18図 第 1号方形周溝墓供献土器
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第 2号方形周蒲墓

(A-6-」 -6・
9、 K-4。 7地

区)

第 3号方形周薦墓

(A-6-J-3、
K-1。 4地区)

る。これらの供献土器から、第 1号方形周溝墓の時期は、弥生時代

中期 (唐古第Ⅲ様式)と考えられる。

第 2号方形周溝墓は、第 1号方形周溝墓の西に位置し、第 1号方

形周溝墓の西溝と東溝を共有し、また北に位置する第 3号方形周溝

墓の南溝と北溝、西に位置する第 5号方形周溝墓の東溝と西溝を共

有する関係に位置する。

周溝は、南東隅の一部が調査地区外にあるが、全周せずに北東部

において約 3mの間、周溝はとぎれ陸橋を有する。周溝は、磁北よ

りN-20°―Eにふれているが、各方向の溝は幅・深さともに他の

方形周溝墓の周溝共有関係あるいは後世の攪乱を受けたのか、相違

がある。特に、第 5号方形周溝墓と共有する西溝は幅 4mに もなる

が、共有しない部分は約 lmと非常に細くなる。同じく、溝の深さ

も北溝と西溝には深さの差が 0.4mあ り、特に北溝が深くなってい

る。東溝は第 1号方形周溝墓の西溝と共有しない部分が深くなって

いる。

第 2号方形周溝墓の規模は、北溝長7.5m・ 幅 2me深 さ0.6m、

東溝検出長 9.5m(推定長12η )・ 幅 2m・ 深さ0.3～0.5m、 南溝検

出長 7m(推定長11.5物 )。 幅 2.3m。 深さ 0.2m、 西溝長13m・ 幅

0.8～ 4m・ 深さ0.2mを計る。

周溝によって区画された台状部には、主体部が第 1号方形周溝墓

と同様に検出されなかった。同様に供献土器も、周溝
。台状部より

は一切出土しなかった。台状部には、中央部から北に伸びる2条の

溝状遺構 (薄 I・ Ⅱ)カミ検出されたが、層位的関係から後世に掘り込

まれたものと考えられる。

第 3号方形周溝墓は、第 2号方形周溝墓の北溝と南溝を共有し、

また第 4号方形周溝墓と周溝の一部を共有する関係を成して位置す

る。第 3号方形周溝墓の周溝は全周せず、北 。東満が他の周溝の半

分程度の長さになっている。また、周溝の深さ
。底部に落差があ

り、北溝と西溝においては西溝が約 0.2m深 くなっており、東溝と

南溝においては南溝が 0.5m深 く、西溝と南溝において も南溝が

約0.2m深 くなっている。周溝はN-20命一 Eにぶってい るが、 溝

幅は他の方形周溝墓と同様相違があり、溝肩も不鮮明な部分があ

る。

第 3号方形周溝墓の規模は、北溝長 5m。 幅 2m。 深さ 0.3m、

東溝長 6m・ 幅1.5m・ 深さ0.3m、 南溝長9.2m・ 幅 2m。 深さ0.6
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第 4号方形周薄墓

(A-6-F-9地
区)

第 5号方形周溝墓

(A-6-J-4・
7・ 8・ 5地区)

m、 西溝長さ7.3m・ 幅 lm・ 深さ0.5mを 計る。

周溝に区画された台状部には、他の方形周溝墓と同様に主体部は

検出されず、第 2号方形周溝墓から伸びる溝状遺構 (溝 I・ コ)が

検出されたのみである。供献土器は、西溝の台状部側の肩上の一部

から土器片が集中して出土したが、供献土器であるかは定かでな

セヽ。

第 4号方形周溝墓は、第 3号方形周溝墓の北西に位置し、第 3号

方形周溝墓の周溝の北西部と第 4号方形周溝の南東部を共有する。

第 4号方形周溝墓の周溝は、磁北より約 20°東にふっており、全

周する。周溝幅・深さも他の方形周溝墓に比べ整っているが、第 3

号方形周溝墓と共有する南東部の周溝が広くなっている。

第 4号方形周溝墓の規模は、北溝長 6.5m・ 幅 1.2m・ 深さ0.15

m、 東溝長 7m・ 幅 1～2.7m。 深さ0.2～0.35m、 南溝長 4.5m・

幅0。 8m。 深さ0.2m、 西溝長 7m。 幅 0.5m。 深さ0.15mを計り、

5基の方形周溝墓中最もノト型である。

周溝に囲まれた台状部には、他の方形周溝墓と同様に主体部は検

出されず、また周溝・台状部より供献土器も観られなかった。

第 5号方形周溝墓は、第 2号方形周溝墓の西南に位置し、第 2号

方形周溝墓の西溝の一部と東溝を共有する。

第 5号方形周溝墓の周溝は、磁北よりN-20°一Eにふっており、

全周するものと思われるが周溝の一部が調査地区外にあるため定か

でない。周溝の残存状態は他の方形周溝墓に比較して悪く、溝幅が

広く、深さは浅くなっており、後世に削平を受けた様子が北溝の溝

肩に観られる。

第 5号方形周溝墓の規模は、北溝長13m・ 幅一部推定 3.lm・ 深

さ0.2m、 東溝検出長10.5mu(推 定12物)・ 幅不明。深さ0,2m、 西溝

長14m・ 幅 3m・ 深さ 0.2mを計り、 5基の方形周溝墓中最大規模

を持つ。

周溝によって区画された台状部には、主体部は検出されず、また

供献土器も出土しなかった。

今回検出されたA-6-F。 」・ K地区の5基の方形周溝墓の築

造時期は、供献土器の残存状態が悪く把握が困難であるが、第 1号

方形周溝墓の東溝より出土した壼型土器より、弥生式土器唐古第Ⅲ

様式 (古 )の時期のものであることから、他の方形周溝墓もこれに

追従すると考えられる。
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第7表

土拡

鰐1泄謂回|(士ふ

ぞ
2.7

ほ01試
各方形周溝墓の規模 (単位は物)、 ( )内は推定規模を示す。

当調査地区より検出された 5基の方形周溝墓の間あるいは中に、

4基の土嫉が検出された。この他にも土嫉らしき遺構があるが、そ

の状態から自然形成による落ち込みと考えられるため、明確な土嫉

のみ記述する。 4基の土嫉は、楕円形・隅丸方形のすりばち状の形

態を成し、内部には茶褐色砂質土層あるいは黒褐色粘質土層の堆積

が観られ、周囲の遺構から土拡墓の可含陛性もあるが、明確な根拠が

ないため土嫉として扱う。以下東より上拡 1号……… 土嫉 4号と称

して記述する。

土嫉 1号は、第 1号方形周溝墓の北約 3mに位置し、ややゆがん

だ隅丸方形を成し、南北1.6m、 東西1,6m、 深さ0。 24mを計る。土

拡上口より底部にはやや急傾斜で落ち込み、底部は平坦に近い。土

拡内には、茶褐色砂質土層の堆積が観られ、年代を決定するような

遺物は出土していない。

土拡 2号は、第 1号方形周溝墓の台状部の中央より南溝にかけて

掘り込まれている。長軸をほぼ磁北に取っており、長軸長約 5m、

短軸長約2.lm、 深さ約0.2mを計る弓なりの楕円形の上拡である。

土拡上国より底部にはゆるやかな傾斜で落ち込み、底部は平坦でな

くすりばち状を成す。土嫉南側の掘り方は、方形周溝墓南溝の掘り

方と切り合って消失しているが、土広内の堆積と周溝内の堆積層が

互いに似かよった茶褐色砂質土層であるため、不明確であるが土嫉

が後に掘り込まれたものと考えられる。土嫉内より時期を決定する

遺物は出土していない。

土拡 3号は、第 3号方形周溝墓の東溝が途中で消える所より北約

2mに位置する。長軸を N-20°一Eに取っており、長軸長約 3.1

(A-6-J・ K地
区)

土拡 1号

(A-6-K-2・
5・ 6地区)

土拡 2号

(A-6-K-5・
7、 K-8。 1地
区)

土拡 3号

(A-6-K-1・
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2・ 3・ 5・ 6地

区)

土拡 4号

(A-6-J-3・
4地区)

薄状遺構

(A二 6-J-3・
6地区)

溝 I

m、 短軸長約1.5m、 深さ0.3mを計る精円形の上嫉である。上以上

口より底部にはやや急傾斜で落ち込み、底部は平坦でなくすりばち

状を成す。土以内には、黒褐色粘土層の堆積が観られたが時期を決

定する遺物は出土していない。

土拡 4号は、第 3号方形周溝墓西溝に接するように位置 してい

る。長軸を北東から南西に取り、長軸長約2.6m、 短軸長約2.3m、

深さ約0.3mの精円形を成す。

調査地区中央部西よりに溝状遺構がほぼ南北に 2条 平行 して走

り、第 2・ 3号方形周溝墓上を縦走しており、両溝は約 lmの 間隔

をもって平行しているが、途中で消失している。以下東側の溝を溝

I、 西allを溝 Iと称して記述する。

溝 Iは、検出長18.2m、 幅 1.3m、 深さ0.15mを計る上回の大き

く開くU字溝である。溝内には、黒褐色粘質土層の堆積が観 られ

た。

溝Ⅱは、検出長10.5m、 幅 1.2m、 深さ0.15mを 計る上国の大き

く開くU字溝である。

溝 1・ Iは、遺物が出土していないために時代は不明であるが、

層位的には、弥生時代中期の方形周溝墓より新しいものと考えられ

る。

A-6-F地 区では、遺構は全く検出されず、層位のみ記述す

る。

層位調査は、南壁と東壁面で行い、東壁面沿いに深さ0.6mの「す

じ掘り」調査による下層の調査を行った。

第 1層・耕土、第 2層 。茶褐色粘土層の床上、第 3層・黒色粘土

層、第 4層 。弥生時代～平安時代頃の土器片を包含する黒褐色粘土

層、第 5層・生活面に当る灰褐色粘土層、第 6層・黄色礫層、第 7

層 。青灰色砂礫層にわけられる。第 3層・黒色粘土層は、遺物は皆

無に近く、A-6-F・ G・ I・ JoK地 区には観られず、当地区

のみのものであった。第 4層・黒褐色粘土層は、A-6-F・ G。

I・ J・ K地区に観られたが、東へ厚く西へ薄くなっており、当地

区において厚さ約0.1～0.2mを計る。包含されている遺物の量も少

なく、時期判断の困難な弥生式土器・須恵器 。瓦器片のみであ っ

た。第 5層以下は全く遺物を包含しておらず、A-6-F・ G・

IoJ・ K地区と同様生活面と考えられる。 (第 19凶 )

薦 I

A-6-F地 区

層位
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遺構

①耕土
②茶褐色粘土層
③ 黒色粘土層
④ 黒褐色粘土層
⑤灰褐色粘土層
⑥黄色礫層
⑦ 青灰色砂礫層

第19図 東壁面上層図

当調査地区においては、全く遺構は検出されず、フラットに続く

淡灰褐色粘質土層が観られたのみである。この状態はさきのA-6

-F・ I地区にも観られたものであり、遺構の空白地帯 (グ ランド)

と考えられる。
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第V章
遺 物
第 1節 弥生式上器

小川水路改修工事に伴

う採集土器

小川水路改修工事の時に、黒色粘土層中より多量の土器が採集さ

れた。その内、主だったものを器種別に記述する。

壺形土器 (図版92-2～ 8016) 2・ 3は、いずれも肩部片で

あり、沈線文を施す唐古第 I様式(新)の ものと考えられる。 5は、

同様に肩部破片であるが、櫛描直線文 (3条)を 施す唐古第 1様式と

考えられる。 7は、口縁部が外反し端面で上 。下に肥厚し、下方ヘ

たれる。 8は、外反する口縁部をもち上げた受日状の口縁。端面に

凹線文を施す。いずれも唐古第Ⅲ様式に位置する。16は、二重口縁

型土器。筒状の頸部から大きく外反し、段をもってさらに外反、端

部で僅かに上 。下に肥厚する。段部外面に細い凹線文、 2対のうず

巻き状浮文を施す唐古第 V様式の新しい時期と考えられる。 4・ 6

は、いずれも壷型土器底部破片であるが、 4には木葉痕が残る。唐

古第 I様式と考えられる。

壺用蓋型上器 (図版92-1) 1は 、笠形を成 し、 楕円形のつ

まみを2カ 所にもち、 2孔 1対の孔を穿つ唐古第 1様 式に位置す

る。

甕型土器 (図版92-12～14) 12は 、口縁部が「 くJの字形に外

反し、端部が僅かに肥厚し凹線文を施す。体部は張りが小さくなだ

らかな形を成し、外面上部に刷毛目、下部はヘラ磨きを行い、内面

中位より下位にヘラ削りが観られる。13は、口縁部が「 く」の字形

に外反し、端部は僅かに上 。下に肥厚し、凹線文を施す。体部は張

りが小さく刷毛目を行う。14は、口縁部が頸部より丸く外反し、端

部で僅かに上方へ肥厚し細い凹線文を施し、全面に刷毛目を行う。

いずれも唐古第Ⅲ様式 (新)と考えられる。

高杯型土器 (区版92-9～11) 9は、杯部が水平にのび、内端

に 1条の凸帯をもち、外部が下方へ折れ曲り、ヘラ磨きを行う。唐

古第Ⅲ様式 (新)に位置する。

複合土器 (図版92-10) 10は、破片であるため、結合器種は不

明であるが、器台が端部で大きく折れ曲り、凹線文と棒状洋文を施

す。

器種不明土器 (図版92-15) 15は 、口縁部が外面では段をもら

外反し、端部で上方へつまみ上げ、内面は直線的に外反する。外面

の段部に下方へ肥厚する痕が残る。上段に竹管文を施し、下段はタ

タキロ、横なでを行う。
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F-7-E・ F地区出
上の上器

第 3層・黒色粘土層

当調査地区においては、弥生式土器として唐古第 1様式から第 V

様式が出土した、これらの上器の内、唐古第 I様式から第Ⅳ様式に

位置するものは、攪乱を受けている第 3層・黒色粘土層より出土し

たものである。唐古第 V様式は、溝状遺構、土嫉等の遺構より出土

した。なお、各様式を量的に比較すると、唐古第 V様式が70%を 占

め完形品も多い、次で第 1様式が20%、 第Ⅲ・ Ⅳ様式が 10%と な

る。以下第 3層・黒色粘土層出上の土器より遺構別に記述する。

壼形土器 (図版93-1～ 4、 6～ 8) と。2は、日縁端部の破

片のみであるが、いずれも大きく外反し端面で下方へ僅かに肥厚す

る。 2は、回縁端面に指頭圧痕による剋目文を施す。 この刻 目文

は、親指を端面に当てて、人差し指によって粘土をつまむように畑

目を付け、それを右回りに施文する。 とは、櫛による刻目文 。同波

状文を施す。いずれも唐古第 I様式に位置す ると考えられる。 3

は、筒状の頸部から大きく外反する日縁部、日縁部端面にヘラによ

る刻目文を施す。 4は、頸部より短く外反し、日縁部端部で下方ヘ

短く肥厚し、端面に櫛描波状文を施す。 3、 4は唐古第Ⅲ様式と考

えられる。 6～ 8は、唐古第 V様式に位置す ると考え られる。 6

は、口縁部が短かく直線的に外反し胴部は肩部がやや張り、最大径

を中位にもち丸味がある。 7・ 8は、 7が口縁部を欠くが、長頸壺

である。胴部は張りの小さい縦長形をなす。肩部にヘラによる記号

のようなものが記されている。

甕型上器 (区版93-9～■) 9は 、頸部から「 く」の字形に外

反し、口縁部端部で上方につまみ上げ、凹線文を施す。唐古第 lV様

式に位置する。10は、底部のみであるが、荒いタタキロと一部に刷

毛目を行う。底部の張りが大きく唐古第 V様式 (新)と考えられる。

11は、日縁部が頸部より「 く」の字形に外反し、日縁部端部は僅か

に下方へ肥厚し浅い凹線状の凹みをもつ。体部は張りの小さい、丈

高の高い器形を成し、 2段の荒いタタキロを行う。唐古第 V様式に

位置する。

高杯型土器 (図版93-12・ 13) 12・ 13は、いずれも脚部である

が、12が柱部より裾部へなだらかに広がり、端部で上・下に肥厚す

る。13は、中空裾広がりの柱部より、大きく広がる裾部をもつ。

鉢型上器 (区版93-5) 5は 、把手が 4カ 所につき、各々に2

孔 1対の孔があり、体部上位に櫛描簾状文を施す。

壺型上器 (図版93-14) 14は 、短かい頸部より外上方へ開き、土拡 3号
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薦 I一 S

口縁部端部で上 。下に肥厚する。肩部内面にヘラ肖1り を行う。

甕型土器 (区版93-15) 15は、口縁部が頸部より「 く」の字形

に外反し、端面で上方へ肥厚する。体部は最大径が中位にあるが、

張りの小さい丈高を成し、 2段に別けられるタタキロを行う。近江

～山城系の甕型土器と考えられる。いずれも唐古第平様式の古い時

期に位置すると考えられる。

唐古第 1平 様式から第平様式の新しい時期のものまでが出土した。

壷形土器 (図版94-16～22、 24) 16～ 18は、いずれも口縁部が

頸部より漏斗状に開き、端部で肥厚する。16は、国縁部端部で上 。

下に肥厚し、凹線文を施す。18は、国縁部端部下方に粘土紐貼り付

けによって肥厚し、凹線文を施す。19は、筒状の頸部より短かく外

反し、日縁部端部で僅かに小さく肥厚する。20は、丸味のある肩部

より、外反する国縁部をもつ。21・ 22・ 24は、いずれも外上方へ直

線的に立ち上がる口頸部をもつ。21は、長頸壺。口縁部端部で僅か

に外へ開く、22は、やや長く立ち上がり、端部外面に浅い凹線文を

施す。24は、頸部のくびれが小さく短く立ち上がり、日縁部端部ヘ

器壁が薄くなる。

甕型土器 (図版94-23、 25～27) 25は 、なだらかな肩部より外

反する日縁部。口縁部端部に凹みがある。23は、肩部の張りが大き

く、くびれた頸部より大きく外反し、国縁部端部が僅かに上・下に

肥厚する。肩部内面にヘラ削りが観られる。底部26・ 27は、いずれ

も底部にヘラによる記号のようなものを残す。

高杯型土器 (図版94-29～ 32) 29・ 30は、いずれも杯部上段が

外反し、端部で僅かに水平にのびる。30は段部で僅かに下方へ肥厚

する。脚部31は、裾部端部で上 。下に肥厚し面をもつ。

唐古第 V様式の上器が出上した。

壺型土器 (図版94-33)33は、日縁部が斜上方へ直線的にの

び、体部は張りの小さい長胴形をなす。体部外面にタタキロを残

し、日縁部外面 。体部内面に刷毛目調整を行う。外面には濃く煤の

付着が観られる。

甕型土器 (図版94-34)34は、日縁部が頸部よりなだらかに外

反する。体部は張りの小さいなだらかな形をなし、 2段に別けられ

るタタキロ、肩部に刷毛目を行う。

高杯型上器 (図版94-35)35は、脚部のみであるが、柱部より

裾部へなだらかに広ろがり、柱部に凹線文を施す。

溝 I
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溝Ⅲ

沼地状落ち込み

H-3-H地 区出土の
上器

土器群 C

壷型上器 (図版94-36)36は、日縁部端部を欠くが、長頸壷と

考えられる。頸部が鋭くくびれ、肩部が大きく張る器形を成す。

当遺構は、その堆積層がさきの包含層 (第 3層・黒色粘土層)と似

ており、好1け られなかったため、出土土器には他の遺構より時期が

古い唐古第Ⅲ様式から第平様式のものまである。

霊型土器 (屡版95-37～ 44) 37・ 38は、短く漏斗状に開く口縁

部をもつ。37は 日縁部端部外面に列点文を施し、38は日縁部端部が

上・下に肥厚し、凹線文を施す。39は、頸部のみであるが、断面三

角形の貼り付け凸帯文の上に棒状浮文を貼り付けている。40～42・

44は、時期は異にするが、いずれも長頸壺である。40は、国縁部端

部で僅かに内弯し、凹線文 。円形浮文を施す。42は、頸部に円形竹

管文・ ヘラ記号を施す。44は、体部の張りの小さい長胴形をなし、

外面に刷毛目を行う。43は、口縁部が筒状の頸部より水平に折れ曲

がり、端部に凹線文を施す。体部は、肩部がやや張り最大径が上位

にある球形の器形をもつ。器壁全外面に刷毛目を行う。

磐型土器 (図版95-45)45は、日縁部が頸部より「 く」の字形

に外反し、端部で上 。下に僅かに肥厚し、凹線文を施す。体部は肩

部がやや張り、底部へなだらかなカーブを描 く。 2段にタタキロ、

一部に刷毛目を行い、内面には刷毛目調整を行う。

鉢型土器 (区版95-46)46は、突出平底底部より丸味をもって

立ち上がり、頸部をもう、外反する口縁部。

高杯型土器 (区版95-48～50)48・ 49は、杯部底部より内弯ぎ

みに広がり、杯部上部で直口ぎみに立ち上がる。49は、杯部上部外

面に 3条の凹線文を施す。脚部50は、杯部下段が水平にのび、柱部

に刻目文 。櫛描直線文を施す。

器台型上器 (図版95-51、 52) 51・ 52は、いずれも鼓胴形をな

す。51は口縁部端部外方に断面三角形の貼り付け文を施す。

H-3-H地 区を中心に、土器群Cよ り、唐古第Ⅲ様式～第 V様

式の土器が出土した。

土器群 Cは、唐古第Ⅲ様式 (新)～第 I平 様式の各器種の土器が、

包含層中に集中的に出土した地点である。

壺型上器 (第 10図 -1、 2) 1は 、ほぼ完形で出土した。口縁

部は、漏斗状に開き、端部で水平にのび、端面で僅かに上 。下に肥

厚する。体部は、最大径を中位にもち、丸味のある形を成す。文様

々
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F-4-N、 G-4-
B地区出上の弥生式上

器

F-4-N、 G-4-
B地区土器の器形分類

壼型土器

は、全面の剤離が著しく定かでない箇所も多いが、頸部より櫛描直

線文 。同波状文を交互に施し、同直線文で終わる。

2は、長頸壺と呼ばれるもの。細い頸部よりやや開き傾向での

び、端部で僅かに内弯する。端部の一カ所が僅かに下方へ下がり、

片口をもつ。文様は、 2段に凹線文を施す。

器台型土器 (第 10区 -3、 4) 3は 、口縁部のみであるため壺

との判別が困難。端部で上 。下に肥厚し凹線文・円形浮文 。刻目文

を施す。頸部に凹線文を施し、タタキロが残る。

4は、日縁部を欠くが、形態より、端部は丸く終わるものと考え

られる。鼓胴形を成し、底径が大きい。文様は、凹線文を 2段に施

し、その間に大きい 4孔の透し孔を穿つ。

当調査地区においては、弥生式土器として唐古第Ⅲ様式から第W

様式にかけてのものが主に出土した (一部第巨様式のものが含まれる)。

その大多数は、方形周溝墓の供献土器と2基の大形土叛から出土し

たものである。以下器形分類を行い、方形周溝墓の各周溝、大形土

嫉を各遺構別に記述する。なお各土器の仔細は土器表を参照願う。

東奈良遺跡の弥生時代中期 (F-4-N、 G-4-B地 区)の土器

を、壺型土器・甕型土器 。鉢型土器・高杯型土器・ 器台型土器 。蓋

型土器に分類、それぞれ下記のように細分化して呼称する。 (第 8

表)

壺型土器A 球形に近い胴のはった器体に、筒状の頸部を持ち外

反する口縁部をもつ壷である。国縁部の形態により、壷Al、 壺A2、

壺A3、 壺A4と 4形態に分けることができる。 重 Alは、口縁部端

面が肥厚することなく漏斗状に開くもので、 壷A2は、口縁部端面

が上下僅かに肥厚する。顎部は太く、そのまま胴部まで広がり、胴

部の最大径を計る位置は、中位よりも下位にある。 壺A3は、口縁

部端面が斜め下方あるいは直下に大きく肥厚する。 頸部は短 く細

い。胴部はなだらかなカーブを描き、最大径が中位にある。 壺A4

は、頸部より漏斗状に開き、口縁部端面下に、断面三角形凸帯を付

けて面をもたせたものである。

壺型土器 B 漏斗状の頸部を持ち口縁部が受口状のものである。

受口の状態により壼 Bl、 壼B2の 2種にわける。 壼 Blは、受田部

を持ち上げて成形しているもので、 壼B2は、受田部を上下に貼り
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複合土器

甕型土器

付けて成形しているものである。

壷型土器C あまり例のない土器であり、当遺跡では少例しかみ

られない形体を呈している。筒状の頸部は太く、端面は外方へ僅か

に折れ曲っており、口縁端面は丸く終る。

壷型土器D 筒状の頸部が直口するもので、いわゆる長頸壼型土

器である。壼Dlは、口縁部が僅かに内弯し、壷D2は、回縁部が僅

かに外弯する。

壼型土器 E(短頸の  口縁端面は内外共に丸みを持ち、外面は僅

かに下方へ折れ曲っており、小さくくびれる太い頸部から僅かに広

がりを持ち胴部に至る。最大径は下位にあり、底部が小さい。

(なおこの器種は、今まで無頸壺とされていたが、形態などから見ると短頸

壺と呼称した方が適しているため、当遺跡においては短頸壺と呼称する。)

壼型土器 F(無頸壺)壺 Flは、 内方にやや傾斜して立う段状口

縁部を持ち、胴部は稜を持ちやや算盤玉球形を成す。 壺 F2は、腰

にはっきりとした稜を持ち内弯して立つ口縁部を持つё

壺型土器 G(水差型土器)回 縁部の形態から、壼Gl、 壺G2、 壷

G3の 3種がある。壺Glは、少しの広がりを持つ筒状の口縁部に、

把手側の日縁をえぐり取っているもので、 壼G2は、日縁部が直口

し、把手の付加されている反対側は広がりを持ち、把手側は下って

いる。壷G3は、筒状の頸部で直口する。

重あるいは無頸壷に、高必あるいは器台等を結合 した ものであ

る。

甕型上器A 口縁部は外反するが、内外共に頸部に丸みをもつも

のが多い。口縁径と胴部径とが同率のものが多い。

甕型土器B 「 く」の字形に外反する国縁部、端部は立ち上がり

を持つ。外端面は、凹線文を施されているものが大多数である。最

大径部は上位にあり、底部にかけてゆるやかなカーブを持ち終る。

甕型土器C(大形甕型土器) 丸みを帯びた頸部より「 く」の字形

に外反する口縁部、端面は僅かに立ち上がりを持つ。胴部はあまり

張り出さないが、全体の器形としては丸みを持つ。

鉢型上器A 頸部より丸みを持ち「 くJの字形に外反し、胴部に

おいても丸みを持つ。破片のみでは甕型土器と区別し難い。

鉢型土器 B 椀形の器形で、日縁端面は内へ肥厚するものが大多

数である。

鉢型土器C 底部より大きく広がり、日縁部付近で立ちあがるや
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や深鉢。

鉢型土器D 胴部に稜を持ち内方へ傾斜し、段状口縁部を持つ。

高杯型上器        高杯型土器A 高杯Alは、 大きく外反した浅い杯部、端面は、

水平になり内外に肥厚する上端に凹線文を持つ もの もある。高杯

A2は杯部端が直立して立うあがる。

高杯型上器 B 肉方に傾斜し立ち上がり、体部に稜を持つ。杯端

面は平らである。これは、当遺跡において少例しか見られない。      .

高杯型土器C 高杯Clは、 水平に広がった日伝部内端に 1条の

凸帯を持ち、外端は下に折れ曲る。 高杯C2は、杯端部が水平に短     ″
くのびる。

蓋型上器         つまみ部を持ち笠形を成す。

器台型土器        口縁部は、水平な部分を有し、それより下方に折れ曲り長く垂下

する。

脚部           高杯型土器、鉢型土器、器台型土器等の脚部。

包含層          遺構の項でも記述したが、弥生式土器が出土したのは第 4層、第

5層 aobよ りである。しかし、層位的時期差がみられないために

一括して記述する。

壺型土器A2(図 版96-1、 2) 1は 、漏斗状に開く日縁部を

持つ。端部は、上下に肥厚する。文様は崇1離が著しく不明である。

2は太い頸部より外反し、端部で下方へ肥厚する。

壺型土器A3(図 版96-3、 5) 3は 、口縁端部が水平にのび

て折れ曲り下方へ垂下する。端部に凹線文、大形の円形浮文、頸部

に凹線文を施している。 5は 日縁部内面でつまみ上げ、端部で上下

に肥厚する。端部外面の凹線文上にヘラによる刻目文 。円形洋文を

施している。伊勢地方にこの器形の壷型土器が知られる。

壼型土器 Bl(図 版96-4) 4は 、受口状の口縁部を持ち凹線

文を施している。

壼型土器C(図版96-6) 6は 、当調査地区において 1例のみ

出土した壷である。頸部より直立して立ち上がり、日縁端部で外方

へ肥厚する。

鉢型土器 B(図版96-8) 8は 、斜上方へ大きく広がる体部か

ら稜を持って直日し、口縁端部で内面に肥厚する。文様は凹線文と

刻目文を施している。

その他の上器・台付鉢脚部 (図版96-10～12、 16) 10～12は、

いずれも柱状部からなだらかに広がり端部で上方へ肥厚する。11は
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マウンド内の上器

その他の上器

第 1号方形周溝墓

南溝

柱状部に凹線文、12は裾部に断面三角形の貼り付け凸帯文、刻目文

を施している。

方形周溝墓のマウンドと思われる茶褐色粘土層のレンズ状の堆積

層中より、点数は少ないが土器が出土した。

壼型土器A2(図 版96-17) 17は、日縁部が太い頸部から大き

く外反し、端部は上下に肥厚する。端部外面に凹線文、頸部に管状

の櫛原体による波状文、直線文を施している。

壺型土器A3(図 版96-18) 18は 、日縁部が水平にのび折れ曲

り垂下する。端面に凹線文と大形の円形洋文を施している。

甕型土器A(区版96-20) 20は、国縁部が頸部より水平に折れ

曲り端部で僅かに肥厚する。最大腹径が口縁径より小さく底部へ細

くなる。

甕型土器C(図版96-19) 19は、国縁部が斜上方に外反し、端

部は上方へ僅かに肥厚する。

台付把手付鉢型土器 (図版96-22)22は 、短い脚部を持ち底部

よりなだらかに立ち上がり、把手痕を残す。脚部端に凹線文を施し

ている。

複合土器 (凶版96-21)21は 、重部が底部より丸 く立ち上が

り、中位より内傾して段状口縁部を持つ。器台部は端部が短く垂下

し凹線文を施している。他の文様、調整は風化が著しく不明。

第 1号方形周溝墓の北溝 。南溝 。北第 1溝 。東第 I溝より供献土

器と考えられる唐古第Ⅲ様式 (新)～第 I平 様式の土器が出土した。

壺型土器A(図版97-25～ 35、 第13図-36) 南溝出上の壷型土

器Aは、壺A3が大多数を占め、次いで壺A2がみられる。

壺A2・ 26、 29～31について述べると、26は頸部がやや細く、日

縁端面に櫛描波状支、頸部に凹線文を施す。29は 口縁端部が短く下

方へ折れ曲がることからA4に近い。 29～31は頸部に指頭圧痕文を

貼り付けている。

壺A3・ 27、 28、 32～35は、日縁端部で上方に僅かに肥厚す る

28、 32、 折れ曲る27、 33～35がある。いずれも装飾が豊かで、凹線

文 。櫛描波状文 。同直線文・同列点文 。同扇状文 。円形浮文等を施

してある。特に後者は全装飾を用いるものが多い。日縁端部の凹線

文は幅の狭いものを 5～ 8条施し、大きく垂下するものほど多い。

これに小形の円形浮文を加飾する32・ 35と、大形の円形浮文の27、

34がある。口縁端部内面に櫛描列点文 。同扇状文を施す 27、 32、
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34、 35が ある。頸部をみると櫛描文のみの 4以外は、凹線文を施

し、35の み貼り付け断面三角凸帯文がみられる。唯一の完形品であ

る35は、肩部から胴部にかけて櫛描波状文に初まり、同直線文で終

る文様が交互に施されている。仕上げはいずれも内外面ともに刷毛

日、或いはナデを用い、体部も残る35は、体部外面にヘラ磨きを用

いている。36は、日縁部を欠くため器種は不明である。頸部はやや

細く、胴部の張りもやや小さい。頸部に断面三角形貼 り付け凸帯

文、肩部より最大径部までに櫛描直線文で初まり、同波状文を交互

に施し、同波状文で終る。

鉢型土器C(図版98-37) 南溝出土の鉢Cは少なく、他に破片

が10点出上した。37は口縁外面に 4条の凹線文が施されている。

鉢型土器 D(図版98-38～42) 鉢Dは南溝出土の大多数を占

め、他に破片で5点出土した。いずれも段状日縁を持つ。38は段状

口縁部に凹線文、39、 40の体部に櫛描波状文と同直線文を、42は同

簾状文を施してある。41は 口縁端部上面に同波状文が施 されてい

る。仕上げは、風化の著しいものが多いが、ヘラ磨き、あるいはナ

デを用いたものが多い。42は、「 円板充填法」を用いた脚部の付く

台付鉢である。また、胎土、施文から河内地方よりの搬入品と思わ

れる。

器台型土器 (図版98-43) 口縁部を欠いているが、折れ曲り垂

下するものと思われる。口縁部内面には櫛描扇状文を、頸部には凹

線文を施してある。

甕型土器A(区版98-44) 44は 、丸みのある頸部から外反する

口縁部を持ち、休部はなだらかなカーブを描いて内外面ともに刷毛

目を行っている。なお45は、甕底部と考えられ内外共にヘラ削りが

みられる。他に南満より、破片であるが甕Aが 7点 と同Bが 19点出

土している。

高杯型土器Cl(図版98-47) 南溝より出土した高杯は高杯Cl

が多く、47以外の他に 9点出土した。いずれも口縁端部片のみが多

い。47は、端部の折れ曲った面に円形浮文を施してある。

脚部A3(図 版98-48) 48は、柱状部が短く裾部へなだらかに

広がり端部で上下に肥厚し凹線文を施す。柱部から裾部にヘラによ

る鋸歯文と直線文を施してある。この文様は、播磨地方よりの搬入

と考えられる。

壼型土器 F2(図版98-50) 南溝より1点のみであるが、壺F2
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北海・北第 I溝

(台付無頸壺)50が出土した。体部に 5条の凹線文と細かな櫛描波状

文を施し、脚部は裾へなだらかに広がり端部で上下に肥厚する。仕

上げは、全面にヘラ磨きを行っている。日縁端部から脚部裾部まで

放射線状に朱が塗布され、また体部底部に焼成後の穿孔がみられ

る。

菫型土器Gl(図 版98-51) 同じく南溝より壺Gl(水差型土器)

51が 1点出土している。日縁部は端部へ僅かに広がり、体部は最大

径が下位にあり張りが大きい。日縁端部上面に畑目文、端面に 4条

の凹線文、以下体部最大径まで櫛描直線文を施し同波状文で終る。

51も 50と 同様把手付近に朱痕があり、底部に焼成後の穿孔がある。

他に水差型土器の把手片が 3点出土している。

北溝と北第 1溝の相違は、遺構の項でも記述したが定かでなく、

唯一壷型土器A2(65)の みが北溝より出土したことが確認できた。

(第 14区 )

壺型土器A(図版99-52・ 53・ 65)北 溝・北第 I溝 では、壷

A2が壺A3よ り多く出土している。

壺A2・ 52、 65は、いずれも口縁端部外面に細い凹線文を施して

ある。65は北溝の底に立った状態で出土した完形品であるが、太い

頸部のまま胴部へ広がり最大腹部は下位にあり張りがある。文様は

日縁端部内面に管状の扇状文、頸部に櫛描波状文、同直線文、肩部

よりこれを繰り返し直線文で終る。仕上げはヘラ磨 きを行 う。壺

A2は破片で18点出土した。

壺A3・ 28は、日縁端部を欠くが折れ曲り垂下すると考えられ、

頸部には円形竹管文と貼り付け指頭圧痕文を施 している。他に壼

A3の破片が■点出土した。

壺型上器 B(区版99-54・ 55) いずれも受口状口縁部を持ち、

壷 B155は受口部に凹線文とヘラによる刻目文を施してある。 他に

破片で 4点出土した。

壺型土器G3(図 版99-58)58は、口縁端部を欠くが、筒状の

口縁部と思える。体部の張りが大きい大型の水差型土器である。頸

部から肩部に櫛描直線支 。同波状文を交互に施してある。他に壷G

と思われる破片 1点と把手 3点が出上した。

甕型土器 B(図版99-64)64は、体部中位を欠くが、口縁部は

「 く」の字形に外反し端部が僅かに上方へ肥厚し、体部は上位で張

り底部へ続き内外面とも刷毛目で仕上げ、外面下位にヘラ削りがみ
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られる。他に甕Aが 10点 と甕Bが 17点、甕 C22点 の破片が出土 し

た。

高杯型土器A(区版99-61) 61は、杯部が浅 く斜上方に立ち上

がり端部で内面肥厚し、一条のヘラ描き沈線文が施されている。

鉢型土器C(図版99-57)57は、小型のもので把手を持つと思

われる。口縁部に 4条の凹線文と刻目文が施されている。他に鉢B

59は大きく内弯し端部で内面肥厚し、 8条の凹線文を施している。     事

鉢型上器 D(図版99-60)60は、無文の段状口縁部を持ち、体

部に櫛描直線支と同波状文を施してある。他に鉢型土器Dと して段    。

状口縁部が無文のものが 2点、凹線文を施すものが 6点出上した。

また同脚部62・ 63がある。

器台型土器 (区版99-56)56は、 口縁端部が壼A4と 同様折れ

曲り垂下し凹線文、円形洋文を施している。この器形の器台型土器

は、口縁部のみでは壼型土器A3と の区汚1が困難である。

東第 I薦         東第 I溝は、北第 I溝から続く東溝の外側にめぐる周溝で、他の

周溝に比べ土器の出土量は少ない。

菫型土器A2(図版102-■0) 110は、国縁端部で両面肥厚し櫛

描簾状文が施されている。太い
trR部よりそのまま胴部へのび、櫛描

直線文と同波状文を施してある。他に同破片が 3点と口縁端部に凹

線文を施した破片が 2点出土した。

壷型土器A3(図版102-■1) 111は、折れ曲り垂下する口縁端

部全面に、ヘラによる刻目文を施している。他に凹線文を施すもの

が 7点出土した。

壼型土器 Bl(図版102-113・ 114) いずれも、受口部に凹線支

を施し、114は端部で内面肥厚する。

壷型土器 Dl(図版102-■2) 112は、頸部が細くしまり、口縁

部中位で僅かに張り端部へ内弯する。文様は、口縁部から頸部にか

けて凹線文と櫛描波状文が施されている。

壺型土器 E(図版102-115)■5は、 日縁端部が内外共に丸み

を持ち、外面は僅かに下方へ折る。太い頸部より体部は、最大径が

下位にあり底部は小さい。頸部に 2孔 1対の孔がみられる。

器種不明土器 (図版102-116) 116は 、 体部が大きく張り断面

三角形の貼り付け凸帯に刻目文を施す。唐古第 1様式とも考えられ

るが、この場合包含層の混入と考えられる。

甕型土器C(図版102-120) 口縁部は、「 く」の字形に外反し
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第 1大形土拡

端部で上方へ僅かに肥厚する。体部は張りがなく口縁径と同率であ

る。頸部には貼り付けによる指頭圧痕文がみられる。他に甕底部

121～124が あり、121・ 122には木葉痕がみられる。また同甕片が9

点出土した。

鉢型土器C(図版102-117) ■7は、 日縁部が直口に立ち上が

り段状口縁部がない。端部に刻目文・櫛描直線文 。同波状文を施し

ている。 同D l18は、段状口縁部を持ち円形浮文を施してある。鉢

型土器脚部C■9は、 短く裾部までなだらかに広がり裾部に凹線文

を施してある。

第 1大形土嫉出土の弥生式土器は、深さ約 0。 7mの上嫉内に堆積

した黒色粘土層と土嫉底部の本製品と共に出土した。

壼型上器A(区版 100-68～70・ 72～74) 第 1大形土拡も方形

周溝墓供献土器と同様に、壷型土器A3、 A4が主力である。

壷 A2、 69。 70は、いずれも口縁端部が上下に肥厚し細い凹線文、

頸部から肩部に櫛描直線文を施している。70は、土嫉の南肩より出

土した。

壺A3、 72～74は、いずれも端部で折れ曲り大きく垂下する。端

面に 5条の凹線文と72に小形円形洋文、他に大形の円形浮文を施

し、72の 口縁端部上面に櫛描列点文が施されている。

壼型上器 Bl(図版100-75)75は 、受口状の日縁を持ち凹線文

が施されている。

壺型土器 Fl(区版100-66・ 67)66・ 67は、無頸壺と呼ばれる

ものでいずれも算盤球形の体部を持ち、日縁端部は、66が丸みのあ

る段状口縁、67は面のある段状口縁を持ち凹線文を施している。

器種不明菫型土器 (図版100-71) 71は 、 胴部片のみであるた

めに器種は定かでないが、最大径が下位にあり稜を持って底部へ続

く。文様は、櫛描直線文 。同波状文を交互に施し同波状文で終る。

仕上げは最大径まで刷毛日、下位はヘラ磨きを行っている。胴部の

形態から壼型土器 A3、 壷型土器Fと考えられる。

壼型土器 G3(図版100-82)82は 、把手を欠くが器形から水差

と考えられる。日縁部は直口して立ち上がり凹線文を施し、肩部か

ら胴部へ櫛描直線文を施している。

甕型土器A(図版101-87・ 88)87は 、 顎部より丸く外反し端

部で上下に僅かに肥厚し、頸部に櫛描波状文と2孔 1対の小孔が 2

カ所にみられる。同88は、小型で日縁径と胴部最大径が同率の器形
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を成す。

甕型土器 B(図版101-89～93)89～ 93は、 日縁部が「 く」の

字形に外反し、端部で上に立ち上がり凹線文を施している。体部は

あまり張り出さずなだらかな器形を成す。同93は、唯―の完形品で

あり、木製品とともに出土した。

甕型土器C(区版101-94～96)94～ 96は、 日縁径30gll～ 40clll

の大形品である。口縁部は「 く」の字型に外反し端部は肥厚し面を

持つ。肩部がやや張る器形を成す。

高杯型土器A(区版102-102～104) 高杯Al、 102。 103は直日

の杯部を持ち、杯部外面に凹線文が施こされている。 103は、端部

上面にも凹線文を施している。高杯A2、 104は、前者とやや異なり

杯部がゆるやかに内弯し立ち上がり端部で内面に肥厚する。端部外

面に凹線文を施している。

高杯型上器 B(図版102-105) 105は 、 当調査地区より1例の

み出土した器種である。杯部は稜を持って内傾して立ち上がり、端

面上部に平らな面を持つ。仕上げは、外面に刷毛日、内面にナデを

行っている。無頸壷、鉢としては器高が浅く、高杯として扱ったが

判別は困難である。

高杯型上器C2(図版102-106) lC6も 当調査地区より1例のみ

出土した器種である。 高杯Clと 似た器形を成すが、端部の凸帯と

外端が下に折れ曲がらず、水平にのびるのみである。摂津加茂遺跡

の高杯に類似品をみる (弥生式上器集成。本編)。 他に、高杯脚部107

～109がある。

鉢型土器A(図版100-81)81は 、 国縁部が短 く折れ曲る。体

部は、張りがない。

鉢型土器 B・ C(図版100-78・ 79) 鉢B78は、 日縁部が内弯

して立ち上がり端部で内面に肥厚する。外面には凹線文を施してあ

る。鉢C79は、口縁部が直立して立ち上がる。

鉢型土器D(図版100-76。 77・ 83) 76は 、日縁端部上面が内

lRlへ下り、櫛描波状文を段状口縁部外面と頸部に施している。77・

83は、段状口縁部と体部に凹線文、その間に77は櫛描波状文、83は

ヘラによる刻目文が施され、他に台付鉢の脚部として80(図版100)・

100(図版101)カミある。 100は、短く裾までなだらかに広がり、裾

部に凹線文と大きい円形透し孔がある。

複合土器 (図版101-99) 99は 、 壺と器台を結合した複合土器
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と呼ばれるものであり、器台部と口縁部の結合部分のみ検出した。

垂れ下り部に凹線文の上から一部に刻目文、円形浮文を施 してい

る。

甕用蓋型土器 (図版 101-84・ 85)セうずれも笠形を成し、84は上

部が凹みを持ち、85は細いつまみ状のものを持つ。

蓋型土器 (第 16図-86)は、形は高杯脚部を成すが、裾部内部に

多量に煤が付着しており、蓋に転用したと思われる。器型は裾端部

で横、下に肥厚する。

東端上器群 (第 I大形   東端土器群は、第 1大形土拡上より多量に出土した土器の集中群

土拡)         でぁる。遺構の項でも記述したが、方形周溝墓
。東第 1溝の供献土

器との判別が困難な面がある。

壷型土器Al(図版103-126) 126は、口縁部が漏斗状に開き端

部は丸く終る。文様は日縁端部外面に刻目文、内面に竹管文、頸部

外面に櫛描波状文を施している。

菫型土器A2(図版103-125・ 127～ 129) 125は 、日縁端部を欠

くが長い頸部から僅かに広がる。頸部に櫛描直線文を施している。

127・ 128は、太く短い頸部から広がり日縁端部で上下に肥厚する。

いずれも、口縁端部外面に櫛描波状文、頸部から肩部へ同直線文を

施し、128は 口縁端部内面にも同波状文を施している。129は、口縁

端部で上面に肥厚し、頸部に貼り付け指頭圧痕文を施している。

壺形上器A3(図版103-130) 130は、日縁端部で折れ曲り下方

へ垂下し、この内外面に竹管文を施している。

壼型土器D(図版103-131・ 132) 壷D2、  131は細い頸部から

口縁部へ少し開き、同Dl、 132は細い頸部から直立して立ち上がり

口縁部で内傾する。 文様は、132は 日縁端部から頸部へ円形浮文、

櫛描直線文、同波状文、断面三角形貼り付け凸帯文を施している。

132は 同じく凹線文、ヘラ描き刻目文を施している。

壷型土器 Fl(区版103-133) 133は、底部よ り大 きく張 り出

し、稜を持って内傾する。口縁部は段状口縁部を有 し凹線文を施

し、体部最大径上位に櫛描直線文、同波状文を施 している。 これ

は、第 I大形土嫉最下層より出上した。

壼型土器 (第 17図 -141) 141は、第 I大形土嫉底部の木器群と

共に出上した。文様、器形より東海系の上器と考えられる。体部は

肩が張り、最大径が中位よりやや上に位置する。肩部に角張った波

状文が施され、全面に縦方向の荒い刷毛目を行っている。
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その他の遺構

土拡 7号

井戸 1号

A-6-F・ G・ I・
」・ K地区出土の弥生
式上器

甕型上器A(図版103-137) 137は、 口縁部は丸みを持って外

反し、日縁径が胴部最大径を唆ぐ。

甕型土器C(図版103-138・ 139) 138は、口縁部が外反し端部

で上面に丸みを持って肥厚し、外面にヘラ描き刻 目文を施 してい

る。体部は肩部で丸く張り底部へ続く。外面に刷毛目を、縦・横 。

斜めに行っている。139の底部は、ヘラ削りを行っている。

鉢型土器 B(図版103-134) 134は、 台付鉢である。鉢部は内

弯する椀形を成し、端部で内面肥厚する。口縁部から体部へ凹線文

が施され、端部に 2孔 1対の孔を2カ 所あけている。脚部は、短く

なだらかに広がり端部で上下に肥厚する。文様は、柱部にヘラによ

る凹線文、裾端部に竹管支、底部端に2カ 所の刻 目文を施 してい

る。

鉢型土器A(図版103-135) 135は、 日縁部は頸部から丸みを

持って外反し、端部は丸い。他に鉢型土器の脚部片136がある。

甕用蓋型土器 (図版103-140) 140は 、 笠形を成し上部につま

みを持ち、やや器高が高い。

方形周溝墓西溝中央部の土嫉墓 7号上より検出された壺型土器

A3(第 11図-142)は、口縁部が短い筒状の頸部より外反し、端部

で上下に僅かに肥厚し凹線文を施している。体部は丸みを持ち最大

径が中位にある。肩部より最大径部に櫛描直線文
。同波状文を交互

に施し、同直線文で終る。

井戸 1号底より高杯型土器 (第 15図-144)カミ出土した。杯部は、

杯上部を欠くが、杯底部より大きく開き稜を持って屈折し段状口縁

部を持つものと考えられ、内面に細かい不規則な方向へのヘラ磨き

を施している。脚部は、太い中空柱部より裾部へなだ らかに広が

り、端部で上下に大きく肥厚する。文様は、柱部上下にヘラによる

直線文 (凹線文風)、 裾部に上段 6孔、下段27孔の円孔 を施 してしゝ

る。仕上げは、外面に縦方向のヘラ磨き、内面はヘラ削りの後にナ

デを行っている。山陽地方系の土器と考えられる。

当調査区においては、遺物包含層 (灰褐色粘質土層)中より、弥生

式上器 。土師器 。須恵器・瓦器等の各時期にわたる土器片が出上し

ているが、その出土量は他地区と比較すると非常に少なく、また判

別できる土器は、弥生式上器と須恵器のごくわずかである。

遺構は、遺構編に述べているように、弥生時代中期の方形周薄墓
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第 1号方形周溝墓の供

献上器

を中′ムとしており、その数は第 1号から第 5号 までの 5基 である

が、遺物の出土量は少なく、さらに盗掘などと合いまって現存の遺

物のみで、この地区の弥生式土器をみることにする。

5基の方形周溝墓のうち、第 1号方形周溝墓のみに、供献された

とおもわれる弥生式土器が■点出上しており、なかには完形に近い

状態のものもある。

壷型上器 (図版104-11・ 12) 11は、 東溝の周溝内の底から、

底部を下にして立った状態で出土し、第 1号方形周溝墓の供献用上

器としては、最も完形に近い状態で出土したものである。日頸部は

意識的に欠かれたとおもわれ、最大腹径よりやや下方に焼成後穿孔

されている。胴部上半部から頸部にかけて 9帯以上 (口縁部は欠損し

ているため不明)の櫛描直線文が施され、 1帯は10本の直線で構成さ

れている。下半部はたて方向にヘラで整形されており、この東溝の

出土遺物としては比較的新しい時期のもので唐古第Ⅲ様式に比定さ

れるものである。

12は、東溝より細かな破片で出土し、復元すると頸部より胴部や

や下半部まで可能であり、さらに同一個体とおもわれる底部が図面

上、復元されているが、上半部と下半部のつながりは不明であり、

穿孔されているとみられる位置は確認できない。口縁部は、■と同

様意識的に欠かれているとおもわれる。胴上半部から頸部にか1/jて

数帯の (欠損のため不明)櫛描直線文が施され 1帯の直線の数は確認

できるのは 9本であり、少なくとも8帯以上の櫛描直線文が施され

ていると思われる。13は、南溝より出土し、表面は著しく風化して

おり、わずかに胴部上半部に 3帯以上の櫛描波状文が認められる。

1帯の本数は判別しにくいが、少なくとも9本以上で施されている

とおもわれる。最大腹径より下方に、焼成後穿孔が 2ケ所ほば対象

的な位置にされている。 5は、口縁部のみで南溝より出土し、端面

には 3本の凹線文の上に、円形浮文が 3個 1対の状態で施されてい

る。14は、東溝の中間附近で出土し、底部を東向きにして倒れてお

り (図版 105-14・ 16,20)、 胴部から底部にかけてはほぼ完形で

あり、頸部 。日縁部はないが壺とおもわれる。表面はヘラで整形さ

れているが風化がはげしく文様などはみられない。20は、東溝から

出土した高杯であり、22の胴部のみとの 2点が出土している。 9の

壺口縁より約 lm北側に位置しており復元するとはば完形に近く、

杯部外面は横ヘラ削りで、胴部は縦ヘラ削りで整形されている。16
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は、北溝から出上した日縁がなめらかな「 く」の字形に外反する甕

であり、端面に刻み目が施されている。北溝から土出した唯―の遺

物である。

以上のように、当調査区においては、全体的に遺物の出土量が少

なく、遺構と関連のある土器のみを記述した。この他包含層中から

は、唐古第 1様式に比定される土器等が土出している。最 も出土例

の多かった第 1号方形周溝墓は、調査地区の最南に位置し、そのう     ,

ち東溝と南溝に土器が集中しており、時期的には弥生時代中期 (盾

古第Ⅱ様式～第Ⅲ様式)の ものである。他の第 2・ 第 3・ 第 4・ 第 5     。
号方形周溝墓からは全く遺物は出上しておらずその詳細は不明であ

る。
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弥 生 式 土 器 観 察 表
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土  器  血蘇鵠戸11 3

騨 蓋 壼 壼 底 部

法

量

働

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

1.4(現存値)

9.85館部径)

不  明 不  明

欠損のため不明

3.25錫存値)
欠損のため不明

11.65

出 土 地 区 刀Wil水路 小ナI「水路 小ナII水路 旭Wil水路

口
　
　
　
頸

　

　

部

形 態

文 様

整 形 外

内

。楕円形の2ケ所のつま

みを持ち、笠形をなす

もので、端面はやや上

方に持ち上るものであ

る。
。2子Ll対の孔あり。

ナデ?

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

体

部

形 態

文 様

整 形 外

内

|

。胴部に沈線文

き磨ラヘ

れ

Ｉ

Ｉ

に

ｒ

ｉ

ｌ

′

欠損のため不明

|

底 部

|

欠損のため不切 欠損のため不明  「
木葉底

。灰黄色

色 調

。黄灰淡茶褐色 。黄褐色

中核―暗灰色

。灰黄淡茶褐色

胎 土

質

備    考

。
0。 1～0,3の砂粒多量

含有

。良好

。内面に%以上黒斑

。0,1～0,3の砂粒含有
Oく され含有

。良好

00.1～0,3の砂粒含有
。くされ少量合有

。良好

。黒斑あり

●
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土  器  血 6

種 類

摘要
里 底 部 士望 壷

法

量

(働″)

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

不  明

欠損のため不明

6.05(現存値)
欠損のため不明

6.5

16.25

5.8(現存値)

欠損のため不明

18.95

3.95

欠損のため不明

出 土 地 区 小,II水路 小チII水路 河りII水路 小川水路

口

頸

部

（杯

部
）

形 態

文 様

整 形 外

内

欠損のため不明 欠損のため不明

。斜めにひろがる口縁灘

国縁部端部は外側下カ
イこE巴厚|オる。

:1象
」離のため不明

。腰に稜を持ちながら外

反する。いわゆる受口

状の口縁である。

ヽ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
く
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ナ

共に横ナデ

体

　
　
部

　
　
（
脚

　
部
）
　

　

　

一

形 態

文 様

整 形 外

内

。壺の肩胴部

O櫛描直線文

整調デナ
明
わ
不
備

ヽ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

‥

ノ

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

底 欠損のため不明 欠損のため不明

。灰褐色

中核―暗灰色

。灰黄淡褐色 O緑灰黄褐色 灰黄淡褐色

多

　

母

粒

　

雲

砂

　

黒

の
　
　
の

・

５

　

　

，

３
０・・一０舘０・・”０嚇餅

こ量多粒砂

・４の　
舗

１”０
有
湘

。０・
含

ｏく

め極粒砂の
。
２

有０・・”０時　餅

|

O展原薄磐端面に帯状]:4啓全曇IB畳旨掛
考備

く煤付着と内面に濃く

―- 75 -―
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土  器  h

殿 |

高 杯 複合土器 高 杯 甕

法

量

傷

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

30。 75

3.75(現存値)

欠損のため不明

欠損のため不明

3.05(現存値)

欠損のため不明

欠損のため不明

8,25(現存値)

欠損のため不明

14。 25

18,7

15.8

4.9

出 土 地 区 小ナI十水路 句ヽ川水路 小ナII水路 為Wil水路

口

頸

部

（杯

部
）

態

様

形

文

整 形 外

内

。水平にひろげた口縁部

で、内面は 1条の凸帯
を持ち、外面は下方に

折れ曲る。

。上端面に横向 (放射リ
の?)のヘラ磨き。
。たれ部は横方向の細渉

いヘラ磨き。
。ヘラ磨き?

。段状口縁部を持つ鉢形

のもので、腰部より器

台状のものが下に付加

される。
O凹線文の上に縦方向の

指頭圧痕による棒状浮

文。

（アナ横

ヽ

Ｉ

Ｉ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

夕

欠損のため不明

。斜めに外反する口縁剤
で端部は僅か上方に立

ち上る。

。口縁部外端面に 1呵新

文。

1横

ナデ

ぽ
細
ド
軸
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土  器  No

緩ヽ一目
聖 |

:縁 :|

甕

25.65

8,85(現存値)

欠損のため不明

甕

24,95

10.8(現存値)

欠損のだめ不明

霊

34.6

■.0(現存値)

欠損のため不明

笙

26.75

6。 15(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区 小ナ
「
I水路 小チ|十水路 小川水路 小ナli水路

口
　
　
　
頸
　
　
　
都

態

様

形

文

整 形 外

内

。日頸部は斜めに外反し

口縁端部は面を持つ。

。斜め縦方向の刷毛目¢

後に国縁部は横ナデ
。部分的に横方向の刷モ

目の後に部分的にヘラ

磨き。

。縦方向の荒い刷毛目

。横・斜め方向の刷毛目

に

味

は

　

い

鱒
卸
螂
　
蜘

宗
、
翻
る。酬

ゆヽ
朋
国ヽ
０
姉
。

縦
励
能
協
帥
繊

頸
外
を
平
口
凹

。口縁部は大きく外反し

端部は下方に貼り付け

によって大きく肥厚す

る。
。竹管文

。タタキロ及び横ナデ

。横方向の荒い刷毛目¢

後に横ナデ

。頸部は漏斗状にひらき

口縁部は上方に外反す

る。

O受口状下端に凹線文
O口縁部にうず巻状の浮

文があり、同じものが

もう一方に認められる
。横ナデ

。横方向の細かいヘラ磨

きか

部底

調
　
　
一土

色
　
　
一
胎

質

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

欠損のため不明

。灰黄淡福色

。0.1～0.4の砂粒含有
。金雲母少量合有

。良好

|

|

1 欠損のため不明
|

|

ド葎巖皇淡灰色
|

|°砦
同・め螂

|

1蝉

1 
欠損のため不明

|

1婢

色

|

L」

紀の砂粒含有

欠損のため不明

欠損のため不明

。灰黄淡褐色

00.1～0,2の砂粒合有

。良好

備     考
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土  器  血 什 111+12
２３

一
９３ 十 14

橘喜
種 類

|

望
士望 望 霊

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

法
量
働 :とを細

|二
とみ蹴

18.2

7,1(現存値)

欠損のため不明

9.85

4.5(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区 F-7-E・ F   I F-7-E・ F F-7-E・ F F-7-E・ F

文  様

整 形 外

内

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

態形 O漏斗状に開く口縁端部 O頸部は水平に折れ曲る。頸部に水平に折れ由る

口縁部、端部は下方に

僅かに肥厚する。

O口縁端面に刻目文

O縦方向に荒い刷毛目

。横方向に荒い刷毛目

。短い頸部に水平に折

曲る口縁部、口縁端

は下方にBBFす る。

。口縁端面に櫛描波状

。縦方向にヘラ磨き

。横方向・刷毛目

頸部多量に爪圧度

形  態

文  様

整 形 外

内

欠損のため不明 欠損のため不明

欠損のため不明 欠損のため不明

土
|。

0。 1～0,4の砂粒含有
 100.1～

0・ 5の砂粒含有

|

欠損のため不明 欠損のため不明

____L___       ___
十
|

1 欠損のため不明
|

|

欠損のため不明   |

ド露籐暗灰色

00.1～0,2の砂粒含有

。良好

卜0・ 1～ 0・ 3の砂粒僅かに

|。藍
|

調|°罵籐淡灰色



土  器  配 5 G 7

種類
鉢 壺 霊 重

法

量

傷

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

12.2

3.8(現存値)

欠損のため不明

11.2

19,3

17.8

4.8

欠損のため不明

15.4(現存値)
15,3

4,9

12.55

25,75

14.1

3.8

出 土 地 区 F-7-E・ F F-7-E・ F F-7-E・ F F-7-E・ F

口

頸

部

態

様

形

文

整 形 外

内

。底部から口縁部にかけ

て、やや斜め方向にひ

ろがりをもつ。

O櫛描簾状文

把手には 2孔 1対の引
あり

。横ナデ

。ヘラ磨き

。口縁都は斜めに外反す

るが、内外ともに円味

を持ち端部は丸い。

1横

ナデ

欠損のため不明

。外上方に、やや開き比

較的長い頸部、端部は

僅かに下へ月□享する。

。頸部位に深さ巾等の大

ぶりな波I犬文あり

。横ナデ

O横ナデ、頸部に横方向

の繁状文的な刷毛目

。暗褐色

調色

。肩からなだらかに開

り腰の張るものであ

器面の凹凸が激しく

の壷に比べると厚い
。ヘラによる縦方向の

本線

|。 底部は、あげ底気味¬

1蜘

吼

|

|

|。 灰黄褐色

。肩は、ほとんど張ら,
なだらかに胴部に続く

IΨ

鴎蛇崩

|

|。

青黄褐色

質

。2～ 3帯の櫛描繁状文卜胴部薄く煤付着

~ド ~ 
青 爛 付近騒

~|

|

|。 良好

ふ認あぢれを添薗栞面
|

来ない。      | |

|

|キ_________――――――――――――――――――――-1-――一
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土  器  醜
２３

一
９３ 98      1   10

殻 甕 甕 甕 脚 部

法

量

働

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

14。 35

4.35(現存値)

欠損のため不明

欠損のため不明

15.7(現存値)
欠損のため不明

4,15

16.7

25.5

19.15

4.9。

欠損のため不明

12.2(現存値)

13.15

出 土 地 区 F-7-E・ F F-7-E・ F F-7-E・ F F-7-E・ F

口

頸

部

（杯

部
）

形 態

文 様

整 形 外

内

。斜めに外反するc端部
は僅かに立ち上りを持
つ 。

。縦方向に刷毛目

。斜め方向に刷毛目、そ

の上に縦方向に刷毛E

欠損のため不明

。頸部は円味のあと「く

の字形を成し、端部と

僅か下方にEEC_す る。

外端は僅か凹線状の「

みを持つ。

。タタキロ

。横ナデ

欠損のため不明

体

　

　

部

（脚

部
）

形 態

文 様

整 形 外

内

欠損のため不明

。タタキロの上より刷ヨ

目

O刷毛目

°
そF:稼雪を是子亀慧|

Oタ タキロ

。横・斜め方向の刷毛目

の後に縦方向のヘラナ

デ

○裾まで、なだら力>に広

がり端都は上下に肥厚

する。

。縦方向にヘラ磨き

。絞り目

裾部ヘラ削り

底 部

色
　
　
一
胎

認

　

　

一
士

質

備 茅

欠損のため不明

灰黄褐色

1呵

■判 .2の出 舘

卜

好

|。 外面に黒斑

刺■判 詑の砂粒含有

。良好

。外面に煤付着

。良好

。口縁部外端部より腰著

中頃まで煤付着
。内面、底部より腰部r

炭化米付着

|°

衿経≡経畏色

1刺
■‐ .め砂粒含有

1麟 _
耐。裾部端面に黒斑
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土　一＼綴「判創詔湘判

器

一
ヽ

一
口

器

腹

底

17,45

25。 95

20。 3

5.75 蜘
脚
５
　
の

。
４
　
・
２
　
損

・５

４
　
欠

欠損のため不明   1 15.0
13.7(現存値)  1 11.65(現 存値)

13.95         1 髪製のため不明
-7-E・ F
第 3号F-7-E・ F   I ・  t 繁 8与土抜 | 

卜 ' 
発 3碁土拡

。頸部は「 く」の字形

成し、端部は上方

厚し外端は四線状のも

のである。

Oタ タキロ

。横ナデ

。なだらかなカーブを

ち腰は、あまり張り

さない。

。横ナデ       Oタ タキロ

。ヘラ削り。指圧痕  卜横方向に刷毛目

「節卿「謀奪鞍留勁

。

各甲

刊の嚇 錮

]仰

.動 輪 有

瑚 卜好
胎    土 100,1～ 0・ 4の砂粒含有

|

質

1轡

出 土 地 区

整 形 外

内

整 形 外

内

O短い頸部で外方に開き

端部は上下に薄く

イこ肥厚する。

O漏斗状に開く頸部に

部イま僅カメに肥厚

O端部に凹線紋

。縦方向にヘラ磨き

。横方向にヘラ磨き

欠損のため不明

。欠損のため不明

|。

黄灰褐色

。
0。 1～0.3の砂粒含有

。良好

口

顎

部

（杯

部
）

体

　

　

部

（脚

部
）

欠損のため不明

。有孔

。縦方向のヘラ磨き

。ナデ



Ｓ
　

　

　

ｅ

土  器  血
24

種 類

摘要
壺 〓霊 壺 壺

法

量

働

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

14。 95

4.5(現存値)

欠損のため不明

21.05

9。 8(現存値)

欠損のため不明

11.95

4.7(現存値)

欠損のため不明

10。 55

7.8(現存値)
11.55

欠損のため不明

出 土 地 区
F-7-E・ F

溝 I― S I F-7-E農 :_s I F-7-E蓬 :_s
F-7-E・ F

溝 I― S

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

体

。漏斗状に開き頸部1

外共に円味を持つ。

。頸部下に刻目文

明不めたの離象

ヽ

１

１

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

ノ

態　　　　様
　
　
　
囲
　
　
内
　
一態

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

整 形 外

内

。黄褐色

中核一灰色

CO。 1～0.2の秒粒含有
。雲母少量含有

。良好

O赤褐色

1 中核―灰色

|。
0,1～ 0。 3の砂粒含有

|。

欠損のたあ不明

|

|

。0.1～0,4の砂粒含有

。良好

。欠損のため不明

。
0。 1～0.3の砂粒多量

含有

O良好

底
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土  器  No
24

24

種類
摘 事

重 壺 甕 甕

法

量

の

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

12.8

12.25(現存値)

+欠損のため不明

10.05

5。 15(現存値)

}欠損のため不明

16.75

7.2(現存値)

}頬のため不明

10。 45

G。 95

12.35

欠損のため不明

出

口

頸

部

土 地 区

1形  態

F-7-E・ F
溝五一S

O頸部は長く外方に僅カ

に開く。

F-7-E・ F
溝 I― S

O外方にやや開き端部

凹線文あり。

F-7-E・
「溝正一S

O頸部は短く外方に開く

端部は僅かであるが可

方に肥厚する。

ilalu離
のため不明 デナ横

ヽ

ｌ

Ｉ

Ｉ

＞

ｌ

ｌ

ｌ

Ｊ

。横ナデ

。ヘラ削り

II｀
――'イ
ーーL・ II
溝 I― S

O斜めに外反するが内外

共に円味を持ち端部は

丸と`。

。横ナデ

Oヘラ削り

Ｏ
　

　

　

　

Ｓ

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

部

底

。欠損のため不明 。欠損のため不明

‐０

　

　

　

　

，

00。 2～0,4の砂粒僅か

含有

。良好

。外面、頸部から端面に|。 外面に煤付着

かけて煤付着



土  器  血

出 土 地 区

整 形 外

内

O頸部は丸味がありゆる

やかに夕1反する。

O縦方向に刷毛目

。横ナデ

差f_s l
F-7-E・ F

I F-7-Ettf_sI― S

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

欠損のため不明

。あげ底気味で穿孔

。黄茶褐色

様

欠損のため不明

整 形 外

。0,1～0.4の砂粒含有  00。 1～0.2の砂粒含有

卜好
。
0。 1～0,4の砂粒含有

。良好

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

21。 35

6.4

)欠損のため不明

欠損のため不明
4.9(現存値)
欠損のため不明
4.9

欠損のため不明
2.4(現存値)
欠損のため不明

4.55

欠損のため不明

3.8(現存値)
欠損のため不明

3.25

。中狭日とあと

字にヘラ痕あり

。黄褐色       卜外―淡黄褐色

欠損のため不明 欠損のため不明

|。 外面に黒斑

|

|
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●

　

　

　

　

　

，

土  器  血
~iiti::::｀ ｀`ヽ``、、、、こ::i::::、

|

高 杯 高 杯 脚 部 脚 部

法

量

働

径

高

径

径

縁日
器

腹

底

23.95

3.5(現存値)

欠損のため不明

23。 85

3,9(現存値)

1欠損のため不明

欠損のため不明
12,75(現存値)

19.4

欠損のため不明

7.85(現存値)

10。 8

出 土 地 区
F-7-E・ F

溝 I― S
F-7-E・ F

溝 I― S
F-7-E・ F

溝 I― S
F-7-E・ F

溝正一 S

杯

部

形 態

文 様

整 形 外

内

大きく外反

かに下方へ重れ下る。

:1象
も離のため不明

。大きく外反する。

O横方向に刷毛目

。横ナデ

欠損のため不明 欠損のため不明

脚

部

形 態

文 様

整 形 外

内

欠損のため不明 欠損のため不明

O裾まで、なだらかに広

がり端部は上下に肥厚

する。

。縦方向のヘラ磨き

。絞り目

。柱部は中空。

。剣離のため不明

。絞り目

底 部

色 調

。赤褐色

外面一部黄灰色

。黄灰褐色 。淡褐灰色 。青黄褐色

中核一赤褐色

胎 土

質

00。 1～0.2の砂粒含有

。良好

。0.1～0.2の砂粒含有
。雲母僅かに含有

。良好

00。 1～0.4の砂粒含有

。良好

00。 1～0.3の砂粒含有

。良好

備 考

―- 85 -一



1認 1 94 1誘 卜端

蜘　抑

・７５
・７
・１５働

・３

・６

・８

欠

。斜めに外反する口縁と卜頸報外反は円味を持

丸味のある頸部。  | カーブを持つが稜があ

一 ―
― ―

―

―
|

|

|

|

|



土  器  胤
95      1   39

２４

一
９５

種 類

結 募
壺 士望 壺 壼

法

量

(")

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

21.5

■.75(現存値)

欠損のため不明

12.85

6.45(現存値)

欠損のため不明

欠損のため不明

6.85(現存値)

欠損のため不明

11.05

7.05(現存値)

1欠損のため不明

出 土 地 区 ち込み
F-7-E・ F
沼地状落ち込み み決

Ｆ

ス
・
藪

一 Ｅ

船

７

沼
一Ｆ F-7-E・ F

沼軸状募ち払み

口

頸

部

形 態

文 様

整 形 外

内

。漏斗状に開く口

部は上

する。

。口縁部内端に列点文

ヽ

１

１

１

く

ｒ

ｌ

ｌ

‥

ノ

象J離のため不明

。口縁都は外反し上

僅かに月巴厚する。

。日縁外端凹線文

。縦方向に刷毛目、

上よリタタキロ

。横ナデ

。欠損のため不明

。断面三角形の貼り付1

凸帯の上に棒状浮文
O頸部の所に貼り付け6

指頭圧痕文

il劉
離のため不明

O頸部は僅かに内弯して|
立ち端部は丸い。  |

。凹線文・端面外部に円

形浮文

デナ横

ヽ

Ｉ

Ｉ

に

ｒ

ｉ

ｌ

ヅ

形  態

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

底 都

色 調

胎 土

質

備 考

10欠

損のため不明

   1欠

損のため不明

|   |

[赫
酪 色

 1嫌

廂

00,1～0.3の砂粒含有

。良好

I

|。
0.1の砂粒僅かに含有

|

|

|°

餅

|

O欠損のため不明

。暗茶褐色

。0。 1～0.3の砂粒多

含有

O良好

。欠損のため不明

。暗灰黄色

中核―暗灰色

。
0こ 1の砂粒含有

。良好

-87-



頸

　
　
　

部

整 形 外

内

O外上方に僅かに開く

縁端部は少し外方に月d
厚する。

|。

欠損のため不明

。頸部は長く外方に

に開く。

O外面に竹管文 2カ所

ラ描き線刻文

。横ナデ

O横方向の刷毛目

。直立する頸部に水

折れ曲る国縁部

。口縁端面に凹線文

。縦方向に刷毛目・

斜めに刷毛目

。横ナデ

。外方にやや開き (

直)端部は丸味がある
と考えられる。

。縦方向の刷毛目

。ナデ

デナ横

ヽ

―

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

ノ

欠損のため不明 欠損のため不明

蝉　　　　　　］中呻］　一］
調
|°

黄褐色

|

。黄灰茶褐色

土 器 血
|十 1狙

颯
|十 1鶴

摘要 要`望:     壷 壺     1    壺

11.95

7.45(現存値)

欠損のため不明

11.8

13.3(現存値)

欠損のため不明

15,6

23.4

21,G5

6.5

欠損のため不明

18.15鰯存値)
12.85

4.05

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

法

量

(協)

出 土 地 区
F追
蒐農去】込み IF一歯瓦扶芸】込み IF亀 瓦農芸】込み 1卜 亀蒐扶遅 ュ

。
0。 1～0.2の砂粒合有

O良好

濃てけかに同ら

着

か
付

肩

煤

し

　

さ

で幹　］”

共

　

の

い
　
ｏ

朋
」
姉
版
焼

し

な

著

隔

が

間

ｏ

凸

の

る

期
硼
錯
赫

に
共

粘

く

耐
朋
ｐ
滅

|。

欠損のため不明



|●

土  器  血幸 引弱 95     1  46 95      1   48

種 類

摘 聾
甕 甕 底 部 高 杯

法

量

勤

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

14.65

21,9

18.65

3.2

10,0

8.75

7.55

4.65

欠損のため不明

6。 65(現存値)
欠損のため不明

4.65

29.0

5.85(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区
F-7-E・ F
沼飢状落ち込み

F― 一 E・ F
J隙藤ちふみ

F-7-E・ F
沼地状落ち込み

F-7-E・ F
涸軸燎藪 汎決み

口

頸

部

（杯

部
）

形 態

文 様

整 形 外

内

。頸部は「 く」の字形を

成し、端都は上下に肥

厚し外端は凹線状のく

ばみを持つ。
。日縁部外端面に凹線文

。タタキロの後に縦方向

の刷毛目

O横方向の刷毛目

。日縁部は斜めに外反す

るが肉外ともに円味を

持ち端部は丸い。

。剣離のため不明

。横方向に刷毛目

欠損のため不明

。直口の口縁で端部は

かに内弯している。

。凹緻

明不めたの離剣

ヽ

―

―

―

＞

１

１

‐

ジ

体
　
　
　
部
　
（脚
　
部
）

形 態

文 様

整 形 外

内

。なだらかなカーブを持

ち腰はあまり張り出さ

ない。

Oタ タキロ

。刷毛目

。ま」離のため不明

。横方向に刷毛目

。タタキロ

。ヘラ痕

欠損のため不明

底 部

O輪台状底都 。内面放射状に刷毛目

|

|

Oタ タキロ

色 調

黄茶褐色～黄褐色 。茶褐色 。茶褐色 O黄茶褐色

胎     土

|。

0.1～0・ 2の砂粒含有

質

|。

良好

00.1～0.4の砂粒含有

。良好

。
0。 1～0,2の砂粒含有

。良好

|。 0,1～0.3の砂粒含有
|

卜好
。口縁部内端面から外

腰部中頃まで煤付着

備 考

。内外共に煤付着
。内面に炭化米が一面

付着

|

。外面に黒斑
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土  器  No
２２

一
９５ 幸 引膨

澱 高 杯 高 杯 器 台 器 台

法
量
∽

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

25.85

3.0(現存値)

欠損のため不明

欠損のため不明

8.55(現存値)

欠損のため不明

19,15

16.05

19,05

15.45

12.15

欠損のため不明

出 土 地 区
F-7-EoF
沼靴蛉雲 沈決 y.x みム

Ｆ
ち
・
落
Ｅ
状
一
凱
７
沼
一
Ｆ F-7-E・ F

沼節状落ち込み
F-7-E・ F
沼凱状落ち込み

口

頸

部

杯

部

形  態

文  様

整 形 外

内

大きく外反する杯部

明不めたの離象

ヽ

１

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

ジ

。ほぼ水平にのびる杯

。ヘラ磨き

。あん文風

O漏斗状に開く口綴

部は下へ重れ下る。

明不めたの離剣

れ

ｌ

ｌ

ｉ

＞

１

１

１

ジ

鼓胴形を成す。

。刷毛目の上からヘラ磨

き

。刷毛目

体
　
　
　
部
　
（脚
　
部
）

形 態

文 様

整 形 外

内

欠損のため不明

。刻目文・禰描直線文

。縦方向のヘラ磨き

。ナデ

有孔

:1割
離のため不明

。有孔

il制
離のため不明

底

　

　

一　
　
色
　
　
一
胎

部

　

　

一　
　
調
　
　
一土

。外一赤褐色

内一黄灰褐色

。0.1～ 0.4の砂粒含有

O黄灰福色

1～ 0。 3の砂粒含有

。灰黄褐色

00。 1～0,3の砂粒含有

。赤褐色

00。 1～0.4の砂粒を

●

。脚部上方に爪痕



土  器  No 11再
続 戸 12 身善10唇畳   1   3 第10図 14第10図

|

望
士霊 器  台 器 台

径

高

径

径

縁日

器

腹

底

―

―

―

刃
‐

法

量

働

1団    |■ 溺

18.35       1 12.0(現存値)
1:i;:       ,欠損のため不明

39,15

11.95(現存値)

欠損のため不明

欠損のため不明

27,7(現存値)

25,75

出 土 地 区 H-3-H 土器群CIH-8-H 土器群C H-3-H 土器群C H-3-H 土器群C

1整 形 外

部
|

|

1   閥
|

。斜めに大きく外反する

口縁郡端部は上下に肥

厚する。
。日縁外端面に四線文と

その上に、円形浮文と

刻目文が交互に配置し

ている。
O頸部に凹線文
。タタキロ
。頸部上面に部分的に昂I

毛目
O横方向の刷毛目と横ナ

デ

欠損のため不明

。底径の大きい鼓胴形

O凹線文、その間に 4

の透し孔。

卜

・

ｏ

　

　

　

　

。

　

　

一

体
|

|

|

|

欠損のため不明 欠損のため不明

の頸部を持ち口縁

水平に折れ曲り端

il象
J離のため不明

。僅か外方にひらく筒t
の口縁部で、口縁上フ

はやや内弯して立つ。

。凹線文

一　

　

　

　

　

　

　

　

一

郡
　
　
　
一　

　

底
　
　
　
一　
　
色

整 形 外

周 il象
ば離のため不明

ilよ
1離のため不明

|。
欠損のため不明

|

|

|

|

|

―
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― |

。灰責茶褐色

中核―暗灰色

10灰黄色
|。 雹
外と柳こ賤 燃 q。 黄燃 髄

 |

1言

~
土 |。 0。 1～0,2の砂粒含有
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32.6

8.2(現存値)

欠損のため不明

14.8     119,7     127.0
3.9(現存値)  1 8.2(現 存値)  1 2.3(現 存値)

欠損のため不明   ‖欠損のため不明   ‖欠損のため不明

法

量

(効)

出 土 地 区 1争T皇
~F・ G・ I・

1今T農
~F・ G。 1・

1争T農
~F・ G・ I。

1今〒長

~FoGoI。

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

。口縁部のみの残存であ 。頸部から口縁にかけ

るが、やや水平に近く1 大きく外反し端部は

なるまで外反す。端部1 下にやや肥厚する。

はやや下方に肥厚する

が目立つほどではな 。口縁端面に櫛

。横ナデ       |。 内面横方向の刷毛ロカ
残るが肉外面とも

が著しい。

O頸部より漏斗状に開き

上面近くでやや水平

折れまがる。端部は

や上方に肥厚する。
O口縁部端面に刻目文

方向刷毛目

。横ナデ

。漏斗状に開き端部は

方1こたれさがる。

。口縁端面に刻目文

。横ナデ、頸部一部にヘ

ラ磨き

。横ナデ

整 形 外

内

欠損のため不明欠損のため不明   1 欠損のため不明   1 欠損のため不明

。欠損のため不明 。欠損のため不明

。
0。 1～0。 3の砂粒合有

。良好

「蜘螂舗
|。

RjT

|

。0.1～0,3の砂粒含有

。良好

。欠損のため不明

。
0。 1～ 0。 3の砂粒合有

。良好

|。

欠損のため不明

|

底

　

　

一　
　
色 調「淡黄色

|

|。

淡黄色



土  器  醜
３８

一
‐０４

5

３８

一
‐０４

6

３８

一
・０４

7

種 類

結 事 重 重 霊 壷

法
量
∽

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

28。 8

8。 7(現存値)

欠損のため不明

9.8

3,7(現存値)

欠損のため不明

18.8

3。 1(現存値)

欠損のため不明

7.3

5.8(現存値)

1欠損のため不明

出 土 地 区
A-6-K
第 1号方形周溝墓南溝

A― G一FoG
J・ K

A-6-F・ G・ I
J・ K

A-6-F・ GoI
J・ K

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形 外

内 il風
化のため不明

。頸部より丸味をもって

外反し、端部は上に肥

厚する。

O口縁部内面に 6個の円

形浮文

。横ナデ

。風化のため不明

。漏斗状に開き端部は上

下にやや肥厚する。

O横ナデ、下方ヘラ磨き

。横ナデ

。斜めにカットされた口

縁形をもち、頸部は無
い 。

。現存部分は、櫛描直線

文 2帯 と同波状文一襦

。縦方向用」毛目

。横方向ヘラ磨き

体

部

形 態

文 様

整 形 外

内

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

底 部

O欠損のため不明 。欠損のため不明 。欠損のため不明 。欠損のため不明

色 調

。茶褐色 。淡黄褐色 。淡赤褐色 。黄褐色

胎 土

質

00.1～ 0.2の砂粒多

有

。良好

00,1～0,3の砂粒含有

。良好

。
0。 1～0,3の砂粒少量含

有

O良好

。0,1～ 0。 3の砂粒合有

。良好

備 考
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土  器  血
３８

一
‐０４

9

謙 鰹 霊 霊 壺 盟

法

量

働

径

高

径

径

縁口
器

腹

践

18.2

■.2(現存値)

欠損のため不明

20。 4

18.0(現存値)

欠損のため不明 写
酬
1写
躙

出 土 地 区 発了魯秀揚周溝墓東溝1塾T豊万揚 溝

形 態

口

文 様

。頸部が長く口縁部に「

かって漏斗状に開く。

口縁端部は僅かに上
~

イこ1巴馬孝ガる。

。頸部下方に一部刷毛目

。不明

O口縁部まで漏斗状に開

き、端部は少し凹んで

いるが歪な仕合がりで

ある。
O顎部から肩部に力珀

'て荒い簾状文

。荒い縦方向刷毛目

。横・斜め方向のヘラ嬢

き

欠損のため不明

口縁部は不明である。

頸部には数帯の櫛鰤

線文

体

部

底

色

胎

備

整
。斜め方向刷毛目、頸菩【

と同様に荒い。

O縦方向ヘラ削り

O胴部下半部で腹径が最

大となり、大きくはり

,サ。

①頸部より胴部上半部に

かけて、 9帯以上の櫛

描直線文

O下半部横方向ヘラ磨き

底部に近づくにつれて

縦方向ヘラ磨き

。緩やかな弧をたがき肩

|まイまらない。

。頸部からの櫛描直線文

が胴部上半まで。

O縦方向の刷毛目、底剖

はヘラ磨き

部

1欠

損のため不明

|

|。

欠損のため不明

|

|。憲台
にむかってや 。横方向への乱雑なヘラ

磨き

10淡黄茶褐色

|
|

質

考

。淡黄茶褐色

liとを
VO・ 3の砂粒含有

―- 94 -



０

１
１

　

　

１

土  器  No
３７

一
・０４

３ ７

一

‐０ ５

十 115

３８

一
・０５

種 類

摘 事 重 重 甕 甕

法
量
∽

径

高

径

径

縁日
器

腹

底

11.6

31.0

22.3

6。 1

欠損のため不明
15.7(現存値)
14。 4

5.0

9。 6

14.2

12.4

3.8

20,4

6.0観縦 )

1欠損のため不明

出 土 地 区
A―-6-―K
鎮 1暑古彰目溝真薗溝

A-6-K
第 1号方形周溝墓東海

A-6-F・ G・ I
」・K

A-6-K
第 1号方形周溝墓北溝

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形 外

内

頸部からやや外反しな

がら真直ぐにのびその

まま終る。

ほとんど表面風化のた

め整形技法は不明であ

る。

。口縁部及び頸部は欠損

しているが、頸部が多

少たちあがるところが

わかる。

丸味をおびながら外反

し、国縁端部はごく僅

か下 1こ月巴厚する。

。横ナデ。頸部に縦方向

刷毛目

O横ナデ

。口縁部はなめらかな

「く」の字形に外反し、

「コ」の字形に終る。

O口縁部端面に、鋭い刻

目文

。横ナデ、頸部から肩部

にかけて縦方向ヘラ磨

き。
。横ナデ

体

部

形 態

文 様

整 形 外

内

。くびれ部より緩るやか

な丸味をもって底部に

至る。

。肩から胴部中央辺りま

で櫛描波状文がみられ

るが風化のため何帯か

不明

。緩やかな孤をたがきそ

のまま底部に至る。

。内・外両面とも磨滅が

はげしいがヘラで整形

されているのが部分監

にわかる。

。肩部は、はらずに丸味

をおびたまま底部に至

る。

。丁寧なヘラ磨き。

。上部刷毛目

丁寧なヘラ磨き。

欠損のため不明

底 部

。中央にむ力>って、やや

凹む。木葉痕が、かす

かに残っている。

。全体的に中央にむかっ

て凹んでいる。

。木葉痕。中央にむかっ

てくばむ。

。欠損のため不明

色 調

。淡黄褐色 。淡黄茶褐色 O黄自濁色 。淡黄褐色

月台 土

質

。0.1～0.2の砂粒含有

。良好

。0.2～0.4の砂粒含有

。良好

。0,1～0.2の砂粒含有

。良好

。0,1～0,3の砂粒含有

。良好

備 考

。焼成後の穿孔。
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土  器  沌
105     1   18 紳 l19

|

甕 甕 高 杯 高 杯

法

量

(雛 )

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

13.5

18.5

14.8

5,2

19,2

28.9(現存値)
26.0

欠損のため不明

欠損のため不明

8.4(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区
A-6-K
第 1号方形周滝墓北満

A― も一FoG・ I
」・K

A― G一 F・ G・ I
J・ K

A-6-K
第 1号方形周満墓東溝

口

頸

部

（杯

部
）

形 態

文 様

整 形 外

内

丸味をおびながら外反

し、日縁端部はごく僅

か下イこ電巴厚する。
h16と 同様

D横ナデ。頸部には縦方

向刷毛目

O横ナデ

。頸部から口縁部にかけ

て緩やつ>な「 く」の字

形に外反しそのまま終

る。

４アナ横

ヽ

Ｉ

Ｉ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

′

欠損のkめ不明

口縁部やや内弯ぎみ、

端部は、内・外にや
3

肥厚する。体部はなア

らかなカーブで脚部ψ

l)根とことヽたる。

。斜め方向刷毛 目の後

に、ヘラ削り及びヘラ

磨き。
。刷毛目

体

　

　

部

（脚
　
部
）

形  態

文  様

整 形 外

内

。肩ははらずに丸味をお

び月同部下半からやや直

線的に底乱に至る。

。全面に縦方向刷毛目

。肩部はほとんどはらず

緩やかな胴謝とにつづき

全体的に扁平な球形の

体部である。

。荒い縦方向刷毛目。4

石の移動がみられる。

。縦方向ヘラ磨き

欠損のためわかりにく

いが、内面しばり目あ

り。

沈線文現存は18本であ

る。

明不

１

１

１

１

＞

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ノ

。脚部つけ根、脚都端ま

でなだらかなカーブを

描きながらさがり、脚

部端面は上に肥厚す

る。

。体部下部から脚部中央

にかけて縦方向ヘラ削

り、中央下半より縦方

向刷毛目
O横方向刷毛目

底 部

Oはぼ水平である。 O欠損のため不明 。欠損のため不明 。接地点は丸味をもって

いる。

色 調

。淡黄褐色 。黄茶褐色 。淡黄褐色 。赤褐色

胎 土

質

備 考

00。 1～0.2の砂粒含有

。良好

00,1～0.3の砂粒含有

。良好

1呵・
判・診 眺 含有

卜好
00.1～0.4の砂粒含有

。良好
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l●

・
3

土  器  胤
+121

1 2 3

種類
摘要 鉢 壺 壺 壺

法

量

働

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

17.6

5,2(現存値)

欠損のため不明

12.05

9.65(現存値)

欠損のため不明

17.65

G.0(現存値)

欠損のため不明

欠損のため不明

7.3(現存値)
13.6

3.2

出 土 地 区
A― も一 F,G・ I
打 ・ K H-5-I、 溝状遺構 H-5-I、 溝状遺構 H-5-I、 溝状遺構

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形 外

内

。純いカーブを描きな

ら漏斗状に開き端

は、やや下にEE厚

る。

Oヘ ラ磨き。

が

部

す

。筒状の頸部を持ち、僅

かに外反する。口縁端

部は丸い。

明不めたの離剣

ヽ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

＞

Ｉ

Ｉ

Ｉ

プ

ち

　

ヽ

欠損のため不明

体

部

形  態

文  様

整 形 外

周

欠損のため不明 欠損のため不明

。最大径は中位にあり大

きくはり出すもの。

。象」離のため不明

。横方向の刷毛目

底 部

。欠損のため不明 。欠損のため不明 O欠損のため不明 。ナデ

色 調

。黄茶褐色 。灰黄淡乳褐色 。灰責淡褐色 O灰黄色

中～内一灰色～黒色

胎 土

質

。0.1～0.3の砂粒含有

。良好

。0,1～0.3の砂粒含有
。くされ含有

。良好

。
0。 1～0.2の砂粒多量に

含有

O麟

。0.1～ 0,2の砂粒含有

。良好

備 考
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土  器  血
４〇

一
１０５ 105     1   5

|

種 類
摘 募 重 棺 士電

法

量

働

径

高

径

径

縁日
器

腹

底

24.45

96.6(現存値)
36.4

欠損のため不明

23.4

4。 2(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区 H-5-M H-5-M

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形 外

内

O短い筒状の頸部に大き
く漏斗状に外反する口

頸部。端部は平たん。

O顕部に、断面三角形に

よる貼り付け凸帯上に

刻目文

ilal」
離のため不明

〕二重口縁、外反し段を

もって立ち上がり、端

部で水平にのび。端部

は稜をもち丸く終る。

。竹管円形浮文

明不し著カ風

ヽ

Ｉ

Ｉ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

′

体

部

形 態

文 様

整 形 外

肉

。最大径は、ほぼ中位k

あり、やや縦長のも
0)。

明不めたの離剣

ヽ

１

ｌ

ｔ

ｒ

ｌ

ｌ

ヅ

欠損のため不明

。欠損のため不明

|。

矩 のた豚 明

|

|°静饉色

底 部

色 調
「奄墾髭柔霜査

褐色

00.1～0.4の砂粒含有

0鏃

。
0。 1～ 0。 2砂粒多量に

有

。良好
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土  器  馳 1 2
や 14

種 類
結喜

壺 A2 壺 A2 壺 A4 壺 Bi

副ぞ

縁

三十ユ苫:辱警緊酷 },とを饂 1喜
とを脇

31,9

7。 9(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区 F-4-N、 G-4-BIF-4-N、 G-4-B F-4-N、 G-4-B F-4-N、 G-4-B

口

。漏斗状に開く頸部に

平に折れ曲り端部は

斜めに肥厚する。

。日縁端面に凹線文を

しその上に円形浮文
。頸部に凹線文

:1象
」離のため不明

頸

部

。頸部は漏斗状に開き口

縁部は上方に立ち上る

受口状のもの。

。受国状の部分に凹線女

明不めたの離家

ヽ

Ｉ

Ｉ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

ノ

欠損のため不明

|

1部
|

|

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

。欠損のため不明 O欠損のため不明

|。

暗黄灰色

。
0。 2～0.4の砂粒多量

含有

O麟

|。

0.2～ 0,3の砂粒含有

|

「餅

。赤褐色

中核一灰褐色

00。 2～0.3の砂粒含有

。良好

|。
淡灰黄色

十 ~部淡灰色

。口縁端部外側に黒斑
O全面著しく象」離

。全面的に象」離が著 し

い 。 ったと思われる。口

内端に一部黒斑

。口縁内端に扇状文カ

00.2～0.5の砂粒含有

。良好

- 99 -

O菌外共に劉離著しい。



土  器  h 5

３２

一
９６

7
~  96    1  8

種 類

摘要
壺 A 重  C 不 詳 鉢 C

法

量

働

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

87.0

5.85(現存値)

欠損のため不明

14.35

9,7(現存値)

欠損のため不明

13.1

4.0(現存値)

1欠損のため不明

33.9

9.65

34.75

欠損のため不明

出 土 地 区 F-4-N、 G-4-B F-4-N、 G-4-B F-4-N、 G-4-B F-4-N、 G-4-B

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形 外

内

。漏斗状に開く日縁部端

部は上下に肥厚する。

。凹線文の上にヘラによ

る刻目文と剣離してい

るが円形浮文

:1剣
離のため不明

。口縁から頸部まで直立

した日縁、端部は外方

1こ]嘱り
‐
る。

。縦方向の刷毛目

。横ナデ

てし
　
。

弯

い

内

丸

こ

ま

か

部

僅

端

　

　

文

　

　

　

　

　

？

は
　
・ヽ
　

　

浮
　
　
　
　
　
　
デ

面

つ
　

　

形
　
　
　
　
　
　
ナ

端

立
　
　
　
円
　
　
　
　
↓
ｌ
ｔ
ｆ
ｌ
ジ

直口の口縁端部は内面
イこ月巴厚する。

凹線文の間と上に刻目

文

明不めたの離剣

ヽ

１

１

に

ｒ

ｉ

ｌ

ノ

体

部

形 態

文 様

整 形 外

内

欠摂のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

底 部

。欠損のため不明 。欠損のため不明 。欠損のため不明 o欠損のため不明

色 調

。暗茶褐色 。淡黄灰褐色 。暗灰緑青色 。淡暗灰褐色

胎 土

質

備 考

|。霧翻哲fの
土器かと歴

00。 1～ 0。 3の砂粒含有
。雲母含有

。良好

一 100-



土  器  配
96      1   9

３Ｇ

一

９ ６ 郎 ¬・ 缶 112
便 銀

橘導 鉢 脚 部 脚 部 脚 部

法
量
∽

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

欠損のため不明

4。 95

4.15

欠損のため不明

5.9(現存値)

10,6

欠損のため不明

6.6(現存値)

12。 15

欠損のため不明
4.9(現存値)

13。 85

出 土 地 区 F-4-N、 G-4- F-4-N、 G-4-B F-4-N、 G-4-B F-4-N、 G-4-B

口

頸

部

（杯

部
）

形 態

文 様

整 形 外

内

欠損のため不明 欠損のだめ不明 欠損のため不明 欠損のため不明

体
　
　
　
部
　
（脚
　
部
）

形 態

文 様

整 形 外

内

。下半部より把手

明不めたの離剣

ヽ

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｔ

ｒ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ノ

O柱状部から裾まで、え

だらかに広がり端面夕

側に僅かに月巴厚する。

O象」離のため不明

。ヘラ削り。

O柱状部から裾まで、な
だらかに広がり端面外

側とこ僅かに肥厚り
~る
。

O柱状部凹線文。

O象」離のだめ不明

Oヘ ラ削り。

。柱状部から裾までなだ

らかに広がる。

O断面三角形の貼り付け

凸帯、刻目文。

O象」離のため不明

。横ナデ。

。欠損のため不明

調
|°

I覇累褐色

|

土 100。 1～0,8の砂粒含有 |。 0・
1～ 0・ 4の砂粒含有

|

|

|。
良好

|

。外面薄く煤付着
。内面黒斑

。
0。 1～0,4の砂粒含有

。良好

00,1～ 0.3の砂粒含有

。良好

3

。内一青黄灰色
。外―赤黄灰褐色

10円板充填法 円板充填法



土  器  血
98

騨 脚部 Al 底 部 底 部 脚部 B

法

量

働)

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

欠摂のため不明

8,9(現存値)

11,1

欠損のため不明

9,3(現存値)
欠損のため不明

6.75

欠損のため不明

3.7

欠損のため不明

3.35

欠損のため不明

8.25

19。 1

出

一
　

　

口

頸

部

（杯

部
）

土 地 区

1形  態

文  様

整 形 外

内

F-4-N、 G-4-B

欠損のため不明

-4-N、 G-4-B

欠損のため不明

-4-N、 G-4-

欠損のため不明

F-4-N、 G-4-

欠損のため不明

体
　
　
　
部
　
（脚
　
部
）

形 態

文 様

整 形 外

内

。縦方向ヘラ磨き

。上半部絞り目
O下半部ヘラ削り

。ヘラ磨き

。横方向刷毛目 il剣
離のため不明

。凹線文

明不めたの離剣

ヽ

１

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

ヅ

底 都

Oヘ ラ磨き
。僅わWこあげ底

。ヘラ痕

|

色 調

。暗黄褐色 。灰黄褐色 。灰褐色 。淡灰黄色

胎 土

質

。0,1～0.5の砂粒含有
。雲母含有

O良好

00.1～0.4の砂粒含有

。良好

00.1～0.2の砂粒含有

。良好

。0.1～ 0.4の砂粒合有

O良好

備 考

。外面全面と内面裾部 tて

煤付着

。外面黒斑 。外面に薄く煤付着 O内面に黒斑あり

―…102-―



1刊 |

壺 A2  1  壺 A3  1  甕 C  I  甕 A

デ:1士書:ぞ霰緊詩 蜘蜘の
。
１
　
，
５
　
損

３２

７
　
欠

1士
苫:脇

17.05

12.3(現存値)
14.8

欠損のため不明

F-4-N マウンド

。欠損のため不明
|。
欠損のため不明 |。 欠損のため不明

|

|

|。

欠損のため不明

|

|。
淡灰褐色

|

°
経騒蕪騒
1 中核堂優琶

|°

期

こ

|

|

。0。 1～0,3の砂粒含有

。良好

|。

0,1～ 0。 3の砂粒含有

卜好

F-4-N マウンド F-4-N マウンドIF-4-N マウンド
。口縁部は「 く」の字形

に外反し端部は上方に

立ちあがりを持つ。

。国縁部は水平に折

欠損のため不明 欠損のため不明

|。

工部縦方向に刷毛目

|

。横ナデ

|

欠損のため不明

。内面に煤付着
O内面象」離著しい。  |
。管状の櫛使用    |
。内面端に文様があると|

思われる。     |
|

°
閉縄鞘欝F引
。口縁端面外側一部に黒|

り端部は下方に僅力H
肥厚する。

|:銀解縣 憩
十七ヽ。

|

|

デナ横

れ

―

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

ヅ

漏

平

に
　

国

し

　

　

「
―

―

―

サ

態
　
　
　
　
様

　

　

　

外

　

　

内

形

形
　
　
　
　
文
　
　
　
　
整

a

斑あり



土  器  血
２Ｇ

一

９６

十 122 96      1   23

３ ６

一

９６
24

種 類 複合土器 鉢 脚部 A3 脚部C

法

量

勁

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

17.3

9,65(現存値)
22.05

欠損のため不明

欠損のため不明

8。 8(現存値)
欠損のため不明

9,15

欠損のため不明

9。 4観 縦 )

11.25

欠損のため不明

13.0(現存値)

22.G

出 土 lfL区 F-4-N マウンド F-4-N マウンド F-4-N マウンド F-4-N マウンド

口

頸

部

（杯

部
）

形 態

文 様

整 形 外

内

O丸味のある段状口縁部

を持つ。

:1象
」離のため不明

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

体

　

　

部

（脚
　
部
）

形 態

文 様

整 形 外

内

明不めたの離象

ヽ

１

１

に

ｒ

ｉ

ｌ

ノ

柱状部から裾まで、

だらかに広がり端面

凹線文

明不めたの離剣

れ

―

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

′

据までなだらかにひろ

がり端部は上下に月鴨

する。

縦方向ヘラ磨き

絞り目

。有孔・凹線文

明不めたの離制

ヽ

Ｉ

Ｉ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

ヅ

底 部

色 調

。黄茶褐色

象」離のため不明

黄褐色 O黄褐色 。灰黄褐色

用台 土

質

。
0。 1の砂粒僅かに含有

。良好

00。 2～0,3の砂粒含有

。良好

00,1～ 0.2の砂粒含有

。良好

。0.1～ 0.4の砂粒含有

。良好

備 考

。円板充娯法
。外面黒斑あり

。脚部裾に黒斑 。裾部に一部黒斑あり
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土  器  h

種類
摘喜

壺  A 壺A2 壺A3 壺A3

法

量
　
勤

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

欠損のため不明

8.2(現存値)

欠損のため不明

14.7

13.75(現存値)

欠損のため不明

27.55

14。 25(現存値)

欠損のため不明

27.15

8.4(現存値)

欠損のため不明

出 土 tfL区 F-4-N 南溝 F-4-N 南溝 F-4-N 南溝 F-4-N 南溝

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

形  態

文  様

整 形 外

内

。欠損のため不明

麟叫　　　　翔

蜘直線文、　　　　鱒

頸

同

　

　

封
―

―

―

，

O僅かに外方に傾斜して

立ち、斜めに折れ曲る。

口縁端は上下に僅かに

肥厚する。
O口縁端部外―櫛描波状

文

口縁端部内一列点文
。頸部凹線文
。縦方向に荒い刷毛目

。横ナデ

O漏斗状に開く頸部に

平に折れ曲り口縁端

1ま下にE巴厚する。

円

　

同

。短い頸部に水平

曲る口縁部を持

は上下に肥厚す

頸

直噸文。同　　　　利

縁端部外．脚文　　　］

田
部

線

　

対
―

―

―

サ

休

様 1           0頸 部下より直線文

形
　
　
　
　
文

態
|

欠損のため不明 欠損のため不明欠損のため不明

。欠損のため不明

10外―灰黄褐色
1 菌一暗茶褐色

|。 内外共に象」離が者
| ぃ 。

――――――|
。赤褐色

。一部ヘラ痕。

中核一黒色

。欠損のため不明

。淡暗灰褐色

一部黄灰褐色

10欠

損のため不明
|。
欠損のため不明

|

|。 灰黄褐色

「‐‐‐‐麹
‐‐ヨ

卜
　
　
　
好

０
，　
　
　
良

こ量多粒砂の
０

・
０卜
有
　
好

０
。
合

　

良

醐
拗
戯
る。

謡
際
蠅
０

岬
ら
に
明

着付煤

り

痕

く

あ

祝

薄

孔

に

に

の

端

端

対

内

内

１

縁

縁

孔

口

口

２

―-105-―



土  器  配
97      1   32

|
|

設 壷 A2 壺 A2 壺 A2 壺 A3

法

量

(磁)

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

21.85

10。 45(現存値)

欠損のため不明

24.15

13.05(現存値)

}欠損のため不明

26。 8

6.55(現存値)

欠損のため不明

36。 2

13.33鰯存値)

}欠損のため不明

出 土 地 区 F-4-N 南溝 F-4-N 南溝 F-4-N 南溝 F-4-N 南溝

態
　
　
　
　
様

　

　

　

外

　

　

内

レ

形
　
　
　
　
文
　
　
　
　
整

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

。太く短い顕部に口縁党

僅かにひろがり端部は

丸く下方に折れ曲る。

O口縁外端に凹線文
O頸部に貼り付けによン

指頭圧痕文

。縦方向の刷毛目

。横ナデ

横方向刷毛目

。太く直立する

平に折れ曲る

持つ端部は外
とこ月巴厚する。
。頸部一貼り付

頭圧痕文

。縦方向に荒い刷毛目

。横方向に荒い刷毛目

指圧度

劇
吐
　
崩

口

反

　

に

。太く直立する頸部に水

平に折れ曲る国縁部を

持つ、端部は下方に日[

厚する。
O頸部に貼り付による棒

頭圧痕文

。縦方向に刷毛目

O横ナデ

荒い用」毛目

。漏斗状に開き口縁端面

は僅かに外反し下に肥

厚する。

O端面外は凹線文の上よ

り円形浮文
。内面端・列点文

。斜め、縦方向に刷毛目

。家J離のため不明

1形

態

1文

 様

|

欠損のため不明

|

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

O欠損のため不明

都底

|。

欠損のため不明

|

。欠損のため不明 |。 欠損のため不明
|

|

|。 灰黄褐色

1 中核―灰色

1 内面一部亦裾色

|。 0。 1～0,3砂粒含有

|

|°

財

|。 灰黄褐色

。
0。 1～0.2の砂粒含有

|

|。 良好

00.1～0,3の砂粒含有

―-106-―

|。 内面象」離が著しい。 臨 轟 |



土  器  胤
３７

一

９７

珠 136
樫 銀

稿 軍 壺  A 壺 A3 壺 A3 壺  A

法

量

肋

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

欠損のため不明
17.6(現存値)

欠損のため不明

30.5

■.3(現存値)

欠損のため不明

19,05

38.85

32.95

8.15

欠損のため不明

25。 95(現存値)
21.05

5。 1

出 土 地 区 F-4-N 南溝 F-4-N 南溝 F-4-N 南溝 F-4-N 南溝

|。

淡獣 髄

 |。
猷 褐色

|   |
舷多量q。

皆著ゴ

.2の砂粒多量

Ч

。

繁

0。 2の砂粒極少量



土  器  No

狸 叡
鉢 B 鉢  D 鉢  D 鉢 D

法

量

働

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

20。 65

10.4(現存値)

1欠損のため不朋

29,0

5,4(現存値)
29,65

欠損のため不明

28.8

6.85(現存値)
28.75

欠損のため不明

25。 7

8.85(現存値)
27.45

欠損のため不明

出 土 地 区 F-4-N 南溝 F-4-N 南溝 F-4-N 南溝 F-4-N 南溝

形 態

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

文 様

整 形 外

内

形  態

様

　

　

　

外

　

　

内

形

文
　
　
　
　
整

体
　
　
　
　
　
　
　
部

底 部

。椀形の器形で口

が胃巴厚。

O凹線文

明不めたの離剣

ヽ

―

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

プ

欠損のため不甥

O欠損のため不明

。腰に稜を持ち、なだら

かなカーブを描く段状

口斜 。

。国縁端面に回線文

。横ナデ

O横ナデ

欠損のため不明

|。

欠損のため不明

|

|

。腰に稜を持ち、なだら

かなカーブを描く段域

口紡朝【。

O櫛描波状文と同直線致

。横ナデ

。横ナデ

欠損のため不明

欠損のため不明

。腰に稜を持ち端面は

かに内弯し段状口縁

を持つ。

。櫛描直線文と同波状

。縦方向ヘラ磨き

。一部縦方向ヘラ

欠損のため不明

|。

欠損のため不明

|

|

|

‐―
ト
Ｉ
Ｌ
ピ
ー
‐

。0.1～ 0。 3の砂粒含有

。良好

。黄灰褐色

中核一暗灰色

。
0。 1～0.4の砂粒含有

。良好

|。

責茶褐色

|

卜o.1～ o。 3の砂粒含有

卜
00。 1～0.3の砂粒含有

。良好

。
晃綴T,腰にかけq

|

|



土  器  No
３４

一
９８

２７

一
９８ 98     1  44

種類
摘要

鉢 D 台付鉢D 器 台 寮 A

法

量

の

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

26.15

2∫ 35(現存値)

欠損のため不明

39.45

19,15(現存値)
41.35

欠損のため不明

欠損のため不明
18,35錫存値)

欠損のため不明

14,7

9.9(現存値)
19.65

欠損のため不甥

出 土 地 区 F-4-N 南溝 F-4-N 南溝 F-4-N 南溝 F-4-N 南溝

口

頸

部

（杯

部
）

形 態

文 様

整 形 外

内 ilナ
デ

°
で機習倦ぢ島碁[宅堂|

欠損のため不明

口縁部は外反し頸部は

内外共に円味を持ち端

部はするどい。

いアナ横

ー

ー

ー

に

ｆ

Ｉ

Ｉ

ヅ

体

　

　

部

（脚

部
）

形 態

文 様

整 形 外

内

欠損のため不明

。有孔

。縦方向ヘラ磨き

。縦方向刷毛目
。わずかに絞り目の痕

り

。欠損のため不明

。口縁内端に扇状文
。頸部凹線文

。横ナデ

。指頭圧痕と絞り目

。胴部はあまり張り出さ

ず、なだらかなカーブ

を持つ。

縦方向の刷毛目

荒い刷毛と細い刷毛

斜め方向の刷毛目

底 部

。欠損のため不明 。欠損のため不明 。欠損のため不明

rd 調

。黄灰茶褐色 。赤褐色 。茶褐色 。暗黄灰褐色

胎 土

質

00。 1の砂粒少量含有

。良好

。
0。 1～0,3の砂粒含有
。雲母僅かに含有

。良好

。0.1～ 0.8の砂粒多量に

含有

。良好

。
0。 1～ 0。 2の砂粒含有

。良好

備 考

。外面黒斑 。円板充填法? 。外面黒斑

―-109-一



土  器  血
98 145

８ ６

一

９ ８

２７

一
９８

騨 底 部 甑 高杯 Ci 脚部 A3

法

量

働

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

欠損のため不明

3.6(現存値)
欠損のため不明

4.95

欠損のため不明

4.25(現存値)
欠損のため不明

9。 95

91.85

3.1(現存値)

欠損のため不明

欠損のため不明

7.1(現存値)

■.5(脚部裾径)

出 土 地 区 F-4-N 南清 F-4-N 南溝 F-4-N 南溝 F-4-N 南滴

口

頸

部

（杯

部
）

整 形 外

内

態

様

形

文

。水平にひろげた口縁部

。円形浮文

欠損のため不明 欠損のため不明

デナ横

ヽ

１

１

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

プ

欠損のため不明

1   
内

態形

部底

調色

。内外共に暗灰色
 10黄

灰淡茶褐色
 Ⅲ

灰黄色

。
0。 1の砂粒僅かに含有

|

|°

断

。
0。 1～ 0。 2の砂粒含有
。雲母含有

。良好

土胎

質

|

考備
|

|

|。 高杯
|

|

|

|

―-110-



土  器  血
缶 150 缶 lml開 1罷

性 類

橘募
脚  菩Б 壺 F2 壺 Gl 重 A2

法

量

勁)

径

高

径

径

縁日
器

腹

底

欠損のため不甥

■.6(現存値)

10。 5(脚部裾径) (脚部裾径)

6.35

15.95

15,3

4.45

13.75

7.2(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区 F-4-N 南清 F-4-N 南溝 F-4-N 南溝 F-4-N 北第Ⅱ溝

口

頸

部

（杯

都
）

整 形 外

周

態

様

形

文

欠損のため不明

。腰部ではっきりした稜

を持ち肉弯して立つ口

縁部

。国縁端面から凹線文腰

まで櫛描波状文

。縦方向ヘラ磨き

。腰部指圧友

。僅かな広がりを持つ

状の口頸部に肥手側

えぐりとっている。

。口縁端面に刻目文
。端面から頸部下より

線文と櫛描直線文

デナ横

ヽ

１

１

に

ｒ

ｉ

ｌ

ジ

O短い頸部に水平に折

曲る国縁部を持つ端

は下方に外反し上下

肥厚する。
O口縁部端面に凹線文

。縦方向に荒い刷毛目

。横ナデ

頸部下より指圧痕

形  態

文  様

整 形 外

内

土

質

考

部

体
　
　
　
部
　
（脚
　
部
）

底

調色

胎

備

。住状部から裾までなだ

らかに広がり端部に凹

線文

。柱状部ヘラによる沈絲
。裾部下端鋸歯文

。縦方向ヘラ磨き

。ヘラ削り

―
「
‐
‐
‐∃
訓
‐
‐
‐‐
‐「
‐
‐

― -111-―



土  器  血
99      1   53

法

量

働

壷  A

F-4-N 北第Ⅱ溝 IF-4-N 北第Π溝 F-4-N 北第Ⅱ溝 IF-4-N 北第Ⅱ溝
。欠損のため不明 。長く立つ頸部に受

の国縁部。

。頸部は漏斗状に開く口

縁部は上方に立ち上る

受口状のもの。

O口縁受口状

線文を施しその上に

ライこよる亥」目

。口縁部と頸部の継目に

横方向のヘラ磨き

は縦方向の刷毛目
。口縁部・横方向ヘラ

き頸部・刷毛目

。漏斗状に開く

平に折れ曲る
へ肥厚する。

。口縁端部に凹線文と円

形浮文

。縦方向の刷毛目

。横ナデ

口

頸

部

（杯

部
）

整 形 外

内

付り

文

脚鉤　　　　蜘

部

に
　
　
　
　
　
劉

頸

け

　

　

ヽ
―

―

―

サ

【ダナ横

れ

―

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

ジ

体

　

　

部

（脚
　
部
）

整 形 外

内

欠損のため不明 欠損のため不明

O欠損のだめ不明

|。 o.1～ o.3の砂粒多量

含有

O良好

|。 外面一部に煤付着

|

欠損のため不明 欠損のため不明

|

‐

‐

―

―

―

十

一

‐

部「
欠損のため不明

土
1引
■判 .4の砂粒含有

|

卜好

。欠摂のため不明

37.65

6.3(現存値)

欠損のため不明

口 縁 径 1 欠損のため不明
蜘

抑

５

５
　
の

。
１
　
・
３
　
損

２３

・１
　
欠

25,7

8,15(現存値)

欠損のため不明

器  高 1 13.45(現存値)

糧  径〕欠損のため不明

|。 赤褐色

調

1 

中核一暗褐色

|



土  器  血

種 類
橘喜

把手付鉢C 壺 G3 鉢 B 鉢 D

法

量

働

径

高

径

径

縁口

器

腹

底

12.25

5.1(現存値)

欠損のため不明

欠損のため不明

15,55錫存値)

)欠損のた
め不明

31.65

8,0(現存値)
33.4

欠損のため不明

27.9

9.95鰯存値)
29。 25

欠損のため不明

出 土 地 区 F-4-N 北第Ш溝 F-4-N 北第Ⅱ溝 F-4-N 北第Ⅱ溝 F-4-N 北第Π溝

形  態

国

頸

文  様

1整

形 外

1   内
|

立
自

。斜めにまっすぐ立つ口

縁部上端は平たん。

。凹線文・刻目文

。ヘラ磨きおよびヘラ肖!

り

。横方向に刷毛目

。僅かな広がりを持つ筒

状の口縁部と思われ

る。
O肩位に肥手
。頸部から腰にかけて欄

描直線文と同波状文

:1剖
離のため不明

O椀形の器体で口

が肥厚

。凹線文

。横ナデ

。一部ヘラ磨き

。腰に稜を持ち内方にや

や傾斜して立つ段状口

縁部

。日縁部下より櫛拙直新

文と同波状文

O横方向のヘラ磨き

。縦方向のヘラ磨き

体

態

　

　

　

様

　

　

　

外

　

　

内

形

形

　

　

　

文
　
　
　
　
整

部

欠損のため不明   1 欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

|。

欠損のため不明

|。 黄灰褐色

|。 欠損のため不明

|

00.1～0.6の砂粒含有

。良好

立
質

|。 淡黄赤褐色

1 
中核一黒色

。0.1～0.2の砂粒含有

。良好

―-113-―

。外面煤付着 。腰部に黒斑あり



土  器  血

種 類

摘 募 高杯 Al 脚 部 脚部 A2 甕 B

法

量
　
協

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

27.05

4.2(現存値)

欠損のため不明

欠損のため不明

6.15(現存値)

19,1(脚部裾径)

欠損のため不明

6.85(現存値)

7.7(脚部裾径)

22.3

28.8(現存値)
27.25

欠損のため不明

出 土 地 区 F-4-N 北第コ溝 F-4-N 北第E溝 F-4-N 北第Ⅱ溝 F-4-N 北第H溝

口
　
頸
　
部
　
（杯
　
部
）
　
　
　
一　
　
　
　
体
　
　
　
部
　
（脚
　
部
）

形  態

|

|

1文  様
|

|

1整 形 外

|

1   内
|

|

1整

形

!

欠損のため不明

欠損のため不明

鞠　　　敗　　　　　　利

歓
　
　
　
　
旺
　
　
　
　
　
　
ｐ

岬施　　線文．　　　　　鱒

短

広

　

　

凹
　
　
　
　
ヽ
―
ｌ
ｆ
ｌ
ザ

O短い脚部で裾はやや廃

弯する端面は丸い。

。脚部裾に凹線文

。縦方向ヘラ磨き

。上半部絞り目
。下半群横ナデ

欠損のだめ不明

。国縁端部は「 く」6

形に外反し端部は_

イこ僅かに月巴厚する。

。上半部縦、斜め方向に

刷毛目
O下半部ヘラ削り
。肩部斜め方向に刷毛目
O縦方向刷毛目所々に指
圧痕

一軌
鯨

鋼
‐
掴

こ指‐
‐
「

部

|。
淡灰黄褐色 淡黄褐色

|。

茶髄

|

土
100.1～

0・ 3の砂粒含有

|

質  |。 戦
|

|ぞ 巧  1響薄繰
黒斑
 1 
着 |。 内外共に煤付着

|。
内面に一部炭化米

|

| |  |  |
―-114-―

|



出 土 地 区 F-4-N 北溝

態 |。 太い頸部のまま胴 。腰は底くはり出す。

広がり腰は底く張り出
す。

文  様 |。 頸部の続きで直線文 5
帯から始まり波状文と

直線文のくり返し

O腰に稜を持ち菌方

斜して段状国縁部を
つ 。

。口縁端面外に凹線文

。頸部より横方向にヘラ

磨き
。横ナデ
。縦方向に刷毛を施し

より横方向ヘラ磨き

欠損のため不明 欠損のため不明

。0,3～ 0。 3の砂粒含有

|

一

底

一

整 形 外 |。 肩から腰にかけて指圧

痕、腰部ヘラ度
。腰部横方向のヘラ磨き

内 1 腰部下、底部にかけて

。黄灰褐色

。横方向のヘラ磨き

。横方向のヘラ磨き

|。
欠損のため不明

|

:民響f醸織万啓轟妻」:全目騒繋猛橿易属の1
i琵歩[モ I&万を添膳1 署易

~… ……… ~

２８

一
・００

３２

一

‐００

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

無頸壺 Bl

10.05

8,05(現存値)
lG,05

欠損のため不明

21.35

6.4(現存値)

欠損のため不明

G-4-B-4憂
P大形土拡 |

。太く短い頸部に国縁 。丸味のある段状口縁

を持つもの。漏斗状に開く端部は上

下に肥厚する。

即内は管状の扇状文
。頸部波状文・直線文

明不めたの離劉

れ

―

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

，

。横方向の細いヘラ磨き

。横ナデ

_L坐方向のへ了

|。

ヘラ磨き

物性の付着物

―-115-―



土  器  蠅

敲

ヽ

壁
壺 A2 壺 A2 霊 壷 A3

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

法

量
　
勤

21,35

5,75(現存値)

欠損のため不明

23,76

10,8

欠損のため不明

欠損のため不明
17.65(現 存値)
25。 75

欠損のため不明

31.65

4,54(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区
G-4-B
第 I大形土拡

G-4-B
第 I大形土広

G-4-B
第 1大形土拡

―B
第 1大形土拡

O短い頸部に水平に折1

曲る国縁部、端部は1

かに上下に肥厚する。

O口縁部端面外に凹線コ
O端部内は列点文

頸部に櫛描直線文

。一部縦方向に荒い刷=
目

。筆1離のため不明

欠損のため不明

。短い頸部に水平に折

曲る国縁部、端部は

下に肥厚し下端は外

はり出す。
。端部外に凹線文、内

に扇状文

頸吉【に櫛描直線文

。横方向に細い刷毛目

。横方向に荒い刷毛

欠損のため不明

。欠損のため不明

。口縁下部に櫛描直線文

O縦方向に刷毛目

O横ナデ

。腰が底く張り出すも¢

。頸部から腰にかけて薩

線文、波状文のくリカ

たし

。頸部から腰まで斜めに

刷毛目、腰より下まく
ヘラ磨き
。腰から下、縦方向に用

毛目

|。 下端に大きく肥厚す‰

1 

口縁

|°

骨号を尊:呈場達響

欠損のため不明

施

|―
-1-― ―

―

―

)不明   。欠損のため不明   O欠 損のため不明

|    |
|    |

ほ沸菖#繭
=毛

証→前一|        ||   |   ||     |     |     |

脈̂ :種酵持再蓬?匙付着
°内外共に煤付着
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土  器  胤

種 類

描 喜 壺 A3 壺 A3 壷 Bl 鉢 D

法

量
　
醜

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

28.3

5,15(現存値)

欠損のため不明

24.1

6.8(現存値)

欠損のため不明

29,15

4.95(現存値)

欠損のため不明

35.8

4.85(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区
し-4-L
第 I大形土広

も 4-L
第 I大形土広

G-4-B
笛 T★杉 +航

形　　　　文　　　　勤　　　　　一）

‐
‐　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

。口縁端を外側下方に

れ曲り内端は少し下

る。

O櫛緒波状文

欠損のため不明

。欠損のため不明|。 欠損のため不明   |。 欠損のため不明

一゙アナ横

ー

ー

ー

ー

＞

１

１

１

ノ

|。

暗茶褐色

カ

―-117-―



土  器  No
絣 177

種 類

摘要
鉢 D 鉢 C 鉢 C 脚部 B

法

量

働

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

35.8

6.2(現存値)

1欠損のため不明

26。 45

8,9(現存値)
26.95

欠損のため不明

38,2

6。 1(現存値)

欠損のため不明

欠損のため不明

6.55(現存値)

欠損のため不明

22.2

出 土 地 区
G-4-B
第 1大形上拡

G-4-B
埜 T★彰+拡

G-4-B
第 I大形土広

G-4-B
第 Iぅ期眩土拡

|。 欠損のため不明

。腰に稜を持つ直口

鉢、日縁応端が少し

厚する。

。凹線文

。ヘラ削り

。所々にヘラ

O欠損のため不明

欠損のため不明

。腰に稜を持つ直回の

鉢、国縁内端部に肥厚

する。

。四線文

。欠損のため不明

欠損のため不明

欠損のため不明

調色

。淡黄茶掲色

     1淡

黄灰褐色

|

。淡灰黄褐色 。黄茶福灰色

。外面・口縁から胴にカ

けて一部黒斑あり

胎

考

iとと

ψO,6の砂粒含有

 |:il.'の

砂粒少量含

li::|°

0の砂粒多量に

|:とを
|・

3の砂粒含有



土  器  醜
８４

一
・００

２８

一
・００ ♯ 184

種 類
結藝

鉢 A 壺 G3 鉢 D 蓋

法

量
　
勤

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

20.85

8.5(現存値)
18.75

欠損のため不明

8.55

13.25(現存値)

}欠損のため不明

44.15

9,05(現存値)
49.6

欠損のため不明

15。 15(裾部)
5,75

5.0(つまみ諭

出 土 地 区
G-4-B
笛 T大形十飲

G-4-B
第 I大形土城

G-4-B
第 I大形土拡

G-4-B
第 1大形土嫉

口

頸

部

形  態

文  様

整 形 外

内

。縦方向に刷毛
ヘラ削りの上からヘラ

磨き
。横ナデ

。日縁は直口

。凹線文
。頸部から腰にかけて糟

描直線文

。所々にヘラ痕

O横ナデ

。腰に稜を持ち菌方に傾

斜して段状口縁部を持
つ

。口縁端面に田線文
。頸部下より刻目文と凹

線文

O横ナデ

。横ナデ

。つまみの部分は上げ

でなだらかなカーブ

描く裾広ろがりの蓋

il象
」離のため不明

体

部

形 態

文 様

整 形 外

内

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

|。 暗灰黄色

。欠損のため不明 。欠損のため不隅

。暗灰褐色 O茶褐色 。淡灰黄色

「 ¬。0,1～0.3の砂粒含有
。良好

100,1～ 0・ 2の砂粒含有
。
0。 1～0.4の砂粒含有

。良好

|

。良好
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土  器  血
調

一
・０．

３３

一

‐０１

第16図

磁 聖 蓋 蓋 甕 B 甕 A

法

量

⑫

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

欠損のため不明

3.1(現存値)

1.95(つまみ部)

11.35

17.35(脚 部裾径)

20,75

3.1(現存値)

欠損のため不明

9,45

8,65(現存値)
9。 3

欠損のため不明

出 土 地 区
G-4-B
第 I大形土抜

G-4-B
第 1大形上広

G-4-B
第 1大形土嫉

G-4-B
第 1大形土拡

形 態

様

　

　

　

外

　

　

内

　

一
態
　

　

　

様

文
　
　
　
効　　　　　一形　　　　文

口

頸

部

一

体

部

1整

形

!

。つまみ部を持ち笠

蓋である。

。縦方向のヘラ磨き

。ヘラ削り

。おそらく長い柱状部を

もち裾部はなだらかに

ひろがり端部は上下権

かに日巴厚する。

|:稽観累岳儀&f昇

|:ヶ蟄写
絞り目

。円味を帯びた「 く」の

字形に外反する口縁部

で端部は上下僅かに肥

厚する。
。頸部に櫛描波状文
。有孔

明不めたの離剣

１

１

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

′

欠損のため不明

。口縁都は外反する

面に稜を持つ 。

。横方向刷毛目

。横ナデ

。口径とあまり変らない

腹径で小型ながら他C
甕と比べると器壁が痔
と`。

Oヘラ削り

。ヘラ削り

い

の

厚

土 卜0.1～0.2の砂粒含有

。良好

|。
上下に円板充填法

|:書

屎闘鋲伝雲露
着

|

O外面濃く煤付着
O内面頸部と脚部下

付着



土  器  h
３３

一
血

３３
一血

樫 駅

務聾 甕 B 甕 B I 甕 B 甕 B

法

量
　
働

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

14.65

5.55(現存値)

欠損のため不明

12.85

■,75(現存値)
14.35

欠損のため不明

12.3

8,9(現存値)
13.55

欠損のため不明

14.85

7,95(現存値)
17.45

欠損のため不明

出 土 地 区
:形■拡

一 B G-4-B
第 I大形土拡

G-4-B
第 I大形土拡

G-4-B
第 1大形土広

1形  態

部底

。斜めに外反する国縁部
で端部は上に立ちあが

る。

O口縁端面は凹線文

。横ナデ

荒い刷毛目

。横ナデ

刷毛目

欠損のため不明

。欠損のため不明

。ヘラ削り

。縦方向に刷毛目

O欠損のため不明

。縦方向の荒い刷毛目

。斜め方向の刷毛目の

々に縦方向の刷毛目

O欠損のため不明

。斜めに外反する国糸

イま上1こ立ちあがる。

O口縁端面は凹線文

。縦方向に刷毛目

O横ナデ

。なだらかなカーブを持

ち腰はあまり張出さな

い 。

|。

欠損のため不明

一終
漱

|

|

|

1色
|

|。 暗茶褐色
|。

淡黄灰褐色

調
|

|

。内外共に濃く煤付着
。内面に炭化米

|。
灰黄色

。外面頸部より煤付着
。内面黒斑

O茶褐色

|。

内外共に煤付着

|

|

F

備



土  器  No

澱 甕 C 甕 C 甕 C 甕 C

法

量

働

径

高

径

径

縁国
器

腹

底

16,75

27.6

20.65

5。 15

27.05

9.15(現存値)

欠損のため不明

39。 65

7.75(現存値)

欠損のため不明

36.45

21.75(現存値)
43.75

欠損のため不明

出 土 地 区
G-4-B
雰31

G-4-B
第 I大形土拡

-4-B G-4-B
第 1大形土広

口

頸

部

体

1形  態

1文  様
|

1整
形 外

1内
|

1形
 態

1文  様

い 。

欠損のため不明 欠損のため不明

|。
なだらかな々
「
Fを持|          |          卜肩から丸く張り出す。

ち腰はあまり張出さ

|

縦・斜め方向に重なり
|

あった荒い刷毛目  |
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土  器  配
３４
一血

種 類

摘要
甕底部 甑 複合土器 脚部 B

法

量

切

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

欠損のため不明

6。 65(現存値)
欠損のため不明

5。 9

欠損のため不明

3.85(現存値)

欠損のだめ不明

5.55

欠損のため不明

5.45(現存値)

欠損のため不明

欠損のため不明

4.15(現存値)

9.3(脚部裾径)

出 土 地 区
G-4-B
第 I大形土広

G-4-B
第 I大形土拡

G-4-B
第 1大形土嫉

G-4-B
第 I大形土拡

態
　
　
　
様
　
　
　
囲
　
　
内
　
一態　　　　様

形

　

　

　

文
　
　
　
　
整
　
　
　
　
　
一形

　

　

　

文

口

頸

部

一

体

欠損のため不明 欠損のため不明

整 形

守 |。

縦方向の刷毛目 。縦方向に刷毛目

。ま∬離のため不明

。器台部 。口頸部結合
:

分

。回線文の上からヘラ

よる刻目文と円形浮

欠損のkめ不明

O短い脚部ですそまでな

,ごらかにひろがる端置

は少し稜をもつが円嚇

を持つ。
。凹線文・円窓。

:1横
ナデ

一
な

面

味

。あげ底の底部
。木葉痕

O欠損のため不明

黄灰色
|。

茶褐色

|。

0.1の砂粒僅かに含有

|。 淡茶褐灰色
|

|

|

卜好
|。 外面黒斑

―-123-一



土  器  No
102     1  102

８６

一
‐０２

|

殻 器 台 高杯 Al 高杯 Al 高杯 A2

法

量

(fr2)

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

欠損のため不明

13.55(現存値)

4.35

32。 15

4,45(現存値)

欠損のため不明

36.2

4.0(現存値)

欠損のため不明

16.6

6.8(現存値)
17.25

欠損のため不明

出 土 jJL区
G-4-B
第 I大形土広

G-4-B
I 拡

G-4-B -4-

杯

部

形  態

文  様

整 形 外

内

欠損のため不明

O僅かに外万に傾むく杯
部で端部内方に肥厚す

る。

O凹線文

。一部荒い刷毛目

O荒い刷毛目

。直国の杯部で端部内方

に肥厚し上端に凹線文

を持つ。

O凹線文

。横ナデ

。端面ヘラ

。ゆるやかにカーブをえ

がき内弯し肥厚する。

。凹線文

O縦方向にヘラ磨き

。縦方向にヘラ磨き

脚

部

形 態

文 様

整 形 外

内

。国線文

。刷毛目

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

底 部

色 調

O茶褐色 。黄灰色

|

。黄灰色    ~~

胎 00,1～ 0,4の砂粒多量に卜 0。 1～ 0・ 2の砂粒含有

含有
       |

。良好        。良好

00.1の砂粒僅かに含有

O良好

00,1～ 0.5の砂粒含有

備
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土  器  血
３６

一
・０２

種類
摘要

高杯 B 高杯 C2 脚部 A3 脚部 A2

法

量

(効)

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

18.55

6.25(現存値)
22.25

欠損のため不明

21.45

7.05(現存値)

1欠損のため不明

欠損のため不明

8,2(現存値)

7.6(脚部裾ω

欠損のため不明

8。 4(現存値)

8.15(脚部裾径)

出 土 地 区
t」-4-L
蜜 T★膨 +拡

じ-4-b
第 I大形土拡

G-4-B
第 二大形上嫉

G 4-B
第 I大形土拡

杯

部

形 態

文 様

整 形 外

内

口縁の上端は平らで内

弯する。

。横方向の刷毛目

。ナデ

O口縁部は水平に折れ曲
り端部は上方に僅かに

立ち上りを持つ。

。縦方向に刷毛目

。頸部ヘラ削り

欠損のため不明 欠損のため不明

脚

部

形 態

文 様

整 形 外

内

欠損のため不明 欠損のため不明

O短い脚部で裾はゆる
かに外弯する端面イま

と`。

。脚部裾に凹線文

。縦方向ヘラ磨き

。上半部絞り目
。下半部ヘラ削り

柱状部から裾までなだ

らかにひろがり端面に

凹線文

。縦方向ヘラ磨き

。上半部絞り目
。下半部ヘラ削り

底

　

　

一　
　
色
　
　
一胎

部

　

　

一　
　
調
　
　
一土

。茶褐色

。0.1～0.3の砂桂含有

。淡黄褐色

中核―黒色

00.1～ 0.2の砂粒含有

。茶褐色
|。

淡黄自褐色

|

|:望堅署
の開舘。0.1～0.2の砂粒僅

含有

質

|。

外面黒斑あり 。据部内外共に黒斑

備
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土  器  血

設 脚部 Al 壷 A2 壺 A3 壺 D]

法

量

(能)

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

欠損のため不明

■.85(現存値)

12.3(脚部裾径)

18.65

9。 45(現存値)

欠損のため不明

14.25

6.2(現存値)

欠損のため不明

10,15

14.4(現存値)

欠損のため不明

出 土 lIL区
G-4-B
第 I大形土拡

F-4-N 東第Ⅱ溝 F-4-N 東第E溝 F-4-貰 東第Ⅱ溝

口

頸

部

徐
　
‐
部
ド
‐
」
‐ 1形  態

態形

様文

欠損のため不明

。裾までなだらかに広

り端部は上下に肥厚

。太く短い頸部に口縁が

少し開がり端部は丸く

下方に折れ曲ってい

る。
。口縁端面に櫛描簾状致
。頸部に同直線文と同渉

状文

。一部刷毛目

。象」離のため不明

O短く立つ頸部に斜めに

外反する口縁部、やや

外側下方に肥厚する。

。口縁端面外側ヘラによ

る刻目文

。一部刷毛目

。制離のため不明

。頸部が細くしまり円味

を持ち口縁近くで内弯

する。

O凹線文・櫛描波状文

明不めたの離剣

れ

―

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

′

部
　
（脚
　
部
）

文 様 |る

。

|

整 形 外 |。 縦方向ヘラ磨き
|

色    調

|°

軍◇恒侯黄茶褐色

|

1 欠損のため不明

|

|

欠損のため不明 欠損のため不明

|。

欠損のため不明   。欠損のため不明

|               |底

。暗茶裾色      。灰黄福色

胎    上 |。 0.2～ 0.3の砂粒含有 |。 0.1～ o.4の砂粒含有  00.1～ 0。 5の砂粒多量に|。 0,2～ 0。 3の砂粒多

質

考備

|__
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土  器  血
102     1  114

３〇

一
１０２

３５

一
・０２

種類
摘要 壺 Bェ 壷 Bl 重 E 壼

法

量

の

径

高

径

径

縁日
器

腹

底

26.6

4.5(現存値)

欠損のため不明

27.75

8。 45(現存値)

欠損のため不明

6.85

10。 75

9.5

2,65

欠損のため不明

6.4(現存値)
20.o5

欠損のため不明

出 土 地 区 F-4-N 東第Π溝 F-4-N 東第Ⅱ溝 F-4-N 東第口溝 F-4-N 東第Ⅱ溝

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形 外

内

。直日の口縁でコ

肥厚している。

。回線文

【アナ横

ヽ

Ｉ

Ｉ

ｔ

ｒ

ｌ

ｌ

，

。頸部は漏斗状に開き

縁部は上方に立ち上

受口状のもの。

。日縁受口状の部分に

線文

明不めたの離剣

ヽ

―

ｌ

ｔ

ｒ

ｌ

ｉ

ジ

。口縁端部は僅かに下方|
外面に折れ曲 ってと即

る。

。象1離のため不明

。横ナデ

欠損のため不明

体

部

形 態

文 様

整 形 外

内

欠損のため不明 欠損のため不明

。腰は底くはり出す。

O剣離のため不明

。横方向のヘラ磨き

。断面三角形の貼り付け
凸帯の上へ刻目文

:lal」

離のたと不明

底 部

色 調

1胎

 F
|

I_三
__

|

O欠損のため不明

。淡自黄灰褐色

。欠損のため不明

|。 淡灰黄褐色
|

卜0.1～ 0.3の砂粒含有
|

|。 良好

。ヘラ磨き

。淡灰黄色

。0.1～ 0。 3の砂粒含有

卜好。
琴∬
に2孔 1対の孔

。欠損のため不明

。茶褐色

。
0。 2～o.

含有

。良好
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上  器  血
３４

一
・０２ 102     1  118

36      1  119

澱 鉢 C 鉢  D 脚部 C 奏 C

法

量

働

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

17.G

2,75(現存値)

欠損のため不明

19.2

3.6(現存値)
21.0

欠損のため不明

欠損のため不明

8.0(現存値)

17.5(脚都裾径)

86.4

10.85(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区 F-4-N 東第Ⅱ溝 F-4-N 東第Ⅱ溝 F-4-N 東第Ⅱ溝 F-4-N 東第Ⅱ溝

口

頸

部

（杯

部
）

態

整 形 外

周

形

様文

腰に稜を持つ直日の鉢 。腰に稜を持ち、 口縁は「 く」の字形に

外反し端部は上方に僅

かに肥厚する。

頸部には貼り付けによ

る指頭圧痕文

欠損のため不明

と思われる。

。刻目文・櫛描直線文・

同波状文

やや傾斜して立

口縁部を持つ。

。円形浮文

いアナ横

ヽ

Ｉ

Ｉ

に

ｒ

ｉ

ｌ

ノ

４アナ横

ヽ

ｌ

ｉ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

′

欠損のため不明 欠損のため不明

。頬 のた跡 明

|

|

|

一　

底

形

　

　

　

文

外

　

　

内

形整

４アナ横

な煮
る。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明

そ

が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不

蝉弾　　孔　　　　　］

短

だ

　

　

有
　
　
　
　
ヽ
―
ｌ
ｆ
ｌ
サ

。欠損のため不明

|。

欠損のため不明

|

|

明茶灰褐色

色

|。
淡黄自色

調

1 

中核一灰色
|。
黒色～暗茶褐色

|。

灰茶褐色

|

|

土】台

質

。0,1～ 0。

有

。良好

00,1～0.3の砂粒含有

。良好 ::i対

淵の砂粒多数

]:ここ1磐

の砂粒含有

考備

。外面に煤付着。外面に黒斑
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土  器  No

種 類
稿 喜

底 部 底 部 底 部 底 部

法

量

働

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

欠損のため不明

3.75(現存値)

欠損のため不明

6,95

欠損のだめ不明

3.05(現存値)

欠損のため不明

G.65

欠損のため不明

9。 5(現存値)
欠損のため不明

7.5

欠損のため不明

5。 2(現存値)
欠損のため不明

4.5

出 土 地 区 F-4-N 東第Ⅱ溝 F-4-N 東第Ⅱ溝 F-4-N 東第Π溝 F-4-N 東第口溝

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形 外

内

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

体

立
ロ

一　
　
底

形  態

文  様

部貯
期

Oヘラ削り

。内面指圧痕

調「淡灰茶褐色
|

。黄灰褐色

。0,1～0.4の砂粒含有

。良好

。0,1～0.2の砂粒含有

O良好

00,1～
0。 3の砂粒多量に

含有

。良好

。
0。 1～1.0の砂粒含有

。良好



土  器  No

摘 藝 壺 ぬ 壺 Al 壷 A2 壺 A2

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

法

量

勤

欠損のため不明
12.05(現存値)

欠損のため不明

15.95

9.05(甥存値)

欠損のため不明

28。 0

21.35(現存値)
29.6

欠損のため不明

22.55

8.05観存値)

欠損のため不明

出 土 地 区
F-4-N
第 河大形十拡

F-4-N
鏑 河大形十族

F-4-N
筆 河大形十拡

F-4-N
翁 可大形十拡

1形
態

|

口

文 様

頸

1整 形 外

部 |

1   
内

|

。僅かの広がりを持った

長い頸部、水平に折れ

曲る口縁を持つものと

思われる。
05帯の櫛描直線文

。ナデと思われる。

。頸部絞り目

。漏斗状に開く口頸部

。口縁端面刻目文

頸部櫛描波状文

内面竹管文

。荒い刷毛目

9横方向の荒い刷毛目

。太く短い頸部に口縁i

僅かに開き端部は下|

へ肥厚する。

。頸部外面櫛描波状文

同直線文

。横ナデ

O鋼離のため不明

O太く短い頸部に口縁
僅力Wこ開き端部は下

方へ張出す。

O口縁部端面に内外共

櫛描波状文
。頸部に同直線文

。象Ц離のため不明

。横ナデ

態
　
　
　
　
様
　
　
　
　
外

　

　

内

　

一

形
　
　
　
　
　
一

形

　

　

　

文
　
　
　
　
整
　
　
　
　
　
一

体
　
　
　
　
　
　
　
部
　
　
　
一

欠損のため不明

。欠損のため不明

欠損のため不明

。欠損のため不明

。腰が中頃で強く張出す

ものと思われる。

。櫛描直線文

il象
J離のため不明

。欠損のため不明

欠損のため不明

|。 欠損のため不明

削
　
　
一　
　
調
　
　
一土
　
　
　
　
一

一

　

一
　

質

一　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

底

　

　

一　
　
色
　
　
一胎
　
　
　
　
　
一

十

―
|

|

|__



捌 |― 1劇 | 一一 lml _“  lw
103  +~υ 1 103  1～ Ψ 1 103  +~~1 103

重 Dl

9。 2

9,0(現存値)

欠損のため不明建:蹴
|:音
:蹴重1塁零1笠T瞬o

扇)1糧 経‖管のた跡明
大形土城 I F-4壽 督大形土

。太く直立する 。太く短い頸部に口縁は卜頸部が細くしまり斜め卜頸部は細くしまり、ほ

平に折れ曲る国縁部、 僅かに開き端部は下外| に広がる。口縁近くは| ぼ直立し口縁近くは

口縁端は上方

る。

僅かに内弯する。  | しではあるが内弯
。口縁端 。円形浮文  | る。

。頸部には貼り付けによ

る指頭圧痕文

。縦方向に刷毛目

。国縁内外に竹管文  。日縁から頸部にかけて|。 凹線文・ヘラによる
櫛描直線文と同波状文1 目文

。縦方向に荒い刷毛目

。横方向に荒い刷毛目

。頸部断面三角形の貼り

付け凸帯

il剣
離のため不明

:1象
」離のため不明

欠損のため不明

|。 欠損のため不明
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土  器  血
３４

一
・０３ ♯ 1186

狸 駅
精 頭 壺 E二 鉢 B 鉢  A 脚 部

法

量

舗

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

15,95

17.6

28.15

8.35

16.0

17.4

19。 75

10.05(脚部裾径)

19.2

4.95(現存値)
19。 15

欠損のため不明

欠損のため不明
2,8(現存値)

12.65

出 土 地 区
F-4-N
第Ⅱ大形土拡

F-4-N
笛 河★杉 +拡

F 4-N
第Ⅱ大形土拡

F 4-N
第Ⅱ大形土拡

口

頸

部

（杯

部
）

形 態

文 様

整 形 外

内

り

持噂穀　　緻

外

国
一　
　
　
凹

搬卿。　縁端面．　　　　　孵

口

返

つ
　

ロ

　

　

　

ｌ

ｔ

ｉ

ナ

。椀形の器体で口縁内部
が僅力Wこ肥厚し下って

いる。

O凹線文
。口縁端部有孔

。上半部横方向ヘラ磨き
。下半都縦方向ヘラ磨き

。横方向ヘラ磨き

。口縁部は斜めに外反す

るが、内外ともに円味

をもち端部は丸い。

O細 く横方向にヘラ磨き

。横ナデ

欠損のため不明

体

　

　

部

（脚
　
部
）

一　

　

底

色

形 態

文 様

整 形 外

内

。腰が低く張出す。

O櫛描直線文と同波状文

。横方向ヘラ磨き

。腰の部分横方向ヘラ曜

き腰以下横方向刷毛を

施し縦方向に刷毛目

。柱状部は短く裾まで

だらかに広がり端部

上下に肥厚する。

る

　

　

　

　

　

　

　

き

よ

　

所

文

　

　

磨

に
　

ケ
管

　

　

ラ

ラ
　

２

竹
　
　
　
ヘ

ヘ
　

ロ

に
一
　

　

向

爛文脚醐――脇‐サ

欠損のため不明

。裾は内傾する脚部

面は丸い。

。穿孔・四線文

:|ナ
デ

。ヘラ磨き

部

。淡灰茶握色

調

。黄灰褐色

。欠損のため不明

。黄褐色       。暗茶灰褐色

|。
椀と脚部に黒斑



銑患見岳F味
を持ち端

|。 :33ζ 与:寧

啓!

。口縁部は外反するが内
|。
斜めに外反する

。腹径は口径よりも小さ

い 。

。肩から広がり月同菩卜で

く張出し底部に続くと

思われる。

広 I F-4壽ゞ 広 I F-4憂ざ大形土拡
。つまみを持ち笠形をな

す、裾部端部は丸味を

持つ。

欠損のため不明

。縦方向ヘラ磨き

。横ナデ

―

――一 ―一一―  十   ~~~

整 形 外

内

｛万ナ横

ヽ

１

１

に

ｆ

ｉ

ｌ

メ

ア^ナ横

ヽ

―

―

に

ｒ

ｉ

ｌ

ノ

|_Ⅲ

_

「節翔「芍

|。 内外共に煤付着
|。

裾部分内面に煤付着

|

土  器  No1  103  1 137 1  103  1 138
103     1  139

摘要 壁`輩坐1    甕 A

法

量

(勤 )

12.75(裾径)
8.0

3.1(つまみ部)

欠損のため不明

22.8(現存値)
欠損のため不明

9.55

11.95      135。 45
8,7(現存値)  1 23.8(現 存値)
11,35      143.25
欠損のため不明   1 欠損のため不明

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

出 土 地 区 I F-4緊ゞ大形

O皆

な

儀診 砂粒僅湖

1:望哲ぎ署
の砂粒含有

|。

儀l-0・ 3の砂粒含有

|。

は卜 は2の砂粒含有

題 解を中 L笙J些__

―-133-一



土  器  血
第17囲 第■図 第12図 第15図

殺 |

●」E 壺 A2 底 部 高 杯

法

量

初

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

欠損のため不明

24.75(現存値)
23.75

欠損のため不明

11.75

20,35

17.15

4.65

欠損のため不明

14.8(現存値)
欠損のため不明

9.15

20.0(現存値)

17.15(脚部裾径)

出 土 地 区
F-4-N
笛 河★形キ拡

F-4-N
第 8号土拡墓

-4-B
第 1

欠損のため不明欠損のため不明

|  |
。不明

底    部
|

|

色    調|°貧唇二重雹
褐色

|

|

|

|。 東海地方か?
|

O短い筒状の頸部に水:

に折れ曲る口縁部を
つ、口縁端は上下僅|

1こ月巴厚する。
。口縁部外端面に回線:

。内面端にも何かの文|

があると思われる。

:1剣
離のため不明

。ほぼ円形で腰位は中
にある。

O櫛描直線文と同波状

が交互に入る。

|。
制離のため不明

|。

ヘラ磨き状のヘラ痕

|

|°

ガ

|

|。 外面一黄灰淡褐色
1 内～中核一暗灰色

|° 0・ 1～ 0・ 2の砂粒合有

|。
良好

|

10腰部に6.2× 6.4の黒

1 
欠損のため不明

|

|

|

|。 淡褐黄灰色～淡暗灰窪

|

|。 0.1～ 0,3の砂粒含有

|

|。 良好

|

‖
°
監曇肩語&箪写普

1蓼
械 :

備    考
|

|

。段状口縁部を持つも

であろう。

。腰部は横方向の細かい
ヘラ磨き。
O腰部から柱部に力載夕て

縦方向のヘラ磨き。
。細い不規側なヘラ磨

き。

。長い柱状部を持ち中空

である。裾までなだら

かにひろがり端部は上

下に肥厚する。
O凹線文状の直線文
。円孔上下段にあり。

①縦方向のヘラ磨き。
O裾部は横方向のヘラ磨

き。
O横方向のヘラ削りを旋
した後に横ナデ

J。 外面一暗茶褐色

1 
中～内面―黄灰色

|

|。
0.1～ 0.3の砂粒含有

|:∃
尋
極めて少量合有

|

|:阜5簑壕壕,:暴圧藩
‖
。円板充摸法
|
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第 2節 土 師 器

F-7-E・ F地区出
土の上師器

第3層・黒色粘土層

溝 1-S

F-7-E・ F地区出上の土師器は、さきの弥生式土器より量は

少ないが、第 3層黒色粘土層 。溝 I― S・ 溝 I一N・ 溝 1・ 沼地状

落ち込みの各遺構より出土した。以下各遺構別に記述を進める。

高杯型土器 (図版 106-21) 21は 、脚部のみであるが、柱部が

中空で裾部へなだらかに広がり、裾部端で大きく広がる。端面に稜

をもう、外面に縦方向のヘラ磨きを行う。

器台型土器 (図版 106-17・ 18) 17・ 18はいずれも脚部のみで

あるが、17が短い柱部をもち、裾部へ小さく開き、端部で僅かに内

弯する。18は直線的に広がり、外面にヘラ磨き、内面に刷毛目を行

う。

壼型土器 (図版 106-1) 1は ヽ二重回縁型の壺、筒状の頸部

から大きく外反し、小さな段をもってさらに外反 し端部で一層反

る。

甕型上器 (図版 106-3～ 5) 3は 、口縁部が緩やかに反り、

体部は肩の張らないなだらかな形をなし、荒いタタキロを行う厚手

のもの、 4は、丸味のある頸部から口縁部が内弯 ぎみに立ち上が

り、端部でつまみ上げられている。肩部内面はヘラ削りはみられな

い。 5は、日縁部が内弯ぎみに立ち上がり、端部で内面肥厚する。

肩部内面にヘラ削りを行う。

鉢型上器 (図版 106-7・ 8・ 16) 7は 、平底底部より直線的

に斜上方へ立ち上がる器形をなす。口縁部内面に稜をもち、端面ヘ

器壁が薄くなる。外面のタタキロは、日縁部に横方向、体部・底部

に右上がりに行う。内面は刷毛目調整を行う。 8は、器壁に指頭圧

痕が残る突出平底より大きく広がる浅鉢型をなし、日縁部は稜をも

ってさらに広がる。外面に右上 りのタタキロ、内面にナデを行う。

16は、台付鉢脚部。

小型壼型土器 (図版 106-10) 10は 、日縁部が小さくくびれる

頸部より外反し、体部は最大径を中位上にもち、外面に右上がりの

タタキロが残り、底部はヘラ削りを行った平底①

高杯型土器 (図版 106-19・ 20) いずれも脚部のみであるが、

19は小型高杯の脚部と思われ、内弯ぎみに広がり、端面で僅かに内

面肥厚する。外面に縦方向のヘラ磨きを行なう。20は、据広がり中

実柱部より、稜をもって裾部へ大きく広がる。

小型壼型上器 (図版 106-12) 12は 、頸部が細くしまり立ち上

がった口縁部。体部は扁平球形の丸底である。整形は風化が著しく

薄 1-N
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薄 I

定かでないが、ヘラ磨きと思れる。

小型丸底結 (図版 106-13・ 15) 13は、扁平球形の体部より、

屈曲して斜上方へやや広く短くのびる国縁部をもつ。15は、13よ り

口縁部が内弯ぎみに長く立ち上がる。

甕型土器 (図版 106-6) 6は 、日縁部が丸味のある頸部より

外反し、中位より内弯ぎみに立ち上がり、端部で内面肥厚する。

小型壷型土器 (図版 106-■) ■は、日縁部が直口ぎみに短く

立ち上がり、体部は最大径付近で鋭く折れ、底部へ丸くカーブを描

く器形。底部は尖底風を成しヘラ削りが行なわれている。

甕型土器 (図版 106-2) 2は 、口縁部径が体部最大径に比べ

て大きく、器壁が器形に比べて厚い (0。 7勁)。 外面に右上がりのタ

タキロを行う。

鉢型上器 (図版 106-9) 9は 、非常に精製された胎土をも

ち、口縁部が 2段に屈曲して立ち上がる。体部は広く浅い、内外面

に細かなヘラ磨きを行なう。

高杯型土器 (図版 106-23) 23は、中空のやや太い柱部が裾部

へ徐々に広がり、裾部で丸く大きく広がる。外面にヘラ磨き、刷毛

目を行なう。

H-5-IoM地 区より出土した土器は、包含層・黒色砂質粘土

層より唐古第Ⅳ様式、A-1地 区の溝状遺構より唐古第 V様式(新 )、

A-10地区古墳時代前期の壼棺が出土した。

壼型土器 (図版 105-1・ 2・ 3) 1は 、太く短い頸部、国縁

端部が僅かに外反し端面丸い。 2は、筒状の頸部が僅かに外反し、

端面は丸い。 3は、体部が突出平底より大きく張り出し、扁平な球

形をなす。

壺棺 (区版 105-4) 4は 、遺構の項で記述したように壷棺と

して使用されたものである。非常に風化著しく、また底部は意図的

に欠いたのか欠損のため不明確である。口縁部は、肩部より短く立

ち上がり大きく外反し端部に稜をもち、肩部と頸部の境に断面三角

形の凸帯をめぐらしヘラで刻目支を施す。体部は最大径が中位にあ

り上 。下の張りが等しい球形を成し、外面は全体にヘラ磨 きを施

す。

5は、二重口縁型土器、段をもって外反し、端部で水平にのび端

面は稜をもち丸く終る。円形竹管浮文を施す。壼棺 4の 口縁部付近

沼地状落ち込み

H-5-IoM地 区出

上の上器

溝状遺構

壷棺墓
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H-3-N・
上の上師器

井戸15号

P地区出

井戸16号

井戸 8号

P-19

竪穴住居跡

H-3-G地 区・井戸
4号出上の土師器

第 3層

より出土した。

H-3-N地 区より大 。小 7基の井戸状遺構が検出された。その

内5基より土器が出土したが、主だったものを記述し、また同H―

3-P地 区竪穴住居跡の上器を記述する。

甕型土器 (図版 107-1・ 2) 1は 、日縁部端部が短 く直立し

て立ち上がり、内面肥厚する。端部外面に櫛描直線文を施す。外面

に昂1毛 目。内面にヘラ削りを行なう。 2は、国縁部が中位より内弯

し、端部で両面に僅かに肥厚し丸く終る。体部は肩部が丸味を も

ち、外面に刷毛、内面にヘラ削りを行う。肩部外面に 2カ 所の槻痕

が残る。

甕型土器 (図版 107-4) 4は 、口縁部が「 く」の字形に外反

し、中位外面で肥厚する。体部は張りの小さい胴長形をなし、底部

の稜線までタタキを行う厚手のもの。

鉢型上器 (図版 107-3) 3は 、他に類例の少ない器形をな

し、鉢より椀・杯に似たものである。器形は、ヘラ削りを行なった

小さな底部より大きく広がり、中位より直線的に立ち上がる。器壁

は凹凸が著しく厚手、外面にヘラ磨きを行なう。他に柱部の貫通す

る器台片が 1点出土している。

鉢型土器 (隠版 107-6) 6は 、口縁径33cIIlの 大鉢。口縁部は

丸味のある頸部より小さく外反する。体部は張りの小さい深鉢形を

なし、タタキロの上にヘラ磨きを行う。他に直口重型土器・高杯型

土器 。甑型土器 。小型丸底増の小破片が出土している。

壼型土器 (区版 107-5) 5は 、直□口縁部をもち、中位上部

より僅かに外反し、肩部はなだらかに落ちる。色調が赤禍色の土

器。

高杯型上器 (図版 107-7) 7は 、杯底部が小さく斜上方への

び、稜をもって大きく開く杯部。脚部は中実の柱部より、小さく開

く裾部をもつ。器壁外面に縦方向のヘラ磨きを行なう。

溝 I-3(大溝)の東約10mよ り検出された井戸 4号より、 2層 に

わたって、甕型土器 4点 。壷型土器・椀型高杯型土器各 1点と土錘

(土製品の項)が 出土した。

甕型土器 (図版 107-11) 11は、日縁部が「 く」の字形に外反

し、中位外面で僅かに肥厚する。体部は丸味をもち、荒いタタキを
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第 2層

H-3-G地 区出上の
上器

薦 I-3(大溝)

形態分類   A
壺型土器

行う厚手。

椀型高杯型上器 (図版 107-13) 13は、杯部底部より緩やかな

カーブで立ち上がり、脚部は握部を欠くが、短い柱部をもち、全面

にヘラ磨きを行なう。

甕型土器 (図版 107-8～ 10) 8は、口縁部が「 く」の字形に

外反し、中位より僅かに内弯ぎみにのび、端部は上方へ小さく肥厚

する。体部は長胴形をなすと思われ、外面に縦・横に刷毛、内面に

ヘラ肖1り を行なう。 9。 10は、回縁部が体部に比較して小さく、且

つ短い。体部は最大径が非常に大きく、球形に近い、外面に一部タ

タキロを残すが、ヘラ磨きを行う。内面にはヘラ削りのみられない

厚手。

壺型土器 (区版 107-12) 12は 、日縁部を欠くが、上方に開く

直口口縁と思われる。体部は最大径が下位にある扁平球形をなし、

外面に細かなヘラ磨きを行なう。

H-3-G地 区検出の大形溝状遺構 (通称「大濤」、以後大濤と呼称

する)の最下層より、「弥生式土器に後続する」土器が一括で多量

に出土した。

その出土状態は遺構編のごとく、大溝最下層の厚さ 0.5mの暗灰

色粗砂層の中に限られて出土し、その上層からは全く遺物が検出さ

れなかった。このことは最下層の堆積土層に、非常に多量の上器が

一度に廃棄され、あるいは流れ込み、その後、自然の変化等により

いっきに大溝が埋没したと考えられるものである。

この一括土器は、完形品約100点 を含み、コンテナバットに約150

箱以上にもなり、また器種も、壼・甕 。高杯 。鉾・甑・器台などほ

ぼ同時期の全器種が出土しており、三島地方におけるこの時期の貴

重な資料となるものである。

やや筒状の頸部に外反する国縁をもち、日縁部の器壁は厚 くがっ

しりしている。頸部より回縁部にかけて水平に広がるものから、や

や斜上方へ広がり、口縁端部内面はつまみあげられ、外端面には横

ナデ、櫛描波状文、刻目等施されたものがある。体部整形にはヘラ

磨きが施されているものもあるが、その多くは刷毛調整である。

俗に二重口縁と呼ばれるもので、日縁部内外に文様は施されず、

ヘラ磨きで整形されるものが多い。その方向は一定せず、横・縦・

斜方向に整形されている。
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B2 装飾のある二重回縁を有するもの。日縁部には、櫛描直線文
。波

状文 e円形洋文・竹管文・刻目文 。刺突文等の文様が施 されてい

る。

また、肩部にも同様の装飾があるものが多い。口縁上方の部分は

急な角度でたち上がるものと、穏やかな角度でたちあがるものがあ

り、そのために口径の大ア1ヽがある。

口縁部外面に突帯状のものが付き二段となるが、内面には段がな

いものもある。

外上方へ広がる直口縁のもので器高30clll前 後の大型のもの。日縁

端部は丸くおさまるもので刻目等を施し、体部と口縁部の継ぎ目に

も刻目風の文様を有し、その内面には絞りが残ってい るもの もあ

る。また口縁部の高さは大きな体部に比べ約 5 cIIl前 後の ものであ

る。

形態はClと 同様であるが、体部に比べ口縁部が大きく、ほぼ同

等の直径のもので中型のもの。口縁部は規則正しく放射状にヘラ磨

きが施してある。

形態はClと 同様でノJヽ型のもの。

器高20cIIl以上の大型で在地のもの。「 く」の字形に外反する口縁

をもち端部に一部刻目が施されるものがある。また面をもつものと

丸くおさまるものもあり、体形は、最大径が中位上でやや長形のも

のから、中位でやや円形のものまである。器壁の厚みは約 0,4clllか

ら0.7clllで全体的に厚さがあり、タタキの巾が広いものである。

形態はAlと 同様であり、器高15～20calの中型品で在地のもの。

形態はAlと 同様であり、器高15cal以下の中型品で在地のもの。

「 く」の字形に鋭く外反し、口縁端はつまみあげられ稜のつくも

ので、体部最大径は中位にあり、器壁の厚みは、O.2clllか ら0.4clnで

薄く、タタキも細くその上から刷毛のあるものもあり、色調は茶褐

色を呈し、金・黒雲母を含む胎上をもち、いわゆる河 内産「庄内

式」といわれるもの。

「 く」字形に外反し、器壁は薄いものであるが、Bとは色調・ 胎

土が異なり在地のものと考えられるもの。

他地方のもので「 S字状」口縁と呼ばれるもの。

他地方のもので「受口状」口縁と呼ばれるもの。

杯部が水平かやや内弯してのび、上部との間にひとつの稜をもっ

て口縁部までのび、内反するものや外反するものと直線的にのびる

B3

Cl

C2

甕型土器

Ｃ

　

Ａ

Ａ

　

Ａ

　
Ｂ

Ｄ

　

Ｅ

　

Ａ高杯型土器
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C

D

ものもある。これらはすべて同一系統のものと思われる。細かい縦

方向のヘラ磨きが施され、脚部は柱部下部より屈曲 して広がる も

,)。

杯部下半部が水平に小さくのび、中位で外方に屈曲し大きく広が

るものや、中位で確実な面をもつもので内側にはふたつの稜あるい

は段を有するもの。脚部は柱部下部より屈曲し、一度段をもって広

がるもので、細かいヘラ磨きが多用されているもの。

杯部下半部はやや内弯し、稜をもってたちあがりながら%円形の

大きなカーブをもって外反し、端部に面をもつもの。

杯部下部と口縁端部に、それぞれ面をもって外反 し、その面に

は、円形浮文、刻目などの装飾をもち、丁寧に仕上げられているも

σ)。

小さな椀形の杯部をもつもので、脚部は大きく裾まで広がり、そ

のほとんどが、中 。小型品である。

浅い皿部に裾広がりの脚部をもつもので、日縁径、器高が約10cln

前後の小型のもの。柱部は充実し短かく広がるものと、皿部の接合

面から広がるものがある。外面にヘラ磨きが多用され、裾部はほと

んど刷毛である。皿部内側は、放射状のヘラ磨きが施されている。

他地方のもので、鼓の形を模した鼓形器台と呼ばれるもの。精巧

な作りで、内面の一部を削っている。

小型のもので、口縁部に比べて体部が大きいもので、頸部にくび

れをもって直線的ないし、内弯ぎみにのびるもの。外面にタタキの

あるものからないものまである。

小型のもので、底部より内弯ぎみに口縁端部までのび、丸くおさ

まるもの。外面はタタキが施してある。

中型のもので、底部より内弯ぎみに日縁端部までのび、外面に一

部タタキがあるものもあるが、そのほとんどはヘラ磨きである。

中型のもので、頸部にややくびれをもって広がり、外面はすべて

丁寧なヘラ磨きが施され、胎土も良好なものが多い。

器高約30cln以 上の大型のもので、頸部はゆるやかな「 く」の字形

に外反し注口をもつもので、外面にタタキが施されているものはほ

んの一部で、ほとんどはヘラ磨きである。内面はヘラ磨きが施され

ている。

日縁部は短く直線的にのび、丸くおさまり、体部は丸みをもつも

ので、外面は丁寧なヘラ磨きが施されている。

E

器台型上器 A

鉾型土器 Al

A2

A3

A4

C

―-140-―



壺
型
土
器

A

C2

E

A3

高
杯
型
土
器 A A4

C3

B

B

Bュ

甕
型
土
器

A

Al

B

A2

B2

C

＼

＼＼」

一　

　

　

一

嬰
~フ

C

D
D

A3

甑

A
E

B3

B

C Cュ

鉢
型
土
器

A

A.

器
台 A

C く
A2 B

D
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D

A甑

Al、 A2の小 。中型の鉢に脚台を加えたもので、その継ぎ目に指

頭圧痕のあるもの。

底部よりやや内弯ぎみないし、直線的にのび、底部に孔のあるも

の。口径は12c14～ 16clll前後で、器高は10clll前後の大きさに限られて

�ゝる。

遺構編で述べたように、H-3地 区で検出された大溝からは多量

の上器が出上している。これらの土器は、厚さ約 0.5mの 溝の最下

層から出上したもので一括の遺物である。

調査中すでに、器壁が厚く荒いタタキロを持った土器に混 じっ

て、外面に細いタタキロを施し、内面にヘラ削りのみられる、いわ

ゆる庄内式の甕が含まれていることが注目された。この結果、庄内

式に併行する時期に、東奈良の集落で製作され使用された土器を明

らかにし得るのではないかとの強い期待を持ったのであった。

しかし、その後整理が進むにつれ、唐古第 5様式に含まれるもの

や、内面をヘラ肖1り した薄手の甕で、外部から持ち込まれたことが

明らかなものの内にも、庄内式だけでなくやや新しい時期のものが

含まれていることや、わずかではあるが布留式とみられるもののあ

ることが明らかとなった。したがって圧倒的に多数を占める厚手の

上器についても、当然のことながら、弥生時代後期から布留式に至

るまでの間のものが含まれていると予想される結果となったのであ

る。出土状態だけから一括遺物として単純にあつかえないものであ

り、これらの上器を如何に分け得るのかが問題となった。

最も数の多い甕について観察した結果、全体のプロポーション、

タタキロ、日縁部もさることながら、各 底々部に大きな特徴を持っ

ていることが明らかとなった。

すなわう、第 5様式にみられる突出した平底、突出せずに器壁か

らそのまま続く平底、平底の周辺をヘラ削りするもの、底にもタタ

キロが付けられ、中′は線上に底部が位置しない状態のものすら見う

けられるもの、尖底のもの、丸底のものなどである。しかも各々の

特徴を持ちながら、第 5様式に含まれると考えられるものと、布留

式に含まれると考えられるものを除いて、他はすべて大中小 3様の

大きさのものがあることが明らかとなった。これは少なくとも製作

手法が共通する甕のセットとしてとらえ得るものであろう。

さらに甕と基本的に製作法が似ている鉢や甑の底部を観察してみ

編年試案
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ると、甕に見られると同様のものがあり、これを甕以外のセットと

して加えることが可能となった。また壺の一部にも同様のことが言

えるものがあって、少なくとも甕、鉢、甑、壺については、すべて

ではないが、セット関係としてとらえ得るもののあることが判った

わけである。

先に述べた様に、これらの土器は一括出土のものであっても、時

間的に差のあるものを含んでいるわけであり、甕を基本としてセッ

トとしてとらえ得る各々の上器は、製作手法が異なるだけでなく、

時期差をあらわすものとしてとらえることが最も適当であると考え

られる。もとより層位的に分離されて出土したものでないため、今

後大巾に修正する必要があると考えられるが、第 5様式に含まれる

ものを最古とし、布留式に含まれるものを最新のものとして、それ

ぞれのセット関係を並べたのである。 (編年表)

東奈良 1と したものには、底部が平底のもの。東奈良Ⅲとしたも

のには、平底の周辺をヘラ肖!り したものと、底部にタタキロを有す

るものがあり、他より数が多い。将来分離することが可能となるか

も知れない。タタキロを有するものの中には中心線上でなく横には

ずれた位置に底部のあるものがみられる。製作にあたって底を意識

しながら、使用上は底の意味を持たない底部となっているわけであ

り、はっきり底部を持つものより新しい段階と考えたわけである。

東奈良で製作され使用されたと考えられる厚手の土器に混 じっ

て、内面にヘラ削りのみられる薄手の甕が出土していることは先に

も述べた通りであるが、これらの土器にも、外面に細かいタタキロ

がみられ、口縁部は内外面ともに外反し、内面のヘラ削りが日縁部

の付け根ぎりぎりにまで及んでいるため、頸部内面がするどい「く」

の字状となっているいわゆる庄内式と呼ばれるものの他、同様の特

徴をもうながら、口縁外面が内弯し、回縁部付け根に横ナデがなさ

れた結果くびれがみられるもの、日縁部は内外面ともに内弯し、端

部にはわずかに外に向って肥厚がみられ、器壁外面は刷毛調整され

たものなどがみられる。いずれも庄内式から布留式に移行する段階

で、外部からもたらされたものであることは、胎土等からみて明ら

かである。しかし、先に分けた厚手の土器のどの段階に各々が併行

するのかを決定することは極めて困難であり、今後同じ東奈良で検

出されている他の溝や土拡墓等の出土遺物との対比検討をまつこと

にして、とりあえず表の中に位置付けてみたわけである。
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東奈良 I

同様のことは、甕や鉢以外の高杯等についても言えるわけであ

り、今後大いに修正すべきものと考えている。

東奈良 Iの土器群は、唐古第 V様式の伝統をもつ突出平底の底部

をもつ一群と考えられる。器種、土器量ともに少ない。

壼型土器 東奈良 Iの壺型土器は、壷Aに突出平底をもつ 6(区

版 108)があげられる。口縁部は、筒状頸部から大きく外反し、端

面は僅かに上 。下に拡張し面をもつ。体部は最大径を中位にもち、

上 。下段がよく似た無花果形をなす。他に突出平底をもつ壷型土器

の底部は、41(図版 110)と ともに、破片をも含み総数106点の内、

約20%の 21点を数える。これらの底部破片から壷の形態を判別する

のは不可能であるが、壷Aタ イプが多いと思われる。

甕型土器 東奈良 Iの甕型土器は、完形品では甕Al、 A2に突出

平底の底部が観られる島甕Alの 55(図版112)、 A2の 56(図版同)

があげられ、共に頸部のくびれが小さく、日縁径と最大腹径との差

の少ない丈の高い器形をなす。器壁には、やや荒いタタキロを 2段

(一部 3段)に行い、日縁部は内。外面横ナデを行い、肩部まで横ナ

デを行うものがある。52は、口縁部端部に刻目を施している。突出

平底をもつ甕は、底部破片をも含み総点数 556点の内、17%の 93点

を数える。

高杯型上器 東奈良 Iの高杯型土器は、出上高杯の内、最も古い

要素をもつ高杯A98、 99(図版■5)カミ位置すると考えられる。98、

99は、杯部下半部が直線的に大きく広がり、上半部は短く外反する

形態をなし、西ノ辻正式の伝統をもつ。他の東奈良 Iの器種と比較

すれば、やや古い要素が強い。

鉢型上器 東奈良 Iの突出平底をもつ鉢型土器は、鉢Al、 2・ B

の器種に観られた。Al 190(図版■9)、 A2196(図版同)は、い

ずれも突出平底底部をもちながら、体部外面にはタタキロが観られ

ず、ナデによって調整を行っている。Bの大形鉾 178(図版 118)

は、日縁径に比較し浅い器形をなし、口縁部・体部外面全体に右上

りのタタキロを行う。この大撚は、器壁外面にタタキを行 った後

に、日縁部を折り曲げたためか、顎部のタタキロが変化し幅が狭く

なっている。また突出平底底部に僅かながらタタキロが残り、周囲

にもヘラ削りを行っており、東奈良Ⅲに属する面もあるが、明確な

突出平底であるため、東奈良 Iに位置づけた。他の鉢型土器の器種

では、突出平底をもつ形態を確認できるものはなく、底部片では14
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東奈良 1

点検出されている。

他の器種 甑型土器の東奈良 上に属するものは、完形品に近いも

のはないが、突出平底の底部片で214(図版120)を含み 2点のみで

ある。

東奈良 Iの土器群は、小さな平底あるいは突出平底を押しつぶし

たような形態の底部をもつ一群と考えられる。さきの東奈良 1に比

べて器種、土器量ともに増える。

壼型土器 東奈良 Iの平底をもつ壺型土器は、完形品ではC2・ 43

(図版■1)の みである。他の器種では、回縁部等より後述する東

奈良Ⅲより古い要素をもつBl・ B2に、東奈良Ⅱに属すると考えら

れるものがある。Blの二重口縁型壺型土器■ (図版109)は 、壷A

の外反する日縁部に、さらに口縁部を付加したような形をなす。す

なわち、外反する頸部がさらに反り返り、下に張り出しさらに外反

する口縁部をもち、端面で外lRllに肥厚し小さな稜をもつ。B2の装

飾を施す二重口縁には27(図版109)カミ属すると考えられる。27は、

外反する頸部より段をもって大きく外反し端部でより反るが、内面

には稜線が観られない。文様は、日縁部端部外面に円形洋文、段部

外面に円形竹管文を 2個 1対に8カ 所施すが、櫛描支は観 られな

い。この他に国縁部端部が短く立ち上がる、あるいは短く外反し面

をもつ19～23(図版 109)は、いずれも櫛描波状文、円形洋文が施

されている。これらのタイプが、外反する日縁部端部をつまみ上げ

たり、あるいはのばし擬口縁のごとくなしていることから、より古

い要素をもつものと考えられる。

壺 C2・ 43は、体部は最大径が中位にあり、非常に偏平な球形を

なし、日縁部は細い頸部より立ち上がり端部でやや内弯する。外壁

面には縦 。横に細いヘラ磨きを行う。底部は、平底であるが中央部

で凹んでいる。

甕型土器 東奈良 Iの平底をもつ甕型土器は、Al、 A2、 A3に

完形の器種が観られる。A155〔 A256・ 58・ 59、 A354・ 57(図

版 112)カミあげられ、いずれも日縁部は「 く」の字形に外反するも

のと、日縁部内面は外反するが外面に粘土を貼り付け、内弯風に行

ったものとがある。体部は、東奈良 Iよ り最大径が下がり中位より

やや上位に位置し、日縁径を凌ぐようになる。タタキ整形は、頸部

より下位へ全面に行い、器壁の継ぎ目で 2段・ 3段 と方向を変る。

この中で58は、器高に比較し、体部最大径、頸部径が大きくタタキ
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東奈良Ⅲ

目を他の甕より細かく丁寧に行っている。なお平底には、底部の稜

線までタタキを行い小さな平底をなすものと、底部が一度くびれて

張り出す、突出平底を押しつぶしたような形をなす ものの 2種 あ

る。各々に木葉痕、凹部を残すものがあり、いずれも、平底ではあ

るが、小型化あるいは不安定な底部である。この平底底部をもつも

のは、甕底部総数の約5%の 196点を数える。

東奈良 Iに属する他の遺構出土の甕として、H-3-N地 区P一

16の 4(図版 107)が 考えられる。日縁部は外反するが、外面中位

で肥厚する。体部は胴長であるが最大径は中位にある。

高杯型土器 東奈良 Iの高杯は、東奈良 Iよ りも杯部下段ののび

が小さく、上段ののびが大きくなる高杯A■0(図版115)を位置づ

けた。 110は、杯部下段を欠損するが、外面段部で肥厚し上段へ大

きく外反する。しかし、後述する東奈良Ⅲに比較して、杯部の深さ

は浅い。

鉢型土器 東奈良 Iの鉢は、Al、 A2、 A3の器種が観られる。

Al 191・ 192は、いずれも頸部から小さく外反し、器壁外面にタタ

キ整形を行う。 192は、日縁部が端部でやや内弯し、底部も丸味が

ある。A2には、深鉢タイプの197・ 198(図 版■9)と 浅鉢タイプの

199～201(図版同)がある。深鉾タイプは底部より直線的に広が

り、浅鉢タイプは内弯ぎみに広がる。いずれも底部の稜線までタタ

キを行う。A3202～ 204は、いずれも平底の中央が凹んでいる。器

壁外面にはナデを行うが、 203は、内面に刷け目の上に放射状のヘ

ラ磨きを行う。他に底部片が 5点観られる。

観型土器 東奈良 Iの甑は、鉢型土器A2の 同形態のものである。

212・ 215～218(区版120)カミあげられ、器壁外面にタタキロを残す

ものとナデを行うものが多い。いずれも小型の器高10clll前後のもの

である。なお、平底底部は、甑総数の約24%の 9点を数える。

東奈良Ⅲは、底部の意識が薄れる削り底、タタキ底をもつ一群と

考えられる。両底部は、厳密には手法を異とするが、底部の意識が

薄れる点から同一群と考えられる。この一群は、溝 I-3出 土の全

器種が揃い、土器量も増大する。

壺型土器 東奈良Ⅲの壼は、壺自体にタタキロを残すものが少な

く、またヘラ削りを明確に残すものは少ないため、底部のみでの抽

出が困難な面がある。壷Aタ イブとしては、 8(区版 108)を位置

づけた。口縁部は、短い筒状の頸部より外反し端面で僅かに上方ヘ
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肥厚する。体部は肩部が丸味をもち全体的に球形化する。

B19(図 版 108)は、壷として唯一のタタキロを残すものであ

る。国縁部は、筒状の頸部から小さく外反し、さらに段をもって外

反し端部で一層反り、内外面とも稜が明確になる。体部は最大径を

中位にもち、上 。下の張りはやや上段が大きい。器壁外面に 3段に

方向を変えるタタキロを残し、底部にタタキを行い尖底風におさめ

ている。他に日縁部のみであるが、12～14(区版 109)が、口縁部

の稜が明確になる点から東奈良Ⅲに属すると考えられる。B2の装

飾を施す30(区版109)は、Bl同様明確な稜を内外面にもつ。口縁

部は長い筒状
411部から外反ぎみに水平にのび、上段も外反し、端面

は丸くおさめる。装飾は外面に櫛描波状支と円形浮文を施す。体部

は、最大径を中位上にもつ無果花形をなし、外面に細かい刷毛目の

上からヘラ磨きを行い、内面の上部にヘラ削りが観られる。同国縁

部片の25・ 26(図版109)カミ東奈良Ⅲに属すると考えられる。

Clの 中でも最も古い形態をもつと考えられる48が、他の壷 Bl、 2

の体部形態、整形等に共通点があるため、東奈良Ⅲに属すると考え

た。C148(図版 111)は 、直口口縁部が僅かに反り、端部で外面

に小さく折れ稜をもつ。胴部やや下に最大径をもち、より丸味を増

し、外面にやや荒い刷毛目を縦方向に行う。

C3152(図版117)は、底部の稜線にヘラ削りを行っている。溝

I-3出土の小型壷は絶対数が少なく、この直口口縁部をもつもの

が多い。壷型土器の底部片総数 106点 の内、削り底と考えられるも

のは約27%の 29点を数える。

甕型土器 東奈良Ⅱの甕は完形品として最 も多い。A160・ 61

(第20区 )・ 62(図版 112)、 A266(第 20図 )、 A363・ 64(区

版112)が肖1り 底底部をもち、A165(第 21図 )67・ 72(図版■3)

75(第 21図 )、 A268～74(図版 113)が タタキ底手法をもつ。各

器だいずれも、東奈良 Iと大差がなく、口縁部は「 く」の字形に外

反し、一部に内弯風のものと直口風のものが観られる。体部は、最

大径がより大きくなり球形近くになるものと、肩部が張り底部へ細

くなり卵形をなすものがある。外面にタタキを 3段に行い、一部に

タタキの上からヘラ削り、肩部に刷毛目を行うものが観られるがそ

の点数は少ない。底部の削り底手法は、突出平底を数回削ったもの

と平底を削り取ったものがあり、いずれの場合にも、底部の稜線を

ヘラにより数回削りあげて、底部を小さくするようにしている。こ
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第20図 溝Π-3出土土器 斃

の手法をもつ甕底部は、総数の 6%である86点を数える。同様

にタタキ底手法を行う点数は総数の26%の 156点を数え、その

中で突出平底を残して叩いたものが 6%、 平底を叩き小さな底

部をもつものが56%、 同じく傾斜をもつものが17%、 尖底 C丸

底風のものが21%と なる。

この厚手の甕に、底部の意識が薄れ、一部尖底・丸底風のも

のが存在することから、Bの薄手の甕は東奈良Ⅲに影響したも

のとし、 Bの最も古い形態のものを位置づけた。 B83(隠版

114)は、 日縁部が鋭くくびれる頸部より僅かに外反しながら

直線的にのび、端面で僅かに上方へつまみ上げ横ナデ調整を行

う。体部は、最大径が上位にあり、肩が張り底部は尖底風であ

る。外面には細かい右上りのタタキロ、中位から下半に刷毛目

を行う。内面のヘラ削りは、中位上半のみに行い、下半はナデ

を行い器壁も上半が薄く下半はやや厚い。83と 同一形態をもつ

C80(図版 114)は、胎土がBと は異なり、また右上りのやや

太いタタキロを残し頸部の稜もあまり鋭さがないことから、在

地の甕と考えられる。内面ヘラ肖1り を行った薄手の甕の回縁部

破片総数は 137点を数える。その内、東奈良Ⅲに属すると考え

られるBが25点、同じくCが 18点である。

高杯型土器 東奈良Ⅲの高杯Aは、東奈良 Iのそれより新し

く、杯部上段(上半部)の立ち上がりが大きく、杯部が深くなり、

杯部外面の稜の肥厚が小さくなる。Aには杯部上段が直線的に

のびる100～103(図版115)、 同じく肉弯ぎみにのびる106・ 107

(図版同)、 同じく大きく外反する111・ ■3(図版同)がある。

高杯Bは、杯部が 2段に屈曲して広がる。122(図版116)は、

東奈良平の高杯Bに比べ杯部が浅 く、東奈良ⅢのAに近い率を

もつ。高杯 C l17～ 121(図版 ■6)は、杯部下半が内弯し、段

をもって%円形に外反し、口縁部端部で水平近くのび、端面に

稜をもち、杯部口径に比べ深さが浅く、率が同Aに近いため東

奈良Ⅱに位置づけた。高杯Dはその装飾性との関係から、壷B2と

併行期に位置づくと考えられる。124(図版116)と他に小破片が出

土したのみであるが、杯部が段をもって大きく外反し端部でさらに

外反する。杯部端部と底部に円形浮文と河目文を施す。脚部を欠く

が、エンタシス形の柱部、杯部と同形態の裾をもつものと考えられ

る。 124は、胎土から河内産のものと思われる。高杯 Eは、壺 B・
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第21図 溝Ⅱ-3出土土器 1/4

C、 甕BoC等 の新しい器種が東奈良Ⅲに属すると考えた点か

ら、高杯 Eの最も古い要素をもつものを位置づけた。 E138・

139。 141(区版 116)は 、椀部が深く短い柱部をもち、裾部の

広がりが小さく仕上りはやや粗雑である。いずれも他の器種よ

り胎土が精良な明るい色調のものである。

他の遺構出上の高杯Eと して、H-3-G地 区井戸 4号下層

出上の深い椀部をも?やや粗雑な作りの13(図版 107)が、属

すると考えられる。

鉢型土器 東奈良Ⅱの鉢は、Al～ A4、 Bに肖1り 底、タタキ

底が観られる。

Al 193・ 194(図版■9)は、いずれもタタキ底をもち、体

部は丸くなり、器壁にタタキロを残す。A2202(図 版119)も

タタキ底をもつ。A3206・ 208(図版 ■9)に肖Jり 底がみられ

る。206は平底を削り取り、208は丸底風に仕上げている。いず

れもヘラ磨き、ナデを多用する。A4182～ 184(図版 ■8)に

削り底が観られ、182・ 183に タタキロが残る。B179(図版■8)

は、タタキ底をもち、国縁部が丸味のある頸部より外反し端面

に稜をもう、片口を有す。休部は、最大径を上位にもち底部ヘ

なだらかに下る。器壁外面に右上りのタタキを行い、一部にヘ

ラ削りが観られる。内面にはヘラ磨きを行う。鉢Dは、他の器

種と台を付ける関係から東奈良Ⅲに属すると考えた。 鉢D211

(図版119)は、口縁部が僅かに外反し、212(図版同)は 口縁

部内面に稜をもつが、いずれも鉢底部の胎土をのばし、新たに

粘土を付けたし、指なでを行い低い台としている。

他の遺構から出土したものとして、H-3-N地 区P-16の

鉢 3(図版 107)が属すると考えられる。平底底部を削り丸く

した後にヘラ磨きを行うが、全体に粗雑な作りのものである。

観型上器 東奈良Ⅲの甑は、他の器種同様削り底 。タタキ底があ

り、その量も多い。�ゝずれの手法の場合も尖底風に行うため、東奈

良Ⅳのそれとの判別が困難な面がある。削り底を もつ甑 219～ 224

(図版 120)、 タタキ底の225～229(区版同)がある。この中には

225に代表される底部より丸味をもって立ちあがるものと、227の よ

うに尖底風の底部より直線的に立ちあがるものがある。後者は底部

にコブ状の粘土を付けたした後に、ヘラ削りしタタキ絞めたもので

あり底部の厚みが 2 cIIl近 くあるものが観られる。
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東奈良Ⅳ

その他の器種 器台型土器の器台Aは、他の新しい器種同様に、

溝 I-3出上の中で器形の識別できる最も古い要素をもつものを東

奈良Ⅱに属すると考えた。小型器台158～ 160。 164・ 165。 167～169、

172～174(図版 117)は、皿部が深く、端部で上 。下あるいは上方

に肥厚し、脚部は短い柱部から広がり、柱部に貫通孔をもつものが

ある。いずれも皿部に横方向の粗雑なヘラ磨きを行う。

東奈良Ⅳは尖底、丸底の底部をもつ一群と考えられる。ほぼ全器

種に観られ、特に壼型土器が多い。

壼型土器 東奈良Ⅳの壷型土器各種は、底部のみでは判別が困難

なために、東奈良Ⅲより新しい要素を形態、技法等に求めて位置づ

けた。

Bl 10(区版 108)は、日縁部は下段が短く外反し、上段は直線

的にのびより稜が明確になる。体部は、底部を欠くが球形化し、外

面に刷毛目を行う。同15(図版 109)は、筒状の頸部より鋭く屈折

しのび、上段は大きく外反するが浅くなる。B231(図版109)は、

Bl同様口縁部下段が短く外反し、上段は直線的にのび端面に稜を

もつ断面三角形をなす。体部は底部を欠くが、球形をなし肩部に横

方向のヘラ磨き、下位に刷毛目を行う。装飾は、日縁部に竹管文、

櫛描波状文、刻目文を施し、肩部に竹管文・ 櫛描波状文を施す。同

29(図版 109)も 同形態をもつ。同39(図版 ■0)は、形態・技法

よりやや新しい要素をもつものと考えられる。国縁部は短い頸部よ

り大きく折れ、上段も僅かに外反し、全体的に浅くなる。体部は、

肩がやや張るが球形に近い形をなしヘラ磨きを行う。装飾は、日縁

部内外面に櫛描波状文、外面に竹管円形洋文、肩部に断面三角形の

貼 り付け凸帯文、櫛描波状文、竹管文、刻目文を施す。胎土も明る

い色調のものである。また肩部に装飾を施すものに32～ 38(図 版

110)がある。

Clは、日縁部が体部に比べ短く直線的となり、端面を丸くおさ

める。体部は球形・胴長球形を成し刷毛目、ヘラ磨きが盛になる。

49・ 50(図版 ■1)は、日縁端面に刻目文、49は頸部下にも刻目文

を施す。同47(図版同)は頸部に凸帯 。刺突文を施す。同51(図版

111)は、特異な器種である。直口口縁部は、端面で内面肥厚する。

体部は、球形をなし、全面にヘラ磨きを行う。器壁は非常に薄く一

部にヘラ削りを行う。c24は 日縁部を欠くが、体部は肩部がやや

張り下位は丸い。器壁外面にヘラ磨きを行う精製胎上を使用してい
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る。体部中央に焼成後の穿孔がある。C8157(図版117)は口縁部

を欠くが、休部は中位が張る球形をなしヘラ磨きを行う。体部中央

に焼成前の小さな穿孔がある。他の遺構出土のものとしては、H一

3-G地 区井戸 4号のC212(図版107)が あげられる。

甕型土器 東奈良Ⅳの厚手の甕は、A176(図版 ■3)、 A277

(区版同)カミ代表される。日縁部は大きく外反し、体部は最大径を

上位にもち、下位へ丸く細くなる。器壁外面にタタキを行うが、下

位には刷毛目を行っている。尖底底部は甕総数の5%の 23点を数え

る。薄手のBは、87(図版 ■4)が代表され、回縁部は中位外面で

厚みを増し内弯ぎみになる。端面は外面に丸く肥厚する。体部は最

大径を中位にもつ胴長球形をなし、丸底風になる。器壁外面に僅か

にタタキロを残すが、全面に刷毛目を行う。内面のヘラ削りも全面

に行い器壁は薄い。肩部に3カ 所にヘラ痕を施す。同86(図版114)

は肩部に櫛描波状文を施す。薄手の甕口縁部総数 137点の内、東奈

良lWに属するBは 7点、同Cは37点を数える。

甕D93・ 94(図版■4)(甕 E95～97(区版114)の 他地域のもの

は、地域差ならびにその形態、他遺跡の出土状態から東奈良Ⅳに属

すると考えられる。

他の遺構出上の東奈良Ⅳに属すると考えられる甕は、H-3-N

地区 P一 15の 1・ 2(図版 107)、 H-3-G地 区井戸 4号の 8～

10(図版同)があげられる。 2は、日縁部が中位より内弯し端面で

両面肥厚する。 1は雄町13類の中の工泊 6層 と類以し、日縁部端面

が内面肥厚する。 2と共伴関係から東奈良Ⅳに属すると考えた。 8

は、口縁部が鋭い頸部より外反し、端部でやや内弯する。端面は両

面肥厚し丸くなる。 9・ 10は、厚手の甕であるが、いずれも「 く」

の字形に外反する口縁部中位外面で肥厚する。体部は作りが粗雑で

球形をなす。器壁にはタタキロを僅かに残しヘラ磨きを行う。

高杯型土器 東奈良Ⅳの高杯Aは、杯部がより深く、下部が小さ

くなると考えられる。105。 108・ 109・ 112・ 114・ ■5(図版 ■5)

が属すると思れる。脚部は、裾部の段が薄れ柱部より明際な屈曲を

もって広がるものと考えられる。

鉢型上器 東奈良Ⅳの鉢は、Al、 A4に器種が判明するものとし

て丸底風のものがある。Al 195(区 版■9)は、丸底風の底部から内

弯ぎみに立ろあがり、小さくくびれ、口縁部が内弯し立ちあがる。

頸部内面には幅のある稜をもち、外面には底部より放射線上のヘラ
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東奈良平

削りを行う。A4186(図 版118)は、小型のものでヘラ削 りを行

う。底部を欠くが、Bの 18■ (図版118)は、器壁外面にヘラ磨きを

行うことから東奈良Ⅳに属すると考えられる。日縁部は体部最大径

を凌ぎ、端面に刻目文を施す片日鉢である。Dの 212(図版 ■9)

は、東奈良Ⅲのそれより、鉢部が内弯風になり新しい要素と考えら

れるが作りは依然粗雑である。

その他の器種 器台Aは、 175(図版 117)カミ考えられる。皿部

の底部が落ち込み、直線的にのび端部で立ちあがり稜をもつ。脚部

は、接合面からやや内弯ぎみに広がる。皿部は横方向のヘラ磨き、

脚部は刷毛目を行う。

甑230(区版120)は、器壁が薄く底部の整形に刷毛を行う。

東奈良平は底部が完全に丸底化し、器種は少なくなり斎一化が考

えられ、布留式併行期とも考えられる。

壼型土器 東奈良平の壷C245(図版 ■1)は、非常に精良な胎

土であり、薄手に仕上げられている。口縁部は内弯風に立ちあが

り、内面には横方向の刷毛目の上から暗文風のヘラ磨き行う。他に

同口縁部破片が21点出土している。小型丸底靖150(図版■7)は、

河内系の胎土と考えられる非常に良質な胎土を用い、平坦な丸底か

ら立ちあがる浅い体部から、国縁部が直線的にのびる。形態からや

や古いものと考えられる。

高杯型土器 東奈良 Vの高郭は、A■6(図版■5)と B136(図

版116)約ミ考えられる。116は、杯下部が短く水平にのび、極小の段

をもち大きく広がる杯部上段をなす。器壁は細かいヘラ磨き刷毛目

を多用する。脚部は明確な稜をもって大きく広がり、同様にヘラ磨

き、刷毛目を行う。136は、杯部が 2段に屈曲してのびる。脚部は、

裾部に小さな段を残し大きく広がる。全面に細かいヘラ磨 きを行

い、非常に良質の青味がかかった胎土をもつ。E142(図版 ■6)

は、精良な胎土を用い、嗜文風のヘラ磨きを行う。脚部 146(図版

同)は大きく広がり細かなヘラ磨きを行う。いずれも胎土から河内

産のものと考えられる。

他の遺構出上高杯としては、H-3-P地 区竪穴住居跡の7(図

版107)力く属すると考えられる。

器台型上器 器台A163・ 176(図版 117)は 、皿部底部が水平に

なるものと丸くなるものがあり、ヘラ磨きを暗文風に行う。いずれ

も河内産の胎土を用いる。
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器台B177(図版■7)は、底径28clll以上の大形品、内面ヘラ肖1

り、外面に横ナデを行う。器形から退化的なもので青木 VI期に比定

されると考えられる。

鉢A32C17(図 版■9)は、小型品のものであるが、良質の胎上を

用い、ヘラ磨きを細かく行う。

以上のように別けられると考えたが、さきにも記したごとく一括

土器であるため判然としない面がある。しかし、この後の東奈良遺    毎

跡の調査で同時期の多量の土器が出土しており、比較検討を続けて

行きたいと考えているが、今回の資料が今後の在地の土器研究なら     .
びに編年研究の踏台となることを期待する。

注 1 「大阪府枚岡市額田町西ノ辻追跡I地点の上器」 弥生式上器集
成1 昭和33年 小林行雄
2 「岡山県笠岡市高島遺跡調査報告」 昭和31年 坪井清足
3 R亀取県米子市青木遺跡発掘調査報告」 陥和51年 青木遺跡調
査団

一 152-



土 師 器 観 察 表
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土  器  血蘊鵠戸11
４〇

一
１０６

♯ 13

】緩一
ぜ 壺 甕 輩 甕

法

量
　
２

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

21,85

6。 9(現存値)

1欠損のため不明

■.3(反転)
5.8(現存値)

欠損のため不明

15.2(反転)
4.4(現存値)

欠損のため不明

14.95

6.1(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区
F-7-E,F

溝 I― S
F-7-E,F
沼地状落ち巫み

Ⅲ……r一 L,II
輝軍T――R

F-7-E,F
滅手τ――R

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形 外

内

Ａア

蝦
しヽ
彬
賤
　
　
　
　
勝

O緩やわWこ外反、端部で

僅かに外面肥厚。

。僅かにタタキロが城

り、横ナデ

O横ナデ

外

内

る
　

　

　

　

　

ヽ
―

―

―

サ

。丸味のある頸部より、

なだらかに外反し、中

位よりやや内弯、端部

は大きく上へつまみ上

げる。

1横

ナデ

体

部

形 態

文 様

整 形 外

内

O欠損のため不明 様同

ｏ

ヽ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
目

く

な
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

な

ら

　
　
　
　
　
　
　
　
タ

婢
韓
　
　
　
　
　
　
嚇

鏃
螂
　
　
　
　
　
　
動
　
　
デ

肩

に
　
　
　
　
　
　
　
右

　

　

ナ

肩の張らない体形

右上りのタタキロ

肩部に指頭痕

肩の張らない体形

:1不
明

底 部

。欠損のため不明 。欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のkめ不明

色 調

。赤褐色及び灰褐色 O黄褐色 。黄褐色 O淡黄褐色

胎 土

質

。0,1～0,Gの砂粒・石粒・

金雲母を含有

。良好

。0.1～0.3の砂粒多量に

含有

。良好

00。 1～0.3の砂粒を含有

。良好

。0.1～ 0。 3の砂粒を含

。良好

備 考
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|

土  器  血

種 類
摘要

甕 甕 鉢 鉢

法

量
　
昴

径

高

径

径

縁日
器

腹

底

14.8

4。 3(現存値)

欠損のため不明

13.4(反転)
5.8(現存値)

欠損のため不明

欠損のため不明

7.0

3.55

出 土 地 区
F-7-E,F

灌 I一 S F-7-E,F 溝 ]
F-7-E,F

溝 T一 S
F-7-E,F

港 T一 S

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形 外

菌

。頸部より丸く外反し、

中位上よりやや内弯
立ち上がり
肥厚。器高 2.45初。

ナ横こ共

ヽ

―

Ｉ

К

ｒ

ｉ

‐

′

一ア

―

丸

中

部

印
　

　

　

　

ヽ
―

～

―

サ

外面は直線的に伸び、

内面は稜をなし端部は

丸い。

。横方向のタタキロ

。左上りの刷毛目

。頸部より僅かに広がり

やや内弯ぎみ。端部欠

損 `

桜力

　

ｏ

い

る

し

れ

著

思

が

と

化

デ

風

ナ

ヽ

１

１

に

ｒ

ｉ

ｌ

ジ

体

部

形 態

文 様

整 形 外

内

不 明

。右上りのヘラ削り

O肩の張らない体形

Oヘ ラ削り

。不明

。底部より直線衛に立ち|
上がり、中位よりやや

内弯ざみになる。

。右上りのタタキロ

。刷毛目

O底部より大きく広が
る。

。右上りのタタキロ

。ナデ

底 部

。欠損のため不明 O欠損のため不明 。平底
旭ヽさな凹みあり。

。突出平底

周囲壁に指頭痕が残り

中央部に凹みがある。

色 調

O淡黄褐色 。淡黄褐色 。学L灰黄色 O乎し黄色

胎 土

質

。 0.1の砂粒、雲母を含

有

。良好

。
0。 1～0.2の砂粒・金震

母を含有

。良好

。0,1～0.4の砂粒含有

。良好

6o.1～o16の砂粒・雲母

を含有

。良好

備 考

O底部から頸部に力増)て
黒斑
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土  器  h
紳 19

３９

一
・０６ 106     1   12

騨 |

鉢 小型壷 小型壺 小型壺

法

量

儀

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

15.0

5。 95

12.30

丸底

欠損のため不明

6,7(現存値)
8.55

2.95

6.9

8.2

8.0

尖底

欠損のため不明

8,0(現存値)
9.2

丸底

出 土 地 区
F-7-E,F
沼地状落ち落み

F-7-E,F
湾 I― S F-7-E,F 溝ロ

F-7-E,F
溝 I一 N

口

頸

部

形 態

文 様

整 形 外

内

。二段に属曲し立ち上が

り、端部断面は薄く丸
とヽ。

:1共
に横ナデ

。斜め上方に外反。

欠損。

。横ナデ、頸部縦方向の

刷毛目。

O横ナデ

O斜め上方へ立ち上がり
端部でやや内弯。

。横ナデ、頸部に縦方向
の刷毛目。

O横ナデ

。細い頸部より斜上方ヽ

立ち上がる。端部欠|

明不し著化風

ヽ

１

１

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

ヅ

体

部

形 態

文 様

整 形 外

内

。底部より大きく開き、

頸部付近で直に立ち_

がる。

。太い刷毛日と細い用!

目の上に細かいヘラ

き。
。横方向の細かいヘラ

き。

最大径は中位よりやや

上に位置する。肩部も

張らない体形

。横方向のタタキロ、

位にヘラ削り。

。ナデ

。最大径は中位上に

り、それより鋭く折
る。

。肩部は横方向のヘラ

き、以下左から右ヘ

ラ削り。

Oナデ

最大径付近で歪み、

平球形を成す。

明不し著が化風

れ

―

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

ジ

底 部

。丸底 平底

壁面指頭痕

尖底
ヘラ削り

。丸底

。茶褐色

。精良、金雲母を含有

。良好

。淡黄褐色

。0.1～0.3の砂粒多

含有

。良好

。淡灰黄色

。0.1～ 0。 2の砂粒多

含有

O良好

。巻き上げ粘土紐が

1こ力亀る。

。赤褐色

00.1～0.2の砂粒含有

O良好
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土  器  h
紳 113

３９

一
・０６ 紳 115

澱 小型丸底増 小型丸底靖 小型丸底lH 台付鉢

法

量

筋

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

9.25(反転)
3.50(現存値)
6.65

欠損のため不賜

10。 1(反転)
5,45(現存値)
7.2

欠損のため不明

■,1(反転)
5。 4(現存値)
8.2

欠損のため不明

欠損のため不明

6.05(現存値)

7.6

出 土 地 区
II――r―L, II

溝 T一 N F-7-E,F
Ⅲ……1-L, I

濤 I一N
F-7-E,F

溝 I― S

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形 外

肉

で

さ

くしヽ中位コ麟　　　　　　　^ア

動岬『厚する。　　　　　　船

大

や

く

肥

　

　

　

　

１
１
ｔ
ｆ
ｌ
，

斜め上方へ長く外反し

中位で/」 さヽく肥厚し端

部へ薄くなる。

（アナ横こ共

ヽ

１

１

ｔ

ｒ

Ｉ

Ｉ

，

斜め上方へ長く外反モ

中柿 卜よりやや肉弯。

:1共
に横ナデ

欠損のため不明

体

部

形 態

文 様

整 形 外

内

。最大径中位より上にあ

り、肩部はほぼ重直り

下丸くなる。

。肩部横ナデ、下位は用

毛目

。ヘラ磨き

。最大径は上位にある。

。肩部は横ナデ以下風イ[
で不明

。左上りのヘラ痕

。最大径は上位にある。

。風化が著しく不明

。左上りのヘラ痕

O短い柱部からなだらか

に開き、裾部r・ /」 さヽな

段をもち端部は稜を有

す。

。ナデ

O ttuEE目

底 部

。欠損のため不明 。欠損のため不明 欠損のため不明

色 調

。淡黄灰色 。淡黄灰色 。やや赤味のある淡

色

。淡赤褐色

胎 土

質

。0.1～ 0。 5の砂粒・雲母

含有

。良好

00,1～0,7の砂粒・

を含有

。良好

。0.1～1.0の砂粒・雲

を含有

。良好

。0.1～0,2の砂粒・

を含有

O良好

備 考
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39      1        1     39
土  器  血 |    117

106  1 ~ 1  106

小型高杯   1    器 台    1    高 杯

欠損のため不明

7.5(現存値)

13,9

欠損のため不明

6.55(現存値)

11.85

欠損のため不明   1 欠損のため不明
5.25(現存値)  1 6。 5(現存値)

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

-7-EttT_s l F-7-E,F
I― ―

欠損のため不明

。なだらかに広がり、裾

部でやや内弯し、端部

は内面に肥厚する。

。3孔

O短い柱都よりなだら
に広がり、裾部でや

内弯ぎみになる。

。大きく開く脚部 。やや裾広がりの柱部よ

り大きく広がる裾部。

04乳

。縦方向のヘラ磨き。

。ナデ

脚

整 形 外 |。 縦方向のヘラ磨き。 。縦方向の細かなヘラ

き、端部は横ナデ

。端部は横ナデ

。風化が著しいがヘラ

き。

。刷毛目内 トナデ

底 部

色 調
　
　
一土

ド
髄

胎
。
0。 1～ 0.4の砂粒

。良好質

備 考

|。

淡黒褐色

|

|

出 土 地 区 I F-7-E,F

欠損のため不明   1 欠損のため不明欠損のため不明

整 形 外

内



土  器  No 紳
|

106
1

種 類
橘要

高 杯 高 杯 高 杯 甕

法

量

働

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

欠損のため不明

8.2(現存値)

10,2

欠損のため不明

6.15(現存値)

8,75

欠損のため不明

7.45(現存値)

8.2

13.7

21.2

19,2

丸底

出 土 地 区 F-7-E,F F-7-E, F F-7-E, F
沼地状落ち込み

H-3-N P-15

態形
。「 く」の字形に外反し

端部より短く直立、国

縁端部で折り返し内面

肥厚する。器高2.g傷 。
。直立する国縁外面に、

細い櫛描直線文を施

す。体部に施す刷毛目

と原体は同じものと思

われる。
°

1横ガ

|

。最大腹径を中位にもち

肩部はやや張り、やや

胴長の球形をなす。

O器壁の厚み 0.3～ 0.4:

切

1 縦方向の
ヘラ削り。

|。

丸底

|

欠損のため不明 欠損のため不明   1 欠損のため不明

ド

熱 色

 1触

褐色

[頗
褐色

[畑
茶褐色

|   |   |   |
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土  器  No 2 3 4 5

設 甕 鉢 寮 士霊

法

量

(磁 )

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

16.1

10,6(現存値)

}欠損のため不明

14.35

8.0

2.9

13.4

21,4

18.0

3,2

14.4

11,15(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区 H-3-N P-15 H-3-N P-16 H-3-N P-16 H-3-N P-19

口

頸

部

態

様

形

文

整 形 外

内

°

丁舞磐挙唇}鶴累ほ:|
両面に肥厚し、角張っ

て終る。
。内面は、内弯するが、

顎部の稜は明確でな

い 。

Ａアナ横

ヽ

Ｉ

Ｉ

ｔ

ｆ

ｌ

‐

ジ

体部より直すぐ立ちあ

がり、口縁端部は非常

に厚く 0。 7肋あり。断

面三角形。

き

明

磨

不

ラ

ど
、　
ヘ

し

の

著

向檸筋
ｎ

風

く

ヽ

１

１

ｔ

ｒ

ｉ

‐

ヅ

。外面は外反するが、中

位で肥厚し、端部へ薄

くなる。

ブ^ナ横

ー

ー

ー

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

ヅ

。肩部より斜上方へ立ち
あがり、中位上部より
やや外反し、端部外面
におヽさな稜をもつ。

明不し著カ風

ヽ

―

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

ヅ

坤　　　坤　　　効　　菌　一
一

部

こめ

辟酢灸墾暑色
|

惟オ解

考備

―-160-―
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土  器  配 7 8

脚 鉢 高 杯 甕 甕

法

量

(助 )

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

33,05(反転)
18,8(現存値)
33.9

欠損のため不明

15。 4(反転)
13。 7(現存値)
22.9

欠損のだめ不明

13.7

20,9

19.8

丸底

出 土 地 区 H-3-N P-8 H-3-P 竪穴住居跡 H-3-G 井戸4号 H-3-G 井戸4号

口

頸

部

（杯

部
）

整 形 外

内

態

様

形

文

。小さくくびれる頸部か

ら小さく外反し、端部

は角張り終る。

ア^ナ横

ヽ

１

１

に

ｆ

ｉ

ｌ

′

。小さな杯下部に小さな

稜をもち、外上方へ立

ち上り、中位上部より

やや内弯する。杯端部

は小さな面をもち、薄

く断面は丸い。

O細かな縦方向のヘラ磨

き。

O不明確であるが、細い

縦方向のヘラ磨き。

。
「 く」の字形に鋭く外

反し、中位上部よりや

や内弯し、端部は両面

肥厚し、魁ヽさな面をも

O頸部内面は丸くおさめ

ている。

４アナ横

ヽ

―

―

に

ｒ

ｉ

‐

ヅ

。
「 く」の字に外反する

外面中位でわず力Wこ肥

厚する。口縁端部やや

反り丸くおさめる。
。中位に継ざ目があり上

方よりかぶさってい

る。

デナ横

ヽ

―

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

‐

夕

部
|

底    部

I T首慕幾乞!上
は夕歩

|°
自魯ξ量悟捻雪脅云:
10欠損のため不明

|

|

|

。鋭くくびれる頸部から

肩がやや張り、胴長尭

と考えられる。

O頸部付近は横ナデを油
し、肩部から縦方向用

毛目の上より、横方膊

の刷毛目。
。頸部付近は横ナデ、原

部は右上 りの今ラ肖

り、中位は横方向ヘラ

肖」り。

O欠損のため不明

O体部は、歪んでいるた

め、最大腹径は中位下

にある。

左右非対称の上に、底

部外壁にも継ざ目が明

確に残り、荒い仕上げ

である。
O頸部は横ナデ、肩部以

下は右よりの荒いタタ

キロの上にヘラ磨き。
。中位上段に横方向のヘ

ラ削りと思われる砂粗

の移動が観られる。

O丸底、ヘラ磨きを施す

が凸凹が残る。

|。

淡黄褐色
|。
淡灰色

綿
　

一

。０，
・の砂粒
　
　
　

。良好

　

一

陥
‐
‐
雁
ピ
‐
‐
‐
‐
―
庁
―
ｌ
ｔ臨

。杯部端に黒粒あり。 |
|

|

00。 1～0.2の砂粒を含

O良好
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土  器  醜
４．

一
１０７ 107 11

種類
摘要

甕 甕 士霊 腕型高杯

法

量

(働 )

径

高

径

径

縁国
器

腹

底

14.1

22.9

22.4

丸底

13.8

13.25(現存値)
15。 9

欠損のため不明

欠損のため不明

12,3(現存値)
15.0

2.1

11.45

6.2(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区 H-3-G 井戸4号 H-3-G 井戸4号 H-3-G 井戸 4号 H-3-G 井戸4号

口

頸

部

（杯

部
）

様文

態形

整 形 外

内

。
「 く」の字に外反し、

中位よりさらに反り、

端面は丸い。外面中位
でわずかに肥厚する。
。中位に継ぎ目があり上

方よりかAさ ってい
る。

〓デナ横

ヽ

―

―

―

＞

―

―

―

ジ

。頸部は「 く」の字形を

成し、内弯ぎみに立ち

上がる。端部断面は丸

い 。

（アナこ共

ヽ

―

―

―

＞

―

―

―

プ

欠損のため不明

。杯下部より、緩やかな

カーブをえがく。
O端都断面は丸い。

。ヘラ磨き

。縦方向のヘラ磨き

質

。体部は、口縁部に比べ

て大きく。最大腹径も

非常に大きい球形に近

い形を成す。
O外壁表面に賜瞭な輪積

痕が残っている。

Ⅳ軸 甲廟色 ピ綿色 Γ髄|   ||  |   |   |

卜外面転 部帥 引

  
「
邸 付近に黒斑別

|1言    _   |

一
|

考

|

|

備
　
　
　
一

外面底部に黒斑

― 162-



土  器  NO 1
108     1   4

騨 董 A 壺  A 壺 A 壺  A

法

量
　
働

径

高

径

径

縁日
器

腹

底

15.5

3,95(現存値)

欠損のため不明

23,1

6.6(現存値)

欠損のため不明

17.9

6.0(現存値)

}欠損のため不明

15,8

5。 45(現存値)

}欠損のため不明
出 土 地 区 H-3-G ttH-3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝ロー 3 H-3-G 溝コー 3

口

頸

部

態

様

形

文

整 形 /pl

内

O筒状の頸部に水平に開

く日縁。口縁端はつま
み上げられ、外面に稜

をなす。器壁が日縁部
は厚し鞘 、ゞ 頸菩mゝら肩

部にかけて器壁は薄く
なる。
O口縁端部の稜に3本の

凹線文。
。横ナデ

。縦方向の刷毛目の上か

ら横ナデ。

。少し広がる筒状の頸部
に緩やかなカーブで水

平に開く口縁、国縁端
は立ち上がり、下位に

張る稜が有る。器壁は

厚くしっかりした日縁

部。

。国縁部は横ナデ。頸剤
は縦方向のヘラ磨き。

O口縁部は横ナデ、頸菩「

はヘラ痕有り。

。筒状の頸部に緩やかな

カーブで水平に開く口

縁、口縁端はつまみ上

げられ、外面に稜が有
るが、横ナデのため

か、凹んでいる。
O外面稜に刻目が一周す
る。
O頸部は粗雑なヘラ磨
き、口縁は縦方向の刷

毛目。国縁端は横ナデ。
。頸部・口縁部ともに横
ヘラ磨き。

。筒状の頸部に外反する

日縁、口縁端部はつま
み上げられ外面に稜を

有する。

。頸部は、左上りの刷FE

目の上から縦方向のヘ

ラ磨き。口縁端は横ナ

デ 。

。顕部は刷毛目が少し霧

り太いヘラ磨き、国疹

部は横ナデ。

形  態

体

様

欠損のため不隅 欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

整 形 外

内

|

部
|

|

|

底

O欠損のため不明

|。

欠損のため不明 。欠損のため不明

一

―

|

調

|°

淡茶褐色

10淡

黄茶褐色

|

。淡茶褐色

。は卜 儀拗 堺 蛤 有

10良好

|

。外面全体に煤付着。

J



土  器  血 5 6 7

種類
結要

重  A 壺 A 壺  A 壺  A

法

量

(効 )

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

24.5

8,S(現存値)

欠損のため不明

16.0

25,9

25.4

4.8

欠損のため不明

23.G(現存値)
23.0

4.15

14.1

16.35(現存値)
24.3(現存値)
欠損のため不明

出 土 地 区 H-3-G 溝コー 3 H-3-G ttΠ-3 H-3-G ttΠ -3 H-3-G 溝Ⅱ-9

口

頸

部

整 形 外

内

態

様

形

文

D筒状の頸部に外上方ヘ

広がる口縁、口縁端は

立ち上がり外上方へ向

いている。口縁部と頸

部の接合面には粘上の

歪つな痕が残っている
。口縁端面に櫛描波状文
。国縁端は横ナデ、他は

縦方向の刷毛目に接合

面には横方向のヘラ磨

き。
O横方向の刷毛目の上か

らヘラ磨き。

短い筒状の頸部に外反

する口縁、口縁端は外
上方へ立ち上がり、外

面には斜めに稜を有し

断面は丸い。

横ナデ

頸部には横方向の刷モ

日、上位はヘラ磨き、

国縁端は横ナデ。

口縁部は残っていない

が、筒状の頸部から外

反する国縁部と思われ

る。

。頸部に横方向刷毛目と

縦方向の刷毛 目が雰

る。
O横ナデ

喋競醐る。辣難辮

態形

欠損のため不明

。欠損のため不明

即
編

~~甲
議 戸

¬

O淡灰黄色

O肩部よりまる味をも

て落ち最大径がやや

位にある。

O縦方向のヘラ磨き。

。肩部より下位は横ラ

の刷毛目

。欠損のため不明

。外面一茶褐色

内面―淡灰色

土

10“

l-0・ 勒 砂粒を含

]Oを書言
退客慾採r露劉

°

修禦

耳の碗

良      |

00.1～0,3の砂粒を合

質

卜

好

膵

揮

良

卜

好

卜

好

陥 差| 
¬ 鞣 離 無 7q智

溺 峙
判
飩 駅 購

|           1 炉ぞ包みの跡が残って|

狙__■____L ド
…
1

―-164-



土  器  No 9

４３

一
・０９

騨 壼 B〕 壺 Bl 壷 BI 壺 Bェ

法

量

(肋 )

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

(現存値)

のため不明

。
４

・
２

・
２

損

２．

２３

３５

欠

20,9

8.25(現存値)

欠損のため不明

17.15

6.06(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区 H-3-G ttΠ -3 H-3-G ttΠ-3 H-3-G ttE-3 H-3-G 溝ロー 3
。二重口縁。長い筒状C
頸部から

~ド

段1ま /」 さヽく

反り、上段は大きく辰

り口縁端部は水平近く
のびる。閥面は段がな

く外反す るのみでカ

る。

。二重口縁、筒状の頸譜

が外反し、上段は少 (

立ちあがり外反する。
国縁端部に稜がある。

形

文

整

　

一形

文

整

‐

口
‐

‐

到

‐

引

‐

一‐
‐

体‐

‐
‐

‐

部
‐
‐

‐

様

形 外

内

共に口縁部は横ナデ

頸部は横方向刷毛目

蕪愁融鋼絆鞠岬
°

喬写をタタキで尖底に

°欠損のため不明

二重口縁。頸部より!

反し、上段も大きく|

反する。口縁端部は

位に肥厚し、稜を有

る。

O口縁即は横ナデ、頸部

は縦方向の刷毛目。

O細かな横方向ヘラ磨き

|。 欠損のため不明

欠損のため不明

。二重口縁、筒状の頸部

から短く大きく反り、

上段は僅かに外反す

る。口縁端部は小さな

稜をもち丸く終る。

。上段は縦方向のヘラ雇

き、下段は横方向のハ

ラ磨き。
O風化が著しく不明

|。 欠損のため不明

欠損のため不明

厭髯ょ玄Fを
1回たた

|

。黄灰褐色

|°

量難瘍緬朝引

。茶褐色 。茶褐色

。 0.1の砂粒を僅かに

有

O良好

。暗茶褐色

。
0。 1～ 0.6の砂粒、

を含有

考

|

|

°
漁寝こ零凧写饒恙正撃

|

ιttΥ哲夢塚稼覆争
鳳

| をつけたしている。 |

-165-
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土  器  No 終‖巧1硼 1弱
樫 叙

摘要
壺 Bl 壺 Bl 壺 Bl  l  壺 B3

法

量

(肋 )

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

18.75

4.45(現存値)

欠損のため不明

20.95

4.S(現存値)

欠損のため不明 手をみ細
||と
を細

H-3-G 溝Ⅱ-3 1H-3-G 溝ロー 3出 土 地 区 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G ttH-3

口

頸

部

形  態

文  様

整 形 外

内

。二重口縁。下段は水坪
近くのび、わずかに月e

厚し上段は直線的にα

びる内面にも明確なB
がある。

。風化により不明

。上段は、縦方向の細カ

いヘラ磨き、下段は程

。二重口縁。下段は大き

く外反し、外面にわず

かに肥厚し、上段も大

きく外反する。口縁端

部に稜を有する。内面

はわずかに段をもって
外反する。
。上段は、横方向の刷モ
目の上から粗雑なヘラ
磨き。下段は縦方向¢
刷毛目の上からヘラ燿
き。

二重口縁。外上方へ直

線的にのびる口縁に、

中位外面に三角の凸帯

を付け二重口縁とした

もの。

1會 !こ
横方向のヘラ殖

にわず
段も大
縁端|

内面|
て

横方向の刷毛

の

磨

下段は横 横方向の刷毛目の上か
方向のヘラ磨き。  | ら縦方向のヘラ磨き。

平

肥

の
段

水

に

に
な

|れ る。

トヤ
ー

体

文  様

整 形 外

内

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

|

底

|。

欠損のため不明

   
「
災損のため不明

   ド
欠損のため不明   。欠損のため不明 一　

　

　

一
調 |°

暗茶褐色

|

|

菩巨 |

|       |

|                 |
|           |

。茶褐色 。淡茶褐色
|。
外面―青黄灰褐色

1 

内面一淡赤褐色

土 卜 0.1～ 0。 2の砂粒を含有
。0.1～ 0。 2の砂粒を含有 00.1～0.2の砂粒を含有 。0.1～ 0.3の砂粒を含有

|    |    |    |
卜良好

|。

朗   |。 朗   10良 好

|     |     |     |

』 F購
°

|

胎

質

一

備

　

一

―-166-



土  器  No
109     1   20

壺 B3 壷 Ba 壺 B2 壺 B2

法

量
　
働

径
高

径

径

縁口
器

腹

底

18,75

6.25(現存値)

欠損のため不明

16.5

6.65(現存値)

欠損のため不明

12.75

3.0(現存値)

}欠損のため不明

15,95

3.5(現存値)

}欠損のため不明
出 土 地 区 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G ttE-3 H-3-G 溝Ⅱ-3

口

頸

部

体

態

　

　

　

様

　

　

　

外

　

　

肉

　

一
態

形
　
　
　
　
　
一

‐形‐
‐
‐
膵
‐
―
―
ェ応障
‐
‐
‐
」
膨

|°震言F憲法語粛農事管
O外上方へ大きく広が

り、端部は上・下に大
きく張 り出し稜をな

欠損のため不明欠損のため不明欠損のため不明

文  様

整 形 外

内

欠損のため不明

底

有含を粒砂の０つ卜
　
　
　
好

０
・
　

　

良

土

。内外共に煤付着   |

|

|

|

|

考

|

|

色

胎

質

_■___J____J

一　
　
　
備

|

|
|

一-167-―



土  器  血
十 123

種 類

摘 募 壺 B2 重 B2 壺 B2 壺 B2

法

量
　
勁

径
高

径

径

縁口
器

腹

底

19.3

2.3(現存値)

1欠損のため不明

19,15

2.5(現存値)

1欠損のため不明

17.4

3.7(現存値)

欠損のため不明

34.2(反転)
3.7

欠損のため不明

出 土 地 区 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝ロー 3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝Ⅱ-3

口

頸

部

整 形 外

周

態

様

形

文

。口縁端部のみであるが

水平近くのびる国縁、

口縁端は上に立ちあが

り、下にわずかに張

り、稜を有する。
。稜、上下端に刻目を施

し14本の櫛描波状文と

3個 1対の円形竹管文
を施す。

:1不
明

。二重国縁。下段は大き

く外反し、少し下に張

り出す、上段は短く外

反し端部は外面に肥厚

する。
。4本の櫛描波状文と2

個 1対 の円形竹管浮

文。

O横方向の刷毛目。

。二重口縁。下段は大き

く外反し、小さく下に

張り出す。上段は短

く、少し立ち上がり端

部で反り、端部は僅か

イこ夕1面月巴厚する。
。5本の櫛描波状文。

。口縁端部横ナデ、下段

は縦方向のヘラ磨き。
。口縁端部横ナデ、一剤

刷毛目、下段は横方直
のヘラ磨き。

。二重口縁。下段から大

きく外反し、上段も外

反し、端部に稜を有す

る。
。稜外面に 3本の櫛描波

状文。上段外面に 8本

の同文と5本の同直線

文。内面端に 9本の同

波状文。

。横方向のヘラ磨き。

体

形  態

文  様

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

。淡赤茶褐色 。外面一淡青黄福色

内面―淡灰褐色

。0.1～ 0。 5の砂粒、石

を合有

。良好

抑　　　　　一髄

ω　　　　　一卿

底

色
　
　
一胎

。欠損のため不明

00.1・ 0.2の砂粒

。良好

含を粒砂のＯＤ卜
　
　
　
好

０
，
　

　

良

有

。欠損のため不明

―-168-



ド
‐
」
‐
‐‐体

。二重口縁。下段は広く

外反し、上段も大きく

開く、端部は断面三

形を成す。

欠損のため不明欠損のため不明 欠損のため不明

形 外

内

底

「
~~~~~~~~~―

|

1   質   卜良好        。良好
|     |       |

「
下�雨置下

~

|

1備

粒砂の９中卜
　
　

好

０
。
　
　
良

雲粒砂の
メ

・生‐”０舗

欠損のため不明

硼  1弱 1 硼  1囲 1 硼  1肝 1 硼  1困

壺 B2  1  壺 B2  1  壺 B2  1  壺 B2

19,0

2.7(現存値)

}欠損のため不明

16.6

4.0(現存値)

)欠損のため不明

17.3

7.1(現存値)

欠損のため不明

23.1

5。 1(現存値)

欠損のため不明

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

出 土 地 区 IH-3-G 溝Ⅱ-31H-3-G 溝Ⅱ-31H-3-G ttH-31H-3-G 溝コー 8

。二重口縁。肩部より大 。二重口縁。下段より外
きく反り曲り、上段1 反し、上段は中段まで

は、中位まで外反し上1 立ちあがりさらに大き

部は僅かに内弯ざみに| く外反する。端
のびる。      | を有する。菌面は段な
O外面には、 8本の綺描| なく外反し端部でより
波状文 2帯 と4本の同1 反る。

旱縦とフ〔尋:旱普;とξを音:fil①勢啓騒媛i鶉

:1奮粍が著しく不明
 |:種

`ヨ

宕三;i:警::

。二重口縁。下段は外
し端部で下へたれる。

様唾標轟:
1 彗研奮尋よ選魚含
部

。内面端部に 7本の櫛
演状文。

:1共
イこ横ナデ

。欠損のため不明 O欠損のため不明

L_____―― ――――――――――――
―-169-

。内面に煤付着



土  器  NO

諌 鷲 壺 B2 壺 B2 壺 B2 壷

径

高

径

径

縁日
器

腹

底

法

量

翻

19.8

3.95(現存値)

欠損のため不明

21,G

26.1(現存値)
27.5

欠損のため不明

19,3
口縁器高 5.D(ヨ
体謝1器高19。 2(王
33.9
欠損のため不明

欠損のだめ不明

4。1(現存値)
22.8(現存値)
欠損のため不明

出 土 IIL区 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝エー 3 H-3-G 滝エー 3 H-3-G 溝エー 3

|1文 様

態形

。最大径は中位にあり

上・下が同じ張りをもち

球形を成す。

。肩に12本 の櫛描波リ

文。40ケ所の竹管文。

欠損のため不明

。肩部が張る。

OG本の櫛描直線文と 5
本の同波状文各々2帯

欠損のため不明

1奈 8目審嬢嚢子
帯、1

日鋭デ

‐

　

　

磨

‐

| |    |         1毛 目。      |

「
~

|   |
「 幕 つ

¬   |
|         |

|。 赤褐色一部黄褐色

。縦方向ヘラ磨き。

。横ナデと一部ヘラ

き。

|。

欠損のため不明

。精製粘土

。良好

1色

    調
1 
呂を:

1戸
~#唖

|

|。

推誉磐

姥の砂粒移

鼻

Oを

多望避客薯ダ

・石

HO眺

1判・2の砂粒含有

L盈_[fΨ昆___!麟   |°
財

l       i           l           l。 薄く煤付着

|   |    十    1
備    考 |       |       |
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土  器  胤
+134

種 類

摘要
堕 壺 壺 望

法

量

勤

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

欠損のため不明

4.0(現存値)
22.7 ( 〃 )
欠損のため不明

欠損のため不明

13.3(現存値)
23.65( ″ )
欠損のため不明

欠損のため不明

7.2(現存値)
30.0( ″ )
欠損のだめ不明

欠損のため不明

4.3(現存値)
19,05( ″ )
欠損のため不明

出

口

頸

部

土 地 区

形  態

文  様

整 形 外

H-3-G 溝ロー 3

欠損のため不明

H-3-G 溝ロー 3

欠損のため不明

IH-3-G 溝Ⅱ-3

欠損のため不明

H-3-G ttΠ -3

欠損のため不明

|。
筒状の頸部より

| る丸い器形

。肩が張 り丸い器形

。10本の細かい櫛描直線

文と12本の同波状文

。頸部は横方向のヘラ

き。体部は縦方向の

ラ磨き。
。風化が著しく不明

。欠損のため不明 。欠損のため不明

O肩の張らない

かな器形

状文 2帯、 9本の同直

線文、 7本の同整 形 外

内

。不明

。横ナデ

|。 欠損のため不明

|

部
|

|。

青黄褐色

十

|

|。

淡黄灰帽色

|

|

。0.1～ 0.7の砂粒、



45

110

17.75

23。 1(現存値)
24.95

欠損のため不明

欠損のため不明

6.1(現存値)
21.4 ( ″ )
欠損のため不明

欠損のため不明

10。 85(現存値)
23.55( 〃 )
欠損のため不明

24.6

19.1(現存値)
29.6

欠損のため不明

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

H-3-G ttH-31H-3-G 溝ロー 3出 土 地 区 IH-3-G ttH-3 H-3-G 溝Ⅱ-3

形  態

欠損のため不明 欠損のため不明

整 形 外

。筒状の頸部から、肩

張らない、なだら

落ちる器形。

文  様 。6本の櫛を押した
文、7本の櫛描直

各々 3帯。

。不明

。頸部横ヘ ラ磨 き、

部、ナデと刷毛目。

底    部
|°

欠損

|

1上_弘 ___

二重回縁。短い筒状の 。やや肉傾し立ち上

霞碧讚:舞贋与褐告と1 旨:岳蛋温「話響乙
Ⅲ面が外方へ肥厚緩やかなカーL

する。
O外面12本の櫛f

と2個 1対のF
りの細かな刷毛目浮文。内面12カ

から、縦方向のヘ状文を2帯。

き。頸部下段に横。縦方向のヘラ房

。肩の張らない球形を

す。

。11本の櫛描波状文 4

と同直線文 1帯

方向のヘラ痕。
O横方向のヘラ磨き  O横方向の刷毛目。

。肩部がやや張り、最大

径は中位、緩やかなカ

ーブをもつ。

。緩やかな肩

やや張り、丸い器形。

。肩部に断面三

をはり付け、刻目文、

4個 1対の竹管文4カ

部

整 形 外

内

|。
不明

曽。曲艦醜
。欠損のため不明

   |。
欠損のため不明

「
~〒紆~呼証~ 乳黄褐色、赤褐色 。乳黄褐色

|

― ― ― ― 一 ―

|

|

|

。0,2～1,0の砂粒、

を含有

。良好、軽量の質

。
0。 1～0.5の砂粒、石粒

多量に含有

。良好

―-172-
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土  器  配
11刊 1翌

設 壺 壺 壺 C2 壺 C2

法

量
　
勁

径
高

径

径

縁口
器

腹

底

欠損のため不明
19。 98(現存値)
27.1

4.6

欠損のため不明

22.9(現存値)
30。 3

4.5

8.05

17.35

17.55

3.5

欠損のため不明

13.65(現存値)
15.05

2,15

出 土 地 区 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G ttH-3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝巨-3

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

体

形  態

文  様

整 形 外

内

形  態

文  様

整 形 外

欠損のため不明

最大径が中位にあり六
きい、肩部が張り中位
で丸味を増し、下位イ]

張りがない。

中位まで右下りのヘ

座 黄、 下 持 ι主嘲 Kヘ

肩部が張り、最大径の

甲位で一層張る扁平な

形。

|°鉄斌雛筵4邁呼

°
§喜聾:ど諄H
い る。       |

|

。最大径まで右下りのへ 。上位・下位は縦方向
のヘラ

。口縁、頸部は欠損

。横ナデ (頸部)

。最大径は上位にあり
が少し張り、下位は
くなる。

。右下りのヘラ磨き。

翻 ;:下
位 は一部 ヘラ

号覇 ュ:下
位 は一部

O右下りの刷毛目の上力‖
。右下りの刷毛目の上父

ら横方向のヘラ磨き。| ら横方向のヘラ磨き。

O突出平底      。平底

手ぞよこ3ゼ宅よ玄FI 言至gi臼党辱ば宏デ占|
| りを削っている。  |
|           |
。淡青黄褐色

基|。
右下りのヘラ磨き。

|

10細かな横方向の刷毛目

中位は横方向

っている。 】項中央部が自然に凹み肖引 囲りがよく磨かれてし
るため丸底に近い。
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上  器  血

種類
摘要

壺 C2 壺 C] 壺 Cl 壺 Cl

法

量

働

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

9,65

16.0

12.9

丸底

15,1

7.5(現存値)

1欠損のため不明

13.35

18.8(現存値)
28,8

欠損のため不明

12.65

25.0(現存値)
25,95

欠損のため不明

出 土 地 区 H-3-G ttE-3 H-3-G ttΠ -3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝Ⅱ-3

アド¬
痴~F F難

一巌
　
　
　
　
靴

―-174-―



土  器  比
46

111

澱 壺 Cl 壺 Cl 壺 CI 甕 Al

径
高

径

径

縁日
器

腹

底

法

量
　
働

13.35

23.0(現存値)
23.85

欠損のため不明

13.1

29.9

26.9

尖底

15,1

26.9

23.0

丸底

17.0

23,7

20.1

4.1

出 土 地 区 H-3-G 溝コー 3 H-3-G 溝亘-3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G ttH-3

様文

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

態形

整 形 外

内

O外上方へ小さく外反卜肩部より直線的に短く

。を尊:;|:::ζ31拿拿13邑与§!二中
習仔

刻 目文 が一 周す

1 

周す る。

|°
管理ワ宴:」
毛目の上力

|。轄再尾窓畠Z雷島常」整。横ナデと横方向の刷毛1 目が残る。
島2★9建百Fに
縦
¬
。横方向のヘラ磨き。

。外上方へ広がり、中位
でやや内弯し、端部で

僅かに内弯し内面肥厚

する。

。端部は横方向、他は縦
方向のヘラ磨き。
。端部・頸部付近は横方

向、他は縦方向のヘラ

磨き。

が

に

に

る
周

外

リ

ム
稜

端

す

　

　

れ
―

―

―

サ

。肩部があまり張らず O頸径が小さく、最大径 。最大径は中位にあり、
い体部、下位が が中位にある丸い器形1 肩から緩やかに落ち、
る。 下位は急激に小さくな

る。器壁は薄い。
ぽ怠景蟹魯蜂釦

。肩部は横ナデ、以下右|
上りのタタキロ2段。

|

:横

方向嚇唯
l_」

O突出

木葉痕
壁は非常に薄い。 れるあ

る。

|――――――――――■―――――――――一―一 一―■―一――
―
― ――――          ―

「 】
騨 ド錦色r錦 ド難

1弔

―十一五
下璽訂      

了顧面痴を多
ョ
O絶

i選塾躍措 ¬
°
0・卜0'3の砂粒を含有

康
湘
粗

ヵ

底

ヽ
と

平

痕

あ

ムう

い軸厳
|。

淡黄茶褐色

|

|。 淡黄灰色
|

|°
滋埜冨推麓83響 i!?°曇働写啓t蜜翼埋|と多

F計  | |~~l柳
汀

|

|
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土  器  醜

殺 甕 Al 甕 As 甕 Aェ 甕 A3

法

量

働

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

15,15

17.95

15.85

3,7

11.55

14.1

12.35

4.8

14。 1

20。 1

18,7

3.2

12.0

14.4

13.5

3.6

出 土 地 区 H-3-G 溝コー 3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝コー 3 H-3-G 溝Ⅱ-3

Ⅲ反し端卜「 く」の字に外反、中
O頸部のくびれが小さく

用の

鰤横ナデ。
に
他

　

デ

期
目、　
僻

（アナ横こ共

ヽ

―

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

ヅ

ア^ナ横こ共

ヽ

―

―

に

ｒ

ｌ

ｌ

ジ

ハアナ横こ共

ヽ

１

１

に

ｒ

ｉ

ｌ

，

外

　

　

内

形整

°
写書悠霙ん写ちケア攣十霞翫浄宅急名ittf彗
目2段。      1 蔀ヘラ磨き。

1舶
目

  iOナ
デ

  _________

|°ξ;蚤長野方渤甘
°
壬写晋療亀翌:::寸
°
Й蚕轟姦「液

引
蝉
1継
緞

1鷺蝉 引

目

り

キ

上

夕

右

ｏ

夕

は

き

の

近

磨

り

付

ラ

都
醐
絲
ガ

以

タ　ヽ玄や

一ア
す

ナ

化

‐
‐
‐
‐
鋼

る。‐
ョ

る。
‐

‐‐
庁
―
とば
Ｌ
Ｉ
陥

|。
淡茶褐色

調
|

|
|

|。 淡茶褐色

|

|

|。 底部に黒斑
|

|

|

|

|

|

|。
淡責福色

|
|

。0.1～ 0,3

卜好
|。 底部のみ煤付着

|

|。
淡灰茶褐色

|。

内娯 叫 鱚

|

|

|__
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土  器  血
肝 159 魏 戸 160

騨 甕 A3 甕 A2 甕 A2 甕 A2

法

量

(効 )

径

高

径

径

縁日
器

腹

底

18.4

17.4

19,9

3.45

12.8

17.2

15.5

3.2

出 土 地 区 H-9-G 溝亘-3 H-3-G 溝コー 3 H-3-G ttE-3 H-3-G 溝ロー 3
形

耶文　
　
　
　
整

頸

部

体

1文

形 外

内

態

様

。外反し立ち上がり、

位よリー層反る。

。頸部に縦方向の刷毛

目、横ナデ

。横ナデ

。最大径が中位の上にあ

り、器高より腹径が大

きく、頸径 (15.5)も

大きい鉢に近い形を成
す。

Oゆるやかに曲折し、外
上方へのび、端部でよ

り反り、断面は丸い。

。頸部の一部にタタキロ
が残る。横ナデ

O横ナデ

。最大径が中位で、上位
と下位の張りが同程度
で、ずんぐりしている

。外反し、中位で厚みを

増し、端部で一層反

り、外面に僅かに稜あ

り。

。最大径は上位の肩部近

くにあり、胴部は張り
が少なく長い。

【ブナ横こ共

ヽ

―

―

―

＞

―

―

―

ジ

位

度

内 。厠 隣こより利  。gi二
詢 .り
臨
十

事費 螂 lCIFl」毛目。

|。

ガ 、ヘラ痕がある。

|               | ●F/」 V(Y rsj。       |               |               |

寸鞠v判
艦鞭予

色

一胎

|  十  1  1張橘y →|。

淡茶褐色      。乳黄褐色      O ttL黄褐色|  | |
調 |          |          |
|           十           1
i        l        li        l

|   1  
齋|~~~1

。煤が全脚こ鱚
 lo目きと忠写拿与縁を目
°
守暑
^窪

将経4

| :iF雪
::ピ

'こ

黒
1 

祥著
|

―

―

―

―

―

―

―

―

―

|
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土  器  No
第20図

種類
摘要 密 Al 甕 Al 甕 A3 甕 A3

法

量
　
働

径
高

径

径

縁日
器

腹

底

15,4

23.7

20.6

2,7

17,7

12.9

15,9

3.8

13.45

14.1

13.8

2.45

出 土 地 区 H-3-G ttΠ -3 H-3-G 溝コー 3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G ttH-3

形
　
　
　
　
　
一

膨
‐
―

は
‐
―
―
腱
　
　
　
二
影
‐‐，‐‐―文

。右上りの急傾斜のや

細かなタタキロ。

Oナ デ

|。

黄茶褐色

有 00.1～0,3の砂粒を含

|。 全体に煤付着。

O右上り、右下り、右
りの 3段のタタキロ。

O刷毛目。

底部の稜を刷毛で削り

取っている。中
みがある。

00。 1～0.5の砂粒・石

を含有

。良好

キ

　

　

　

　

　

　

一
　

り

判
―
工
「
拝
一‐。引
止
―
止
骨
―
。―

整
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
一　
　
　
　
質

！

　

　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

‐
陣

‐
Ｌ

Ｉ
眸

‐ト

ー
色
‐
鷹

‐

‐
。全体に薄く煤付着。内 O底部に黒斑
面底部に炭化物残る。

|

|

禽毯た優晃励法る。「R筈査勇後祭扇杵着。



113  1 ~ 1  118
土  器  血

1 第21図  1 65 1 第20図

甕 A2  1  甕 Al

14.0

23.9

19.8

3.0

15.6

17,3

15.9

2,6

15,7

22.4

20.5

1.5

径
高

径

径

縁口
器

腹

底

13.9

17.1

16。 7

3.05

区 IH-3-G ttΠ -81H-3二 G ttH-3 IH-3-G 嵩Ⅱ-3 H-3-G 溝Ⅱ-3

態°寒職趙唇yぜ朝
O経

熱監醒署ダ嘉
を,電信:鋒指ξ系!招 1言語1 鑑凝】】:巴忌系ぇ捧i
低い。

。頸菩緻こタタキロが,寅る

横ナデ

O横ナデ

。最大径は中位より 。最大径が中位より

位置し、頸径が小さし あり、頸径が大きく張

ため胴張りの長し りのない長い体形を

。深い横、右上り、右

りの3段のタタキロ。

。ナデ

O外上方に中位まで立 。外反し、端部で

上がり大きく外反す

る。端部が立ち上がり

稜をもつ。

る。端部に僅

あり器壁が薄くなる。

:1共
1こ横ナデ

O最大径は中位にあり、

上位が張る器形。

デナ横こ共

ヽ

１

ｌ

ｔ

ｒ

ｌ

‐

プ

デナ横こ辻
ハ

ヽ

―

―

に

ｒ

ｉ

ｌ

ジ

上

張

低

り

の
が

は

穐

絡

中

・　
ヽ

が

上

く

径

ヽ
し

大

り

等

最

あ

が

す 。

る。

。横方向と右上りのタタ

キロの2段。

O右上りのタタキロ3段10横方向のタタキロ。

Oナ デ、刷毛目が残る。 O縦方向の刷毛目。   O縦方向の刷毛目。

効
　
　
　
　
　
一部

層
戸
卜
膵
―

調
　
　
一土

一　
　
　
考

|°白怠:夢
十

|

―-179-―



土  器  胤

騨

肝 169
甕 A2 甕 A2 甕 A2

十 172
甕 Al

法

量
　
勤

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

14.7

17.15

15.55

2.8

16.0

19.1

18.0

4.1

15.8

17.2

16.7

3.8

16.2

25。 2

22.95

2,3

出 土 地 区 H-3-G ttΠ -3 H-3-G ttE-3 H-3-G ttH-3 H-3-G 溝コー 3

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

文  様

整 形 外

内

形  態 。頸部が大きくくびれ
反し、端部で一層

り、外面肥厚する。

。頸部イこタタキロが残 り

歪つになっている。

O横ナデ

「く」の字に外反し端

部で一層反る。器壁は

段 薄々くなり稜をもつ

。僅かにタタキロが残り

横ナデ

O横ナデ

。緩やかに外反し、

で両面肥厚する。

。頸部にタタキロが残り

横ナデ

。横ナデ

「 く」の字に外反し

部で一層反る。

ア^ナ横こ土
ハ

ヽ

１

１

に

ｒ

ｌ

ｌ

ジ

1形  態

体 |

様文

1整 形 外

部
.

I   内

。最大径が肩部にあり、

非常に肩部が張り、五

部へ細くなる。

右上りのタタキロ、中

位で右下りのタタキロ
と交差、一部ヘラ削り
ナデ

°

講
蜜オ島古華七

ti鉄

島

°

3亭写:ξち:群
党

。比較的細かな右上りの

タタキロ3段。右上りの
ヘラ磨き数力所施す。
O横方向の刷毛目。

底

|°多多軽
|いが、傾

|

[線

綿 色

 1憐

細

00.2～0,3α炒

含有

に良好
|

|。

タタキ底

|

|

|

|。 淡茶褐色

00,1～ 0.8の砂粒・

を合有

O良好

10灰黄茶褐色
|

10中位より下位の内外に 。薄く全体に煤付着。  O全体に煤付着。

備

1附
着。

考
|

|
|

-180-―



土  器  No
+178 缶 174 銚 下 175 十 176

殿 |

甕 A2 寮 A2 甕 Al 甕 Al

法

量

(肋 )

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

14。 2

18.6

17.5

3.0

13.8

19.8

17,1

2.7

欠損のため不拐

21.4(現存値)
20.3

欠損のため不明

22.05(現存値)
20,0

尖底

出 土 地 区 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝ロー 3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G ttH-3

口

頸

部

形 態

文 様

整 形 外

内

くびれた頸部から外反

し、端部に稜を有する

。頸部にタタキロが残り

横ナデ

。横ナデ

。外反し、中位よリー層

反る。端部に稜が有り

断面は丸く、外周が歪

でいる。

。横ナデ

。横ナデ、横方向の刷FE

目が残る。

暑景看,掃稼やかに外|

il共
イこ横ナデ

「 く」の字状にやや弯

由しながら外反する。

国縁端部は欠損

。刷毛目

頸部付近は右上りのタ

タキロ
。横方向刷毛目

体

部

形  態

文  様

整 形 外

肉

。最大径が中位より上に

あり、上・下位の張り

が似た、ずんぐりしk
器形

。右上りのタタキロ2房

が重複、数力所ヘラ躍

き。
。ナデ、ヘラ痕が残る。

に

が

の

吐
鋤
靴
。

よ

し

・

る

位

の
上

い

中

部

ヽ
て

縦

靱

酌

剛

大

り

い
り

最

あ

よ
張

右上りのタタキロ3段

下段は右下りのタタキ

目と交差し、右下りが

後から叩かれている。

横方向の刷毛目。

。最大径が中位に位置

し、上 。下の張りが似

た器形。

。右上りのタタキロ3段

肩部に縦方向の刷毛目

。肩部横方向、下位縦方

向の刷毛目。

。最大径は中位に位置し

胴下半部より、とがり

ぎみに底部に続 く器

形 。

。右上りのタタキロの上

に刷毛日、胴下半部イd

象」離のため不明
oナデ

底 部

。タタキ底

傾斜そもち不安定。

底部は厚く1.3～ 2,Op

。タタキ底 。タタキ底
底面を叩き、又一部
削り尖底風に。中央
凹みあり

。尖底

色 調

。黄青褐色 。茶褐色 O淡赤黄褐色 。淡茶掲色

胎 土

質

。0.1～0.5の砂粒・石准

を含有

O良好

00,1～ 0,3の砂粒を含有

O良好

。
0。 1～0.2の砂粒を含雅

。良奸

。
0。 1～0,6の砂粒・

多量に合有

。良好

備 考

。外面全体煤付着

内面下段炭化米付着

O粗雑な作り 。全面に煤付着。 。全面確保付着。
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土  器  h
114     1   79 1鮒

５．

一

１１ ３

５．
一硝

澱 甕 A2 甕 A2 甕 B 甕 C

法

量
　
働

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

14.15

17.5

16.3

尖底

13.35

15,4(現存値)
15。 9

欠損のため不明

18.05

2,7(現存値)

欠損のため不明

15,6

5,9(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区 H-3-G ttE-3 H-3-G ttE-3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝コー 3

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

一　

体

態形

様文

1整

形 外

|

1   菌
|

1形  態

|

|

1文
様

|

1整 形 外

「 く」の字に外反

部で一層外反し、

に稜を有する。

|。 最大径が中位より上に

1 位置し、下位の張り¢

1 小さい器形

。肩部に横方向のタタ

目を残す、他は煤付

。緩やかな頸部から、

反し、端部で一層

り、端面に稜あり。

il共
1こ横ナデ

O最大径が中位にある丸
い器形

右上りの浅いタタキロ
に横方向の細かいヘラ

磨きを中位まで行う。

。外上方へ大きく広がり

内面は上方へ、外面端

は外上方へ肥厚する。

器高2.6助。

４アナ横こ共

ヽ

１

１

に

ｒ

ｉ

ｌ

′

欠損のため不明

。やや鋭く「 く」の字
に外反、中位で厚み

増し、端部でつまみ

げ断面は丸い。器

2.6勁。

|。
やや肩張りの体部。器

1 壁の厚み0。 25～0.4勤

。右上りの太いタタキE
僅かに浅い刷毛目。

部

外
|。
目軽解:肥8農急薯
「
§ξをヨ§どζぞ::

内
|。

藻硲召の刷毛目。
  
「
會争
里景観守祭宏ζ今

1 目を残す、桓は煤付着1 磨きを革停まF行 う。|           |

土 100,1～ 0。 2の砂粒を含有
00.1～0,3の秒粒を含有卜0,1～ 0・ 2砂粒、雲母を

。
0。 1の砂粒含み、

1 
僅かに含有 な粘土。

O良好

眸 1下
世
締
¬部げ

底
ピ
脚め刺

FttDЙ
「鉱  1婢のた跡明
|   ||        |

|。

茶髄
  |。

綿 色

調
|

|

|      |

―-182-
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土  器  hTo
５．

一
１１４

114      1   82 叶 183
種 類

摘要 甕 B 甕 B 甕 B 甕 C

法

量

働

径

高

径

径

縁日
器

腹

底

16.8

8,25(現存値)

欠損のため不明

15。 5(反転)
10,85(現存値)

欠損のため不明

16,3

19.6(現存値)
19.5

尖底

17.95

7,75(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区 H-3-G 溝ロー 3 H-3-G ttE-3 H-3-G 溝コー 3 H-3-G ttΠ -3

上のタ

。「く」の字型に外反し、

端部でより反り、端確

内側へ長 くつまみ」

げ、外面に稜を有す。

器高2。 3傷。

整 形 。横ナデ

。横ナデ、一部刷毛目

Ｆ

し

す

る

　

　

　

　

ヽ
―

―

―

サ

部

O細かい右上のタタキロ
|

に下から
「
へ締方向の|。 細かいォ トのタタ

形
　
　
　
　
文

整 形

|

1餘篇締銘あ
】。署儲ま横、胴部は縦

| ヘラ削り。     1 向のヘラ削り。

。右上りの細かいタタキ

目。上から縦方向の刷

毛目を下位に主に施す
。肩部より中位までヘラ

|。

欠損のため不明   。欠損のため不明

|

|。

全面に煤付着。

 |。 隅環兵鱚 ゎ対 着。 |

O口縁部に煤付着。

―-183-―
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851叶

甕 B I 甕 B

14.8

8.5(現存値)

)欠損のため不明

14,1

12.45(現存値)
19,G

欠損のため不明

15.75

22,95

20.3

丸底

15,3

5,55(現存値)

欠損のため不明

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

土  器  血

出 土 地 区 H-3-G ttE-31H-3-G 溝コー31H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝Ⅱ-3

反する。端部

稜をなす。器高1.

O横ナデ、タタキロが

部に残る。

O横ナデ

なだらかな肩、体都

張りが小さい。器壁

厚み0,4～ 0,〔錫

する。器高2.4錫

。最大径は上位 にある

°
緊墾界冨諸糧織猛能と|
し、内弯ぎみになる。

端部外面に丸く肥厚す

る。器高2.G翻

「 く」の字に外反し、

端部へ器壁が段 薄々く

なり。端でつまみ上 1

稜をなす。器高2。 C翻

共に横ナデ

ヽ

１

１

に

ｒ

ｌ

ｌ

ジ

本アナ横こ共

ヽ

１

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

ジ

燃デｏ頸た痕。螂

ロ

ナ
え

の

毛

横

押

目

刷

ら

で

毛

の

か

ラ
刷

向

上

へ
向

方

り

に
万

デ

縦

残

部

横

ナ

一モ 訃衛勢撃率富
°
層奮辱F蓬伝畠を鋼

°
轡財錨邑

器壁

位置し、肩の張った丸1 厚み0.3～ 0.5協

黄、縦方向の昂」毛目。

ヘラ削り

。欠損のため不明

|。

暗茶褐色

00.1～0.3の砂粒・雲

| を含有
|

10良
好

O泉

嘗冨P中
報 柵

¬

。全敵こ煤付為

|。 暗茶褐色

|
|

0.1の砂粒・金雲母

含有

10精良な粘上。

|。 写評

に 3カ所のヘラ

。欠損のため不明

|。

茶褐色

。0,1～ 0.3の砂粒・

母を合有

。良好

O全体に煤が付着。

| を獲猛楊伊
着。 こばれの痕がついてし

る。

1色

調ぽ
髄

―-184-



土  器  配
114      1   89

種類
稿 軍

甕 B 甕 C 甕 C 甕 B

径
高

径

径

縁口
器

腹

底

法
量
錫

17.0

3.85(現存値)

欠損のため不明

15。 1

3.3(現存値)

欠損のため不明

14.95(反転)
5.0(現存値)

}欠損のため不明

13.25

9.2(現存値)
17.05

欠損のため不明

出 土 地 区 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝Ⅱ-3

整 形

部

僅ヽ
牡
唖
耽

ら

立

か

２
．

か

に

僅

高

螂帯鵬る。器

丸

内

ヽ
が

曽
棘
励
覺

齢
―
‐
劇
「
―
‐
計
年
十
誌
「
‐蔀 |。 、

休

器壁の厚み0.2～ 0,

。横方向の刷毛目。

|。

欠損のため不明

位置し、肩部の張り

小さい。器壁の厚

0.2～ 0.物

。肩部は横、胴部は下か

ら上へ縦方向の刷毛目

。肩部は横方向、下位は

縦方向のヘラ削り。

。欠損のため不明

文  様 不 明

内 。ヘラ削り

O欠損のため不明

調 |。

淡黄褐色

|

。2の砂粒・雲母
|０，・一０獅　朗

有含を粒砂の卜
　
　
　
好

０
，
　

　

良

粒砂の
。
３

有０，・”０購　財
。煤が薄く付着。

00,1～0,2の砂粒 。金

母を含有

。良好

。全面に煤付着。



土  器  醜
肝 198 114     1   94 114     1   96｀

ii:f::::｀

｀`ヽ``、、__::i:::::!_| 甕 D 甕 D 甕 E 甕 E

法

量

働

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

■.65(反転)
4.8(現存値)

1欠損のため不明

18.3(反転)
9.8(現存値)

}欠損のため不明

12.7(反転)
4.5(現存値)

1欠損のため不明

13,65(反転)
4.45(現存値)

1欠損のため不明

出 土 地 区 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G ttΠ -3 H-3-G 溝巨-3 H-3-G 溝Ⅲ-3

口

頸

部

形 態

文 様

整 形 外

内

S字状口縁・端部は反
って断面が丸い。

一アナ横こ共

ヽ

―

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

ジ

。緩やかに外反し、%付
近で外面に肥厚し、さ

らに端部で大さく立ち

上がり丸く外反する。

断面は丸い。

ア^ナ横こ共

ヽ

―

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

ジ

。ゆるやかなカーブで外

上方へ立ち%よ り、重
直近く上方へ立ちあが

る。端部でタト面14B巴厚

する。

一アナ横こ共

ヽ

１

１

に

ｒ

ｉ

ｌ

ノ

。頸部より丸く反り、ほ

1ぎ垂直に立ち上がり端

部で少し反る。端部断

面は丸い。

ア^ナ横こ共

ヽ

―

―

に

ｒ

ｌ

ｌ

プ

形 態

体

様
　
　
　
　
外

　

　

内

形

文

　

　

　

整

部

底 部

。やや肩部が張る。

。肩部は右上りと横方向
の、中位は右下りの刷

毛目
。ナデ

。欠損のため不明

。なだらかな肩部。

。縦方向の刷毛目に、激

形の刷毛目。一部ヘラ

削り。
O横方向の刷毛目、肩灘
に一部ヘラ削り。

。欠損のため不明

欠損のため不明

。欠損のため不明

。ヘラ削り

。欠損のため不明

調

|。

淡黄茶褐色

00.1の砂粒を含有

。良好

|。

淡黄灰茶褐色

|

。0.1の砂粒を含有

。良好

。精良な粘土

|

|

|
|

-186-
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|■ 51100

O下部が不明

外上方へ広がり、

端で一層広がる。

。外反し、ほぼ垂直 。下部は大きく広がり、 。下部はややFh3弯 ぎ

ち上がり、立ち上がり
が長い。端部断面は

角形

il共
に横ナデ

上部は短く外反し、

断面は丸い。

。端部に細かい刻目

1周する。

広がり、上部は短く

反。端断面は丸い。

il共
|こ横ナデ

ら

き

か

磨

上

ラ

の

ヘ

ア^
の
僻
献
に
射

共

放

ヽ

１

ｌ

ｔ

ｆ

ｉ

ｌ

′

形  態

文  様

整 形 外

内

口

頸

部

（杯

部
）

　

一

体

　

　

部

（脚
　
部
）

欠損のため不明欠損のため不明

態

様

整 形 外

内

部

　

　

一　
　
調
　
　
一土

考

Ｆ
‐
‐備

|

20。 75(反転)
5.25(現存値)

欠損のため不明

高杯 A   I   高杯 A

法
量
∽
一出

旧
朧
唯
眸
阻
」
土

鰯高径径一陣 IH-3-G 
溝コー 3

22.6(反転)
4.7(現存値)

欠損のため不明

H-3-G 溝亘-3

24.1(反転)
7.5(現存値)

)欠損のため不明

21.3(反転)
4,3(現存値)

欠損のだめ不明

H-3-G 溝Ⅱ-31H-3-G 溝Ⅱ-9

損のため不明 欠損のため不明



土  器  h

種 類

摘 喜 高杯 A 高杯 A 高杯 A 高杯 A

法

量

筋

径

高

径

径

縁国
器

腹

底

21.65

5,5(現存値)

欠損のため不明

22.6

5,5(現存値)

欠損のため不明

20.0

5.85(現存値)

欠損のため不明

21.8

6.05(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区 H-3-G ttΠ -3 H-3-G 溝コー 3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G ttΠ -3

態
　
　
　
　
様

形
　
　
　
　
文

脚

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

|

。外面一茶褐色

内面―淡黄赤茶褐色

。淡青黄褐色

中核―褐色

睛
1質

|。

0・ 1～ 0。 2の砂粒合有

|

|°

麟

1引
■判 .2の砂粒含有

|。 鐵

|

土
ド
劇.動時

|。
良好

に_____

一

備
　
　
　
一

―

―

―

―

―

‐

Ｉ

Ｉ

Ｉ

一

考
　
　
　
一
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土  器  胤
115     1  106 l151阻

殿 |

高杯 A 高杯 A 高杯 A 高杯 A

法

量

翻

径
高

径

径

縁口
器

腹

底

22.2

6.7(現存値)

欠損のため不明

23.05

5,75(現存値)

欠損のため不明

19.25

5.0(現存値)

欠損のため不明

20,75

6.2(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区 H-3-G 溝ロー 3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝Ⅲ-3

杯

部

形 態

文 様

整 形 外

内

内

し

り

断

　

　

　

　

↓
ｌ
ｔ
ｆ
ｌ
リ

。内弯しながら外上方ヘ

広がる下部で凹む段を

有し、外上方へ広がる

%～%程で肉弯し口縁
端になると薄くなり丸
い断面を有する。

。放射状のヘラ磨き

。横、右下りの刷毛目か

残っている。

脚

部

形 態

文 様

整 形 外

内

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

底 部

色 調

。淡茶褐色 。黄茶褐色 O淡黄灰色 黄茶褐色

胎 土

質

。0,1～ 0。 4の砂粒含有

0麟

00.1～0.6の砂粒、

を多量に含有

。良好

00。 1～0.3の砂粒多量に

含有

O良好

。
0。 1～ 0。 3の砂粒含有

。良好

備 考
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土  器  沌

騨 高杯 A 高杯 A 高杯 A 高杯 A

法

量

(傷 )

径
高

径

径

縁日
器

腹

底

20.65

6.4(現存値)

欠損のため不明

20.8

4.15(現存値)

欠損のため不明

20,3

10.0(現存値)

欠損のため不拐

22.2

6,7(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝コー 3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G ttΠ -3

杯

部

態

様

形

文

整 形 外

内

。閥弯した下部に稜を有
し大きく外上方へ広が

る国縁を有する。

内部底面に粘土の継ぎ

目がある約ゞ中心瑯が深

くまっすぐ外上方へ広

がる。

O風化が著しく不明

。横方向の刷毛目の上か

ら放射状にヘラ磨き

°

そ拿民者

｀外上方へ反

|。 とョ::こ
き奪Ξ魯手

の本ア
ナ

き

横

磨

に

ラ

共

ヘ
醐
滋

ヽ

１

ｌ

ｔ

ｒ

Ｉ

Ｉ

ジ

。日縁端付近は横ナデヘ

ラ磨き

。縦方向の刷毛の上から

横方向のヘラ磨き

。内弯した下部に稜を7

し、大きく外上方へ万

り深い。端部は反り、

断面は丸い。

:|:8gl:巻:::

脚

部

1形  態

文  様

整 形 外

菌

欠損のため不明

|

欠損のため不明

|

|

|

Oヘ ラ磨き

。ナデ (不調整)

欠損のため不明

。稜の所には明確

底

|

「~~
部

調
|°

黒褐色

|

備

。0,1～0.5の砂粒、

多量に含有

。良好

。0.1～ 0.2の砂粒含有

。良好

L____ |_______
-190-一
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土  器  No
11 5                       1 件 |∬

罹 顛

描要 高杯 A 高杯 A 高杯 A 高杯 A

法

量

傷

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

18.8

11.3(現存値)

欠損のため不明

20.75

6。 9(現存値)

欠損のため不明

22,7(反転)
10,8(現存値)

欠損のため不明

22.95

15,95

16.4

出 土 llL区 H-3-G 溝ロー 3 H-3-G ttΠ -3 H-3-G 溝コー 3 H-3-G 溝Ⅱ-3

杯

立
口

形  態

文  様

整 形 外

内

。下部は張り、段を有す

る。上部は少し立ち上

がり大きく外上方へ広
がる。内面は傾斜を有

する下乱にゆるやかな

カーブで立ち上がる。

Oヘ ラ磨き

立ち上がりの所のみ横

ナデ
。ヘラ磨き

O下部欠損、外上方へ大

きく反る杯部で深く、

国縁端はわずかに立ち

上がる。

。上部にタタキロが一部

残っている。その上か

ら横方向の用」毛目があ

り右下りのヘラ磨きが

施されている。
O横方向の刷毛目の上か

ら放射状にヘラ磨き。

。内弯した下部にやや下

方へ稜をなし、大きく

外上方に反る。内面は

中央ほど深くなる。稜

のところには明確な粘

土の継ぎ目が残ってい

る。

。下部は横方向のヘラ磨

き。上部は縦方向のヘ

ラ磨き
。斜方向のヘラ磨き

。小さな下部に極少の移

をもち、外上方へ大き

く広がる杯口縁。

下部の内面は平坦、端

部は薄く断面は丸い。

O刷毛目と細かいヘラ躍
き

。刷毛目とヘラ磨き

端部は横ナデ

質

考備

|  |  |

。中空で裾広がりの柱
に大きく広がった裾

をつけている。

。3孔

O柱部は横方向の細かな
ヘラ磨き。裾部は細カ

な刷毛目とヘラ磨き。
。内面は風化が著るしく

不明

|

li萬

響 岳 核 一 茶 褐 色

|

|

|

一
‐
‐
‐‐鋼
‐
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土  器  血
116     1  119

種類
摘要 高杯 C 高杯 C 高杯 C 高杯 C

法

量

協

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

21.9

5.9(現存値)

欠損のため不明

20,0

3.9(現存値)

欠損のため不明

20,45

5.55(現存値)

欠損のため不明

14,2

3.5(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区 H-3-G ttE-3 H-3-G 溝ロー 3 H-3-G 溝コー 3 H-3-G ttE-3

杯

部

形 態

文 様

整 形 外

内

。広く、やや平lElな下部
に立ち_ヒがり深く直角
に外反する。口縁端付
近でよリー層外反し、

端部は外上方へのつま
みあげがある。外面は

稜をなし、中央が凹み

になっている。
。ヘラ磨き。 (一部砂粒
の動きがあり、削って
いるとも考えられる)
。横方向のヘラ磨き。下

部は放射状のヘラ磨き

O下部欠損、立ち上がり
が深く、直角に外反

し、端部外面に稜をな

し立ち上がっている。

。横方向の刷毛目の上カ

ら放射状のヘラ磨き。

端部付近は横ナデ
。横刷毛目の上から細拘

な横方向のヘラ磨き。

少

か

り

っ
端

れ

い

　

ヽ
―

～

―

サ

脚

部

形 態

文 様

整 形 外

内

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

底 部

色 調

O外面一暗灰褐色

内面―暗褐色

。淡青黄灰褐色 。茶帽色 O淡茶褐色

胎 土

質

。
0。 1～ 0,5の砂粒、

含有

。良好

。0,1～ 0,2の砂粒含有

雲母極少含有

。良好

00,1～
0。 3の砂粒含有

。良好

0,1～ 0,2の砂粒含有

良好

備 考

。粘土組の痕が明確で細

巾で屈折している。
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土  器  醜 |

件 1靱■6 1

議翠 高杯 C 高杯 B 高杯 B 高杯 D

法

量

傷

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

14,3

4.4(現存値)

欠損のため不明

22.G5

5.45(現存値)

欠損のため不明

27.0

4.5(現存値)

欠損のため不明

20.65

5.7(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G ttE-3

杯

部

形 態

文 様

整 形 外

内

やや平担な下部に浅い

立ち上がりが有り、外

上方へ大きく広がる国

縁を有し、端部外面に

稜を作り、つまみあげ

がある。肉面の立ち上

がりは緩やかである。

内外共に端部横ナデ、

放射状のヘラ磨き、立

ちあがりの部分は、横

方向。一部横ナデが残

っている。

〕平坦な下部に浅い立ち

上がりがあり、15度の

角度で大きく広がり外

上方へ立ち上がる。

D端部は横ナデ、ヘラ磨

き、立ち上がりの部分

は縦方向刷毛目の上か

ら横ナデ、一部横ナデ

が残っている。
Oヘ ラ磨き。立ち上がり

の部分は横方向の刷壬

目

。平坦な下部に二重の国

縁を有す。上段は短か

く外反し、端部は一層

反り断面は丸い。
。端部と下部の稜とに刻

目、それぞれの稜に竹

管円形浮文が付いてい

る。
O端部横ナデ

。下部は放射状にヘラ灌

き、上部は、横方向¢
ヘラ磨き。

脚

部

形  態

文  様

整 形 外

内

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

底 部

色 調

。淡暗赤褐色 。淡黄茶褐色 。淡黄赤茶褐色 淡茶褐色

胎 土

質

。0.1～0.5の砂粒含有

O良好

。0,1～ 0。 3の砂粒多量に

含有

。良好

00,1～0.2の砂粒多量潤

含有

。良好

。
0。 1～0.3の砂粒含有

金雲母極少含有

。良好

備 考
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52

116

1  高 杯   1  高 杯   1  高 杯   1  高 杯

出 土 地 区 IH-3-G 溝Ⅱ-91H-3-G ttE-31H-9-G ttH-31H-3-G 溝ロー 3

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

欠損のため不明

4.25(現存値)

16,7

欠損のため不明

4,15(現存値)

21,9

欠損のため不明

3.4(現存値)

21.95

欠損のため不明
9。 15(現存値)

16。 15

欠損のため不明欠損のため不明 欠損のため不明

整 形 外

菌

欠損のため不明

整 形 外

内

。充実したエンタシ

の柱部、段を有する

郡。上坦の上位に4

。ヘラ磨き。 (裾

部より細かなヘラ

き。)
。横ナデ

。段のある裾部    |。 段のある裾部、
。上垣部はなだらわWこ下| はなだら力Wこ下り、

り、孔をG孔もつ。少| をもつ (数不明)
し稜をもちながら外反 。稜に刻目が施こされ

する。下部には 8孔あ1 方に外反する下部に
る。        | は5孔ある。

。ヘラ磨き。裾端は横層叫。ヘラ磨き

還ナデ L化呻明

O段のある裾部

。ヘラ磨き

。横ナデ、一部ヘラ痕

り。

|。 赤褐色
|

|

00。 1～0.3の砂粒多

含有

。良好

。0,1～0,2の砂粒多 。0.1～ 0。 3の砂粒含有

O良好

。淡赤褐色

中核―淡灰色

。
0と 1～0,4の砂粒含有

雲母含有

。良好

| | |
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欠損のため不明

6.55(現存値)

14.35

欠損のため不明
8。 95(現存値)

13.65

欠損のため不明

8.0(現存値)

15,3

欠損のため不明

9,4(現存値)

15,8

H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G ttH-31H-3-G 溝コー 3

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

形  態 |。 充実した柱部、段を有 。充実し、裾広がり 。充実したまっすぐ

部。少しもりあがり、 部でやや盛りあがりえ
。柱部よりなだらかに

り、4孔を有する。
のため少し立ちあがり

下方にタト反している。
。裾端に刻目が一周し

とヽる。
。ヘラ磨きの上から縦
向とこ刷毛目が施こさ
ている。
。中心部には刷毛目が有

浄甲甜雪Fナ
デで仕

内弯した裾部。

面に少し肥厚
。4子と

。ヘラ磨き、裾端のみ

ナデ

。横ナデ

がら据広がり、裾端

外面に肥厚する。断
は丸い。内面はゆる

力Wこ夕1反し柱部菌

くいこんでいる。

O柱部一縦方向のヘラ

き

据部―ヘラ磨きとナ
。横ナデ

H-3-G 溝ロー 3

欠損のため不明

。短かく充実した柱部よ

リラッパ状イこ開く。

04孔

。細かなヘラ磨き

。風化が著るしく不明

|°

財

  |~ 「~~~~~~~~-1

調

|°

淡黄赤褐色

|,1～0,3の砂粒含有

釜雲母含有

箕好
,甲|

|。
茶褐色

|

|

脂好

00.1～0.3の砂粒含有

雲母含有

|
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鵠――鶴|∬ m l l16 116     1  136

法

量

(9財 )

23.45

16.3

15,15

径

高

径

径

縁日
器

腹

底

欠損のため不明

10.5(現存値)

13,75

欠損のため不明
9,4(現存値)

14.05

欠損のため不明

9.8(現存値)

12.6

出 土 lfL区 IH-3-G 溝ロー 31H-3-G 溝Ⅱ-31H-3-G 溝Ⅱ-3

O右下りの刷毛目の上か
ら横方向の細かなヘラ
磨き、国縁端付近は横

。刷毛目の上から放身
に横方向ヘラ磨き。

H-3-G 溝コー 3
。下部が張り、外上方
立ち上がり、中位

よリー層大きく開き、
端部は立ち上がり稜
有し、断面は丸い。

面は下部が広く深く立

欠損のため不明 欠損のため不明 ち上がり、外上方ヘ

きく勝諦 るゞ。

整 形 外

内

欠損のため不明

。縦方向のヘラ磨き
。柱部内面は横方向に

はまっすぐ下り段
い 。

。柱部は縦方向のヘ
きで16面 をなし
住部は縦方向のヘラ厚
きで16面 をなしてし
る。内部は絞り目が握

鵬 纂 9F鼈 舗

°
霧憲現最吝ほ裕を最21°字霞冒懇學ぞ催窯
分えセュ写かな裾部を|° t干雫篭銚&?登魚]符
'工

、野
~7r4T‐

権繍翻丸篇

尋尋こ書三葺自ζ手ヨ1 自§gttζrξ幕魯兵
っている。      。内面は太く鮮明な刷

整 形 外

内

。中空であるが器壁

い柱部に、下方にひろ

がる裾部

。3孔

。縦方向のヘラ磨き

。内面は縦方向の刷

目、裾部は横ナデ

O中空で裾広がりの柱
1こ、 大きく広がる裾
をもつ。裾端断面は
い
04子 L

O細かな横方向のヘラ

ヘラ磨きが施こされて

いる。
。柱部には絞りが有り
部に刷毛目が残ってし

る。

色亀ピ
舶 曰皇赤純

00,1～
0。 2の砂粒含有

。良好

。茶褐色、中核一灰色

。0.1～ 0,3の砂粒含有

雲母含有

。良好

|

―-196-―
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土  器  醜
緑 1朗 肝 1酬 件 1139

53      1  140

種 類

摘要
小型高杯 A 高杯 E 高杯 E 高杯 E

法

量

”

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

11.5

7.5(現存値)

欠損のため不明

11.15

G,8(現存値)

欠損のため不明

12.65

5.7(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区 H-3-G 溝ロー 3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝Ⅱ-3

杯

部

形 態

文 様

整 形 外

内

。僅かに反る下部に段を

有し、大きく外上方ヘ

広がる。内面も下部か

深く僅かに段を有す

る。

屈

´
フ

な

削

か

で

細

の

と

な
　
ｏ

面

様

る

外

の

い

内

毛

て

ヽ

―

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

Ｊ

椀形の杯部。端部は内

弯し、刻目が一周して

いる。

全体にタタキロが残

り、その上から粗雑な
ヘラ磨きを施こしてい

る。

ナデ、底面は凹み荒い

仕上げ。

。椀形の杯部。下部から

曲がり、大きく立ち上

がる。端部で内弯し、

断面は丸い。

。国縁端横ナデ。ヘラ磨
き (風化が著るしい。)
。ヘラ磨きを縦横に行っ

ている。筋が残り粗雑
な仕上げ。

。椀形の杯部。杯下部が

広く、緩やかなカーブ

をたがき、国縁端で内

弯する。

:1森毎悟み買9迭ζ
ゝ
:

脚

部

形 態

文 様

整 形 外

内

Oエ ンタシス状の中空の

柱部より下方に内弯し

ながら広がる裾部

。柱部は縦方向のヘラ削

り。裾部は縦方向のヘ

ラ磨き。
。ナデ

。短かく充実した柱部で

横に大きく広がった裾

部

風化の為不明

柱

部

た

裾

し

る
　
　
　
　
　
　
　
　
き

笑

が

　

　

　

　

　

　

磨

充

広

　

　

　

　

　

　

ラ

で

く
　
　
　
　

　
　
　

ヘ

目

き

　

　

　

　

　

　

の

韻

瞭

　

　

　

　

　

　

加

　

　

デ

や

部
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
　
　
　
ナ

欠損のため不明

底 部

色 調

O黄茶褐色 。淡黄褐色 O茶褐色 。淡黄灰色(一部黄褐色)

胎 土

質

00.1の砂粒多量に含有

雲母合有

。良好

。0.1～0,4砂粒含有

O良好

00.1の砂粒極少含有

。良好

。0,1～0,2の砂粒含有

。良好

考備
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土  器  No
|

綽 IW 劇 1硼 |

す lm

1   高杯 E 高杯 E 高杯 E 高杯 E

法

量

筋

径
高

径

径

縁口
器

腹

底

7.95

5。 7(現存値)

欠損のため不明

11.35

4.3(現存値)

欠損のため不明

欠損のため不明

3.7(現存値)

16.05

欠損のため不明

3.7(現存値)

15,55

出

杯

立
口

土 地 区

形  態

整 形 外

内

様文

H-3-G ttE-31H-3-G 溝Ⅱ-3
0深い椀形の杯郡。下菩耐。椀形の杯部で下部は平

きを二言|だ
胃著し解

| :g:書 i:魯
ξ革

。端部横ナデ、横方向の

細かなヘラ磨き、下菩【

に僅かなヘラ削り。
。細かな横方向のヘラ磨

きの上から放射状に組

かいヘラ磨き。
ラ
ヘの向方横に共

き

ヽ

Ｉ

Ｉ

ｔ

ｒ

ｉ

‐

ノ

H-3-G 溝ロー 3

欠損のため不明

H-3-G ttΠ -3

欠損のため不明

釧

‐

１

３

脚勅　　　　　　い

し
広
　
　
　
　
　
　
　
　
向

充実

きく

|

1形  態

整 形 外

内

O短かく

横に大

O柱部は縦方

き

。ナデ

|__

有含粒妙・３
有１”０酷
　
好

０
．
奎
本
　

良

０，・”０．舗
　
朝
　
一

含

用

有

を

使

含

粒

を

母

好

砂

土

雲

良

1こ |。

|

|°

。3の砂粒多量

|     |

欠損のため不明

|。 短かな充実した柱部に 。短示憲禿美しk柱都
低く大きく広がる裾部1 杯下部接合面

で裾端は丸くなってい| みがあり、低く内弯
ながら大きく広がる

部を有す。裾端で僅

1こ月巴厚
。4孔

。刷毛目の上から細カ
ヘラ磨き。

共に細かなヘラ磨き
。縦横方向に刷毛(10本

が交差している。

。淡赤褐色

(一部淡黄褐色)

及び暗褐色

み合せ型であ
|
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土  器  血 肝 弱 l161W 十 1班
種 類

摘要
高杯 E 高杯 E 高杯 E 壺 Bl

法

量

鋳

径
高

径

径

縁口
器

腹

底

欠損のため不明

4,35(現存値)

17.4

欠損のため不明
2.45(現存値)

16.7

欠損のため不明
2.9(現存値)

18,4

11.6

4.0

欠損のため不明

出 土 地 区 H-3-G ttE-3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝ロー 3 H-3-G ttE-3

林
　
　
　
部
　
（
口
頸
部
）

形 態

文 様

整 形 外

内

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

。二重口縁、短かい頸

から大きく外反する

縁に、外面中位に凸

をつけて段をもたし

もの。端部は僅かに

ちあがる。

:1共
に横ナデ

脚

　

　

部

（体
　
部
）

形  態

文  様

整 形 外

内

。短かな充実した柱部で

低く内弯しながら大き

く広がる裾部を有す。

裾端で僅かに内側に肥

厚
。4孔

。細かなヘラ磨き、柱灘
と裾部の境にヘラ痕が

ある。
。風化の為不明

。低 く大きく広がる裾増

で裾端は丸くなってし

る。

。細かなヘラ磨き

。縦横に荒い刷毛(14本
が交差している。

。低く内弯しながら大き

く広がる裾部

。細かな刷毛目

。縦横に刷毛 (10本 )

交差している。

欠損のにめ不明

底

。不明

色 調

。茶褐色 。茶褐色 。外面―淡黄赤褐色

内面―淡黄褐色

。淡黄灰褐色

胎 土

質

。0.1～ 0.3の砂粒含有

。良好

。0■～0.2の砂粒含有

雲母含有

。良好

。0.1～ 0.3の砂粒含有

。良好

6o。との砂粒含有

。良好

備 考
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土  器  NO
54      1  150

一―――
|:|「

――――

‖  151 肝 1婉
種 類

摘要
小型壺 小型丸底靖 舌 小型壺 C3

法

量

錫

径
高

径

径

縁口
器

腹

底

7.0

5,0(現存値)

欠損のため不明

10.0

5.8

6.2

丸底

6.4

9,0

8.2

2.5

出 土 地 区 H-3-G 溝狙-3 H-3-G ttH-3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G ttE-3

口

頸

部

形 態

文 様

整 形 外

内

。垂直に立ち上がり、端

部で器壁が薄くなり丸

く終る。

il共
1こ横ナデ

。外上方へ直線的に大き

く開く。

。横方向のヘラ磨き、警

部横ナデ

。横方向の刷毛目、司
ヘラ磨き、頸部横ナテ

笠形の蓋である。

。全体にF「」毛が施こさオ
ー部削り取っている。
つまみの部分はナデ
。刷毛

「 く」の字形に外反

し、端部付近で少し内

弯、端部は少し外面肥

厚する。

。横方向の細かなヘラ雇

き。

O刷毛目の上から粗い△

ラ磨き。

体

部

形 態

文 様

整 形 外

内

なだらかな肩をもつ器

形

ヘラ磨き。

ナデ、粘土紐の継ざ目

が明確

広い丸底から立ちあわ

る浅い器形、内面頸菩

で肥厚し、指の巾に1

ナデし凹んでいる。

横方向のヘラ磨き。

刷毛目の上からナデ

肩が張り、最大径が上

位にある。粘土紐の痕
が明確。

肩部に細かなヘラ庭

き、月同部下イまハ、ラ削り

ナデ

。丸底

削っており

がある。

削り底

色 調

。黒灰色 。茶福色 。青黄茶褐色 。黄茶褐色

胎 土

|:i著

vO・ 2の砂粒多

質

00,1の砂粒極小、
母を含有

。精製された胎土

。0.1～ 0。 2の砂粒含有

。良好

。0.1～ 0。 4の砂粒・石た

を含有

。良好

備 考
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土  器  血 肝 胡
54      1  15G

騨 小型重 C9 小型壺 小型壺 小型壺

法

量

碗

径
高

径

径

縁口
器

腹

底

G.25

9.5

8,9

1.3

欠損のため不明
G.6(現存値)
8.25

1.8

欠損のため不明

6.0(現存値)
7.2

1.9

欠損のため不明
5.3(現存値)
8,75

1,75

出 土 地 区 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G ttH-3 H-3-G ttΠ -3

口

頸

部

形 態

文 様

整 形 外

内

「 く」の字形に外反

る

。ヘラ磨き

。不明

欠損のため不明

。口縁部欠損、外上方ヘ

広がる頸部、内面は接

合のため肥厚する。

:|で
明

欠損のため不明

体

立
ロ

形 態

文 様

整 形 外

内

。最大径は中位にあり丸
い器形。

:1不
明

。頸部で少しくびれ、

だらかな肩部から、

きな底部へ至る。

な

大

:1共
に横 ナデ

°
褥!球盆ふξ療薄な纂|
形。

。ナデ、一部タタキロを

残す。

。横方向の刷毛目

。最大径が上位にあり、
やや胴が張る。

。横方向のヘラ磨き

。ナデ

底 部

。平底

丸底に近い。

。平底

中央部が大き凹んでい

る。

。平底

中央部が凹んでいる。

。平底

色 調

。黄茶褐色 。淡青黄褐色 。淡黄灰色 。淡赤褐色

胎 土

質

。0.1～0,4の砂粒を含准

。良好

。0.1～ 0.3の砂粒を含有

。良好

。0,1～ 0.5の砂粒・石粒

含有

。良好

備 考
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土  器  胤
54      1  157

117     1  159

種 類

椿喜 小型壺 器台 A 器台 A 器台 A

法

量
　
働

径

高

径

径

縁日
器

腹

底

欠損のため不明
7.5(現存値)
8.6

0.5 尖底

10。 8

1.75(現存値)

欠損のため不明

9.25

2,1(現存値)

欠損のため不明

10,4

2,35(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区 H-3-G 溝ロー 3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝コー 3 H-3-G 溝Ⅱ-3

口

頸

部

（杯

部
）

形 態

文 様

整 形 外

内

。国縁部欠損、顎部が刀

さく大きく外反する。

。浅く反り、端部外面に

稜をなし中央部に凹が
ある。口縁端は立ち上
がり外反している。

。端報横ナデ、放射状に
ヘラ磨き。
。端部には横方向にヘラ

磨き、放射状にヘラ磨

き。

。浅い器形端部外側に稜

をなしている。端部は

立ち上がっている。

。端部横ナデ
。無雑作なヘラ磨き

。放射状にヘラ磨き

。浅い器形をなし、やや

内弯する。端部は外反

し、断面は丸い。

。端部横ナデ

:1魯
:白:::皇
ζ写

体
　
　
　
部
　
（脚
　
都
）

形 態

文 様

整 形 外

内

。体部中位が大きく張|

り、器高より大。

。上・中位は横方向、下

位は右下りのヘラ磨き

。ナデ、底部に放射線状
のヘラ痕

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

底 部

。尖底

底部の器壁は厚い。

考備

ぽ
髄 ド魏

| |

。淡黄色

00。 1～0.3砂粒含有

|。 鋤

|

|。 円板充填型

|°

織唇三盗棄雹
色

|

|。 円板充填型 (3勤 )
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法

量

勁

出 土 地 区

様

形 外

内

丸くムくらみ、

反

。端部横ナデ、ヘラ磨き

。ヘラ磨き

外上方へ立ち上がり、

端でよリー層外反して

いる。内面は緩や力Wこ

立ち上が り、外反

ヽヽる。

。横方向のヘラ磨き

。縦方向のヘラ磨き

。深い器形。端部断 。浅い器形。端部外面

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

。充実した柱部に

より貫通した孔を
る。柱部より

方へ広がる。
。4孔

。縦方向にヘラ磨き、

部接合付近は

毛
。ナデ

O淡黄色
一部 淡黒灰色

。円板充壊型(ハケ痕有
。黒斑

。砂粒を含まない精良

粘土
。金雲母含有
。良好

ぽ
髄

質 
土
liと
と10'3の
砂粒含有

|

器台 A   I   器台 A｀
欠損のため不明

4.35(現存値)

欠損のため不明

10.0

2.55(現存値)

欠損のため不明

口 縁 径 110・ 65

器  高 1 2,7(現存値)

底  径 1 欠損のため不明

8。 95

2.3(現存値)

欠損のため不明

H-3-G 溝Ⅱ-31H-8-G 溝ロー 3H-3-G 溝Ⅱ-31H-3-G ttΠ -3
。浅い器形。外上方ヘ

然な形で僅約

立っている。

。暗文風の美しいヘラ

きで仕上げている。

O不明

。淡茶褐色

      1青

黄褐色

。砂粒を含まず精良な粘卜0。 1～0・ 3の砂粒含有

。良好        |。 良好



器 台   1  器 台   1  器 台

法
量
∽
一出

口
器

腹

底

縁
　
　
　
　
一
地

径

高

径

径

一
区

欠損のため不明

5,15(現存値)

欠損のため不明

欠損のため不明
4,45(現存値)

10.4

欠損のため不明
6.5(現存値)

10,7

欠損のため不明

6。 15(現存値)

10,7

H-3-G ttH-31H-3-G ttE-31H-3-G ttH-3 H-3-G ttΠ -3

整 形 外

内

欠損のため不明欠損のため不明 欠損のため不明

。充実した柱部に杯下

より買通した孔を
る。柱部より外方
きく[穴がる。
。4子L

。縦方向にヘラ磨き

。短かい充実した柱部 。短かい充実した

緩やかに広がった

で、裾
`端
外面は外

し、肥厚している。
。4孔

。横方向のヘラ磨き

。横ナデ

いる。 (消しきってヽ

ない)
。ナデ

。0。 1～0,3の砂粒含有

0簸

。0.1～0.4の砂粒含有

。良好

。0.2～0.4の砂粒含有 。0.1～0,3の砂粒含有

Ь良好        。良好
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土  器  醜
５５

一
・１７

５５
一Ｗ

~~~~「

II〒

~~~~~1  171 ５５
一Ｗ

騨 |

器 台 器 台 器 台 器台 A

法

量

傷

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

欠損のため不明
7.5(現存値)

12.3

欠損のため不明

7.45(現存値)

11.5

欠損のため不明
7.5(現存値)

13.75

11。 15

6.75(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝コー 3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G ttE-3

杯

部

形 態

文 様

整 形 外

内

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

。下部が落ち込み、外上

方へ広がる。端部外菫
には下に張り出した穆

を有し、内面端部は立

ち上がっている。

O端部横ナデ、横方向C
ヘラ磨き

。横方向のヘラ磨き

脚

部

形  態

文  様

整 形 外

内

。充実した短かな柱部に

緩かに広がった裾部、

端でよリー層広がって

いる。
。4子L

。縦方向のヘラ磨き

。刷毛とナデで仕上げて

ヽヽる。

°

鰯 穂娼 慾 寮 瑠

部がなく中空。裾端で

内弯し内面に粘上の折

り返しがある。器壁は

0.5防程度で織細
。4孔

。刷毛の上より縦方向の
ヘラ磨き

。ナデ

。杯部接合面から大きく

外下方へ広がる。柱部
がなく中空。裾端断面
は丸い。
。4孔

。縦方向と孔より下は右

下りのヘラ磨き

。ヘラ削り、美しい仕上

。器台としてやや長目の

充実した柱部をもち、

緩やかなカーブで裾部
に続く。

。縦方向のヘラ磨き

。ナデ (不調整)

底 部

色 調

。黄褐色及び赤褐色 δ黄褐色 。黄褐色

一部茶褐色

。黄褐色

中核は赤褐色、淡青黄

色

胎 土

質

。0。 1～0。 3の砂粒多

含有

。良好

。0.1～0,3の砂粒やや多

量に含有

。良好

。0.1～ 0。 2の砂粒含有

。良好

。0.1～ 0。 2の砂粒含有

。良好

備 考
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上  器  血

簡事
種 類

器 台    1   器台 A 器台 A 器台 A
径

高

径

径

縁日
器

腹

底

法

量

働 遂縄 ||:
8,9

7.2(現存値)

欠損のため不明

出 土 jfL区 H-3-G ttE-31H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝]-3 H-3-G ttΠ-3
態

　

　

　

様

　

　

　

外

　

　

内

形

形
　
　
　
　
文
　
　
　
　
整

杯

　
　

　
　

　
　

　

部

ヽ

いる

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ

リ

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

い
吹
　
　
　
　
　
　
　
　
滋

ち

な

い
　

　

　

　

　

細

帷韓榊　　　　　的き　ヘラ磨き

み、
外反

韓

卿

」

　

　

　

　

ヽ
横方向

　

　

麟

弾抑柳弾　　　　”攀　横方向のヘラ 催　　　　　　　磨き、ぃ　^
ア　一

め
る。　
　
　
　
　
　
一切
貶
　
＞
　
一

”禅曝　　　　　　　ガ　　一　　　　　一色申　　一”

|

|

|

。精良

雲母含有

。良好

。杯部と裾郡肉面に薄く

煤付着
|          |。 裾部内面に薄く煤付着|

―-206-―



土  器  醜 肝 卸 118     1  180

謂 ― |

器台 B 鉢 B 鉢 B 鉢

法

量

(傷)

径
高

径

径

縁日
器

腹

底

欠損のため不明
8。 5(現存値)

28.3

30,4

27.8

32.1

4.0

32.7

19.9(現存値)
34.8

欠損のため不明

出 土 地 区 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝亘-3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝Ⅱ-3

口

頸

部

（杯

部
）

形 態

文 様

整 形 外

内

欠損のため不明

。顎部でくびれ外反す
る。外面が少し肥厚し

稜をもつ。断面は角張

っている。

。体部からそのまま続く

右上りのタタキロ

。ナデ

。頸部で くびれ外反す

る。端部外面に稜を有
し断面はやや丸みがあ

る。片口を有する。

。ナデ

。横方向のヘラ磨き

。頸部で くびれ外反サ
る。端部外面に稜を有
し断面は丸い。

靡ラへの向方横に共

き

ヽ

１

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

，

体

　

　

部

（脚
　
部
）

形 態

文 様

整 形 外

内

。中位でくびれながら脚

部上方まで外反し、明

確な稜を持って端部ま
で広がる。

。ナデ

。ヘラ削りのまま、

はナデ

。腹径が中位にあり、
きく浅い。

。右上りのタタキロ

。ヘラ磨き

。最大腹径が上位にあり

張った深い器形。国径
より腹径が大きい。

。横方向の太いタタキロ

下位に太いヘラ磨き

(ヘ ラ削り)を施こし
ている。
。右上りのヘラ磨き

。最大腹径が下位にある

il姦雪
縦横方向のヘラ

底 部

。突出した平底
。タタキロで整形し、

囲をヘラでわずかに

方向に削っている。

。黄福色一乱暗青灰色

。タタキ底

「

:£
著目構監ξ:`i

l。 淡黄褐色
|
|

|

卜0.2～0.5の秒粒、石*

1 
多量に含有

|^凸 ●.7

。欠損のため不明

。黄褐色

。0。 1～0。 3の砂粒含有

。良好

。0.1～ 0。 3の砂粒含有

。良好

色    調

胎    土

質

備 考

|。

淡黄茶褐色

|

|。 良好

|
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法

量

(筋)

出 土 地 区 IH-3-G ttH-3
態「判憲9f嵐瞥史∃

°
筆酢筆ド麒羅コ

。頸部より緩やかに広約封

ち上がる。端部外 内面は体部より外反し
り、端で僅かに立ち上

がっている。外面に稜

を有している。内面は

外反した形である。

稜をなし刻目が一周し1 稜をつけている。口縁
ている。片口を有する。| が波を打ち、器壁の厚

い薄いがある。

。急な右下りの刷毛に所
々をナデで消す。刷毛|
は器高の%程あり体部
との境ではない。
。刷毛とナデ

。
暴£
やかなカーブをえ

1去療黙T覆泰玄ダ
位で。底部より外上方に大き

く広がり、浅い。

|
|

|

|

|。
細かな右上りのタタキ

―――一――一一一一十~――_|_二 ______       |

。体部より緩や力Wこ広約

り、端で立ち上がる。

外面に稜を有する。

。横方向のヘラ磨き

ナ デ

。横方向のヘラ磨き

整 形 外

内

整 形 外

内

共に横方向のヘラ

き ア^ナ横こ共

ヽ

Ｉ

Ｉ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

グ

向に　
ｏ
筋
瘍
外

が

り

み

よ

深

部

ヽ

底

り

。淡黄色 |。 淡茶褐色

|

。暗灰黄色

L___上__  |

鉢 A4

17.0(反転)
6.05

1。 9

29。 1       1 15。 65
■.5(現存値)  1 7.4

処のため利 14認

径

高

径

径

縁日
器

腹

底

H-3-G ttΠ -31H-3-G ttE-31H-3-G 溝ロー 3
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土  器  �
5G      1  186

118     1  187

種類
橘要

鉢 A4 鉢 A4 鉢 C 鉢 C

法

量

傷

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

19.6

8,6(現存値)

欠損のため不明

12.2

5.5

欠損のため不明

17.6

9。 2(現存値)
18.1

欠損のため不明

13.4

11,7

15.6

3.3

出 土 地 区 H-3-G ttE-3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝ロー 3

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

形  態

文  様

整 形 外

内

。端は外反し断面三角形

である。頸部で緩やか

に外反。

共にナデ

ヽ

１

１

に

ｒ

‐

‐

ジ

。外面は真直ぐ、外上方
へ開く。内面は外反し

稜をなす。端は丸い

。ナデ、粘土紐の継ざ目

が残っている。

。細かな横方向の刷毛

。頸部で内折し、外面は

まっすぐ立ち上がり内

面は外反。器壁が段々

薄くなり端部で外反す

る。断面は丸いЬ

。横方向のヘラ磨き、下

から刷毛目が残ってい

る。
。右下りの刷毛目

。横方向のヘラ磨き、用!

毛目の痕が残っている

。右下りの刷毛、所々に

ヘラ磨き。

。頸部で間折し、

ぐ立ち上がり、

細くなり丸い。

す

は
つ
部
ま

端

文  様

整 形 外

内

態形

体

部

。底部より外上方に大き

く広がり、底部が広く

深い。

|::ξ写:協剛表ち躍
| で刷毛目は消えてい

。浅い婉形で、底面が症

く、外上方へ広がって

いる。

れ

―

―

―

＞

―

―

―

プ

共にナデ

。底部より外上方へ大き

く広がり、屈折。粘土

の継ぎ目が明確で急な

カーブ。

。横方向のヘラ磨き、下

位から縦方向のヘラ磨

き。
。右上りのヘラ磨き、粗

雑な仕上げである。

。底部より外上方へ大き|
く広がり屈折し、最大

径には粘上の継ぎ目が

残っている。

。横方向のヘラ磨き、下

位にタタキロが残って

いる。
。底部より放射状にヘラ

磨き、最大径付近で右

上りの舌し雑なヘラ磨き

説

土

色

月台

部底 |:毒民旨習}種詈曽写唇

|。 茶裾色

。0.1～ 0,4の砂粒、 0,

位の石粒も合有

|。
欠損のため不明

|

|。 外面は淡茶褐色、一書

戸岳イ獣艶
卜0,1～ 0。 2の砂粒を多進
| に含有

閥聯P
lo登
綿仏臓ま稚

|

|。佐蓼ぱ
.3の砂粒が表面

。欠損のだめ不明

。茶褐色

・0.1～0.6の砂粒、

含有

一　

　

　

一
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鉢    1  鉢 Al  l  鉢 Al

56

119

出 土 地 区 IH-3-G ttE-31H-3-G 溝コー 31H-3-G 溝亘-3

18,2

14.9(現存値)

欠損のため不明

11.6

8.5

3.9

10.35     1 lo.4
8.8        1 7,9

2.3     1 2.5

H-3-G 溝Ⅱ-3
。端は、内弯ざみに立ち。外反する日縁で、太
上がり、断面は、内側| く、端部は丸い。頸
に稜を有している。 | の括れが内外で違う。

。頸部で括れ、外上方

広がる口縁で、端は
い 。

。頸部で括れ、外上方

広がっている。少

弯し、端部で細 くテ

り、丸い。中央部に

上の継ぎ目がある。

O底部より丸く外上方に

立ち上がる。

。細かな浅いタタキロの

上よリナデ

。ナデ

デナこ上
ハ

ヽ
―
―
―
＞
―
―
―
プ

デナこ土
ハ

Υ
Ｉ
Ｉ
ｔ
ｒ
ｉ
ｌ
ジ

外

　

　

内

外

　

　

内

。底部より外上方に立
上がり、深い器形

。底部より外上方に立
上がる。深い器形

。右上 りの浅いタタキロ

。ナデ

。底部より外
り丸みがある。

。底部と口縁付近にタタ
キロがあり、中央部
ナデで消されている。
Oナ デ

。横方向の浅いタタキロ

。斜方向の刷毛目

。ナデ

。刷毛とヘラ

1底

:秦軽
| は放射状のヘラ痕が
| る。
塔聾學細
蜘

の方へ付着

1 

只

 lψ

騨

   1輩

灯

00.1～0,3の砂粒含有

|。
良好

|

|。 底部全面に黒斑

-210-
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No器土
57      1  193

５７

一
・１９ +1195

殿 |

鉢 Al 鉢 Al 鉢 Al 鉢 A2

法

量

(錫 )

径
高

径

径

縁日
器

腹

底

12.0

8,4

11.1

13.2

7.2

10.1

2.6

10.9

7.3

9,6

8.7

5,4

3.3

出 土 地 区 H-3-G 溝ロー 3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝Ⅱ-3

1内

態形 。頸部で外反し、内弯し

ながら外上方へ立ち上

がる。外面端は粘土を

継ぎたしナデ、肥厚し、

断面三角形

右上りのタタキロ、

からナデでいる。

ナデ

。頸部から緩かに外反

し、端部で丙弯し立ち

上がる。 君難壁1ま B芝々と
薄くなる。
。中央部に粘上の継目が

ある。

。ヘラ磨きとナデ

頸部付近にタタキロ

。横方向の刷毛とナデ

。頸部で外反し、端で内

弯し、立ち上がり、断

面は丸い。頸部内面は

巾のある稜を有する。

共にナデ

ヽ

１

ｌ

ｋ

ｒ

ｌ

‐

プ

。端で内弯し、断面は三

角形

甥不

ヽ

―

―

―

＞

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ジ

色     調

態

　

　

　

様

　

　

　

外

　

　

内

　

一

形
　
　
　
　
　
一一

体
　
　
　
　
　
　
　
部

　
　

　

一

部底

。月同拘珂長り力よヽ

|。
外面一淡赤褐色

1 軍覇三禁霧詈
色

。底部より丸く、外上方

とこ広がる。

澤御魏甲
|■

茶褐色

。底部より外上方に丸
立ち上がる。

。底部から放射状のヘ

削りの上よリナデ

。刷毛に似た部分もあ

が全体的にナデ

。尖底
。ヘラ削りが中心部よ

放射線上に施こされ
いる。

。赤褐色 一部灰黄掘

底部より外上方へ立

上がり、大きな底部

比して小さい。

。ナデの調整、粘上の

末が不十分のため亀

が多くある。
。ヘラ痕のあとが多く

る。

。突出平底
。突出した底で、中央

になると緩やかに凹

でいる。

青灰色

粘上の始

裂

央部

にゝ凹ん

|__

月台 粒石粒砂の
　

有

・
５

　

含
０・・”０舗欝朗

土

|。 器高 1.5傷まで煤付着|

がなくそれ以上一面に

煤が付着、頸部やや少
えRとヽ

。内面底部には炭化米が

残存

質

考備
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土  器  血

殻 鉢 A2 鉢 A2 鉢 A2 鉢 A2

法

量

(傷)

径
高

径

径

縁口
器

腹

底

11.7

8.5

4.35

出 土 地 区 H-3-G 溝エー 3 H-3-G 溝エー 3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝エー 3

口

頸

部

態形

様文

整 形 外

内

。内弯している端部は

'常に歪んで、上下右Σ
にゆがんでいる。

。タタキロの上からナラ

ナデ (ヘ ラ痕も有る)

。端部で器壁は薄くなり

断面は丸く粘土が外面
に付着

1不

明

端部は角張って、歪つ

な仕上り。

ナデ

横方向の細かな刷毛目

。端部は内弯ざみに立ち
上がり。断面は丸い。

明不

ヽ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

ｌ

ノ

。底部より外上方に F
き。国縁付近が内弯 1

ている為椀形に近い。

。右上りのタタキロ。

。放射状のヘラ痕

。平底
。底部は突出した形で号

壁は1.5～ 2.0協と厚ヽ
形で器
井 十雪 Lヽ

。黄茶褐色

00。 1～0.5の砂粒、

含有

。良好

|。
淡青黄灰色

|
|

。0.1～ 0,3の砂粒含有

。青灰黄色及暗茶灰色

。0.1～ 0。 3の砂粒含有

|     |

-212-
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土  器  血

種 類

摘要
鉢 A2 鉢 A2 鉢 A3 鉢 A3

法

量

(錫)

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

9,9

5.8

8.3

14.7

6。 9

3.7

12。 3

5。 2

3.3

出 土 地 区 H-3-G 溝コー 3 H-3-G 溝ロー 3 H-3-G ttΠ-3 H-3-G 溝Ⅱ-3

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形 外

内

。端部外面が菌弯し、器

壁が薄くなり、断面が

丸 い 。

明不

ヽ

Ｉ

Ｉ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

夕

。端部外面は肥厚し、内

面端は立ち上がってい

る。内面は端より 1.7

防程下で稜を有してい

る。

。端部横ナデ

。ナデ

。端部断面は丸い

。横ナデ

。不明

。端は器壁が厚く、断面

は丸い。

４
アナこ土

ハ

ヽ
１
１
ｔ
ｒ
ｌ
ｉ
夕

体
　
　
　
　
　
　
　
部

　
　
　

一　
　
　
底

形 態

文 様

部

。底部より外上方へ[

り、丸みを有する。

。右上りのタタキロ

ナデ(放射状のヘラ痕|

平底

中央部が僅かに凹んく

いる。

O底部より外上方へ広が

り中位より立ち上がっ

ている。

。外上方へまっすぐ

る。

。外上方へまっすぐ上カ

る。

1珠鏡錠制∬

。ナデ 下位には刷毛の
あとが僅か残っている

。細かな刷毛の上から放

射状のヘラ磨き

。平底
O突出した底で、現在の

いときりの様な形。雅

上があとからつけたと

いアナこ上
ハ

ヽ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
く
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ノ

。欠損のため不明

| されている。

|°

網三築霜雹
色

|°

懸な
儀め斑多

|。
良好

|

。0.1～0,3の砂粒含有

雲母含有

。良好

|。 底部全面に黒斑 「帥韓
|

|

。内外共に煤付着
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土  器  血  ―一二―― 1 205

鉢 A3  1  鉢 A3 鉢 A3  1  鉢 A3

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

１

　

　

ヽ

15,8       1 ■.6(反転)
6.8     1 5,0

周   11司

17.6

7.35

3,9

H-3-G 溝コー 31H-3-G 溝Ⅱ-3H-3-G 溝コー 31H-3-G ttΠ -3
。端部が角張って太くな

っている。

。端部内面は外上方へ向卜端部は薄くなり、
き、外面はやや肥厚し| は丸い。
丸くなっている。

。端部は内弯し断面は
い 。

:1不
明

O底部より外上方に広カ

り、中位あたり
と肥厚している。

接合面ではヘラで押
たあとが残 り、

なっている。

。ナデ

。ナデ、ヘラ

についている。

。淡黄色
一部青灰黄色

整 形 外 。縦方向のヘラ磨き

。ヘラ磨き

。縦方向のヘラ磨きの

に横方向のヘラ磨き

。横方向のヘラ磨き

。丸底

O底部よりまっすぐ広が
り、やや丸い。

。底部より外上方ヘ

る。

。底部より外上方に大き

く広がる。

Oナ デ 底部からヘラ
削った痕がある。

00.2～ 0。 4の砂粒含有

。良好

。平底
。中央部が凹んでいる。

底面は石粒がとんで、

四凸になっている。

:ぷζ療底で中
奢裔z巽 |

|

ラ削り

。青黄茶褐色

。
0。 1～0.3の砂粒含有

。良好

|。

淡黄褐色

|

。0.1～ 0,4の砂粒刀

有

。良好

。茶褐色

。0,1の砂粒含有

非常に精良な粘土使用

。良好
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土  器  No
巧 戸

別
119     1  210

58      1  211

粋 1期｀
iiti::::｀

｀`ヽ``、、、、こ:三i::::ヽ| 鉢 A3 台付鉢 D 台付鉢 D 台付鉢 D

法

量

(協)

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

19.3

8.5(現存値)

欠損のため不明

(現存値)

12.1

7.5

5.3

出 土 地 区 H-3-G 満Ⅱ-3 H-3-G 溝コー 3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝Ⅱ-3

口

頸

部

態

様

形

文

整 形 外

内

外

丸

厚

は

肥

面

し

断

少

ｏ

は

る

面

い
翻
陳　・ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
利

端

反

い
　

　

　

　

　

―

―
～
―

サ

。「く」の字に外反する。

中位で肥厚し、端部は

外面に肥厚している。

共に横ナデ

。外面は体部より緩やか

に外反。端部で立ち上

がる、内面は頸部で稜

を有し外上方へ広がる

右上りのタタキロ、上
からナデで消している

ナデ

。端部外面が内弯し、

面は三角形

明不

ヽ

１

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

プ

体

部

整 形 外

内

態

様

形

文

。底部より外上方に大き
く広がる。

。右上りの刷毛の上から

底部の方より暗文風の
ヘラ磨き
。全体的な仕上げは粗難
である

。最大径が上位にあり丸
とヽ。

。縦方向のヘラ磨き

Oナ デ、底部から放射状
にヘラ痕が残っている

。底部が広く立ち上がる

器壁が比較的薄く、指

で押えるため厚薄があ

る。

。タタキロの上を指ナデ

で調整する。
。放射状にヘラ磨き、底

部付近は刷毛目のあと

が残っている。

外上方へ広がり、上位
で立ち上がり内弯ぎみ

である。底面が小さく

凹んでいる。

共に横方向の細かし
ヘラ磨き

粗雑な仕上り

1  質

|

|

|

1備   考

。欠損のため不明

。黄奎頸豪赤褐色

|°

4望選聾署
砂粒合有

|°

顕

|°
見皇信ヒ号孝評客γ
で

1 

伊菅!ま
指でナデられて

|。 茶福色

00.1～0.3の砂粒含有

0.6～1.0の石粒含有

。良好

|。 低い台。あとから粘土

|。
ζE漕二手:「g[:
| っている。

|。 淡茶褐色

。0.1～ 0。 2の砂粒含有

卜

好

。全体的に指圧痕がt
l き、四凸になっている

。0.1～0.3の砂粒多量 1

含有

0.5の石粒も含有
O良好

|:景:負信甘写毛FttF
I蓼「
騨雰…
｀

|。 乳赤褐色
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土  器  h

整 形 外

内

法

量

傷

12.15

9,6

4.15

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

欠損のため不明

4.5(現存値)

3.9

O底著Tよ り外上方へ立ち
上がり、中位より
ぐに立ち上がる。

。縦方向にタタキロわ

こされ中位より上で 1

ナデ
。縦方向の刷毛目

1捌 I� I捌 1別

欠損のため不明

4。6(現存値)

4.9

出 土 地 区 IH-3-G 溝ロー 31H-3-G 溝Ⅱ-31H-3-G ttΠ -31H-3-G 溝ロー 3
。中位付近で一端丸くえ

り、端部で細く、

は丸い。粘土

折り返たり、粗雑な

上げである。粘土

ざ目が明確である。
欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

。ナデ

。波型に刷毛目

|。
突出した底部で粘土か

都 千 底面に巻いた形で折り

|。
f乳ヤ腑所法厚み
。外面―淡茶福色

内面―淡青茶色

。

雰評

より外上方に広力

‖

。

写醍ふを含

上方に大き

00.1～0.4の砂粒、

含有

。良好

欠損のため不明
9。1(現存値)

2.6

。底部より外上方

る。器壁は比較的薄い
|

。0.1～0.3の砂粒含有
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土  器  No
120     1  219

種 類

摘要
甑 甑 甑 甑

法

量

勤

径

高

径

径

縁日
器

腹

底

欠損のため不明
6.0(現存値)

欠損のため不明

8,7(現存値)

2.1

欠損のため不明

4。4(現存値)

2.0

出 土 llL区 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G ttE-3 H-3-G 溝Ⅱ-3

郡

底

色

月台

口

頸

部
　

一

体

整 形 外

内

形  態

菩Б

調

土

様文

態形

様文

欠損のため不明

10淡茶褐色、中核は赤枢

1 

色

|

|。 o.1～o.2の砂粒合有

「
髄 ド再色

loO。 1～0.3の砂粒・石粒 |。 0.1～o.4の砂粒、石粗

欠損のため不明

。底部より大きく外上

`こ

広がる。

|。

淡灰茶褐色

含有 |

1質 腺好 庫
十偏    石 |       |

|  |   |

~¬ ~~~~~~

3の砂粒

時舗　　　一

甜
　
　
　
　
一ほてP~~「

|    |     |
-217-
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土  器  蠅
５９

一

‐２０

種 類

摘要
甑 甑 甑 甑

法

量

(傷)

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

欠損のため不明

3.5(現存値)

0,7

欠損のだめ不明

6,4(現存値)

出 土 地 区 H-3-G ttE-3 H-3-G 溝Ⅱ-3 H-3-G ttE-3 H-3-G ttH-3

口

頸

部

形 態

文 様

整 形 外

内

O僅かに反り、外面は内

弯している、断面は三

角形

てし消を

一ア

［
田

ナ

キ

横

夕

る

に

夕

い

土
（

ヽ

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｔ

ｒ

ｉ

Ｉ

Ｉ

ノ

。体部より‐段と大きく

外上方へ広がっている

端部断面は丸い。

右上り浅いタタキロ

横ナデ

欠損のため不明 欠損のため不明

底 都

色
　
　
一
胎

調
　
　
一土

。底部より外上方へ広カ

リ、器高が低く、土君

全体が厚つばい。

。上下左右交差した細
いタタキロ。

Oナ デ

。削り底
。内面より刺し、孔の

け方は歪つ。外面に

土付着
。1孔、1,8翻の厚み

。淡青黄灰福色

。0,1～0.3の砂粒合有

O底部より外上方へ立

上がる。上位で一層

っている。

。右上りのタタキロ

。ナデ、中位より以下は

指押えで凹凸が著し
い 。

。削り底
。縦方向のタタキロ上に

僅かに削っている。
。1孔、1.5～ 1。 7翻の厚
み

。淡黄茶褐色

中核一赤褐色

。0,1～0.6の砂粒・石粒

多量に含有

O底部から外上方に大き

く広がる。

。右上りのタタキロ

(後から縦方向のタタ

キロがある)
。刷毛目

。削り底
O尖底ぎみである
。1孔、1,G錫の厚み

。黄茶褐色

1～0.3の砂粒含有

。底部より外上方へ大き

く広がり、丸みがある

°
花未≧客3a声耳

(風
|

。刷毛目が部分的にある

。削り底
O尖底ぎみである
。1孔、1.6防の厚み

。青黄褐色

00.1～0.4の砂粒含有

|"

|。 良好 卜好 卜好
I V・

…

卜好
|

|

|

考

‐質
卜
‐
備‐
一 -218-



土  器  No
120     1  226

６〇

一

１２０

種 類

摘要
甑 甑 甑 甑

法

量

錫

径

高

径

径

縁日
器

腹

底

13,8

10,85

2.4

欠損のため不明

8.4(現存値)
11,7

11.2

1.3

16.1

8,8

1,3

出 土 地 区 H-3-G ttE-3 H-3-G 溝コー 3 H-3-G ttE-3 H-3-G 溝Ⅱ-3

十形  態

1   
内

口

頸

部

O端部は垂直に立ち

る。断面は三角形

一アナ横

ヽ

―

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

ジ

欠損のため不明

。端部断面は三角形で、

外面端が内弯している

し消を目

一ア

キ

ナ

タ

る

に

夕

い

上
ハ

ヽ

１

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

ノ

。端部で外反し、器壁

薄くなっている。

。横方向のヘラ磨き

態

　

　

　

様
　
　
　
　
外

　

　

内

　

一

形
　
　
　
　
　
一

形
　
　
　
　
文
　
　
　
　
整
　
　
　
　
　
一

体

部

底部より外上方に立ち

上がり、上位より重直

に立ち上がり、深くな

っている。

横方向の三段のタタキ

目

ナデ

。外上方に内弯しながら

立ち上がる。

O右上りのタタキロ

。ナデ

O外上方に立ち上がり雑

長い。底部につけ足し

た粘上が下位で重な

り、器壁が厚くなって

いる。

。右上りのタタキロ、畔

位より縦方向のタタ■

目で格子状になってし

る。
Oナ デ

(放射状のヘラ痕)

。底部より外上方へ広が

り、中位でやや厚みを

増す。

。右上りのタタキロ、夢

々ナデ。中位で縦方直

のタタキロと交差
。刷毛目

底

周台

Oタ タキ底

1孔、1.0筋の厚み

O淡灰黄褐色

Oタ タキ底
。1孔、1.3勤の厚み

。淡暗赤褐色

有含闘の卜　
　
　
好

０
，
　

　

良

粒石

|。

淡黄褐色

|
|

O淡黄赤褐色

00.1～0.2の砂粒含有

。良好質

備    考

土卜0.1～0,3の砂粒、

十 多量に含有

卜好
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土  器  血

種 類

綴 甑 甑

法

量

傷

径

高

径

径

縁日
器

腹

底

出 土 地 区 H-3-G ttΠ-3 H-3-G 溝Ⅱ-3

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形 外

内

O端部は外上方へ向き、
やや外面に肥厚する。

デナ横こ共

ヽ

１

１

に

ｒ

ｉ

ｌ

ノ

。端部は内弯し断輌

く、器壁が厚い。

一アナこ共

ヽ

１

１

１

ｔ

ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

プ

体

形  態

文  様

外

　

　

肉

形整

部

底 部

色 調

°
謡1踏糀乱
°唇F醐

O淡資褐色 。淡茶褐色

。全体に同一手法で仕
げ、乱雑である。
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第 3節 須 恵 器

5世紀の須恵器

第22図 須恵器杯蓋

6世紀の須恵器

須恵器は、東奈良遺跡のほぼ全域より出土しており、今回はA―

6-G・ I・ J・ K、 H-3-BoCeG・ H・ J・ KoM・ N・

O・ P、 F-7-E・ Fの各地区から出上した須恵器について記

す。 (図版121・ 122)

器種としては、杯蓋 (1～ 4・ 6～11)・ 杯身 (12～ 19)。 有蓋

高杯 (20・ 21・ 22)・ 甕 (27～ 34)・ 器台 (26)。 逸 (23)・ 壷

(24・ 25)等 がある。しかし他の弥生式土器や土師器に くらべる

と、出土量はきわめて少ない。さらに出土状態においても、H-3

-F地区の溝 I-1よ り出土した磁 (23)、 F-7-E・ F地区の

溝 I一Nよ り出土した杯蓋 (1・ 3・ 4)・ 甕 (27)、 H-3-O

-8地区のP-23よ り出土した甕 (34)カミ遺構に伴う他は、すべて

直接遺特に関連のない包含層より出土したものである。

時期は陶邑の I期から平期までの各時期のものがある。

5世紀の須恵器としては、杯蓋 (1～ 4)。 杯身 (12～ 14)・ 甕

(27・ 30・ 32・ 34)・ 器台 (26)。 高杯 (20)が ある。

杯蓋 。身の天丼部 。底部はほば全体の擁ほどヘラ削りにより、丁

寧に成形 。調整されている。杯蓋 (1～ 4)の天丼部と口縁部との

境界はやや突出し稜をなしている。日縁部は比較的高く、 (1)の

端部は丸く仕上げられ、他の (2～ 4)よ り古い時期の ものであ

る。杯身 (12～ 14)の たちあがりは、やや内傾はしているが比較的

長く、杯蓋 (2～ 4)と ともに定形化したものであろう。

甕 (27。 30・ 34)の 口縁端部は張り出した様になっている。

器台 (26)は、上段には長方形、中・下段には三角形の三段の三

方向の透しがあり、透しのまわりにはナデがあり、透しと透しのあ

いだには櫛描波状文がある。

高杯 (20)は、短脚 1段透しの有蓋高杯の脚部である。

6世紀の須恵器としては、杯蓋 (6～ 8)・ 杯身 (15～ 19)。 高

杯 (21・ 22)。 高杯の蓋 (5)。 磁 (23)・ 甕 (31)が ある。

杯蓋 (6～ 8)は、天丼部は粗いヘラ削りで成形され、口縁部は

ゆるやかに外上方に広がり、端部は丸くおさめられている。天丼部

と口縁部の境界には、 (6)は凹線が、 (8)は あいまいな凹線が

めぐらされてはいるが、 (7)は判然としない。いずれも6世紀後

半の須恵器である。

杯身は、扁平な天丼部で、粗いヘラ削りがなされ、たちあがりは

内傾し、 (15・ 17)は短く、 (16・ 19)は さらに短い。 (15・ 17)
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第24図 須恵器杯蓋

7世紀の須恵器

8世紀の須恵器

まとめ

は 6世紀前半で、 (16・ 19)は 6世紀後半に位置づけられるであ

ろう。

1  高杯の蓋 (5)は、天丼部をヘラ削りし、後カキロ調整をおこ

| ない、頂部には平たい円盤形のつまみをつけている。日縁部はや

とや湾曲しながら外へひらき、やや短い。時期としては 6世紀前半

のものであろう。

高杯 (21)は、長脚のつくものであり、また磁 (23)は頸部の長

大化していく時期のものであり、高杯 (22)と ともに 6世紀前半の

新しい時期のものであろう。

杯蓋 (9)。 壺 (24)・ 甕 (28・ 29・ 33)が ある。

杯蓋 (9)は端部の内面にかえりがつき、天丼部の頂部に宝珠つ

まみのつくものである。

甕 (28・ 29)は外反する口頸をもち、端部を折 りまげている。甕

(33)は 日頸部に一帯の粗い櫛描波状文があり、この粗い波状支は

T K43までにはほとんど消滅したものが、一時復活す るものであ
(注 2)

る。

いずれも7世紀前半の時期の須恵器である。

杯蓋 (10・ 11)であり、天丼部と口頸部との境界は段をなし、日

縁部は短く屈曲したものである。

壷 (25)は底部のみであり、糸切り底で平安時期以後のものであ

る。

東奈良遺跡から出土した須恵器には、 I期から平期のものが認め

られる。また全域からその出土をみるが、量的にもわずかであり、

遺構も少ない。

5世紀代の須恵器には、杯蓋 (3、 4)、 杯身 (12)でみられる

ように割れ口が暗紫色を程し、泉北陶邑で製作された可能性のある

ものがある。 6世紀～ 7世紀代の須恵器には、胎上に砂粒を多く含

むものが多くみられ、これらの須恵器は、この時期にすでに成立し

ていた千里古窯跡群から供給されたものと考えられるが、詳細は今

後胎土分析等によって決めるべきものと考えている。

注 1 陶邑吉窯跡群 I 平安学園
2            〃
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須 恵 器 観 察 表
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土  器  馳
(妥テ夢ミ)身雪22E電

 1   1
3

種 類

摘要
蓋 蓋 蓋 蓋

法

量

錫

径

高

径

径

縁国
器

腹

底

13,0

4.2

11,8

3,95

11.0

4.0(現存値)
12.3

4.85

出 土 地 区 [一 F-7-E・ F F-7-E・ F
溝 I一N

F-7-E・ F
浩 I一 N

口

頸

部

体

部

形  態

文  様

整  形

形  態

文  様

黎  形

。国縁部はわずかに外へ

ひらき、稜線部の径よ

りも口径の方がやや大

きい。日縁下端は丸く

おさめられている。

。内外面とも横ナデ調整

。天丼イに口縁甘Fの境界
は、突出してやや鈍い

稜をなす。天丼部は比

較的平らではとんどヘ

ラ削りされている。

|

。国縁部はわず力Wこ外
へひらき、稜線部の

よりも口径の方がや

大きい。口縁下端は

ずかに内傾し、端面

凹線が一条めぐる。

O内外面とも横ナデ説

。天丼部と口縁苫【の境界
は、突出してやや鈍い

稜をなす。丸味をもっ

た天丼部は、ていねい

にヘラ削りされている

が、焼ひずみにより中
心部が少し凹んでい

る。
Oヘ ラ削り以外及び内面

は横ナデ調整。

。ヘラ削り方向は、時訂

まわり。

。内外面とも横ナデ

。国縁部はゆるやかに彎

曲しながら下方にのび

る。口縁下端は内傾し、

やや鋭さに欠ける。

。天丼部と口縁部の境雰

は、突出しやや

'ttヽ

移

をなす。天丼部は丸味

をもち3/4ほ どヘラ削り

されている。

Oヘ ラ削り以外及び内面
は横ナデ調整。

。ヘラ削り方向は、逆喋

計まわり。

。口縁部はわず力Wこ外ヘ

ひらき、稜線部の径よ

りも国径の方がやや大

きい。口縁下端はわず
力Wこ内傾し、きわめて

鋭い。

。内外面とも横ナデ調蓬

。天丼部と口縁部の境界
は、突出して鋭い稜を

なす。丸い天丼部は、

ていねいにヘラ削りさ

れ中心部を不定方向に

ナデて仕上げられてい

る。

Oヘ ラ削り以外及び内面

は横ナデ調整。

Oヘ ラ削り方向は、時計

まわり。

底

i色      い暗灰色       。暗灰色

|         |

|

浅

T判

→僑良な瘍 隣

暉

良

|。 堅緻        O堅 緻

1質 卜鞭 卜緻 卜緻 昨緻
|~~可

|           |。 天丼部に自斑アリ

1備

―

―

ｌ

ｔ

ｉ

ｌ

ｌ

十

一

|

|

¬
|

|

|

|

|

‖
|

10淡灰色

L
―-224-―



出 土 地 区 I F-7-E・ F

13.8(反転)
4,3

14.4(反転)
4.4

径

高

径

径

縁回

器

腹

底

14.8(反転)
7.6

A-6-G・ I・ J・ KA-6-G・ I・ JoKA-6-G・ I・ J・ K

土  器  血
第23図

121

○口縁部はやや弯曲 。日縁部はゆるやかに

下方にひろがる。口

下端は丸くおさめら

稜はなく、わず力Wこ凹

線が一条めぐる。

O口縁部は、彎曲しな 。口縁部は、外下

ら外下方にのびる。国 るやかにひろがり口

雫亀俗兌砕争売舌尼綴|

態
|°
電啓ξ二:遷
様
1 習箕警騎争きれ覆た(

ぶい凹線を一条めぐら

す。

カキロ調整。

Oヘ ラ削り及び内面

ナデ調整。
Oヘラ削り方向は時計ま

わり。
。仕上げナデは一方向

O肉外面とも横ナデ ○内外面とも横ナデ

。天丼部と口縁部の 。天丼部と口縁部の 。天丼部と口縁

は、ゆるい凹線をめ

らす。天丼部は余り

は、あいまいな凹線を は認められない。

部は余リムくらみがえ

くらみ拘ゞなく、 く、口縁部まで粗くヘ

ラ肖Jり されている。いヘラ削 りされてい

る。

縁下端 は丸 くお さ

る。

下端は丸くおさめる。

口縁下端内面に、にぶ

り回線が一条めぐる。

。内面は横ナデ調整。

①ヘラ削り方向は、逆時

計まわり。
。仕上げナデは一方向

めぐらす。天丼部は

リムくらみがなく、

強粗いヘラ削りされ

もヽる。

。ヘラ削り以外及び閑

は横ナデ調整。
。ヘラ削り方向は、

計まわり。

。内面は横ナデ調整。

Oヘラ削り方向は、

計まわり。
O仕上げナデは不 O仕上げナデは一方向

|。 淡灰色

10M色
|

。精良ながら粗砂含 O精良ながら粗砂含

  |。

精良ながら粗砂含

O堅緻
       |○

堅緻

|。
精良ながら粗砂含

卜緻
|。
やや大型品である。

|

|。 天丼部に白斑アリ

酵層解鍵いヽ
考備

-225-
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土  器  No 9
121     1   10 121     1   12

謂 壺 重 蓋 杯

法

量

働

径

高

径

径

縁口

器

腹

底

9.2

2.9

13.2

1.8(現存値)
17.6(反転)
1.3(現存値)

9。 7

3.9(現存値)

出 土 地 区 A-6-G・ I・ 」・K A-6-GoIoJ・ K A-6-G・ I・ 」・K F-7-E・ F

口

顎

部

形  態

文  様

整  形

。国端部ちかくに肉面に

かたりをもつが、かえ

りは口端制
`よ

りも内傾
し突出する。

。内外面とも横ナデ調整

。口縁端部は短く屈曲し

下方へ折れる。

国端部は丸くおさめる

。内外面とも横ナデ調塵

。口縁部は、小さく屈曲
し内側にややムくれ

る、外側に端面をもつ

。内外面とも横ナデ調建

。たちあがり端部は内候
する。

。内外面とも横ナデ調理

体

部

形  態

文  様

整  形

。天丼頂部に宝珠形つま
みがつく。天丼部は一

段高くムくらみ、ふく

らみ部分をヘラ削りす
る。

。内面は横ナデ調整、仕

上げナデは認められな
セヽ。
。ヘラ削り方向は、逆時

計まわり。

。器高は低く。天丼部と

口縁部の境界は不明際
であるが口縁部近くに

凹線が一条めぐる。

9天丼部と口縁部の境雰
は段をなす。天丼部平

垣である。

O内外面とも横ヘラ調建

。受部は水平に外方への

び、端部は丸味を持っ
ている。体部は丸く仕
上げられている。

。外面はヘラ削りで削り
の方向は時計まわりて

ある。
O内面は、横ナデ調整

底 部

調

土

色
　
　
一胎

質

備 考

|

|。

淡青灰色

|

|

|

|

|。
黒灰色

|

|

|°煽忌選をBば
は1程度

|。

灰陥

|

|。

精良

|
|

|。 堅緻

-226-



63   1    1 第24図

法

量

鱈

径

高

径

径

縁国
器

腹

底

▲-6-G・ IoJ・

。たちあがりは、内傾

低い。受部は水平

丸くおさめる。

。たちあがり端部は閥傾卜大型の杯である ち‐

‐

‐

‐

‐

‐

く

‐

。たる。　
　
　
　
　
　
　
　
鋼

。大型の杯である。たち

あがりはやや内傾し、

低い。

し、ややあまい稜を持| あがりは内傾す

。内外面とも横ナ 。内外面とも横ナ O周外面とも横ナデ

出 土 地 区 I F-7-E・ F

形  態

形  態

整  形

。受部は水平で、先端は

丸味をもっている体底

部は丸く仕上げている

。受部はやや外上方にの

びる。体部は扁平であ

る。

。受部は外上方にのび端

部は丸味をもってい

る。体部は扁平な感じ

である。

。体部は、きわめて扁

であろう。

。底部の約%を荒いヘラ。外面は、体底部全体の 。外面は荒いヘラ削りを
し、方向は逆時計まわ

りである。
。内面は横ナデ調整

部

。甘ζを種写:彗警
時計

|。
:ζ急B:とこ

g;亀

部底

。灰白色
|。
淡青灰色

||。

青朧 。灰自色

質

備
　
　
　
一

|

珊伽まややキ郷‖
°
霰暑督3争成

-227-
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土  器  血
肝 118 121     1   19

澱 杯 杯 杯 高 林

法

量

働

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

(現存値)

15.4

3.2(現存値)
14.8

8,1(現存値)
欠損のため不明

6,0(現存値)

8.4

出 土 地 区 A-6-G・ I・ J・ K A-6-GoIoJ・ K H-3-P F-7-E・ F

口

頸

部

形  態

文  様

整  形

。たちあがりは中程が

やムくらみを持ち
い、端部は丸くおさ

られている。

。内外面とも横ナ

。たちあがりは、内傾

低い。

受部はやや水平に外
へのびる。

O内外面とも横ナデ

。たちあがりは、内慣

低い。

受部は水平に外方ヘ

びる。

欠損のため不明

体

郡

形  態

文  様

整  形

。受部は水平に外方へ6

びる。体部は扁平な振

じであると思われる。

。体部は、扁平であろう

。外面ヘラ削り

。体部はきわめて扁平
ある。

。脚部は外反するが脚端

部付近は直立する脚端

部は丸くおさめられて

いる。
。透しが 9孔ある。

。ヘラ削り調整

O横ナデ

|

底    部

|

|

色    調

|°

灰自色
10青
灰自色

|

。灰黄色 。暗灰色

月台 土
li::3i:!る。質

。精良ながらやや粗砂含 。精良ながら O精良

。堅緻

|

|

備 考

|

|

-228-



土  器  蠅
６３

一

・２．

121     1

硬 叙

橘 喜
無蓋高杯 高 杯 甦 壺

法

量

働

径

高

径

径

縁日
器

腹

底

11,0

4.0(現存値)
欠損のため不明

9,8(現存値)
9.2

13.2(反転)
3.65(現存値)

欠損のため不明

出 土 地 区 H-3-P A-6-GoI・ J・ K H-3-F ttI-1 A― G一 G・ I・ J・ K

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

形  態

文  様

整  形

。国縁部は外上方に

る。

O内外面とも横ナデ調羹

。国縁部は外上方にのび

端部は丸くおさめる。

。内外面とも横ナデ調整

。口縁部は欠損のため

明。外反する頸部、

面に櫛描波状文をほ

こす。

。内外面とも横ナ

。国頸部は、やや長く外

反ぎみに内弯する。

国端部は、丸くおさま

り頸部に一条の凹線を

もつ。

。内外面とも横ナデ調整

体

形  態

文  様

整  形

O体部は比較的浅い。

O凹線に区画された中に

櫛描波状文をほどこす

。外面はヘラ削り後横ナ

デ調整。
O内面は横ナデ調整。
Oヘ ラ削り方向は逆時計

まわり。
O仕上げナデは一方向

。淡灰色

li33な

がらやや粗砂合
|

|。 閥面に自斑あり

。国縁部 と体部の境ザ

は、にぶい稜をもつイ

部はあまり深くない。

|°電憲笞aぢらゞ二:覧獄

1 

面とも横ナデ調整。

O灰自色

|

10精良ながら粗砂含

|

|

|

。九みをもった体部。

。肩部に凹線を一条めぐ

らし、その下に櫛描波

状文をほどこす。

O体部下半から、底部

は、ヘラ削りされた後

ラセン状に、カキロ訴

整している。

。丸底

|。 灰自色

|。
中核は紫黒褐色を呈す

|

|。

やや粗砂を含

|°緊冒唇昆管μ
鮒着か

欠損のため不明

O欠損のため不明

|

|。

淡青灰色

|

一-229-―



土  器  血

麒 壺 (底部) 器 台 甕 甕

法

量

働

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

欠損のため不明

(推定)

欠損のため不明

10。 1(現存値)

欠損のため不明

25,3(反転)
5,6(現存値)

欠損のため不明

22.0(反転)
3.6(現存値)

)欠損のため不明

出 土 地 区 A-6-GoI・ J・ K H-3-O F-7-E・ F
溝 T一 N A-6-GoI・ J・ K

態

　

　

　

様

　

　

　

形

形
　
　
　
　
文

　

　

　

整

口
　
　
　
頸 欠損のため不明

態
　
　
　
　
様
　
　
　
　
形

形
　
　
　
　
文
　
　
　
　
整

体

欠損のため不明

底

。糸切り底である。
。底部中央に、焼成後に

穿った穴が認められる

色
　
　
一
胎

~~コ。灰自色~~

備

寸憂
|

|

考ぽ
ゝ

欠損のため不明

。3段 8方向に透しのあ
る、あまり高くない脚
で、上段の透しは長方
形、中。下段の透しは

三角形で面どりをして
いる。
。外面にはやや崩れk櫛
描波状文がほどこされ
ている。
O内面は、横ナデ調整

十
~~~~

|

|
|
。灰自色

|°

緻

|°

印

|

|

。外反する口頸は、口端

部外面に、にぶい突帯

をもつ。

。内外面とも入念な横ナ

デ調整

1 欠損のため不明

|。

欠損のため不明

~

|

|

|

|

|。

暗灰色

|。 精良

|

|。 堅緻



土  器  血
122     1   31 肝 132

種 類
摘 要

甕 甕 甕 甕

法

量

傷

径

高

径

径

縁口
器

腹

底

21.3(反転)
4.7(現存値)

欠損のため不明

18.4(反転)
4.4(現存値)

欠損のため不明

22.0(反転)
3.6(現存値)

欠損のため不明

58。 9(反転)
7.3(現存値)

}欠損のため不明
出 土 地 区 A-6-G・ I・ J・ K H-3-B,C・ G・ HJ・ KoM・ NoOoP A-6-G,I・ JoK

H―-3-B'C・ G・ コ
IJ・ K・ M・ NoO

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

形  態

文  様

整  形

口頸部は、短 く外

し、口端部は外側に

り返し肥厚する。

内外面とも横ナデ

口

凹

は

し
　
ｏ

唖
膵
け

る

に

ぐ
孵鞠
一条め
懲
棚
縫

。頸部外面にカキロをほ

どこし内外面とも横ナ

デ調整している。

。外反する国頸、口端郡

は、さらに外方へやや

広がり、丸くおさめら

れている。

。内外面とも横ナ

°
と:::轟こ二猟
側にやや面をもち、丸

|

くおさめられている。

。内外面とも横ナデ調整

整  形

部

O欠損のため不明である

が、肩部のみやや残存

外面は、タタキロ文
カキロ調整。

肉面は、同心円文を

くナデ消している。

欠損のため不明 欠損のため不賜 欠損のため不明

底 部

欠損のため不明 。欠損のため不明 。欠損のため不明 。欠損のため不明

色 調

青灰色 。灰自色 。青灰色 。暗灰色

胎 土

質

備 考

。精良

。堅緻 卜鞭
|

|

[騒母T呻
紳庶

L_ |

-231-



土  器  醜
肝 184

種 類

摘喜 甕 甕

法

量

働

径

高

径

径

縁日
器

腹

底

30.9(反転)
3.7(現存①

欠損のため不明

25,5

40.2(現存値)
48.6

欠損のため不明

出 土 地 区 A-6-G・ I。 」。K H-3-O-8、 P-2:

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

形  態

文  様

整  形

°

忠騨 :電 轟 軽 |
に、にぶい口線をもち、

内側につまみ上げられ

た立ち上りをもつ。
。口頸部外面に、ゆるや

かな波状文をはどこす
。内外面とも横ナデ調整

O外反する口頸をもち口

縁部端面は、上下にわ

ずわWこのび稜をつくる

。端面に、ゆるい凹線が

めぐっている。

。口頸部外面はカキロ訊

整、内面は横ナデ調垂

体

部

形  態

文  様

整  形

欠損のため不明

。最大腹径は、比較的上

方にあり、やや長い胴
部をもつと思われる。

。外面はタタキロ文後カ

キロ調整

部
|°

欠損のため不明

|

調

|°

暗灰色

。欠損のため不明 一　

　

　

　

‐

底

。青灰色

色
　
　
一
胎

考 | |備



第 4節 石  器

石器 。土製品

小川水略・ F-7-E、
F地区・ H-5-I、
M地区・ I-3-B、
F、 G、 H地区・ H―

3-」 、 K、 M、 N、

O、 P地区・ H-3-
B、 C、 F、 G、 日地

区・ F-4-N・ G一
4-B地 区・ A-6-
F、 G、  1、  」、 K地

区

注 1 今回の報告に際しては、家」
片等の遺物は除外している。

2 考吉学雑誌第63巻第 2号
日本考吉学会 S52年 9月

図版コ恩智遺跡出上の木支 。

打製石剣 P81～ 84恩智遺

跡出上の本文・打製石剣に

ついて 瓜生堂遺跡調査会

今回報告する石器 。土製品は、小川水路地区、F-7-E・ F地

区、H-5-I・ M地区、 I-3-B・ F・ G・ H地区、H-3-

J・ KoM・ NCO・ P地区、H-3-BoC・ F・ G・ H地区、

F-4-N・ G-4-B地 区、A-6-F・ G・ I・ 」。K地区の

合計 8地区より出上した遺物である。個々の遺物についての詳細

は、石器・土製品観察表と図版 (123～ 125)を 参照されたい。

O石鏃は、平基無茎式 (1・ 2)・ 凹基無茎式 (3)。 円基無茎式

(5・ 8)・ 凸基有茎式 (6・ 7・ 9・ 10・ 11)カミ出よしており、

凸基有茎式が大形の傾向を示している。遺構に伴な う遺物として

は、 (11)の F-4-N、 G-4-B地 区方形周溝墓北溝出上の石

鏃が唯―のものである。

。磨製石父1(16・ 17)2点の内 (16)は、柄部に桜の樹皮などを巻

きつけた痕を残している。本来は、大阪府恩智遺跡出土の打製石剣

のように樹皮を巻きつけていたのであろう。 (17)は、A-6-K

地区で検出された第 1号方形周溝墓南溝より出土したもので、伴出

した土器は唐古第Ⅲ様式である。

O石斧 (26・ 3つ は、ともにF-4-N地 区で検出された方形周溝

墓北溝から出上しており、伴出土器は唐古第Ⅲ様式から第Ⅳ様式で

ある。

。自然石 (49・ 50)の うち、 (49)は部分的に火を受けた痕跡があ

り何か火を使う作業工程に使用されたものであろうか。 (50)は H

-5-ICM地 区A-10で検出された壷棺付近より出土しており、

壺棺に対する墓標的役割の可能性が考えられる。

土錘 (35・ 36・ 37・ 38・ 39・ 40)は、 (41)を除いて全て小川水

路採集遺物であるので、時期を決めがたい。 (37・ 38・ 39・ 40)の

うち、 (37)と (39)。 (38)と (40)が同質であり同時製作と考

えられる。この 4個について共通に見られる特徴は、一方の小口に

整った面を持っていることである。この事から棒状の工具に粘土を

巻き付け一方の小口を水平面にあて整えた後、適当な大きさでもぎ

取って製作されたと考えられる。他方の小日が不整形であるのはこ

のためで、量産には適した方法であったと考えられる。

以上が石器 。土製品の大略である。今回石器の出土量が少ないの

は、各々の調査地区において弥生時代前期 。中期の住居などの遺構

がほとんどなかったからであろう。
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F-7-E・ F
包含層

F-7-E・ F
包合層

F-7-E・ F
包合層

董幅
1銘)厚
□現存値

1.6

(:::::こ :)

0.2

出 土 地 点 考備

(璽 )
と,5
0。 2

(::こ ::::)

1.4

0.3

打製石鏃 (平基無茎式) 一逆刺を欠損
断面は扁平な菱形

打製石鏃 (平基無茎式) 先端部を欠損
断面は痛平な菱形

打製石鏃 (凹基無茎式) 先端部を欠損
断面は扁平な三角形

石器・土製品観察表

日 嚢 |1隈
石鏃 割 躍 鞭 。断面は菱形  ~~~~

1 2,9

F-7-E・ F
溝 I― S

F-7-E・ F
包含層

F-4-N、 G-4-B
包含層

F-7-E・ F
包合層

A-6-F・ GoI・ J
包含層

F-4-N、 G-4-B
包含層

F-4-N、 G-4-B
包合層

F-4-N
方形周滝墓北溝

F-4-N、 G-4-B
包含層

F-4-N、 G-4-B
包含層

F-4-N、 G-4-B
包合層

li::
打製石鏃 (円基無茎式) 断面は菱形

打製石鏃 (凸基有茎式) 一側辺を欠損
断面は菱形

打製石鏃 (凸基有茎式) 断面は扁平な菱形

打製石鏃 (円基無茎式) 先端部を欠損
断面は極端に薄い

打製石鏃 (凸基有茎式) 断面は菱形

打製石鏃 (凸基有茎式) 断面は菱形

打製石鏃 (凸基有茎式) 先端部は欠損
断面は痛平な菱形

打製石槍 中央部破片で断面は菱形

打製石錐。最大幅は頭部付近にあり、断面は三角形

錐部に使用痕が見られる。

打製石錐。頭部と錐部に破損がある。

断面は楕円形で最大幅が中央部にある。

4.0

(::::::[)

0.4

1揺
・ K

(:::::::)

3.5

1.3

4.1

1.1

0.5

一４

．

０

一
１

．

５

０

・

６

9,9

3.4

1.5

(]:こ::::)

3.2

0,7

打製石器、裏面に自然面を残す。表面の風化がひどく縄文期の遺

物ではないかと考えられる。

磨製石剣。全面に研磨痕が見られる。先端部は欠損。柄部には刃

がなく面取りされ、桜の樹皮などを巻きつけた痕を残す。



F-4-N
方形周溝墓西溝

A-6-FoG・ I・ J・ K
包含層

F-4-N、 G-4-B
包含層

F-4-N、 G-4-B
包含層

F-4-N、 G-4-B
包含層

F-4-N、 G-4-B
包含層

F-7-E・ F
包含層

F-4-N、 G-4-B

第 I大形土拡

６

．

８

一
・

，

４
磨製石器。破損石器に再加工を施す段階のものであろう。石包丁

の刃部め、

磨製石器。破損石器に再力H工を施す段階のものであろう。刃部は

両刃である。全体的に研磨痕が見られる。

磨製刃器の破損石器の再加工であろう。

片刃

磨製刃器の破損石器の再加工であろう。

両刃で刃縁に使用痕あり。

痛平片刃石斧。刃面を破損している。

扁平片刃石斧。刃先に使用痕がみられる。

磨製石器。形態的特微より男性性器石器か。頭部 (端部)に磨滅

痕があり穿孔具の可能性もある。

石包丁 (直線刃半月形態)。 片刃。刃面に対して彎曲している。
全面に研磨痕が残存し、刃部に研ざ直しが見られる。背面、刃線
に条痕が見られる。端部に打撃痕がある。

石包丁 (直線刃半月形態)。 片刃。背面は平坦で光沢を持つ。

刃部に一部研ぎ直しが見られる。未組孔が一ケ所ある。

石包丁 (杏仁形態)。 両刃。全体的に研磨痕が見られる。紐孔は

4ケ所で1ケ所が未紐孔である。

磨製石器。大型石包丁の破片か。一部に片刃の刃部を残 してい

る。破片の再加工を施す段階か。
研磨痕と象1離痕が見られる。

4墾 )

3.0)

0,7

4.8
3.4

1.2

G。 4

3.4

2.2

F-4-N、 G-4-B
(亜こ)

包含層
(:□電

A-6-F・ G・ IoJ・ K 石包丁 (杏仁形態)。 全体的に象J離がひどい。

包合層
t�琵; 1両

刃、背面は平坦で光沢を持つ。

I・ JoK

(コ「E)

Z)

ど)

A-6-FoG・
包含層

長
幅
癖
鞠

法
量

碗

０

A-6-K
第1号方形周溝墓

南溝 (西スミ)
磨製石剣。刃部に一部破損がある。研磨痕が全面に見られる。

%に其N、‐4B II喜|1冨畜歪笙軽墾乙垂墾塞坐ご坐二
刃の瑯がみ
:11

1F-4-N        I I塑 型! 1昼埜●刃石斧。基郡破損のために快りの有無不明。
261方
形周溝墓北溝

)1刃 面の一側面に2ケ所の打撃痕がみられる。
断面は台形である。

ユ型 :とど正上堅
調

1皇
了ζ売 周溝墓溝中  ||と こ|

大型蛤刃石斧。未製品で研磨段階で表面の刃面を破損している。

断面は楕円形をしている。

大型蛤刃石斧。刃部を破損している。

断面は楕円形して、基端に対して細くなる。
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出 土 地 点 考備

F-4-N
方形周溝墓北溝

大型蛤刃石斧。 4分の 1破損

断面は痛平な楕円形である。断面に研磨痕を残す。

土錘。胎土は少量の砂粒 含む。
焼成は不良。色調は橙色、36と 同質

71年度

小,「 1水路採集

71年度

小,「十水路採集

71年度

4サ II水路採集

71年度

」VII水路採集

H-3-G
井戸4号

F-7-E・ F
包含層

F-4-N
東端土器群

F-4-N、 G-4-B
第 I大形土広下層

F-4-N、 G-4-B
第 I大形土拡

簡
一２
．
６
一０
・
８

4.7
4,0

1.3

4.1

4.1

1.0

4.2
3.9

0,9

9.3

5,7

3.5

土錘。胎土は少量の砂粒を含む。焼成は不良

色調は橙色、35と 同質。重量5.0′

土錘。胎土 。焼成は良好。色調は橙色

39と同質。重量G5.57

土錘。胎土、焼成は良好。色調は乎し自色

40と同質。重量90.17

土錘。胎上、焼成は良好。色調は橙色

37と 同質。重量61.77

土錘。胎土、焼成は良好。色調は乳自色

38と 同質。重量66.5′

土錘。胎土、焼成は良好。色調は乳自色

表面に線刻がある。重量61.4タ

円板。胎土は少量の砂粒を含む、焼成は良好。色調は乳自色、土

器片の再利用で紡錘車を作る目的であろう。

紡錘車。胎土、焼成は良好。色調は褐色

土器片の再利用

砥石。重量 201.8′

円板。胎土、焼成は良好。色調は淡褐色で外面に煤の付着あり。

土器片の再利用で紡錘車を作る目的であろう。

461色蕃蓬
~N、 G-4-B

F-4-N、 G-4-B
包含層

F-4-N、 G-4-B
第Ⅳ土拡

砥石。重量 118,9′

砥石。重量 81.0′

砥石。重量 709。 1′

自然石。影の部分に火を受けた痕がある。

8.0

4.9

2.4

6.5

4.7

1.9

16.6

9,0

3.6

10,4

10.3

4.2

副
I三∴塁楢付近

―

・

14。 8

10,6

5.8

自然石。一部に打撃痕あり、

壺棺に対する墓標石の可能性がある。
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第 5節 木  器

本製品

F-7-E・ F地区

F-7-E・ F地区においては、弥生時代～古墳時代の遺構より

木製品が出土している。

溝 I― S、 溝 Iよ り多量の自然木、加工本が出土しているが製名

は、 9点ある。沼地状落ち込みからは、腰掛形木製品 1点 が単独

で、溝 I― Sか らは、本槌 1点、つちのこ 1点が、溝 Iか らは、竪

杵 2点、杭 2点、有頭棒 1点、異形木製品 1点などがある。これら

のうち腰掛形木製品は、唐古第平様式併行の土器と伴出しており弥

生時代後期であろう。本槌、つちのこ、竪杵、杭、有頭棒、異形木

器は、弥生時代後期～古墳時代前期のものと考えられる。

1要掛形木製品 (区版 126-1) 弥生時代の本製腰掛けには、尻

受け台と脚とを一本から作ったものと、尻受け台に柄を穿って別木

の脚を組み合わせたものの二種があり、本遺跡出上の腰掛形木製品

は前者である。残存しているのは全体のほば半分で、尻受け台は縦

33clll、 横■ .3cln、 厚さ 3.5clnの 長楕円形であり、脚の幅24cln、 高さ

8 clll、 厚さ 4 clllである。尻受け台の上面は長辺側約 l clll、 短辺側そ

れぞれ 2.5cm残 し、中央に向って四方からなだらかに今Jっ ている。

長辺側の中程に長さ 4 clllの くばみがみられる。脚は尻受け台の下面

より、角度110° とやや開きぎみに作り出されている。用材はコウヤ

マキである。

本槌 (きぬた)(凶版 128-8) 一木作りで槌部は円筒形、槌部

の一端より把り柄を造り出している。槌部は、全体が残存 してお

り、残存長21cm、 槌部長19clll、 直径8.5clll、 把り柄直径2.5911と なっ

ている。槌部の側面下方は、周囲を面取りしており、槌部中程は、

使用により幅 4～ 7 clll摩滅し、くびれている。用材には、本′ぷを有

するユズリハの丸太材を使用している。

つちのこ (図版 128-9) 完形品である。全長16.5ull、 丸太の

中央部がくびれ、両allにふくらみをもつものであり、くびれ部直径

3.7clll、 ふくらみ部直径約 7 clllである。用材が枝分かれの部分にあ

たっているため、左右の大きさが多少異なる。この種の木製品は、

民俗例によれば一名
《つちのこ"と称され、こも。俵などを編む時

に使用されるものである。

竪杵 1(図版 127-4) 褐部先端と握部から半分以上が欠損、

全体の約 5分の 2が残存しており、残存長49.5clll、 褐部直径約 8 clll

で全体的にやや弯曲している。褐部の全側面に幅 1.5clllの面取りが

なされており、非常に明疎な加工痕がみられる。用材は、クスギの
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F-4-N、 G-4-
B地区

丸太材を使用している。

竪杵 2(図版 127-5) 握部から半分が欠損している。残存長

40cm、 褐部最大直径 4.5clll、 褐部先端は、丸くなっている。用材は

シキミの割り材を使用しており、本目が荒く堅い。

杭 (区版 127-6・ 7) 杭は 2点出土しており、いずれも同じ

形状を呈しており、かなり荒い加工が施されている。しかも、その

加工痕は、非常にシャープなものである。

6 上方部が欠損。残存長48911、 直径 6 clllの本′ムを含むマツの丸太

材を用いている。上端より10911は、樹皮を象Jいだだけの自然面で加

工痕は見られない。それ以下38clllは 下方に向って、次第に細 くなる

様に削られており、下端近くは全 lRll面に肖1り 痕が見られる。

7 上方部と先端が欠損。直径約 5 cllIの エゴノキの丸太材を用いて

いる。上端より14.5911は、樹皮を象」いだだけの自然面である。29.5

clll以下には (3)と 同様の加工が施されている。

有頭棒 (図版 126-3) 樹皮を象」いだモミの細い丸太に、 くび

れをいれ、頭を削り出した木製品である。残存長30clll、 直径 4 clll、

頭長 7 clll、 頭の先端は、丸くなっている。えぐれ部、先端のみに加

工がなされており、他は自然面である。使用用途不明である。

異形本器 (図版 126-2) 長方形の板状の一長辺中央部を、半

円形に快ったものである。ほぼ完形品と思われる。全長23911、 幅 9

cIIl、 厚さ 1,8clII、 半円直径 7 clll、 用材はクスノキである。使用用途

不明である。

G-4-B地 区、第 1大形土嫉とF-4-N-5地 区、第 1大形

土嫉より、自然本、加工木、本製品10点が出上しており、本製品の

中には、 6点の未製品も含まれている。第 1大形土拡からは、又鋤

1点、丸鰍未製品 2点、朱塗り板 2点、用途不明木製品 1点、割り

材 3点が、又、第 I大形土拡からは石斧の柄の未製品 1点が単独で

出土している。これらの本製品は、いずれも唐古第Ⅱ様式新段階～

第Ⅳ様式併行の上器と伴出していることから、弥生時代中期のもの

と考えられる。

丸鍬 (図版 129-12・ 13) 柄穴の穿たれていない丸鰍の未成品

2点である。 2点とも同形で陣笠状を呈しており中央が盛り上がっ

ている。材質はいずれもカシである。

12 -部欠損、全表面の 3分の 1程度は、腐蝕がひどく表面が象」離

している。縦26.5clll、 横29.5clll、 中央の厚さ2.5911、 刃部の厚さ0.5
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clllである。加工の状態からみると、ほとんど完成品にちかくあと柄

孔を穿つのみと思われる。

13 -部欠損、表面はほとんど腐蝕、象」離している。縦 25 clll、 横

28.5clll、 中央の厚さ 3.5clll、 刃部の厚さは不明である。加工状態は

確認できないが (1)と 同じと考えられる。これらの製品は、 1カ

所に重って出上している状況からみて、同時に製作され、一緒に保

存されていたのではないだろうか。

又鋤 (区版 128-10) 二本歯の着柄鋤の鋤身のみである。着柄

部は多少欠損し、残存長42.8clll、 着柄部残存長 7.8clll、 幅 4 clll、 鋤

身の長さは、 3.5clllで、二本の歯は、長さ27.3cIIl、 幅 3.5clllと 長さ

26.5clll、 幅3.lclllで、間隔は、約 5911、 厚さは、上方 2011、 先端0。 5

clllと 序々に薄くなっている。鋤身の断面は、それぞれかまばこ形を

呈している。二本の歯の中央には、わずかに稜がみられる。先端に

は使用による摩滅痕がみられる。又、着柄部にも着柄の際についた

と思われる摩滅痕がみられる。

朱塗板 (図版 129-14・ 15) 全体に小さな穴を数列穿ち、表面

に朱を塗布した薄い偏平な板状木製品である。本遺跡からは、 2点

出土しており同じ形状を呈している。いずれも周囲が欠損しており

全体の形態は不明である。 2点は、形状及び材質から同種の製品に

属するものと思われる。材質は、いずれもモミであり、ヒビ割れが

ひどい。

14 残存長30cm、 残存幅 3.5clll、 厚さ 0.8clll、 全面に直径0.15clll～

0.2clllの穴が0.7clll～ 1.2clllの間隔に 8列穿たれている。列の間隔は、

3 clll～ 5 clllである。穴は全部で29確認でき、そのうち、 3カ 所の穴

の中より、長さ 0.8clll、 直径0。 12clllの小さな木製釘が見出された。

釘の表面にも朱が付着している。

15 残存長31.7clll、 残存幅 4.6clll、 厚さ 0.6clllである。全面に直径

0,15911～ 0.2clllの穴が0.8clll～ 1.OCm間 隔に 6列穿たれており列の間

隔は、 4 cln～ 5甑である。穴は全部30確認でき、いずれも貫通して

ヤゝる。

以上 2点の使用用途は不明であるが表面に朱が塗布されているこ

とより、一般の生活用器ではなく、特殊な用途をもつ製品であると

思われる。

〔参考〕

本製品と同形のものが、東大阪市瓜生堂遺跡、 山賀遺跡か ら、
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H-3-G地 区

又、上記のものよりやや形状の明らかなものが、大阪市長原遺跡よ

り出上している。

用途不明木製品 (図版 129-16) 一部欠損しているが、全体の

形状より弓型を呈す板状加工本である。残存長55clll、 中央幅7.2911、

両面の曲線側に幅 1.2clll～ 8 clllに厚さ 1.8clllの 線が削り出されてい

る。他は、厚さ約 0.9clllで 全体的に偏平であり、直線側は平面に直

角に切断されている。用材は、カシで材質は本目が荒く、堅く強い

が弾力性に豊んでいる。使用用途は不明である。

石斧の柄 (図版 128-■) 石斧着装部が未完成な柄である。全

長43.3cIIl、 技分れを利用し技の把り部と幹の活用部から成 ってい

る。把り部長38911、 直径2.5clll、 活用部長21t411、 直径5.3clll、 把り部

と活用部は 60° を成している。把り部は、手元がわずかに弯曲して

いるが、ほぼ直である。所々に樹皮を象」ぐ際の刃物痕が見られる。

活用部は、幹を縦 2分の 1に割裂き断面がほぼ丸くなる様に整えた

ものであり、幅 2.5clll～ l CIllの面取りが見られる。用材は、石斧の

柄として多くに用いられているサカキではないかと考えていたが、

解剖観察の結果、モミであった。石斧の柄の用材については、今後

検討してゆきたい。

板状原材 (区版 131-19。 20・ 21) 同種のもの 3点が同一地点

より出土した。出土状態、形状より、それらは鋤又は、鍬を作るた

めの用材であると考えられる。カシの原木を一定の長さに切断した

後、断面が楔形になる様に割り裂き、製品に近い大きさに製材し保

存したものであろう。これら3点のうち 2点はほぼ同じ大きさ、他

の 1点は幅がほば同じであるが、長さが約 2分の 1と なっている。

これよリー定の寸法基準があったことも考えられる。又、加工状

態、断面より割材からの加工方法、加工段階をも知る事ができる。

そこで、以上の事を明示するために 3点の板状原材についての事項

を第10表にあらわしてみた。

H-3-G地 区においては、古墳時代の遺構より木製品が出土し

ている。溝 I-3(大薄)よ り鋤 2点が出土しており、これら2点の

鋤はいずれも弥生式土器から土師器への過渡期の土器と伴出してい

ることから、古墳時代前期の遺物と考えられる。

注 上記の木製品出土状況について詳しくは、遺構説明を参照された

い 。                                                  
‐

鋤 1(図版 130-17) 着柄鋤の鋤身である。上方部は欠損し、
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小結

長  さ
幅

最 大 厚

分割角度

法
　
　
量

鋤身は先端のやや狭まった方形を呈し、上方に着柄のため鋤身の中

央部に、長方形の孔が穿たれている。全体的に薄 く、断面は偏平で

ある。残存長ち clll、 上方幅推定約19clll、 先端幅14clll、 厚さは、上方

1.5clll～下方0。 7clllと 先端にゆくに従って薄 くなっている。孔は、縦

8911、 横 3911であり切 り回は、非常に鋭い。用材にはカシ類を用い

ている。

鋤 2(区版 130-18) 鋤 1と 同一地点にて出土した。長柄鋤の

柄で先端欠損、柄の着け根がわずかに残存している。鋤身は長方形

と推定される。厚味は下方に序々に薄 くなっており、断面は上方が

かまばこ状、下方は偏平である。残存長36。 9clll、 同幅13.3clll、 柄残

存長約1,7clll、 幅 3 clll。 用材には、カシを用いている。

本製品については、その製作にあたった工具にも目を向ける必要

がある。本遺跡出土の本製品は、外生時代後期～古墳時代前期のも

のが多い。その加工状態や調整痕などは、金属器の使用を如実に示

していると思われる。特に、本槌、杭、鋤にその様子が顕著にあら

われている。

82,Ga脇

27.6錫

9.0協

30°

42.3a脇

23.2勤

5,7筋

30°

正目面 刃物痕なし 正目面 刃物痕なし

正目面 刃物痕なし 正目面 刃物痕なし

木目にそって刃物痕

古代遺跡出土木器の材質を知ることは、木製品の形態、用途、加

工と同様に重要であり、又、自然木については、当時の自然環境を

製

材

状

態
|

正目面 刃物痕なし

正目面 刃物痕なし

木目にそって刃物痕

木目にそって刃物痕

木目にそって刃物痕

木目に直角な刃物痕

④ 両面より斜め切断
① 両面より斜め切断

〇 両面より斜め切断
① 垂直切断

鋤又は鍬 鍬又は小型鋤

両面より斜め切断

垂直切断

第10表 板状原材木どり擦式図及び考察表

木器の材質鑑定
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知る上に必要事項とされている。しかし、材質鑑定にあたって、自

然木はともかく木製品については、遺物保護の立場から多量の切断

面を必要とする顕微鏡観察は躊躇され、ほとんど裸眼観察のみで済

まされていた。しかし、古代の遺物に関する限りでは、裸眼による

材質鑑定はきわめて不明確なものであり、断定的資料としては適当

ではないと考える。

ところが今回、嶋倉己三郎氏により、少量の試料で科学的観察を

していただける機会を得、本遺跡出土木器の鑑定を依頼した。それ

について、次の様な結果を得た。なお自然木については、多量のた

め鑑定終了までには至っていないので、結果は次の機会に譲ること

にする。

茨本市東奈良遺跡出土材調査報告

鳴倉巳三郎

茨本市東奈良遺跡から出土した試料21点につき、切片を作って解

剖学的に調べた結果、次の樹種を識別した。

カシ Quercus(CyC10balanopsis)sp。  (第 25・ 26図 1.2.3.4.

5.6.7.8.9。 )

試料 11丸鍬 I(図版129-12)2丸 鍬 I(図版129-13)3鋤

I(図版130-17)4鋤 I(図版130-18)5弓形木製品

(図破126-16)6板状原材 I(図版128-19)7板 状原

材 I(図版131-20)8板状原材Ⅱ (図版131-21)9つ

ちのこ (図版12許 9)

放射孔材で、巾の広い放射組織がある。近畿地方のカシ類には、

アラカシ、アカガン、イテイガン、ウランロガシ、ウバメガシ、シ

ラカシ、ツクパネガシなどがある。材もそれぞれ多少の違いを示す

といわれるが、一般に区別がむずかしいので、ここでは一応カシ類

とした。そのうちでもアラカシなどによく似ている。

カシ材は硬く強靭なので、古くから農具、器具の柄、銃、家具、

車輌材などに用いられてきた。

モミ  Ables firma Sied.et Zucc マツ科 (第 26・ 27図 10.

11. 12. 13)

試料 :10朱塗板 I(図版129-14)ユ朱塗板 I(図版129-15)

12石斧の柄 (図版128-11)13有 頭棒 (図版126-3)

放射組織の水平および切線壁に肥厚が認められ、放射壁の各分野

には小さな半有線膜孔がある。
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モミは広く本州に分布し、現在は建築・建具 。家具材などに多く

用いられるほか、心材と辺材とであまり色調の差がなく、器具材と

しても使用されている。

コウヤマキ  SCiudopitys Verticillata Sied,et Zucc  コウヤ

マキ科 (第25・ 29図14.21)

試料 :14腰掛型木製 (図版 126-1)21F-4-N地 区方形周

溝墓第 1号木棺 (図版84j

放射組織の各分野には大きな単紋孔がある。樹脂道や樹脂細胞は

ない。

現在コウヤマキは数も少なく、限られた分布をしているが、過去

に於いては広く茂ったものである。近畿や東海地方から出土した棺

材は筆者の調査した限り(十数例)すべてコウヤマキであり、ここに

も1例を加えたことになる。なお、コウヤマキはマキと誤称されて

セゝる。

クスギ Quercus(Lepidobalanus)acutiSSima Carr  ブナ科

(第28図 16)

試料 :16竪杵 I(図版127-4)   ・

環孔材で春材部の導管は 1-2環、中の広い放射組織がある。ア

ベマキにもやや似るが、クスギに最も近い。コナラとは夏材部にお

ける導管の配列から区別できる。

クスギは温帯の山野に分布し、材は現在、器具、家具、薪炭材と

して多く用いられている。

シキミ Hlicium religiosum Sieb,et Zucc シキミ科 (第28

図17)

試料 :17竪杵 I(図版127-5)

散孔材で、導管は小さく、放射壁に階段状膜孔がある。

シキミは本邦の暖帯に分布し、枝葉を仏前に供える。材は肌目が

やや密で、現在、施作 。小器具などに用いられるという。杵材とし

ては珍しい。

マツ Pinus(Diploxylon)Sp  マツ科 (第28図 18)

試料 :18杭 1(図版127-6)

放射仮導管に鋸歯状肥厚があり、二葉松類に属するが、アカマツ

かクロマツかは構造上の区別がむずかしいので、ここでは単にマツ

とした。

アカマツもクロマツもわが国に広く分布しヾ現在建築材・土木材
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その他広く用いられている。

アサガラの類 PttrOstyrax sp ェゴノキ科 (第29図 19)

試料 :19杭 I(図版127-7)

散孔性であるが、導管はやや放射状に並ぶ。エゴノキにも似るが

導管の複合状況や放射組織の構造が多少異なる。試料が不十分で確

認できないのでかりにアサガラの類としておいた。

この属にはアサガラとオオパアサガラとあり、わが国の暖帯に分

布し、材は器具材、呑口、マッチの軸木等に用いられるという。

クスノキ CinnamOmum camphora Sied クスノキ科 (第29    っ

図20)

試料 :20用 途不明木器 (図版126-1)

散孔材で導管はやや大きい。周囲状柔細胞が著しい。

クスノキは本邦暖帯から中国 。台湾に広く分布し、材は現在、建

材・器具・家具などに用いられているが、昔から彫刻にもよく使わ

れてきた。

追加  本槌 (図版128-8)は ユズリハ・又鋤 (区版128-10)

はカンと考えられる。

12。 15は適切な写真が撮れなかったので次国に委ねる。
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1.カ シ (本国)

3.カ シ (本国)

6.カ ン (木口)

2.丸鍬Ⅱ  3.鋤 I

同左 (板目)

5.弓形木製品  6.機 伏原材 I

第25図  木器材質鑑定顔微鏡写真

2.カ シ (本回) (板目)

4.カ シ (木口)

同左 (板目)

1.丸鍬 I 4.鋤 ]



7.カ シ (木口) 8.カ ン (本国) 同左 (板目)

9.カ シ (本国) 同左 (板目)
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機1機群

義噛 ―緯 '1麟 壕機罐|,簸

該1韻 謙李綾穣
11.モ ミ (木口) 同左 (柾目)

9.つ ちのこ7 板状原材Ⅱ  8.板 状原材Ⅲ

第26図 木器材質鑑定顕微鏡写真

10.朱ぬり板 ]

同左 (板目)
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同左 (板目)

14.腰掛型木製品  15.木槌

第27図 木器材質鑑定顕微鏡写真

15.ユ ズリハ (本国)

12.斧の柄  13.有頭棒



16.ク ヌギ (本回)

17.シ キミ (本国)

16.竪杵 1  17.竪杵Ⅱ  18.

第28図 木器材質鑑定顕微鏡写真

同左 (柾 目)

同左 (柾目) 同左 (板

同左 (板目)

18,マ ツ (木口) 同左 (柾目)

本九I

同左 (板目)



19 アサガラの類 (本回) 同左 (板 目)

同左 (板目)

20,用途不明木器  21.木棺

第29図 木器材質鑑定顕微鏡写真
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第Ⅵ章

考 察

F-4-N地 区
方形周溝墓の供献土器

について

F-4-N地 区で発見された第 1号方形周溝墓の、南溝、北溝、

東第 1溝からは、ほとんど破片となっているが、多 くの土器が出土

した。

これらの土器は、方形周溝墓の外側からでなく、内側すなわち、

盛土され埋葬のおこなわれた内側から、溝内やさらにそれを越えて

溝外にまで流出し堆積したものであることが、出土状態から明らか

である。埋葬毎に内側の盛上の肩に近い部分に、次々と並べられた

土器が、後に盛土の流出とともに溝の内外に堆積したものとみてま

うがいのないものと考えている。

器 種

高 杯 水 差 器 台

位 置
＼＼＼

溝内・外

6

(16.6)

4

(25,0)

3

(18.8)

8

(22.2)

1

( 6.2)

3

( 8。 3)

19

(10。 7)

側 :)|

9

(13.1)

3

( 2.0)

7

(2.4)

14

(11.6)

東

第

Ⅱ

溝

44

(30,8)

56

(39.2)

15

(10.5)

囲

――十一
|

IT

2

(1.4)(16.1)

各 溝 総 計
118

(40,3)

93

(31.7)

33ィ
 40

(11.3) |(13.6)

(注)北溝は、遺構編で記述したごとく、取り上げ時に別けていないため位置は不明。
第11表 各溝。供献土器集計表。( )内は百分率 (%)

各々の溝から出土した土器の器種等については、第■表に示すと

おりである。壺、甕、鉢、高杯はすべての溝に認められる他、南溝

には水差し、北溝では器台が含まれている。時期的には唐古第Ⅲ様

式から第Ⅳ様式に含まれるものであるが、明確に分けることが困難

なものも多く、今回は一括して取り扱った。

溝外
6冗 )

37  1    16

(53.6)|(23.2)
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r
第30図 東第Π溝出土土器

遺構からみると、北溝には拡張がみられ、また東第 I溝は東溝が

埋まった後、さらに東lRlに 掘り直されたものであり、この方形周溝

墓では最も新しい溝と言えるであろう。

内部主体としては、明らかに木棺であったことが判 る2基 の他

に、 5基の上拡が検出されている。土嫉のうち底が平なものについ

ては木棺であった可能性が強いものである。

合計 7基の埋葬が行なわれていることから、溝中から出土した土

器は、それぞれの埋葬に際して次々と供献された ものとみられる

が、各々の埋葬に際しどの位置にこれらの土器が置かれたかは明ら

かにし得ない。ただ西溝及び東溝では土器が出土しなかったことか

ら、埋葬に当ってあちこちばらばらに置くのではなく、南あるいは

北溝の上方盛土上にその都度並べて置かれた可能性が強いものと考

えられる。

それぞれの溝の土器の観察結果からは、南溝にやや古い傾向のも

のがみられ、東第 I溝には他にみられない新しいものが含まれてい

る。この結果、最初の埋葬に際しては南溝上方に供献が行なわれ、

その後、南溝、北溝上方ともに供献の行なわれたことが推定 され

る。土器の出土状態からみれば、盛土の流出とともに溝内に堆積し

た土器は、そのままの状態で置かれ、溝を埋めた土砂とともに三度

と掘り直されることはなかったことがうかがえる。新しい埋葬を行

う時点でもとの溝を掘り直すのでなく、外側へ新らしく溝が掘られ

たようである。東第 I溝はこうした意味を持つ最後の埋葬に伴うも

のと考えてまちがいないであろう。

各々の溝から出土した土器の内、南溝では壺が全体の%を 占める

のに比べて、北溝では壷甕ともに約%と なり重が少ないのが 目立

つ。鉢、高杯は両溝ともにほぼ似た比率を占めるようである。ただ

このような比率が出たと言っても、これらの上器が数回の埋葬に際

して供献されたものである限り単純に考えることはできないわけで

あり、はたして埋葬の時期が新しくなるにつれて、重が全体に占め

る割り合が滅少するととらえ得るのかどうかについては、今後、よ

り単純にとらえ得る資料の増加を待って比較検討を加えたいと考え

ている。

弥生時代から古墳時代前期の土器には、必ずといってよいほど、

黒い斑点、「黒斑」が付いている。弥生時代中期以降の明るい色調

土器焼成実験か ら観た

黒斑
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I・ 黒斑への疑問

I・ 焼成実験に先立っ

て黒斑の生じる原因の

想定

の土器には特に目立つものであるため、従来より黒斑の生じる原因

について種々論じられてきた。例えば、土器焼成時の火の回りが悪

かったために生じる。又は、焼成後冷え切る前に高熱の上器を取り

出し、木板等の上に載せて冷す間に本がくすぶることによって生じ

るといった見解がいわれた。いずれも具体性を欠くものであるが、

その後紫雲出遺跡の報告書の中において、弥生式土器の製作技術か

ら観た黒斑の生じる原因について、『黒斑の黒色が、土器の表面ある

いはそれに近い器壁のみに認められ、器壁深層では認められないこ

とから、火の回りが悪 くて生じるものではなく、焼成後に生じたも

のとされた。』そして、その焼成後に生じる原因としては、多数の

上器を観察されて、『黒斑の位置関係から、焼成中の高温の土器を

取り出すために、本の棒・藁束 。布等によって持ち上げることによ

って、そのものがくすぶるために生じる。』と初めて具体的な論述

をされた。その後は、この見解が最も適切な意見とされ、黒斑につ

いてはあまり触れられないようになった。しかし、依然この見解の

みでは義明できない、黒斑の全くみられない土器、 1カ所のみに付

く土器など、上記説明にあてはまらない所に付く黒斑が多くある。

今回この疑問点を 1歩進め、佐原氏の見解、従来の意見等を参考と

し、黒斑の生じる原因について「土器の焼成実験」を行って一つの

見解を考えて観た。以下黒斑の生じる原因について述べていくが、

焼成実験とはいっても、当時の焼成技術自体にも不明確な部分が多

く、また土器を焼いた跡も検出されていないため、現在考えられて

いる当時の焼成方法を想定して行った。さらに、実験回数が少な

く、多くのケースを想定して行っていないため不十分な所も多いこ

とを付記する。今回の実験によって、一つの黒斑に関する見解が得

られたことと、当時の焼成方法の一端にもふれられたが、今後の研

究課題も残った。

黒斑は、従来の見解でも明らかな様に、土器の焼成中及び焼成直

後に生じるものと考えられ、土器の製作段階に生じることは考え難

い点を前提として原因を 5通 り想定する。

焼成中の原因

これまでのように焼成中の原因として火の回りが悪く温度が上が

らないのではなく、焼成中に他のものとの接触による炭化現象、低

温化現象によるものと考えた。

①土器と地面の接触による場合。
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焼成実験・ I

②土器と木 (炭や換を含む)の接触の場合。

①土器と土器との接触による場合。

次に焼成直後に生じる原因は、従来通りのものを考えた。

①焼成直後に土器を木等で袂んで取り出す場合。

①焼成直後に土器を取り出して、本の上に載せて冷やす場合。

以上の 5通 りを想定して焼成実験を行った。

また黒斑の性質を考えるために、種々ある黒斑にも注目した。黒

斑は、土器表面の他の異物との炭化現象ではあるが、色調は真黒・

黒色・灰色に近いもの、形も大形から小形、円形、精円形、点のよ

うなものまで種々ある。これらの相違がなぜ生じるかも今回の実験

結果に期待した。

実験 Iでは、焼成中に生じる黒斑の実験を試みた (原因①～③の追

求)

1 実験場所、周囲よりやや高く(lo～ 20翻)な った台状の所で、凹

凸の著しい比較的やわらかい平面上で行なった。

2 実験土器、壷 。甕 。高杯・台付鉢など約30点である。粘土は、

東奈良遺跡の調査区 (遺構面)か ら採取したものを使

用した。これらの上器は、製作後 1～ 2週間の自然

乾燥を経たものである。

3 焼成実験土器の配置、最も大きな台付然を中′きにして、それを

取り巻くように、逆にしたり、横に倒したりして山

状に積みあげた。 (第 36図-1)

4 焼成方法、土器群から50cm前後離れた所から4カ 所に火を付け

(第 36区 -2)次 に火を横へとのばし土器群を次第

に取り囲んで行った。完全に土器群を取り囲んでか

ら約 2時間ほど焼き、胎土中の水分を蒸発させた。

水分が蒸発すると土器の色調は暗褐色に変化した。

(第36図 -3)こ の時点で、火を上器群に近づ1/jて

行き、次第に土器群を包み込んでしまう形になる。

(第 36区 -4)こ の状態で数時間焼くのであるが、

今回の実験では種々の制約から約 1時 間で終わっ

た。 (第36凩 -5・ 6)

実験 Iでは、焼成直後に生じる黒斑についての実験を行なった。

(原因④⑥)上記と同様の工程で、粘土/1ヽ塊を用いて行なった。焼成

直後に、木で袂んだ場合、本の上に載せてみる場合の 2種の実験を

焼成実験・ 1
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実験結果

行なった。

焼成実験 Iの結果、そのほとんどの上器に黒斑が認められ、焼成

中にも黒斑が生じた。しかし、黒斑のほとんどが小形で不整形なも

のであり、遺物にみられるような円形、もしくは楕円形に近いもの

は、僅かな数のみであった。以下焼成実験 Iを行なった実験土器の

中から、抽出し記述する。               |

a壺 型 土 器 地面に横転。

地面に横転。

口縁部を下に伏せる

黒 斑 の 付 着 状 態 (胴部最大径を腰部)

。接地部の国縁端外面、腰部に灰色の黒斑。 (第35図 -1)
。上記対面、小形・不整形な黒斑数力所。 (第35図-2)

O接地部の口縁端外面、腰部に円形に近い黒色の黒斑。 (第

35図 -3)
。上記対面、小形・不整形な黒斑数力所。 (第35図 -4)

O口縁内側に僅かな黒斑。 (第 35図-5)
。体部に小形・不整形な黒斑数力所。 (第35図-6)

O杯部内側に黒色の黒斑。 (第35図-7)
。杯部外面、脚部内面に小形・不整形な黒斑数力所。 (第35

図-8)

O杯部 。脚部の最大径に黒斑。 (第35図 -9)
。上記対面、小形・不整形な黒斑数力所。 (第35区 -10)

焼成時の設置状態
 |

d高 杯型土 器 杯部を下に伏せる。

e台付鉢型土器 地面に横転。

第12表 実験 I。 焼成土器の観察表

第13表 黒斑の位置関係の分類表

原因①による黒斑 。b壼型土器の黒斑は、出土土器に認められる

様な比較的整った形を呈している。他は、色調は薄いが、黒斑状の

ものが多い。 d高杯型土器の杯部内面すべてが黒色を程しているの

は杯部を下に伏せて焼いたために、地面との接触によって生じたと

考えられる。

原因②による黒斑 。上記のすべての土器に小形、不整型な黒斑が

生じた。これは、燃料にした薪が完全に焼えつきる前に土器を取り

b壷 型 土 器

C甕 型 土 器

Al 同一面の口縁端部と脚端部・腰部の 2カ所に黒斑が認められるもの。

A2 Alの部分と共に、反対面に対になるような黒斑が認められるもの。

Bl 下腹部分に黒斑が認められるもの。

B2 Blの部分と共に、反対面の肩部に黒斑の認められるもの。

Cl

C2

D

底部全面に黒斑が認められるもの。

C2の部分と共に、反対面の口縁部・肩部に黒斑の認められるもの。

土製品などの半面を覆う黒斑があるもの。
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模  式  図 器種 時期 黒斑の位置・形態 (胴部の最大径部を腰部とする。) 黒斑の分類

了

♪

重

型

土

器

弥

生

時

代

中

期

O口縁外端部・腰部に小型・大型の黒斑。 (第34図 1)

O上記対面・頸部と胴部の接する部、腰部の 2ケ所の不定

形な黒斑。 (第 34図 2)

A2

壺

型

土

器

弥後

生

時

代期

O底部全面に黒斑。 (第34図 B)

Cュ

水

差

型

土

器

中

　

　

　

期

弥

生

時

代

O腰部下位より底部へ大型の黒斑。 (第 34図 5)

O上記対面・口縁部外端に非常に小型の黒斑。(第34図 6) B2

無
頸
重
型
土
器

弥

生

時

代

中

期

O鉢・腰部と脚部端面に黒斑。(第34図 7)

O上記対面、鉢、腰部に薄い色調の不定形黒斑。 (第34図 8) A2

「 絲
‐

壺

重

型

土

器

帥
墳
時
帥

O腰部下位より底部へ大型の黒斑。 (第34図 9)

O上記対面、肩部に小型・不定形な黒斑数ケ所。 (第34図

lQJ

C2

令 壷

型

土

器

帥
墳
時
帥

O底部周囲よリー部、腰却下へのびる黒斑。(第34図 4)

Ci

甕

型

土

器

師
墳
時
帥

O腰部から底部へ大型の黒斑。(第34図■)

Bェ

高

杯

型

土

器

揃
墳
時
爛

O杯、日縁端部と脚部端部に黒斑。 (第34図 14)

Aュ涯てめて

懇
土

錘

後

　

　

　

期

弥

生

時

代

○外面%に黒斑。 (第 34図 15。 16)

D

紡

　

錘

　

車

睦
生
時
爛

O片面に黒斑。(第 34図 12・ 13)

D

第14表 黒斑の位置観察表
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東奈良遺跡出土土器の

黒斑

東奈良遺跡出土土器と

実験結果の比較 `

出したために、薪が載っていた部分に生じたものと考えられ、その

ために大きさや形が異なる黒斑が生じたのであろう。

原因①による黒斑 。今回の実験では、土器と土器の接触では黒斑

は生じなかった。

焼成実験 Iの結果、いずれのものにも黒斑が認められた。

原因①による黒斑 e木で袂む実験の結果、本の当たった部分は濃

く、その本の形を残し、それに順じて薄く広がった。

原因①による黒斑 。本に接する部分は濃く、煙ののびて行く方向

にも黒斑が生じた。

以上の結果により、原因①の上器と土器の接触による黒斑のみが

今回の実験では、生じなかった。①②、①①では不明確なものがあ

るが、黒斑は生じ、またその中でも原因②による土器上に炭、嶼等

がのることで小形、不整形な黒斑がすべての焼成実験土器に観られ

た。

掟成実験 士・ Iよ り得られた黒斑を生じる原因、黒斑のありかた

を考える上において、当東奈良遺跡出上の上器 。遺物の黒斑を観察

した。 (以下抽出した土器は、黒斑のあり方が明瞭に判るほぼ完形の、弥生

時代唐古第口様式から吉墳時代の各種土器と土錘・紡錘車である。)

以上のように、黒斑のあり方を出土土器よりAl～ C2、 Dの 7通

りにわけたが、実験土器との比較のために黒斑を細かくみてみる。

このうち、A2、 B2、 C2のそれぞれ対になる黒斑をもつものは、

それぞれの一方の黒斑が、色調も薄く、小形・ 不整形であることで

共通している。これらの黒斑は、反対面に認められる色調の濃い整

った形のものとは異なった原因により生じると考えられる。さきの

色調が薄く小形 。不整形な黒斑は、焼成実験 Iの上器に多数認めら

れた小形・不整形な黒斑と似ている。この黒斑は、実験結果表でも

記述したが、原因②によるものである。焼成時に燃料の薪が真赤に

焼けて炭の様になっているものが土器に密着している場合に生じ、

この炭が完全に燃え切らない内に取り出した場合、小形・不整形な

黒斑が生じた。また、この黒斑は、焼成時の上器の置き方、他の土

器の関係から、いろいろな位置に付くが、その多 くは焼成時に土器

の上面になった部分であった。この原因②の黒斑は、俗に言われて

いる黒斑とは異なり、土器に付着する炭の燃焼状態により、生じな

い場合もあり、また非常に不鮮明な場合もある。

今回観察した出土土器では、A2、 B2、 C2の対になる黒斑のあ
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小結

り方の一方が、原因②によって生じる黒斑とい うことになる。で

は、Al～ C2、 Dに観られる黒斑は、なぜ生じるのであろうか、実

験 I・ 1に より、一方が原因②による黒斑となる場合は除外され、

原因①は実験で黒斑は生じなかった。残る原因①、①、①で黒斑は

生じる。出土土器、A2、 B2、 C2と原因①の地面との接触によっ

て黒斑を生じた実験土器、壺 1・ 2、 器台を比較して観ると、いず

れも大きな黒斑と小さい黒斑をもつものである。そこで出土土器

A2の壺型土器、 B2の水差型土器、 C2の壼型土器の小さい黒斑の

認められる部分を上にして置くと、対になる大きな黒斑の部分が接

地し、安定するようになった。また他の小さい黒斑が認められない

他の出土土器も、黒斑部分を接地させると安定した。これらの点か

ら出土土器にみられる黒斑は原因①によって生じた ものとみ られ

る。なお、Dの土製品にみられる黒斑も原因①による ものであろ

う。

次に原因①は、焼成実験 Iの ように小粘土塊の場合は木等で挟み

上げることが可能であるが、焼成直後の土器を底部と肩部をもって

扶み上げるのは難しい面がある。同様に原因①も困難な作業であり

実際に行なわれたかどうか疑問である。

以上のような実験結果と出土土器との比較によって、焼成中に土

器と地面が接触している場合、大きな黒斑が生じ、土器と薪 (炭・

澳)等の接触では不明確な小さい黒斑が生じることが明らかとなっ

た。なお、焼成直後本で扶んで取り出したり、本の上にのせた場合

も接触した部分に小さい黒斑が生じる。また今回の実験では土器と

土器の接触によっていずれの黒斑も生じなかった。

黒斑の生じる疑間に対して今回の実験と出土土器の比較検討によ

って、一つの解決案が出た。いままで言われていた「焼成直後に土

器を木 。藁束・布等で扶み上げる時」と「焼成直後に土器を冷やす

間木板等の上に置いた時」に黒斑が生じること以上に、焼成中に地

面との接触によっても生じ、また焼成中の土器に付着する薪・炭 。

換等の状態によっても黒斑が生じることが判ったのである。このよ

うに、黒斑は 1つの原因で生じるのではなく、種々の原因が関係し

合って生じるのである。

次に新たな疑問点も起こった。弥生時代・古墳時代前期の上器

は、どのような場所でどのように焼成されたのであろうか。原因①
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の地面との接触によって黒斑が生じることを前提にして、東奈良遺

跡出上の上器の黒斑を観ると、弥生時代中期の上器は壼・ 甕
。高

杯・鉢型土器等の多くを横に倒して焼成している。古墳時代前期の

上器は、高杯型土器には横に倒して焼成しているものが多く、他の

土器は、多くが底部・下腹部を下にし、自然に安定するような位置

で焼成している。

このように時代により、焼成状態に違いが認められるようであ

る。この違いは、焼成時の熱効率を考えたものか、焼成土器の量に

よるものか明らかでないが、今後これらの点から観る黒斑のあり方

を追求する必要があろう。

注 「紫雲出」 昭和39年
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高杯型土器 と台付鉢型

土器の杯部 と脚部の接

点について

1円板充填法 ｀

第31図 杯部と脚部のとりつけ方法

高杯 。台付鉢型土器等の脚部の接合方法は、筒状の脚部を絞 りし

め、杯部と脚部の誘い口として成形した後に、球状の粘土を充填す

る、いわゆる円板充填法である。この手法は、畿内地方において、

弥生時代中期 (唐古第H・ Ⅲ・Ⅳ様式)か ら後期 (西ノ辻 I式を含む唐

古第V様式)ま で用いられたとされている。しかし、これ以降の土器

を観察してみると、もろもろの方法こそ違うが、古墳時代前期の上

器から奈良 。平安時代の上師器までに及んでいる。

また円板充填法と並行して、弥生時代後期以降か ら、 さし込み

法、貼 り付け法なども観られるようになると考えられる。

以下、各製作方法を各時期に追って変化をみる。

①弥生式土器唐古第 I様式の時期

②弥生式上器唐古第Ⅲ・ Ⅳ様式の時期

①弥生式土器唐古第平様式の時期 (西ノ辻 I式を含む)

①土師器 (古墳時代前期)

①土師器 (奈良。平安時代)

①の時期は、他の時期とは異なり、柱部は充実しているが、杯底

部が落ち込んでいるため充填 (補足といった方法といえる面がある)し

て補ったのであろう。この時期の高杯 。台付の土器のうち充填した

ものと充填しないものの比率は、各々約50%である。

②の時期は、柱状部中央を周囲からしめつけて細くする。杯部に

は底部がなく中空であるため、粘土をその部分に充填してふさぐ。

後に脚部中頃より下端面まで、ヘラ削り調整を行なう。まれに柱状

部までヘラ削りを行なうものもある。

①の時期は、②の時期とほとんど変化はないが、充填の時に指な

どで受けとめたのであろうか、円板が逆台形のものが多い。また、

柱状部上端までヘラ削りが行なわれている。

①の時期は、さきの弥生式上器とは異なり、かなり変化する。杯

部底部の穴が小さいため、脚部を付けた後に、杯部底部内面のヘラ

磨きを行う時に、ヘラについた粘土によって小さな空間を埋めたと

考えられる。この点から、円板充填法といえない点があり、補足的

な充填方法とも考えられる。

①の時期は、充填円板の下面に、棒で支えたと思われる痕跡がTrR

られる。この痕跡から、 a充填する時に粘土が下がらない様に棒等

で支える。 b充填する時の圧力で脚部が、崩れないように棒で支え

た。 c外面の整形・施文の時に棒を支えとして用いる等の方法によ
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2さ し込み法

る痕跡と考えられる。しかし、土器製作から考えると、充填するま

での器体は、あらかじめの生乾きの状態であると考えられ、器体の

堅さよりも充填する粘土の方が柔らかいと思われるため、 a・ もの

方法による痕跡に不明確な所がある。この痕跡は、 a・ bの充填す

る時のみの使用ではなく、 cの整形・施支等の時における使用も含

むと考えられる。 (第36図-7～ 9、 第37図 -1・ 2)

①、①の時期に多く観られる。さし込み方法は、杯部と脚台部と

を別個に作り、あらかじめ杯底部となる部分は脚部上端の径の大き

さに穿孔しておく。そして、接合の時に、柔らかい粘土 (ドロ状のも

の)または水を杯部と脚部の接点部分に塗り、杯部に脚部をさし込

む。最後に杯部内面、杯部と脚部の接合外面にヘラ磨き等を行い、

接点部分を消すと共に強度を増す方法を用いている。しかし、さし

込んだ時点での杯部と脚部の粘着度が違うためか、 接合点は もろ

く、構造的に弱い面がある。またこの時期の脚部は、絞りしめ後に

内面上端までヘラ削りを行い、器壁の薄いものが多い。 (第 37区―

3～ 5)

②の時期の大形台付鉢、台付無頸壷等、①の時期の高杯に観られ

る。この方法には 2種ある。 a鉢・無頸壼等の底部角部分にヘラ削

りを行い、丸底状に仕上げ、脚台部を付加する。 b鉢・無頸壷等の

底部に直接付加するものと、充実の短い脚部を直接付加する方法が

ある。 aの方法は、円板状に象J落するものが多いため、円板充填法

と誤解されやすいが、明らかに異なり、特に大形のものにはこの方

弥生式土器の製作技法の説明に、「回転台」という言葉がしばし

ば登場する。しかし、現在の所、明確な「回転台」と呼ばれる土器

製作用具が、発見・検出されたとの報告はないが、その存在が想像

遺物として使用されている。

この「回転台」という言葉が使用されはじめたのは、休生式土器

と呼ばれる新器種の発見からである。日本の考古学は縄文式上器の

研究から始められたが、縄文式上器にない均整のとれた美しい弥生

式土器は、「械幅」を使用して製作されたものと考えられた。しか

し、その後の研究により、我国の「税幅」の使用は、古墳時代中期

杯部と脚部のとりつけ方法

3貼 り付け法

第33図 杯部と脚部のとりつけ方法

回転台について
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に須恵器の製作技術と共に朝鮮半島から伝えられてからはじまった

ことが明らかになった。その時点で、上記の技術を説明するとに、

「軌幅」に近い道具として「回転台」が考え出された。その後、昭

和34年に佐原真氏が土器製作技術の面から、「回転台」の存在の可

能性を一歩進められた。

「回転台」とは何か 「回転台」とは、「税幅」とは区別され、必要に応じて台そのも

「回転台」

のを回転させて使用するものとされている。しかし、現在考えられ

ている「回転台」とは、弥生時代中期後半には単に回転する台では

なく、回転軸をもつ真正円運動をするものとされている。ここまで

進歩したとするならば、一種の機械と言えるものであろう。そのた

めに畿内地域のみが使用でき、他の地域では使用できうる単純なも

のでないとさえ想像されている。しかし、現在のように全国の多数

の箇所で発掘等の調査が行われ、何千万 。何億点といわれる遺物等

が出土しているにも拘らず、その実体をみない。確かに土器製作用

具も遺物としての出土例が少ない面があるが、これほどの道具が出

上していない上に、「 回転台」が土器製作過程において、調整 。施

文等の段階にのみ使用されたものでありながら、当時としてはこれ

ほど高度な道具へ技術進歩したという点に疑問をもち「回転台」を

再考してみる。

そこで「回転台」の存在を肯定させる櫛描文、凹線文、横ナデ等

を考えてみる。畿内型櫛描文A種においても、唐古第 1様式の時期

には描き継ぎが認められるものがあり、中には 5～10箇所を数える

ものさえある。 (第32区-11・ 12)ま た同時期末から第Ⅲ様式初頭

の畿内地方の一部にみられる櫛描簾状文は、回転運動からの文様と

いうよりも、停止目が文様化したものと考えられ、同様に櫛描流水

文も往復運動とも考えられ、回転運動と異なると考えられる文様が

ある。次の唐古第Ⅱ様式は、畿内型櫛描文A種の隆盛期に至り、確

かに描き継ぎは少ない。唐古第Ⅲ様式 (新)か ら第平様式 (古)に

かけての凹線文に至っては、「回転台」の存在を十分に考えさせる

ものである。さらに唐古第 V様式から古墳時代前期にかけては、土

器自体の製作技術が大きく変化し、今までの「回転台」上の調整 。

施文等の作業を破棄するため、唐古第 V様式末から古墳時代初頭に

再びあらわれる櫛描文が描き継ぎの多い手の運動によるI種のもの

に変る。この流れは「 回転台」の使用状態の変遷と考えられるが、

別の視点「回転台」がないものとした場合には、単純な回転補助具
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第35図 焼成実験土器 (1～ 10)
木葉痕の残る土器底部

唐古第Ⅱ様式壺型土器・櫛描文の描き継ぎ(11.12)

唐古第 I様式 (13.14)土師器 (15)
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第36図  土器焼成実験 (1～ 6)脚 部の取 り付け方法

10

円板充填法 (7.8.9)｀ 貼り付け法 (10)



第37図 杯部と脚部の接合実験
円板充填法 (1.2)さ し込み法 (3.4.5)

貼り付け法 (6.7.8)



でも長年つちかってきた櫛描・横ナデ技法を施すことによる熟練化

が進み、唐古第Ⅲ様式の畿内型櫛描文を生み、あるいはその頂点が

凹線文であるとも考えられる。そして、一時衰退した櫛描文が再び

施される唐古第 V様式末から古墳時代初頭では、製作技術の変化に

より以前のような丁寧な技法を使ったものを必要としなかったため

に、描き継ぎが多く認められるものとなったとも考えられる。

この考えから単純な「回転台」として、以前から言われている土

器底部に残る木葉痕に注目し、「木の葉」による回転台を考えた。

この本の葉は、組文式土器より網代・布等と共に土器を作る下敷と

して使用され、弥生式土器の製作においても使用し、土器底部にそ

の圧痕を残す。ただ、弥生時代各時期によって僅かながら異ってい

るため、分類し3形態に分けてみる。

a形態 。唐古第 1・ I様式の時期、木葉痕は 1葉の圧痕が多い。

b形態 。唐古第Ⅲ oⅣ 様式の時期、土器底部までのヘラ削り、ヘ

ラ磨きを行うために本葉痕を残すものが少ない。大形の

上器は本葉痕が 1葉、小形の土器は何葉にも重なってい

るものが稀に認められる。

c形態 。唐古第 V様式・古墳時代前期、多くの本葉が重なりあっ

ている。 (第 32図 -13～15)

以上のような分類を考えた。 b形態の櫛描文、凹線文の隆盛期に

木葉痕を残すものが少ないのは、他の形態に比べて底部が非常に薄

く、削り取りがあるからと考えられる。また回転運動から離れた縦

方向のヘラ磨き、ヘラ削り作業を行うことに重点を置く面がある。

これらの点からb形態の時期にも、本の葉等の下敷を用いた可能性

が考えられる。

では何ぜ、各時期 (特にa形態の畿内第コ様式)に本葉痕を残すので

あろうか。「回転台」の存在を考えたならば、本葉痕を残すことに

疑問を感じる。つまり、木の葉等を下敷として使用して回転台に載

せた場合、真に回転台の回転運功を利用できるとは思えない。回転

台に固定してこそ利用価値があると考えられるからである。木の葉

は、下敷としての機能と共に、下敷ごと回転する機能をもつものと

して使用されたものではないだろうか。また高度な「 回転台」が存

在したとすれば畿内第 V様式に、簡単に廃絶することは理解できな

い。としろ本の葉等の単純なものであるからこそ、道具の廃絶でな

く、その時間と労力を使った技法の廃絶であったと考えたい。
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これらの点を総合すると、単なる製作用の台は十分に考えられる

が、そのものが回転運動するのではなく、そこに下敷として使用し

た「本の葉」等が回転運動を助け、これに弥生時代前期よりつちか

ってきた調整、施文技術の向上と熟練化によって可能となった櫛描

文、凹線文等が施文されたと考えられる。ここであえて、「 回転台」

という名称を残すとするならば、本の葉等に与えられるべきである

と思われる。

注 1 「勝部遺跡」 昭和48年  回転台が出上したと報告されたが後
に否定される。

2 「紫雲出」 昭和39年
3 輯鑢とは整った回転軸を、台に適曽な重さを与えて惰力で急速度
に回転させ、台にのせた粘土塊から直接水挽きによって作り上げる

もの。

4 「古代の技術」 小林行雄編
5 東奈良遺跡より昭和49年、叩き板出土。
第37図 杯部と脚部の接合実験は、西念秋夫氏による。
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